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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　たぶん、天才には二種類いるんだろう──。

　薄うす暗い階段を三段飛ばしで駆かけ下りながら、バジンはそんなことを考えていた。

　時代に求められて現れる英えい雄ゆうタイプと、そんなことはお構いなしに自然発生する変人タイプ。どちらが良いとか悪いとかはない。ただ、バジンの実体験から言えるのは、後者のタイプに付き合っていく凡ぼん人じんの苦労は、そりゃもう並なみ大たい抵ていのものではないということだ。

「博士はかせっ！　入りますよ！」

　立て付けの悪い扉とびらを蹴けり破るようにして部へ屋やに入ると、いつものように地下研究所のこもった空気が出迎えた。床ゆかには殴なぐり書きのメモ用紙だの実験用の沸ふつ騰とう石せきだのが無む秩ちつ序じよに散らばっていて、ほとんど足の踏ふみ場もないほどだ。

「うわっ!?　ああもう、昨日きのう掃そう除じしたばかりなのに……」

　思わず溜ため息いきをついたバジンだが、すぐに気を取り直すと、物を踏みつけるのも構わずに歩き始めた。何を構うものか。どのみち、この部屋にあるものの大たい半はんは捨て置くことになるのだ。

「博士！　返事をしてください、アナライ博士っ！」

　声を張り上げると、薄暗い部屋の一番奥で気け配はいが動いた。しゃっきりと背せ筋すじの伸びた小こ柄がらな老人が、ランプを片手に、絵の具でべとべとになった白はく衣いを揺ゆらして姿を現す。

「大声を出すな、バジン。仕上げが狂くるうところじゃったぞ」

　そういう老人の右手には、淡あわい黄色に染まった絵え筆ふでが握にぎられている。バジンは眉まゆ根ねを寄せた。

「仕上げって……絵の具なんか持ち出して、いったい何をされていたんですか？」

「うむ、見るか？　まだ表面が乾かわいておらんが」

　身をひるがえしたアナライに従って部屋の奥に行くと、そこには赤・青・緑・黄色でそれぞれ彩いろどられた人形が四体、並んでいた。人ひと型がたといえば人型だが、背せ丈たけはバジンの膝ひざ下したほどで、頭が大きく手足は小さい。言ってみれば人体が二に頭とう身しん半はんほどに戯画化デフオルメされたような形をしている。

　しかし一般的に、人々がこの形態を「人型」と呼ぶことはない。というのも、こういう形をした人間とは別の存そん在ざいが、当たり前のように彼らの身近にいるためだ。それがいわゆる──。

「──四大精せい霊れい……ですか？」

「さよう。アナライ・カーン作、『人じん造ぞう精霊』試作機じゃ」

　満足げに鼻を鳴らすアナライに促うながされて、バジンは向かって右側から順番に、四大精霊の形をした人形を眺ながめていった。まずは一体目……緑色に塗ぬられた人形だ。お腹なかには本物が持つ『風かざ穴あな』を模もした丸い穴あなが空あいており、その中からそよそよと風が流れてくる。

「これは風かぜ精せい霊れいですね。動力は……」

　バジンが身を屈かがめて穴を覗のぞき込むと、まず回転して風を生み出している六枚の羽はねが目に入り、そのさらに向こう側に、羽はねと連結された回し車に乗って走り続ける小動物の姿が確認できた。よく耳を澄すませば、チュウチュウと鳴き声もする。

「……ネズミですか……」

「このスペースに入って、なおかつ動力となれる生き物となると、他に候こう補ほがおらんでな」

「ネズミ任まかせのウチワですね、要ようするに」

　製せい作さく者しやにがっかり感が伝わるよう一いつ蹴しゆうして、バジンは次の『人じん造ぞう精せい霊れい』へと注意を移した。

「これは青いから水精霊……なるほど、胴どう体たいの『水すい口くち』から液体が出ていますね」

「胴体と顔の部分は開かい閉へい式しきになっておる。開けて中を見てみるとよい」

　アナライに言われるがまま『水精霊』の中身を暴あばくと、まず頭の中には小さな水すい槽そうがあった。水槽には目の粗あらい小石から細かい砂まで層状に重ねられており、その上に泥どろ水みずが溜たまっている。水槽の一番下に敷しかれたろ紙からは澄んだ水が染み出し、本物の水精霊であれば『水口』と呼ばれる蛇じや口ぐちに似にた器官へと向かう管くだに注そそいでいた。

「……これは、確か。ずいぶん前に博士はかせが作った『ろ過か機き』でしたっけ？」

「さよう。この仕組みで泥水から不ふ純じゆん物ぶつをこしとって、綺き麗れいな水を得ることができる」

　蛇口の下に置いてある茶ちや碗わんに溜まった水を舐なめてみて、バジンは眉まゆをしかめた。

「……博士。この水、えらく泥どろ臭くさいんですが」

「飲いん用ようとしては問題ないはずじゃが……ろ紙の強度と、繊せん維い密みつ度どに課題があるようじゃな」

　しれっと言ったアナライに呆あきれながら、バジンは隣となりの精霊に視し線せんをやる。これには色以外にも他の三体と違ちがう点があり、バンザイするように上げた両手の上にフタが被かぶせてあった。

「次は火精霊……。ということは、やはり両手の『火か孔こう』から火が出るんですか？」

「うむ、見ておれ」

　両手を覆おおっていた丸いフタを取り除のぞくと、アナライは間を置かず白はく衣いのポケットから火打ち石を取り出し、『火精霊』のすぐ傍そばで打ち合わせた。石と石がぶつかり合って火花を生んだかと思うと、ごく一いつ瞬しゆんではあるが、火か勢せいが何倍にも広がって空中で燃え上がる。

「わわわっ！　危ないっ！」

「この『火精霊』の体内には、蒸じよう留りゆう分ぶん離りした純じゆん度どの高い油が溜めてあっての。知っての通り、油というやつは放っておくと、ちょっとずつ揮き発はつ……つまり気化する。手に空あいた『火孔』からは気化した油が上がってくるから、それをフタの内側に溜めて火を点つけた、というわけじゃ」

「説明よりも、可か燃ねん物ぶつだらけの室内でやっていいことと悪いことを考えてくださいよっ！」

　軽く焦こげた白衣のスソを払はらいながら、バジンは涙なみだ目めで残る『人造精霊』最後の一体を眺ながめやった。最初の風精霊と同じような穴あなが胴体の真まん中に空あいており、ガラスでフタをされたそこから、ぼうっとした不思議な光がこぼれ出している。

「胴体に『光こう洞どう』……光精霊ですね。でも、この光は一体……？」

　興きよう味みを惹ひかれたバジンが顔を近付けて穴あなの中を覗のぞき込むと、薄うすいガラス蓋ぶたの一枚向こうで、無数の黒い影がわさわさと蠢うごめいた。尻尾しつぽから小さな光を放つ数百匹ひきのそれらが何であるか気付いた瞬しゆん間かん、バジンは総そう身みに鳥とり肌はだを立てて後ずさった。

「こ、光虫じゃないですかっ！　きき気き色しよく悪いっ、こんなに沢たく山さんどこで捕まえてきたんです!?」

「気色悪いとはなんじゃ！　感情的に嫌けん悪おする前に、わしの助手を名乗るなら物事の本質を見よ。この虫はな、『炎ほのお』も『大きな熱』も伴ともなわない『光』が、なにも光精せい霊れいだけの特権でないことをわしらに教えてくれる生きた証しよう拠こなのじゃぞ」

「い、いや、それはそうかもしれませんが……」

　網もう膜まくに焼きついた虫の残ざん像ぞうをがんばって追い払はらい、バジンは頭一つ低い師しの顔をにらんだ。

「……博士はかせ。正直言って、今回ばかりは私も理解に苦しみます」

「む……？」

「この『人じん造ぞう精霊』を作った目的ですよ。博士が長らく研究対象として精霊に注ちゆう目もくしていたのは知っていますが、こんなジョークみたいな劣れつ化か品ひんを作って何になるんです？　無む闇やみに教団の連中を挑ちよう発はつしているとしか思えません。まさか本気で精霊の存そん在ざいを人じん工こう的てきに再現できると思っているわけじゃないでしょう」

「お前も、それが出で来きんと思うか」

「難むずかしいでしょう。現時点で、我われ々われには虫一匹ぴき作り出せないというのに」

　手て厳きびしい意見に反論するでもなく、アナライは自分で作り上げた四体の試作品をじっと眺ながめる。老ろう賢けん者じやの思うところは測りかねたが、今のバジンにはのん気にそれを想像している暇ひまはない。

　ずっと片手に握にぎり締しめていた便びん箋せんを、何も言わず、バジンはアナライに向かって突つきつけた。

「……なんじゃこれは？」

「薄々はお気付きでしょう、アルデラ教団からの最さい後ご通つう告こくです！　時間が惜おしいので内容をかいつまんで読み上げますよ……『瀆とく神しん者しやアナライ・カーンへ。再さい三さんの忠ちゆう告こくにも拘かかわらず、今もって其その方の研究は神の御み心こころに沿そわぬこと甚はなはだしく、その行おこないは主しゆ神しんの寛かん容ようを大いに逸いつ脱だつしたるものなり。三日後の正しよう午ごまでに悪あく行ぎようの産物悉ことごとく伴ともなって神しん殿でんまで出しゆつ頭とうせよ。しからざれば今度こそ異い端たんとしての厳げん罰ばつを免まぬがれえぬものと知るべし』……」

　バジンがそこまで言ったところで、アナライは喉のどを鳴らして苦く笑しようした。

「瀆神者とはまた、わしも随ずい分ぶんと教団の連中から嫌きらわれたものじゃな。……要ようするに、今ここにある研究成果を全すべて背せ負おって、三日以内に神殿まで許しを乞こいに行けというわけか？」

「そういうことです。似にたような警けい告こくは今まで何度もありましたが、今回は明らかに温度が違ちがう。三日後と言わず明日にも、鉄てつ杖じようを携たずさえた異い端たん審しん問もん官かんが、ここのドアを叩たたくかもしれません」

「本気とあらば、そうなるじゃろうな。軍の後ろ盾だてを失ったわしらは極きよつ刑けいを免まぬがれまいて」

「他人ひと事ごとじゃありませんよ。……これでも私も『アナライの弟で子し』の端はしくれ、もとより地じ獄ごくまでお供ともする覚かく悟ごではありますが……博士はかせ、これからどうなされるつもりですか？」

　助じよ手しゆに真しん剣けんそのものの口く調ちようで尋たずねられて、アナライは溜ため息いきをついて部へ屋やの中を見渡した。

「……この世界には、至いたる所に神の目が光っておる。地上の全すべてばかりでは飽あき足たらず、書の中身や言こと葉ばの一つ一つ。果はては人の心に至るまで、かの神は天てんから我われらを見張っておる……」

「…………」

「それが窮きゆう屈くつじゃと、せめて研究の間だけは神を忘れたいと願って、この研究室を立ち上げたものじゃが……かび臭くさく薄うす暗い、我われらの愛あいすべき聖せい域いきも、いまや神の怒いかりを前にして風ふう前ぜんの灯ともし火びというわけか」

「……胸きよう中ちゆう、お察しします。教団の神学者どもは、どう説明しても先生の『科学』を理解しません。『全ての論理の根こん底ていには神がいなければならない』……そんなアルデラ神学の戒かい律りつを盲もう信しんするばかりで、純じゆん粋すいな真理の探たん究きゆうを断固として認めないのです」

「そう、『科学』……神の導しるべなき人の学問。それこそが、我らがここで学んだことの全てじゃ」

　アナライが感かん慨がいを込めてそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、天てん井じようから釣つり下がっていた鈴すずが甲かん高だかい警けい戒かい音おんを奏かなでた。それに続いて、この空間と地上を隔へだてる鉄製のドアが、荒々しいノックに軋きしみを上げる。ふたりは全ぜん身しんで身構えて互たがいを見た。

「……警けい告こくした期き日じつを待またずに来よったか。予想の内とはいえ、まったく短気な連中じゃな」

　呆あきれ声でぼやくと、アナライは身をひるがえして自分の机つくえまで歩み寄った。そこで一ひと呼こ吸きゆうを置いて気持ちを切り替えるや、猛もう然ぜんと片付けを始める。

「──バジン、ここは店みせ仕じ舞まいじゃ。よほど残しておきたい資料以外は諦あきらめろ。なに、成せい果かは全てわしとお前の頭に入っておるし、そもそも学問は場所を選ばぬ。次はせいぜい、もっと上手うまく神の目から逃れてみせようぞ」

「は、はい！　……しかし、博士、当てはあるのですか？　この国の──カトヴァーナ帝てい国こくのどこに逃げても、教団はしつこく我々を追ってくるのではないかと……」

「学問は場所を選ばぬと言ったばかりじゃ、当てが帝国である必要もあるまい？　隣となりのキオカ共きよう和わ国こくは技術立国を標ひよう榜ぼうするだけあって、わしらのような人種を受け容れるだけの度ど量りようがある」

「キオカ……!?　戦争中の隣りん国こくですよ！　亡ぼう命めいのツテはあるんですか!?」

「あちらにも少なからず『アナライの弟子』はおるよ。これまでの文通で話は付けておいた。転ばぬ先の杖つえじゃな。……さて、バジン。お前の火ひ精せい霊れい殿どのはどこにおる？」

「は、はい。ラガは今、裏うら手ての焼しよう却きやく炉ろでゴミを燃やしていますが……」

「ならば炉ろに火は入っているな。ちょうどいい、教団の石頭どもに押おう収しゆうされるのが業ごう腹はらなものもある。お前は先に行って火を強めてもらえ。こればかりは嫌われ者のわしからは頼たのめん」

　指示を受けたバジンは裏うら口ぐちから部へ屋やを飛び出し、地上への階段を大急ぎで駆かけ上っていく。その背中を見送ったアナライは、自分の机つくえの上に目をやって、紐ひもで大切にまとめられた大量の便びん箋せんを両腕うでで抱きすくめるように持ち上げた。

「世界中に散った、我わが弟で子したちとの語らいの記き録ろく……叶かなうことならばキオカまで持っていきたかったが。この分量では、それも難むずかしいであろうな」

　慈いつくしむ瞳ひとみで便箋を眺ながめ、差出人の名前を一つ一つ呟つぶやきながら、アナライはゆっくりと階段を上っていく。すぐそこに迫せまっている追おっ手てのことも今だけは構わない。老ろう賢けん人じんにとって、それらは遠く離はなれた息子むすこや孫まごから送られてくる手紙も同然だった。

「ヨルガは算さん術じゆつにめっぽう強かったな。ミルバキエは極きよく論ろん好ずきじゃった。ナズナは難しい話を嚙かみ砕くだいて説明できる子で、助じよ手しゆとして手て元もとに置きたいくらいじゃった。イクタは……」

　その名前を口にした瞬しゆん間かん、思い出を語る声がわずかに鈍にぶった。懐なつかしさよりも、愛いとおしさよりも──その名前の主ぬしについて、アナライの中では痛ましさの記き憶おくが先に立った。

「……イクタ・ソロークは、わしの唱となえた『科学』という方法を踏とう襲しゆうするのみでなく、独特の哲てつ学がくに昇しよう華かして実じつ践せんしておった。……お前に似て聡さとい子じゃったよ、バダ。草くさ葉ばの陰で誇ほこるとよい」

　階段を上がりきったところで、煉れん瓦が壁かべに取り付けられた鉄てつ窓まどを開くと、その向こうの焼しよう却きやく炉ろではすでにごうごうと炎ほのおが燃え盛っていた。少しのためらいを乗り越こえて、そこへ便箋の束たばを投げ込んだアナライは──灰に帰っていく無数の記憶を前に、おごそかな表情で立ち尽つくす。

「こちらの身しん辺ぺんが落ち着くまで、しばしの別れじゃ、『アナライの弟子』たちよ。近く、必かならずやまた会おうぞ。──願わくば、次もまた、神の目め届とどかぬ理性の荒こう野やの真まっ只ただ中なかでな」

　別れが済すむと、アナライは焼却炉の窓まどを閉めて踵きびすを返し、もう二度と振り返らなかった。




　帝歴９０４年　史上初の『科学者』アナライ・カーン、助手一名と共にカトヴァーナ帝国より脱出。以後は亡命先のキオカ共和国にて研究を続ける。







[image: 第一章　たそがれの帝国にて]
















　カトヴァーナ帝てい国こくの領りよう土どには、基本的に四し季きというものが存そん在ざいしない。熱帯なのだ。

　春も、秋も、もちろん冬もない。夏なつ将しよう軍ぐんが本気で攻せめ込んでくる時期と、ちょっと手を緩ゆるめる時期があるだけだ。帝国の歴史の半分は、この猛もう暑しよとの戦たたかいの歴史と言って差し支えない。

　なので、すらりと背せの高いフタバガキの木の間──吊つり下がったハンモックに身体からだを預けて、ぐぅぐぅ熟じゆく睡すいしている誰だれかの姿は、夏将軍に対する人類の勝利の形と言えなくもなかった。

「イクタ。起きてください、イクタ」

　寝ね息いきに合わせて上下する誰かの胸むねに、小さく愛あいらしい人ひと型がたをした「何か」が乗っかって、懸けん命めいに身体を揺ゆさぶっている。大きな頭と短い手足、丸っこいフォルム、胴どう体たいに備わった『光こう洞どう』。その姿は人類の善よきパートナーたる四大精せい霊れいの一いつ柱ちゆう、光ひかり精霊のものに間ま違ちがいない。

「……んうぅ……なにさ、クス……。卒業式は寝飛ばすって言ったじゃないか……」

　日よけに顔を覆おおっていた帽ぼう子しを取り払はらい、誰かはクスと呼んだ光精霊を両手に抱き上げる。眠たげな目をした黒くろ髪かみの少年だ。身にまとったシャツと紺こん色いろのズボンは、見る影もなく着き崩くずれてはいるが、帽子と合わせて何らかの制服のように思われる。

「ですから、終わりました」

「……ん？」

　抱き上げた精霊と上下で見つめ合いながら、寝ぼけ眼まなこの少年──イクタは首をかしげる。

「進行が予定通りなら、つい先ほど帝てい立りつシガル高等学校の第１３１期卒業式は終しゆう了りようし、今は卒業生と保護者を交まじえた会食に移っているはずです。ここで食事を摂とっておかないとまずいのでは？」

　言われたイクタが何なに気げなく視し線せんを上空に向けると、なるほど寝る前に見た時と比くらべて、日はずいぶん高々と昇のぼっていた。この様よう子すだと、ちょうど正しよう午ごを過すぎた辺りだろうか。

「確かに、こりゃ大変だ。せっかくのご馳ち走そうを食べ逃のがしてしまう」

　ハンモックからのそのそと体を下ろし、地上に立ったイクタは大きく伸びをした。ぼきぼきと背せ骨ぼねが鳴り、眠っていた意識が目覚めた途と端たん、空くう腹ふくと喉のどの渇かわきがいっぺんに襲おそってくる。

「うっ、頭ず痛つうがする……。軽い脱だつ水すい症しよう状じようかな」

「この暑さの中で、長い時間寝ているからです。まずは井い戸どに寄って水を補ほ給きゆうしましょう」

　そう忠ちゆう告こくしたクスの身体を、イクタは自分の腰こしに備そなえ付けられた専用のポーチへ両手で持っていき、そこにすっぽり収めてやった。足が遅おそい精霊にとって、それが移動時の定位置なのだ。

「いや、少しだけ我が慢まんしようか。今日ばかりは、ぬるい水で喉を潤うるおすのはもったいないからね」

　手早く木の幹みきからハンモックを回収すると、頭ず痛つうに顔をしかめながらも、イクタは意い気き揚よう々ようと林の中を走り出した。







「体育教きよう諭ゆのヤーグだ、卒業おめでとうミス・イグセム。高こう等とう士し官かん試験も目の前に近付いて来たな。君ならば合格間ま違ちがいないとは思うが、ゆめゆめ油断はしてくれるなよ？」

「ご忠ちゆう告こくありがたく承うけたまわります、ヤーグ教諭。ここで学んだことを本番に活いかそうと思います」

　卒業式の終しゆう了りよう後ご、猛もう暑しよとがっちり手を組んだ学校長の長なが口こう上じようが、実に八人もの生徒を医務室に送り出していた。ようやくスケジュールは大だい天てん幕まくの下での会食に移ったものの、未いまだに彼女──ヤトリシノ・イグセムはろくに食事も取れず、優ゆう等とう生せいならではの煩わずらわしさを味わっている。

「おお、ヤトリシノくん、卒業おめでとう。生活指し導どうのコバックだ。主しゆ席せきとはさすがだな。高等士官試験でも同じ結果を期待しても？」

「ありがとうございます、コバック教諭。期待に沿そえるよう全力を尽つくしたいと思います」

　──あんたらに言われなくても主席は獲とるっていうの。だからもう私を解放しなさい！

　スキのない応おう対たいを続けながら、実のところ、彼女は心の中でそればかり繰くり返していた。

　卒業を祝いわいに来るだけならまだいい。教師たちが祝いの言こと葉ばの後、いちいち自分の名前を付け加えるのが、彼女には不ふ愉ゆ快かいで仕し方かたがない。しかもその手の輩やからは大抵、今までの学校生活でヤトリとの関わりが薄かった連中なのだ。

　忘れられるのが怖いから、最後に少しでも印いん象しように残ろうとする。馬ば鹿か馬鹿しいことだ。それでも知ち勇ゆうに品ひん性せいを兼かね備えた主席卒業生として、彼女は礼を尽つくした態度を取らねばならない。

「おっ、よっしゃあ！　氷ひよう菓かのお代わりが来たぞ！」

　すぐ近くで他の生徒が叫さけんだ内容に、ヤトリの耳がピクリと動いた。……氷菓！

　帝てい立りつ高等学校の卒業祝いだけあって、会場のテーブルにはそれなりに見み栄ばえのする料理が並んでいる。たっぷり香こう辛しん料りようをまぶした魚の丸まる揚あげ、山ほどの香辛料で煮に込こんだ肉のスープ、死ぬほどの香辛料と一いつ緒しよに炊たき上げた混ぜご飯。消しよう毒どく、味付け、代たい謝しやの促そく進しんを目的とした香辛料での味付けはカトヴァーナのお国くに柄がらだ。それ自体はヤトリも慣なれているし、構わない。

　しかし、今は校長の長口上を乗り越こえたばかりだ。汗なんてとっくに出で尽つくして、唇くちびるはカラッカラのカサッカサ、体温だって平熱を軽く二度は越えている。こんな時までスパイスたっぷりの料理を食べて代謝を促そく進しん[image: ↓]汗あせをかいて涼りようを得る、なんてまだるっこしい行こう程ていは踏ふんでいられない。もっとダイレクトな「冷たさ」を、ヤトリの身体からだは欲ほつしているのだ。

　どうにかキリのいいところで教師たちとの会話を打ち切ると、彼女はさっきの声の方向に向かって早はや足あしに歩き出した。氷菓──それはこの国の誰だれにとっても最高に魅み力りよく的な響ひびきに違ちがいない。雪どころか霜しもさえ降りることのないカトヴァーナにあって、氷こおりという名の宝ほう石せきを作り出すことが出で来きるのは水みず精せい霊れいたちだけ。それも一度にたくさんは作れず、大たい半はんは冷れい却きやく材ざいに回されてしまう。「氷こおりを食べる」贅ぜい沢たくは、特別めでたいことがあった日だけのお楽しみなのだ。

　案あんの定じよう、大おお皿ざらに山ほど盛り付けられていたのだろう氷ひよう菓かは、ものすごいスピードで人々の手に行き渡って、もはや残る分量は風ふう前ぜんの灯ともし火びのようだった。走り出したい衝しよう動どうを辛かろうじて堪こらえながら、自分の分が残っていることだけを祈いのりつつ、ヤトリは皿の前に辿たどり着く。

　彼女は思わず安あん堵どの息いきをついてしまった。大皿の上に残っていた氷菓は本当にわずかで、かき集めて小皿に盛り付けてようやく一人分といったところだ。間かん一いつ髪ぱつで間に合った……喉のどを滑すべり落ちる氷の冷たさを想像しつつ、彼女は盛り付け用の大スプーンに手をかけて、

「「あ」」

　スプーンの柄えにかかった指が、同じタイミングでそれを取ろうとした少年の指と重なった。

「……イクタ」

「やぁ、ヤトリ。卒業おめでとう。主しゆ席せきとはさすがだ。同どう期きとして鼻が高い」

　空そら々ぞらしい賛さん辞じを述べながら、黒くろ髪かみの少年は握にぎり締しめたスプーンにより強く力を込める。そこはヤトリも同じだった。左右から一本のスプーンをつかみ合って、二人は皿の前で対たい峙じする。

「……あんた、卒業式に出てなかったでしょう」

「失礼な。心はいつだって皆みなと共ともにあった」

「あんた特有の、都つ合ごうよくセパレート可か能のうな心には興きよう味みがないわ。で、肝かん心じんの身体からだはどこに？」
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「校こう舎しや裏うらの林でぐっすり寝ねていたよ。今年は何人倒たおれたものかと心配でならなかった」

「聞いて驚おどろきの八人よ。……で、何で卒業式をサボったあんたが、のうのうと会食にだけは出て来てるわけ？」

「これがあるから、今日は寮りようの方で昼食が出ないんだ。卒業式は寝ね飛とばせても食事は無理だし」

「あんたの都つ合ごうなんて汲くみ取ってやる気はないわ。とにかくその手をどけなさい」

　どすの利きいた声で命じるヤトリに、イクタは肩をすくめて小こ悪あく党とうの笑えみを浮かべた。

「天てん下かの首しゆ席せき卒業生が、氷ひよう菓か一つを他人に譲ゆずることも出で来きないなんて……」

「う」

「僕はがっかりだ。先生たちだって呆あきれるだろうな。イグセム家の長女がなんて浅あさましい……」

　家の名めい誉よを引き合いに出されて、ヤトリの手から徐じよ々じよに力が抜ける。まんまと盛り付け用のスプーンを奪うばい取ったイクタは、嬉き々きとして小こ皿ざらに残りの氷菓を盛り付けていった。

「さすがはヤトリシノ・イグセム。その誇ほこりは山よりも高く、その心は海よりも広い。僕は本当にいい友人を持ったようだ──あ痛ッ!?」

　盛り付けが終わった小皿を胸むな元もとに持っていった瞬しゆん間かん、イクタの左腕うでにびりびりと痺しびれが走った。目にも止まらぬ速度で繰くり出されたヤトリシノのこぶしが、彼の肘ひじの神しん経けいを打ったのだ。

　イクタの手から滑すべり落ちた小皿を、その落下の途と中ちゆうでしっかりとキャッチして自分のものにし、ヤトリは勝ち誇ほこった微笑ほほえみを浮かべた。

「わざわざ盛り付けてくれてありがとうイクタくん。レディー・ファーストとは紳しん士しなのね」

「……お褒ほめに与あずかり光こう栄えいの至いたりだ」

　涙なみだ目めになって肘をさすりながら、それでもイクタはそんな減へらず口ぐちを叩たたいた。
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　口の中に広がる冷たさと甘あまさ、鼻から抜けるシナモンの香かおり、体温で溶けた氷こおりが喉のどへと滑り落ちていく感かん触しよく。それらの官かん能のうに、ヤトリは思わずスプーンをくわえたまま身み震ぶるいしてした。

「生き返るわ。もう最っっ高ね、氷菓は」

「そりゃよござんすね。その代わりに僕は暑くて死にそうだ。いやとっくに死んでいる」

　飲み物の入った陶とう器きのコップを片手に、イクタはパーティー会場の隅すみっこに用意されたベンチへだらしなく腰こし掛かけていた。幸せそうなヤトリの表情を横目で恨うらみがましくにらんでいる。

「大おお袈げ裟さね。ヤシ酒だってそれなりに冷えているんでしょう？」

「酒精アルコールが薄うすいし熟じゆく成せいが足たりない。したがって僕はこんなものを酒とは認めない」

　とか言いつつ、イクタが掛かけているベンチにはヤシ酒の大おお甕がめが置いてあって、コップの中身を飲み干ほしては、そこから何度もお代わりしている。やがて喉のどの渇かわきが癒いえると、今度はテーブルの方から両手に一いつ杯ぱいの料理を抱えてきて、ひっきりなしに食べ始めた。

「んぐ……むぐ……。……年々味が落ちてる……あぐ……、品数も減ったし……」

「図ずう々ずうしいわね。がつがつ食べながら不満ばっかり言わないでよ」

「……んむ……。これが帝てい立りつ高等学校のパーティーだってことを思えば、供きようされる料理の質は帝国の威い信しんそのもの。それが目め減べりしている事実は由ゆ々ゆしきことなのだよ、ヤトリくん」

「黙だまっておきなさい。毎年紛まぎれ込んでいたあんたと違ちがってね、普通の生徒は一度しか出ないから、料理の質なんて気付かないものよ」

　言いながら、ヤトリは名残なごり惜おしげに氷ひよう菓かの最後のひとさじを口に運んだ。思わずテーブルに視し線せんをやる彼女だが、今のところ追つい加かが来る気け配はいはない。イクタの話が嫌いやでも思い出される。

「くそぅ、今年は氷菓もこれでおしまいかな。厨ちゆう房ぼうで直接生産する氷こおりはともかく、上にかけるミルクと蜂はち蜜みつの値段が、今年に入ってからずいぶん高こう騰とうしたようだから」

　そうぼやいて、イクタはやけになったようにヤシ酒をがぶ飲みする。腰こしのポーチに収まったパートナーの光ひかり精せい霊れい・クスが、その様よう子すを心しん配ぱいそうに見上げた。

「イクタ、お酒はほどほどに。身体からだに障さわります」

「そう言うな、クス。身体に障るほど飲める機き会かいが少ないんだよ」

　いつも通りのやり取りをする二人を眺ながめながら、ヤトリは何なに気げなく自分の右腰に手をやって、そこに収まっているパートナーの頭を撫なでる。両手に『火か孔こう』を持つ真っ赤な火ひ精霊シアだ。

「相変わらず苦労してそうね、クス。シアも心配してるわよ」

「ありがとうございます、ヤトリ。シアは手のかからない主あるじに恵まれましたね」

「賛さん同どう」

　ぽつりとそれだけ口にすると、シアは再ふたたび沈ちん黙もくした。そっけないようだが、どちらかと言えばこれが精霊のスタンダードに近い。精霊の性格は主の影えい響きようを受けて形成されるが、クスほど高いコミュニケーション能力を持つものは稀まれで、とりわけ軍人付きの精霊は寡か黙もくになりがちだ。

「あっ、ヤトリ様！　主しゆ席せき卒業おめでとうございますっ！」

　ヤトリの姿を見つけて、群ぐん集しゆうの中から六人ほどの生徒たちが激げき励れいにやって来た。まさか冷たくあしらうわけにもいかず、教師の相手をした時と同じように、彼女も笑え顔がおで受け答えする。

「ありがとう。それに、皆こそ卒業おめでとう」

　ヤトリに声を返されると、話しかけてきた生徒たちは男女問とわずに色めき立った。──内巻きと外巻きの毛先が混こん在ざいする肩下までの赤あか髪がみ、利り発はつさと誠せい実じつさを象しよう徴ちようするような大きめの瞳ひとみ、猛もう暑しよの中でも乱みだれなく着こなした制服。凜り々りしさを絵に描かいたような佇たたずまいがそこにある。

　文ぶん武ぶ両りよう道どうを行く優ゆう秀しゆうさに、旧きゆう軍ぐん閥ばつの名めい家かイグセムの出しゆつ身しんという経けい歴れきも合わさって、ヤトリシノ・イグセムが同期の生徒たちから受ける尊そん敬けいと期待は他の誰だれよりも大きい。……が、それだけに、一いつ緒しよにいる相あい手てが似につかわしくない場合、そっちの方が非常に悪わる目め立だちする。

「……あの。ひょっとして、イクタ・ソロークに絡からまれていたんですか？」

　案あんの定じよう、隣となりのベンチで吞のんだくれている「似つかわしくない誰だれかさん」の存そん在ざいに気付いた女子のひとりが、声をひそめてヤトリに囁ささやきかけた。

「え？　いえ、ちょっと話していただけよ」

「こんなロクデナシ、相手にしない方がいいですよ。バカが伝染うつりますから」

　辛しん辣らつな評価に、ヤトリは曖あい昧まいな微笑ほほえみで応えるしかない。少女はさらに耳みみ元もとで続けた。

「……それに何を勘かん違ちがいしたのか、あいつも高こう等とう士し官かん試験を受けるって噂うわさです。どうせすぐに落ちると思いますけど、足を引っ張られないように注意してください」

　その言い様ざまにはさすがのヤトリも失しつ笑しようをこらえかねたが、それより先に少女が話題を変えた。

「それはそうと、ヤトリ様。いつ頃ごろから指し揮き官かんとして実じつ戦せんに行かれるんですか？」

　まだ試験さえ受けていないのに、気が早いにも程ほどがある。が、もちろん、そんな本心はおくびにも出さず、ヤトリは少女の無む邪じや気きな質しつ問もんへ丁てい寧ねいに答えてやった。

「まだ何とも言えないけれど、普通は四～五年くらい訓くん練れんしてから少しよう尉いの階級をもらって、それから正式な士し官かんとして扱われるみたいね」

「四年……。ヤトリ様のことだからもっと早いんだろうけど、さすがに間に合わないかなぁ」

「間に合わない……？　何の話？」

　ヤトリが首をかしげて訊きき返すと、今度は少女の後ろの方にいた男子が答えた。

「彼女、親しん戚せきがカトヴァーナの東とう域いきに住んでいるんですよ。ほら……帝国ウチの東域鎮ちん台だいは今、キオカ共きよう和わ国こく軍ぐんの侵しん攻こうに国こつ境きようで対たい抗こうしているでしょう？」

「そうそう。ヤトリシノさんが援えん軍ぐんに行ってくれれば頼たのもしいって話をしてたところで」

　さらに別の少年が補ほ足そくした。ヤトリが返答に詰つまったことにも気付かず、彼らは続ける。

「でも、さすがにそれまでには、共和国の奴やつらも侵攻を諦あきらめてるでしょうね。何しろ東域鎮台の司令長官は、かの名将ハザーフ・リカン殿ですから。今はちょっと得え体たいの知れない新しん兵へい科かに苦しめられているようですが、じきにそれも克こく服ふくしてくれると……」

「早く親戚を避ひ難なんさせてやれ。東域とか、もう一月もしない内に、キオカ軍の手に陥おちるから」

　会話の途と中ちゆう、イクタが淡たん々たんと言こと葉ばを挟はさんだ。その不吉な内容に、少女らの眉まゆ根ねが寄る。

「……ちょっと。どういう意味よ、それ」

「言葉通り。東域鎮台は負けて、あの一帯はキオカ共和国に接収されるんだ。リカン中ちゆう将じようには心から同情する。やっかいな首輪さえ付いていなければ、こんな結果にはならなかったものを」

「……聞き捨てならんぞ、イクタ・ソローク。リカン中将率いる東域鎮台は、夷い敵てきどもの侵攻を退しりぞけるために今もって全力を尽つくしている。だというのに、どうして貴き様さまの口は敗北を騙かたる？」

「必ひつ勝しようの信念こそが結果を呼び込むのだ。お前のような敗はい北ぼく主しゆ義ぎ者しやには分かるまいがな」

　口々にイクタへ反発するのは、その多くが卒業後の進路として軍属を決定している生徒たちだ。彼らの根っこには自国の軍に対する盲もう目もく的てきなまでの信しん頼らいがあり、それは「必勝の信念」という思考放ほう棄きに名を変えて、東とう域いきでの戦せん況きように対する愚おろかしいまでの楽らつ観かんを生んでいる。

「高こう等とう士し官かん試し験けんを受けるって噂うわさに聞いたけど、はっ、正しよう気きか？　受かる受からない以前に、帝てい国こく軍ぐんがお前みたいな腑ふ抜ぬけを欲ほしがるかよ。なぁ『怠なまけのイクタ』」

「講こう義ぎも実じつ技ぎもサボッてばかり。その時間に何をするかといえば、昼寝と徒と食しよくと女漁あさりとくる。ろくでなしの見本品、ごくつぶしの免めん許きよ皆かい伝でん──それがお前だろう、イクタ・ソローク」

「うみゃぁ、返す言こと葉ばもない」

　イクタがとぼけた顔でうめいた。その態度が少年たちの神経をいっそう逆さか撫なでして、さらなる非難を集めかけたが、そこですかさずヤトリが間に入って剣けん吞のんとした場をとりなす。

「まぁ皆、そうとがらずに。今日はめでたい日なんだから、喧けん嘩かせず楽しく過ごしましょう」

　場の中心にいるヤトリにそう言われては、他の面々も抑えるしかない。少し不満げな面おも持もちで彼らが去さっていくと、残ったヤトリは溜ため息いきをついて隣となりの少年に問といかけた。

「……やっぱり、陥おちるの？　東域鎮ちん台だいは」

「こぶしを封ふうじられたボクサーに勝ち目があると思う？」

　イクタの喩たとえはシンプルで辛しん辣らつだった。コップにヤシ酒のお代わりを注そそぎつつ、彼は続ける。

「冷静に考えればすぐに分かることじゃないか。だいたい、どうして前線では今でも東域鎮台が戦っているんだ？　『鎮台』っていうのは平時に常設される地方の軍事機構だよ。キオカ軍の侵しん攻こうが始まってから三ヶ月以上経たつんだから、本気で戦争に勝つつもりなら、とっくに中央から兵力を送られて東域方面軍に組み替えられてなくちゃおかしい」

　常設組織である鎮台は軍隊としての機動性に欠けるため、守る力があっても攻せめる力がない。『こぶしを封じられたボクサー』とイクタが喩たとえたのはそういうことだ。積せつ極きよく的てきな攻め手を持たない東域の兵たちは、そのために先の見えない防ぼう衛えい戦せんを強しいられている。

「専せん守しゆ防衛に勝ち目がないのは軍事学における初しよ歩ほの初歩だ。ガードの上からタコ殴なぐりにされるだけだからね。今の東域鎮台はまさにそれ……いや、もっと悪いか。今回の戦争からキオカ軍が投入してきた新しん兵へい科かは、こちらのガードをすり抜けて打だ撃げきを与えてくるんだから」

「……天てん空くう兵へい部ぶ隊たいのことね。確かに、あれは帝国が想像もしなかった脅きよう威いだわ」

　ヤトリが苦にが々にがしげにうなずいた。──天空兵部隊。それは気球に乗った多数の兵士によって編成されるキオカ軍の新兵科のこと。彼らは上空から国こつ境きようを越こえて帝国領土に侵しん入にゆうし、補ほ給きゆうの中ちゆう継けい点となる軍施設や集落に、火を点つけた油を大量に落として回る。

　飛行空域が高すぎるため、今のところ帝国側には天空兵に対する直接的な迎げい撃げき手段がない。弓ゆみ矢やも銃じゆう弾だんも届かない遥はるかな高みから、彼らは一方的な被ひ害がいを帝国に与え続けることができるのだ。このダメージの蓄ちく積せきが、時間をかけて東とう域いき鎮ちん台だいの兵たちを苦しませる。

「天てん空くう兵へいによる『空くう爆ばく』の開始から今に至いたるまで、すでにどれだけの集落が焼かれたことか……。いや、家が焼かれるだけならまだいい。畑の作物を焼かれ、穀こく倉そうを焼かれては、食いぶちを養やしなっていけない。鎮台の兵たちも同じことさ。彼らはもう、今日食うものにも困ってる有あり様さまのはずだ」

「でも、中央から補ほ給きゆうの物ぶつ資しは届いているはずよ」

「空くう襲しゆうで焼け出された人々の全員に行き渡るほどの量を？　まさか、そんな余よ裕ゆうは中央にだってないさ。仮かりに送っているとしても、それをこれから延えん々えんと続けるのか？　肝かん心じんの戦争に勝つ見込みもないのに？」

　言って、イクタはベンチにごろりと寝ね転ころがった。何もかも馬ば鹿か馬鹿しいとでも言いたげだ。

「何より哀あわれなのは、鎮台司し令れい長ちよう官かんのハザーフ・リカンその人だ。約やく束そくされた負け戦いくさの指し揮きはさぞかし辛つらいだろうね。それもこれも全すべては、本気で戦争をするつもりのない皇こう帝ていと内ない閣かくの怠たい慢まん──」

「その辺にしておきなさい、イクタ。さすがに場所が悪いわ」

　周しゆう囲いの聞き耳をはばかって、ヤトリが彼の発言を諫いさめた。カトヴァーナ帝室は神しん聖せいにして不ふ可か侵しん。まして戦時の今、その批ひ判はんを安あん易いに口にすることは許されない。特に旧きゆう軍ぐん閥ばつの名めい家か出しゆつ身しんであるヤトリの発言には否いや応おうなく責せき任にんが伴ともなう。不用意なお喋しやべりはできないのだ。

「だいいち、関わることも出来ない戦争について話すよりも、今の私たちにはもっと建設的な話題があるでしょう？」

「ん……？　ああ、今夜の卒業祝いわいか。夜通しパーッとやりたいね。どこ飲みにいく？」

「たった今たらふく飲んだばかりじゃない！　私が言いたいのは高こう等とう士し官かん試験のことよ！」

　仰あお向けにクスを抱き上げた姿勢で、イクタは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「あー、そんな鬱うつぃイベントも残ってたか……」

「気乗りしなくても出てもらうわよ。……本当、事の重大さが分かってるんでしょうね？」

　寝ね転ころがったイクタの頭の方へ近付いていって、ヤトリは周りに聞こえないよう小声で囁ささやく。

「……イグセム家のコネを使って、あんたには首しゆ都との国立図書館に司し書しよのポストを用意したわ。その代わり、あんたは私と同時に高等士官試験を受験して、二次試験以降で私に有利になるよう立ち回ってもらう。この取引にはあんたも納なつ得とくしたはずでしょ」

「そりゃもちろん、首都の図書館は貴き族ぞくの天あま下くだり先だからね。金と暇ひまを持て余あました頭空からっぽの連中に流行はやりの娯ご楽らく小しよう説せつを貸し出して、たまに埃ほこりをかぶった哀あわれな学術書を手入れしてやって……それだけで食うに困らない額がくの給きゆう与よが入ってくる。僕としては願ってもない話さ。ヤトリらしくないセコい策さくだとは思ったけど。君なら僕の助けなんてなくても合格は固いだろ？」

「何とでも言いなさい。合格するだけでいいなら、私だって自分の腕うで一本で挑いどむわ。……でも、イグセムの長女に求められる結果はそれだけじゃないの。『主しゆ席せき合格』という勲くん章しようが必要なのよ」

「その勲章を、君は高等学校時代から何事につけ独どく占せんしてばかりじゃないか。そろそろ誰だれかに譲ゆずってあげても良い頃ころだよ。主席に座すわりたがっているのは君ひとりじゃないんだから」

「どの口で言ってるのよ。あんたが座らなかったから、私が座っているだけの話じゃないの」

　それを聞いたイクタはきょとんとして、暑さで気でも違ちがったのか、食べ終わった料理の皿さらからアサリの貝かい殻がらをつまんで次々と自分の頭に載のせ始めた。ヤトリの眉まゆ根ねがいぶかしげに寄る。

「……ちょっと、それ、何やってるの？」

「貝かいかぶりすぎ」

　あえて何のコメントも返さず、ヤトリは少年の頭からアサリを叩たたき落とした。

「……とにかく！　あんたが意味もなく隠かくしている実力を利用しない手はないわ。特に今回の試験にはレミオン家の末すえっ子が強力な対たい抗こう馬ばとして出てくるらしいし、用心に越こしたことはないの。あんたを踏ふみ台にして、ヤトリシノ・イグセムは覇は道どうの第一歩を刻きざむのよ」

「ま、いいとは思うけどね。話を聞く限りじゃ、二次試験以降は受験生同士の同どう盟めいも珍めずらしくないそうだし。戦いくさに先さき駆がけて兵力を揃そろえることは軍事における基本中の基本だ。『衆しゆうは寡かに勝まさる』」

「分かっているならいいわ。くれぐれも一次の筆ひつ記き試験で落ちるようなヘマはしないように」

「はいはい、頑がん張ばりますよ。君と違って、軍なんかに関わるのはこれを最後にしたいからね」

　ふてぶてしく応じつつ、イクタは寝ね転ころがったまま器用にヤシ酒のお代わりをコップへ注そそいだ。







　高こう等とう士し官かん試験──それは学習内容に幼よう年ねん軍ぐん事じ訓くん育いく課か程ていを含ふくむ所定の教育機関を修しゆう了りようしてきた者だけが受けられる関かん門もんであり、幹かん部ぶ候こう補ほ生せい、いわゆるエリート軍人となるためにくぐらねばならない最初の試練だ。

　一いつ兵ぺい卒そつ＝二等兵として軍に入った場合、実じつ戦せんでよっぽどの大戦果でも上げない限り、その出しゆつ世せは下から七番目の階級である下か士し官かん「曹そう長ちよう」が限界となる。しかし、高等士官試験は将校の候補者選せん抜ばつを目的として作られたものなので、この試験に受かった者は最初から「曹長」より一つ上の階級である「准じゆん尉い」の地位を得ることができる。ただし試験は一年に一度、受験は三回まで。

　もちろん倍ばい率りつもバカ高い。試験全体を通して四百倍を切ることはまずないし、一次試験だけでも二十倍をくだらない。しかしカトヴァーナ帝てい国こくの人々には軍人を英えい雄ゆう視しする傾けい向こうがあるので、これに合格した者は憧あこがれの的まとになる。地位と名めい誉よを一度に得るチャンスなのだが……。

「んー、国家戦せん略りやく論ろん。たるいわー」

　目をぎらつかせて答案用紙と向かい合う受験生たちの中にあって、あくび混じりに鉛えん筆ぴつを走らせるイクタの存そん在ざいは、もうびっくりするほど浮いていた。そのくせ解答自体は妙みようにサラサラと進んでいるものだから、周りの受験生たちは揃そろって鼻はな白じらむしかない。

「あー、軍ぐん事じ行ぎよう政せい学がく。ぬるいわー」

　その姿ときたら、夏休みの課題を無理やりやらされている子供と同じだ。頰ほお杖づえを突ついて唇くちびるをへの字に曲げて、目なんか死んだ魚のよう。で、各科目の解答が終わった瞬しゆん間かんに突つっ伏ぷすと、そのまま見直しもせず、答案用紙の回収までピクリとも動かない。

「げー、アルデラ神しん学がく。ウザいわー」

　試験を見守る教官の性格によっては、それだけで退室を命じられかねない不ふ真ま面じ目めさだったが、どうやら悪あく運うんに恵めぐまれたらしい。

　そうして迎えた試験二日目、最後の科目は「軍事史」だった。

「これが最後、これが最後……ん？」

　ほとんど生きた屍しかばねのような状態で機械的に答案を埋うめていくイクタの手が、ふいに止まる。用紙の最後に記しるされた記述問題のテーマが、彼の目を捉とらえて放さなかった。

　──前キオカ戦せん役えきにおいて「戦せん犯ぱん」とされた帝てい国こく軍ぐんの元もと大たい将しようバダ・サンクレイについて、思う所を自由に述べよ。

「…………」

　試験が始まって以来初めて、イクタにとっては意い表ひようを突つかれる出題だった。「自由に述べよ」という解答の形式からして軍の設せつ問もんらしくない。型に嵌はめようとする意志が見えないからだ。

　──でも、この文面からは、ほんの少しだけ懐なつかしい匂においを感じる。

　思わず真ま面じ目めに答えたくなったイクタだが、まさか高こう等とう士し官かん試験の答案用紙に帝てい室しつへの批ひ判はんを書き連ねるわけにもいかないので、すでに他の教科で点を稼かせいでいる確信もあり、こう短く答えるに留とどめた。

　──あらゆる英えい雄ゆうは過か労ろうで死ぬ。

　午後七時二十分をもって各会場での一次試験は終わり、六千人からいた受験生は、例年通りに三百人以下まで絞しぼられた。







　そんな一次試験の終しゆう了りようから、およそ一月後。イクタとヤトリは旅の荷物を背せ負おった姿で、それぞれの精せい霊れいと共ともに港から海を眺ながめていた。二次試験は帝国南方のヒルガノ列島で行われるため、現地へ向かう送そう迎げい船せんに乗りに来ていたのだ。

「ここまでは計画通りね。あんたが受かってくれて安心したわ」

「二年前に取引を持ちかけられてからは、講こう義ぎをサボって受験勉強ばかりしてたからね」

　あくび混じりにイクタが答える。成績さえ優ゆう秀しゆうなら合格できる高等士官試験と違って、首しゆ都との国立図書館司し書しよのポストは天あま下くだりの貴き族ぞく専せん用ようだ。この取引以外のチャンスはイクタにはない。

「別に図書館職しよく員いんを差別するわけじゃないけど、よくそんなに頑がん張ばれるわね。特に本の虫ってわけでもないんでしょ？」

「本は好すきだけど、言っちゃえば仕事は何でもいいんだよ。『首しゆ都との』『国立』図書館司し書しよってのがポイントでね。その部分さえ同じなら庭にわ師しでも掃そう除じ夫ふでも構わない」

　カトヴァーナ帝てい国こくの首都バンハタールは地理的にも政治的にも帝国の中心だ。仮かりにこれからキオカ共きよう和わ国こくとの戦せん況きようが悪化しても、攻せめられるのは最後の最後になる。図書館のような国立施設の職しよく員いんには福ふく利り厚こう生せいも手厚い。ぶっちゃけ国が滅ほろびる寸すん前ぜんまで怠なまけていられるポジションなのだ。

「この取引が上手うまくいって、それで今後死ぬまで怠けていられるのなら、二年程てい度どの受験勉強は安いもんだよ。僕は徒と労ろうが大だい嫌きらいで、その分、自分が怠けるための適てき切せつな努力を惜おしまない」

「はぁ……そう、あんたはそういう人間だったわね」

　呆あきれと感心が半々の溜ため息いきをついて、ヤトリは目の前に広がる大おお海うな原ばらを眺ながめやった。海面は波が低く、風も穏おだやか。憎にくらしいほどの晴天だ。海辺の空気は砂すなと潮しおの混ざった匂においがする。

「船が来ましたよ、イクタ。さぁ、ヤトリとシアも行きましょう」

　イクタの腰こしのポーチに収まった光ひかり精せい霊れいクスに促うながされて、二人並んで船の方へと歩いていく。港に接岸した中型船から、一ひと目めで軍人と分かる水すい夫ふたちが降りてきて、イクタとヤトリの全身をじろじろと値ね踏ぶみした。

「受じゆ験けん票ひようを」

　両方の受験票を確認してから、水夫は無む言ごんで二人に乗船を促うながした。いざ乗り込むと、軍の備品らしく無む駄だな装そう飾しよくはないが、全体に整備の行き届いた清せい潔けつな船だ。彼らが案内された客室には、狭せまいながらも三段重ねの寝しん台だいが左右に一つずつあり──しかも、そこには先客がいた。

「……あ、こんにちは。ひょっとして、あなたたちも受験生ですか？」

　緊きん張ちようと安心が混ざった表情で話しかけてきたのは、淡あわい水色の髪かみを持った長身の女性だった。膝ひざの上にはパートナーの水みず精せい霊れいが乗っている。毅き然ぜんとしたヤトリとは対たい照しよう的てきに柔にゆう和わな印いん象しようだ。

「そうみたいね。私はヤトリシノ・イグセム。帝てい立りつシガル高等学校の第１３１期卒業生よ。パートナーは火精霊のシア。こっちは同どう輩はいのイクタ・ソロークと光精霊クス。……あなたは？」

　ヤトリが口にしたイグセムの姓せいに、女性は少し驚おどろいた様よう子すで、すぐに自じ己こ紹しよう介かいを返した。

「て、丁てい寧ねいにありがとうございます。えと、帝立ミン・ミハエラ看かん護ご学校の第11期卒業生、ハローマ・ベッケルという者です。この子はパートナーの水精霊ミル。イグセムさん、ソロークさん、よろしくお願いします」

　ハローマの向かい側の寝台に腰を下ろして、ヤトリは柔やわらかい口く調ちようで言こと葉ばを重ねた。

「姓で呼ばれるのは落ち着かないわ。ヤトリで結構よ」

「どうか親しみを込めてイッくんと呼んで下さるように」

　芝しば居いがかった口く調ちようでふざけるイクタの態度に、ハローマが小さく笑いをこぼす。

「これの冗じよう談だんは無む視ししてくれて結構よ、ベッケルさん。相あい手てにすると調ちよう子しに乗るわ」

「くすくす……お二人は仲なかが良いんですね？　じゃあ、よかったらわたしのこともハロと呼んでください。知り合いは皆そう呼びますから」

「お言こと葉ばに甘あまえるわ、ハロ。……パートナーが水みず精せい霊れいで、あなた自身も看かん護ご学校の出ということは、志し望ぼう兵へい科かは衛えい生せい兵へいかしら？」

「仰おつしやるとおりです。これで恥はずかしながら三度目の受験でして、今回初めて筆ひつ記き試験を通りました。最後のチャンスなだけに、なんとか活いかせるといいんですけど……」

「衛生兵科は他に比くらべて競きよう争そう率りつが低いし、じゅうぶん希望はあるわよ。競きそい合うことになったら手て加か減げんできないけど、もし協力できるようなら力を合わせていきたいわね」

　口調も表情もにこやかなヤトリだが、その内ない心しんは本ほん音ねと打だ算さんが半々。この時点ではもう、勝負は始まっているどころか序じよ盤ばん戦せんまで終わっている。イクタという「試験の合格に興きよう味みがない完全な味み方かた」を用意できたことが最初の戦せん果かで、ここからは協力者を現地調達するフェイズだ。

「そうできたら心強いです。イグセム家の長女──ヤトリさんの高こう名めいは噂うわさに聞いていますし」

「あら光栄ね。噂の半分ほども実力が伴ともなうと良いんだけれど……」

　二人が謙けん遜そん混じりの社しや交こうを始めた頃ころ、船室のドアが開いて新あらたな乗客が姿を現した。ぽっちゃりした小太りの身体に丸い顔をのっけた少年だ。彼はざっと室内を見渡して、ある一点でぎょっと目を丸くした。

「イクタ・ソローク……？　ど、どうしてお前がここにいるんだよ！」

「おお、我わが友マシュー！　君も受かっていたか、いやぁ嬉うれしいなぁめでたいなぁ！」

　寝しん台だいから立ち上がったイクタに抱だき付かれて、マシューと呼ばれた少年はめちゃくちゃ嫌いやそうな顔をした。必ひつ死しに相手を突つき放しながら、彼の視し線せんが今度はヤトリに注そそがれる。

「っ、ヤトリシノ……やっぱりお前もいたか」

「一月ぶりね、マシューくん。会えて嬉しいわ。そっちはそうでもなさそうだけれど」

「当たり前だ。お前が一次試験でずっこけてれば、おれはどんなに痛つう快かいだったかわからない」

　マシューが憎にく々にくしげに毒どくづいた。面めん識しきがないハロのために、そこでヤトリが紹しよう介かいを挟はさむ。

「マシュー・テトジリチと、パートナーの風かぜ精霊ツゥ。私とイクタの同どう輩はいよ。もしハロがテトジリチっていう家か名めいに聞き覚えがあるのならそう言ってあげて。彼、とっても喜よろこぶと思うわ」

「どういう紹介だよっ！　誰だれに覚えがあろうがなかろうが、テトジリチ家は帝てい国こく内ないでも屈くつ指しの旧きゆう軍ぐん閥ばつ名家だ！　イグセムやレミオンにだって勝まさるとも劣おとるもんか！」

「て、テトジリチ……ですか？　ええと、聞いたことがあるような、ないような……すいません、喉のどまで出かかってるような気がしないでもないんですけど……」

　ハロが無意識に失礼なことを言うので、マシューは地じ団だん駄だ踏ふんで歯は軋ぎしりした。そのタイミングでイクタが慰なぐさめるように、というかおちょくるように、彼の肩をぽんと叩たたく。

「いいじゃないか、マシュー。そのメジャーマイナーくらいの知ち名めい度どこそが君のポジションだ。別に全すべての芸げい人にんが全国区である必要はない。君はローカル路線で地じ道みちに頑がん張ばっていくんだ」

「誰だれが芸人だっ！　あぁもうっ、何でもいいから、とにかくお前は離はなれろよっ！」

　背はい後ご霊れいのようにイクタに付きまとわれたマシューは、そのまま船室の片かた隅すみに膝ひざを抱かかえて座すわり込んでしまった。見かねて声をかけようとするハロを、かぶりを振ってヤトリが引き止める。

「そっとしておきなさい。あの状じよう態たいだと何を言っても逆ギレするから」

「は、はぁ……。……なんか、扱あつかいに慣なれてます？」

「四年絡からまれ続けたもの。あ、でもイクタがいると対たい処しよが楽らくよ。毒どくをもって毒を制する感じね」

　ヤトリは薄うすく笑って言い切った。するとハロにも、ひっきりなしでマシューに話しかけるイクタの姿が、獲え物ものに巻きつく毒どく蛇へびのように見えてくる。彼女は少し怖くなって視し線せんをそらした。

「……えっと、ヤトリさん。イクタさんとは同どう輩はいなんですよね？」

「そうよ。高等学校に入学してからの付き合い。まぁ、奇き縁えんというか腐くされ縁ね」

　ヤトリが苦く笑しよう混じりに話すと、彼女の耳に軽く口を寄せて、さらにハロは小声で尋たずねた。

「あの、マシューさんもそうみたいですけど、やっぱりイクタさんも名めい家かの出でいらして──」

「ははは、まっさかー。ソロークってのは孤こ児じ院いんの名前ですよ、お嬢じようさん」

　急に耳みみ元もとで笑い声がして、ハロは思わず「ひゃあっ!?」と叫さけんで振り向いた。いつの間にかマシューの傍そばを離はなれてきたらしいイクタが、彼女の隣となりに図ずう々ずうしく陣じん取どってニヤニヤ笑っている。

「名家の出どころか、僕は父なしの母なしです。朽くちかけの空あき家やで行き倒たおれていたところを、当時ソローク孤児院で働はたらいていたクスに見つけられましてね。以来、そこの子供に。幸さいわいにも頭はそれほど悪くなかったんで、高等学校には奨しよう学がく金きんを借りて通わせてもらえましたが」

「あ、そうだったんですか……。すいません、興きよう味み本ほん位いで失礼なことを訊きいて……きゃぅっ!?」

「いやー構いませんよー。これから僕も、あなたにかなり失礼なことをしますしー」

　手の甲こうを撫なでられたハロの口から色っぽい声が上がった。その光景を見ながら、「また始まったか……」とヤトリが片手で頭を抱える。

「背、高いですよねぇ……すらっと長い。男の僕より指五本以上もある……」

「ひゃ、百七十六センチです……。すいません、女のくせに無意味に大きくて……」

「それだけ発育が良いってことじゃないですか……。……あ、指が少し荒れてますね。普段から家事を自分で？」

「お、弟が五人いて、わたしが一番のお姉ちゃんなんですぅ……ひゃぁっ！　に、二の腕うで撫でないでっ……！」

「六人姉弟の長女？　それはそれは素晴らしい、もとい大変だ……。ご両親は何をされて？」

「ち、地方で領りよう主しゆさまから畑を借りています……。でも、それだけじゃ稼かせぎがおっつかないから、わたしが出しゆつ世せして仕送りをしないと──やぁ、耳たぶつまんじゃダメ、髪かみ梳すいちゃダメですぅ……！」

　手の甲こうに始まった接せつ触しよくが、そこを起点にどんどん身体からだの方へ進む。正直放っておくのも面おも白しろいとヤトリは思ったが、そうすると絵的に洒落しやれにならないところまで行き着くので、その前にイクタの首根っこを引っつかんで止めることにした。

「そこまでよ、イクタ。女漁あさりはまたの機会にしなさい」

「ＯＨ、残念」

　ヤトリにぽいっと投げ捨てられると、そのままイクタは部へ屋やの隅すみで膝ひざを抱えるマシューの方に戻っていった。開放されたはいいが息いきも絶たえ絶だえのハロに、ヤトリは気き遣づかって声をかける。

「大たい丈じよう夫ぶ……？　ごめんね、私としたことが、止めるのが少し遅おくれたわ」

「はぁはぁ……わ、わたし、いったい何をされて……？」

「イクタあいつの悪あく癖へきよ。特にハンサムでもないくせに、とりあえず女を口く説どきたがるの。あのまま放っておくと、同じノリでおっぱい揉もまれてベッドイン。あれよあれよで気付けば朝チュンよ」

「おっぱ……!?　あ、あわわわ……！」

「落ち着きなさい、ハロ。私の傍そばにいれば大丈夫」

　優やさしくハロの肩を抱いてやりながら、偽ぎ善ぜん者しやの微笑ほほえみを浮かべたヤトリは心の中で「よし、うまく手て懐なずけた！」と勝ち誇ほこっている。協力者の現地調ちよう達たつフェイズは絶ぜつ賛さん続行中だった。

　ふと、そこで再ふたたび船室のドアがゆっくりと開いた。遠えん慮りよがちに顔を出したのは、ハロよりもさらに背の高い美男子だ。澄すんだ翠すい眼がんをもち、薄うすい緑色を帯びた髪が肩かた口ぐちまで伸びている。腰のポーチにはマシューのツゥと同じ風かぜ精せい霊れいの姿があった。

「ええと、入っても大丈夫かな？　何だか取り込み中のようだったから」

「もちろんダメだ。自分の縄なわ張ばりに帰れイケメン」

　なぜかイクタが即そく答とうで拒きよ否ひしたが、その口を片手で封ふうじて、ヤトリが新入りを歓迎した。

「どうぞ、入って。皆で自じ己こ紹しよう介かいをしていたのだけれど、あなたも参加してくれる？」

　その提案を爽さわやかな笑え顔がおで快かい諾だくし、青年は部屋に入ったところで自己紹介を始めた。

「ぼくはトルウェイ・レミオン。帝てい立りつエルミ高等学校の第82期卒業生だ。この子はパートナーの風精霊サフィ。どうかよろしく、みんな。難むずかしい試験だけど、合格まで一いつ緒しよに頑がん張ばっていこう」

　青年がそう名乗った瞬しゆん間かん、部屋の隅すみでうずくまっていたマシューの上じよう半はん身しんがガバッと起きた。同時にヤトリの両目も見開いている。静かな興こう奮ふんからか、彼女の唇くちびるは自然と釣つり上がっていた。

「……そう。あんたが、レミオンの」

　帝てい国こくにおいてイグセムと並び立つ旧きゆう軍ぐん閥ばつの名めい家か・レミオン家の三さん男なん坊ぼう。今期の高こう等とう士し官かん試験での合格者最有力候こう補ほ。最大のライバルが目の前にいる──そう理解したヤトリは、何度か深しん呼こ吸きゆうして心を落ち着けると、それを宣せん戦せん布ふ告こくに代えるような勢いで名乗りを上げた。

「ヤトリシノ・イグセムよ。この子はパートナーのシア。……身の上なんて言うまでもないわね？」

「……ヤトリシノ!?　そうか、その炎えん髪ぱつ、イグセム家の……！　ああ、なんてことだ！」

　相手の名を聞いた途と端たん、トルウェイは憧あこがれの英えい雄ゆうを見るように目を輝かがやかせた。それまで滑なめらかに回っていた口も急にぎこちなくなって、「あの、その、ええと」と意味のない呟つぶやきばかりを繰くり返している。そんな彼の様よう子すを眺ながめて、ヤトリがいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「……ちょっと、何？　言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ」

「こ、心の準備が出で来きていなくて……。そ、そのミス・イグセム、ぼくは──」

「いい気になるなよ、おまえら」

　トルウェイが覚かく悟ごを決めて何かを口にしようとした瞬しゆん間かん、彼とヤトリの間にマシューが割って入ってきた。勇ゆう敢かんにも二人と同時に対たい峙じして、小太りのテトジリチ家長男坊が声を荒げる。

「イグセムの白はく兵へい戦せん術じゆつは当然として、レミオンの戦せん列れつ銃じゆう兵へい戦術だってとっくに最さい先せん端たんじゃない。おまえらはもう戦場の先さき駆がけでもなければ花はな形がたでもないんだ。名家の係けい累るいというだけで、無条件にでかい顔はさせないぞ」

「ええと、きみは……？」

「マシュー・テトジリチだ。この名前、忘れるんじゃない、レミオン家の末すえっ子」

　ほとんど宣戦布告のような剣けん幕まくで名乗ったマシューだが、それを聞いたトルウェイの方は、相手とは反対に人ひと好ずきのする笑えみを浮かべた。

「人の名前を覚えるのは得意なんだ。一いつ緒しよに頑がん張ばって合格しようね、マシューくん」

「ふん、おためごかしで油ゆ断だんさせようったって無む駄だだぞ」

「マシューくん……マシューくんか……。……うーん、マーくんと呼んでもいいかい？」

「はぁ!?」

　何の脈みやく絡らくもなく愛あい称しようを付けられて、マシューが目を丸くした。一方、ライバルとの会話を邪じや魔まされたヤトリが、溜ため息いきをついて彼の身体からだを押しのける。

「……私たちの先せん祖ぞが考案した戦術が、時を追うにつれて古いものになっていくのは当然よ。過か去この栄光を笠かさに着るつもりは初めから毛もう頭とうないわ。その上で言わせてもらうとね、マシュー」

　意味ありげに一いつ拍ぱく置いて、相手をじっと見つめながら、ヤトリは鼻で笑って言い切った。

「客きやつ観かん的てきに見て……この面々の中では間ま違ちがいなく、あなたの顔が体積的にいちばん大きいわ」

「うぅっ！」

　普ふ段だんから気にしている身しん体たい的てき特とく徴ちようをズバリと突つかれて、マシューは情けない顔で呻うめいた。格の違ちがいを弁わきまえずに突っかかっては返り討うちにされる、学生時代からのお決まりのパターンだ。

「くらぁー、マシューをいじめるんじゃねー」

　ちょっと棒ぼう読よみ気ぎ味みにイクタが割って入った。トルウェイが困った顔でかぶりを振る。

「いじめるつもりはないんだ、気分を悪くしてしまったならごめんよ。ところで、きみは……」

「えぇい黙だまらっしゃい。一つの狩かり場ばに二匹ひきの猛禽ハンターはいらない」

「え、え？」

「聞いて驚おどろけ、お前には顔面裁さい判ばんで有ゆう罪ざい判はん決けつが下ったぞ。罪ざい状じようはズバリ容よう姿し端たん麗れい罪ざいだ。アルデラ教の聖せい典てんに曰いわく、全すべてのイケメンに死を！」

「あんた今の発言だけで宗しゆう教きよう裁判もんよ！　それと会話は最低限キャッチボールしなさい！」

　ヤトリが突っ込みを入れたところで、トルウェイが「知り合い？」と尋たずねる視し線せんを送ってくる。彼女は溜ため息いきをついてイクタの紹しよう介かいを代わった。

「こいつはイクタ・ソローク。マシューと同じ私の同どう輩はいよ。見てくれのいい男にはとりあえず威い嚇かくする習性があるけど、あまり気にしないで。ヘンに縄なわ張ばり意識が強いだけだから」

「イケメン爆ばく発はつしろ！　がるるる！」

　うなるイクタの首根っこを摑つかんでヤトリが説明する。トルウェイは遠えん慮りよがちに尋たずねた。

「……仲なかが良いのかな？　二人は」

「付き合いが長いだけよ」

　そっけなく応じるヤトリだが、イクタとのやり取りからは誰だれの目にも親しみが見て取れる。トルウェイは再ふたたびイクタに視線を戻し、どこか羨せん望ぼうの混じる表情で、ゆっくりと右手を差し出した。

「トルウェイです、よろしくイクタくん。……その、仲なか良よくしてもらえるかな？」

　威嚇をやめて、イクタも相手をじっと見つめた。その瞳ひとみには内面を見み透すかす鋭するどさがある。トルウェイの万ばん事じ控ひかえめな物もの腰ごしが計算ずくのものかどうか──彼はここまでのやり取りから暫ざん定てい的てきに推すい測そくして、その結果、どうやら天てん然ねん系けいの善ぜん人にんらしいという結論に至いたった。

「…………イクタ・ソロークだ。お前の顔面が原型をとどめないほどバラバラに砕くだけ散る様よう子すを想像の中で十七回ほど繰くり返して、ようやく寛かん大だいな気持ちになれた。仲良くしてやろう」

　清すが々すがしいほど本ほん音ねがだだ漏もれで、しかも上から目線だった。が、幸さいわいにもトルウェイは細かいことにこだわらない性格だったので、二人の間でほとんど奇き跡せき的てきな握あく手しゆが結ばれた。

「うん、よろしくイクタくん。……あ、そうだ、イッくんと呼んでもいいかい？」

「いや断る。何言ってんだお前」

　マシューに続いて、初対面なのにナチュラルに愛あい称しようを付けたがるトルウェイだったが、イクタはイクタで、それをナチュラルに跳はねのけられる容よう赦しやなさを持っていた。

「まったく、イッくんだと？　ふざけんな、僕をそう呼んでいいのは彼女だけだ」

　黒い瞳ひとみが意味ありげにハロの方を向く。これまで蚊帳かやの外にいた人物を突とつ然ぜん輪わに含ふくめると、さらにイクタは頼たのまれてもいないのに彼女の紹しよう介かいを代わった。

「彼女はハローマ・ベッケル。衛えい生せい兵へいの指し揮き官かんを目指していて、実じつ家かには五人の弟がいるんだ。とても良い子だよ。僕が保証する」

「い、イクタさんっ!?　その紹介の流れだと、すごく誤ご解かいを招まねくと……！」

　ハロが慌あわてて訂てい正せいしようとするが、タチの悪いことに、ここまでイクタは内容的に間ま違ちがったことを言っていない。事情を知らないトルウェイが、間違った方向に察しの良さを発はつ揮きした。

「なるほど、そういうことだったのか。……うん、とってもお似に合あいだよ。二人とも」

「何が『そういうこと』なんですかっ!?　いやぁ、そんな温あたたかい目で見ないでください……！」

　都つ合ごうのいい形に事実をねじ曲げたイクタが、その成果にすっかりご満まん悦えつでいると、不意に足場がぐらりと揺ゆれた。船が港を出たのだと察して、ヤトリがひとまず場を収める。

「自じ己こ紹介も一通り終わったし、皆、とりあえず腰こしを落ち着けましょうか。ヒルガノ列島までは風に恵まれても二日近い長旅よ。向こうに着いてからのためにも、体力は温おん存ぞんしておかないとね」

「ああ、そうだね。じゃあ、それぞれの寝しん台だいを決めて荷物をまとめるとしようか」

「ねぇハロ、君はどの位置がいい？　上？　下？　後ろ？　ああ対たい面めん座ざ位いもいいねぇフフフ」

「なんでわたしにだけ訊きくんですかっ!?　あとそれ本当に寝台の位置の話ですか!?」

「……顔……おれの顔……そんなにでかいか……？　……ブツブツ……」

　各自の寝台に腰を落ち着けると、ここまでの旅たび疲づかれもあって、五人はすぐさま浅あさい眠りについた。ちなみに激げき論ろんの末、イクタの寝台はハロから最もつとも遠い対角線上にあてがわれたのだった。







　出しゆつ航こうから三時間が経たったころ、天候の急激な悪化で船の揺れが激しくなってきたので、イクタたち同じ船室の面々も順番に目を覚まし始めた。長い船旅はまだ序じよ盤ばん。誰だれにとっても時間は大おおいに余あまっている。

「う、うーん……７─６焼しよう撃げき兵へい……いや、３─３風ふう銃じゆう兵へいだ」

「それでいいのかい？　じゃあ、ぼくは４─６風銃兵で両隣どなりの駒こまと戦力合流かな」

　差し向かいで寝台に腰こし掛かけて、マシューとトルウェイは軍人将しよう棋ぎで対戦していた。駒と盤ばんを持ち込んだのも、勝負を持ちかけたのもマシューなのだが、戦せん況きようはどうやら彼に不利なようだ。

「３、４、５─７風銃兵大隊。……あの、これだと、たぶん四手先で詰つむんじゃないかな」

「ちょ、ちょっと待まてよ！　まだ何か手が……！」

　必ひつ死しになって盤ばん面めんを見つめるマシューだが、見れば見るほど自軍の劣れつ勢せいは甚はなはだしい。とっくに勝敗が決していることは最初の一分で分かったが、それから心の準備に三分を費ついやして、ようやく彼は「……参まいった」の一ひと言ことを搾しぼり出した。

「くそっ、もう一戦だ！　今のはつまらないミスが重なっただけだ！」

　と言いながらも、すでに戦績はマシューの三連敗という事実を晒さらしているのだが、負けず嫌ぎらいな彼はなかなか実力の違ちがいを認められない。このままでは不ふ毛もうな戦たたかいが続くだけだと察したトルウェイが、相あい手てを気き遣づかって提案する。

「ねぇマーくん、ちょっと観かん想そう戦せんをやってもいいかな？　今の一いつ局きよく、ぼくもちょっと反省したい部分があって」

　負けを冷れい静せいに見つめ直さないことには実力の向上はないと、マシューも感情はともかく理り屈くつの上では承しよう知ちしているので、渋しぶ々しぶながらトルウェイの提案を承しよう諾だくした。だいぶ頭が煮に詰つまっていると見えて、「マーくん」という馴なれ馴なれしい呼び方に文もん句くを付ける余よ裕ゆうはないようだ。

「うう、中ちゆう盤ばんまでは競きそってたのに……。何手前が決め手だったんだ？　六手前に焼しよう撃げき兵へいを出しすぎたところか、それとも十二手前に衛えい生せい兵へいを失ったところか……」

　相手のプライドを逆さか撫なでしないように気を付けつつ、トルウェイが自分なりの見解を述べようとしたところで、二人の頭上から頼みもしないのに第三者の声が降ってきた。

「──二十一手前だよ、我わが友マシュー。戦力合流を阻そ止しされた風ふう銃じゆう兵へいを、そのまま無理に敵てき陣じんへ食い込ませたところだ。あそこはいさぎよく撤てつ退たいして、いったん守りに移るべきだった」

　おちょくるようなイクタの声に舌した打うちして、マシューは苦にが々にがしい面おも持もちで駒こまを並べ直す。トルウェイは目を丸くして一番上の寝しん台だいを見上げた。

「……イッくん、棋き譜ふを記き憶おくしているのかい？　そこからじゃ盤ばん上じようもよく見えないだろうに」

「だからイッくんて呼ぶなイケメン。次は枕まくら投げんぞ」

　返答はそっけなかったが、トルウェイは素直にイクタを評価していた。棋譜を暗記していること自体も大したものだが、その上で攻こう防ぼうの要所を把は握あくしている事実の方こそが賞しよう賛さんに値あたいする。イクタが勝敗を分けたと考える局きよく面めんは、トルウェイが言おうとした部分とまったく同じだったのだ。

「皆さん、お茶が入りましたよー」

　そこで折おりよく、大きな土ど瓶びんと人数分のカップを抱えたハロがヤトリと一いつ緒しよに部へ屋やへ戻ってきた。最初は備え付けのテーブルで注そそごうとしたが、足あし場ばの揺ゆれであやうく土瓶が落ちそうになったので、カップを一つ一つ手に持って注ぐやり方に切り替える。

「かなり揺れますね……。厨ちゆう房ぼうをお借りした時に、窓まどから海面の様よう子すがちょっと見えたんですが、やっぱり波がすごかったです」

「強い西風の影えい響きようを受けて、進路もかなり東に逸それているみたいよ。コース修しゆう正せいに手間取るだろうから、船旅は思ったより長引きそうね。まったく船っていうのはままならない乗り物だわ」

　ハロからお茶の入ったカップを受け取りながら、ヤトリが疎うとましげに自分の赤い髪かみをかき上げる。その視し線せんがふと、マシューとトルウェイが間に挟はさんだ軍ぐん人じん将しよう棋ぎの盤ばんに向けられた。

「なによ、将棋やってたの？　結果はマシューの何連敗？」

「な、なんでおれの連敗が前ぜん提ていの質問なんだよ……」

「文もん句くを付ける声に元気がないってことはその通りなんでしょ。……ま、それほど気にすることもないと思うけど。将棋王イコール名将ってわけじゃないし」

　一いち応おうのフォローを入れるヤトリの言こと葉ばに、トルウェイが話題の糸いと口ぐちを見つけて展開した。

「そういえば、この試験の最終段階では、面めん接せつを兼かねて現げん役えきの高こう等とう士し官かんと対局するらしいね。将棋の実力がそのまま指し揮き官かんとしての実力に反映しないとしたら、この仕組みにはどういう意味があるんだろう？」

「対局しながらの面接だからね、私は同時処理マルチタスクの能力を測られるものと思っているわ。高等士官ともなれば、二つや三つの仕事を同時にこなせないようじゃキャパオーバーで潰つぶれるでしょ」

　ヤトリの答えは論理的で揺ゆるぎない。続いて彼女は、寝しん台だいから腕うでだけを伸ばしてお茶を受け取るイクタの姿を眺ながめやった。その不ぶ精しように呆あきれつつ、トルウェイからの質問を彼にパスする。

「イクタ、あんたはどう思う？」

「……ん、なかなか美味おいしいよ。でも欲よくを言えば牛乳で茶ちや葉ばを煮に出だすより、熱湯で濃こい目に茶を淹いれてから別にほどよく温めた牛乳を加くわえる方が、淹れ方としては望ましいかな」

「誰だれがお茶の味について意見を求めたの。ついでに言っておくと牛乳の煮しや沸ふつを勧すすめたのは私よ。万が一にでも傷いたんでいたら、誰かがお腹なかを壊こわした時に責せき任にん取れないじゃないの」

　付き合いが長いだけあって、友人のおちゃらけた言動への対たい処しよもヤトリは非常にスムーズだ。寝台の上で上体だけを起こしてお茶をすすりながら、イクタはのんびりと本来の質問に答える。

「ヤトリの考えでほぼ正しいとは思うけど。その点を別にしても、軍人将棋これにはそれなりに兵法の基本的な部分が詰つまっているからね。頭の体たい操そうとしては悪くない。ただ、僕の意見を言わせてもらえば──どうせ軍人がやるなら、盤を使わない目め隠かくし将棋の方がいい」

「──へぇ？　イッくん、それはなぜ──わぷっ！」

　降ってきた枕まくらがトルウェイの顔に直ちよく撃げきした。寝台からにゅっと首を出して、イクタが怒ど鳴なる。

「イッくん禁止！　……将棋を戦争に当て嵌はめるなら、すなわち盤ばん上じようイコール戦場。そこで質問するけど、実際に戦争をやってる時、指揮官は空の上から神の視し点てんで戦場全体を見下ろせる？」

「……それはないわね。敵てき部ぶ隊たいの位置に関しては、限られた情じよう報ほうから推すい測そくするしかない場合がほとんどだわ。指揮下にある味み方かたにしたって、予定通りに動いてくれるとは限らない」

「そういうこと。現実の戦争では、敵てきと味み方かたの位置を把は握あくするところから戦たたかいが始まる。そのために必要なのは断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうから全体像を導みちびき出すイメージの力。目め隠かくし将しよう棋ぎでそれが鍛きたえられるとまでは言わないけど、想像力の土ど台だいくらいは作れる。まずは頭の中に『盤ばん』を持つこと。そうすることで初めて、盤の上で動く兵士を想像することが……あ、お茶、おかわりある？」

　すらすらと見解を述べながら、例によって寝しん台だいから腕うでを伸ばした危なっかしい体勢で、イクタはハロにお茶を注そそいでもらう。トルウェイとハロが感心して聞き入る一方で、マシューはほとんど無む視しして盤上をにらみつけていたが、そこで大きく船が揺ゆれた。

「あ」「あぢゃああああああっ───!?」

　イクタのカップからこぼれたお茶が悪あく魔ま的てきな角度でマシューの首に直ちよく撃げきした。熱さにもんどり打って転がる相あい手てに「ごめん、ごめん」と軽く謝あやまりながら、彼はふと船室のドアに視し線せんをやる。

「そこ、誰だれかいるの？」

　イクタと同じ方向を見つめて、ヤトリが声をかけた。マシューの悲鳴に紛まぎれてはいたが、船が揺れた瞬しゆん間かん、何かがドアにぶつかるゴツンという音が響ひびいていたのだ。不ふ審しんに思ったヤトリが歩いていって部へ屋やの扉とびらを開く。

「う、うう……いたい……」

　開いたドアの向こうには、大きな帽ぼう子しを被かぶった小こ柄がらな少女が頭を押さえて立っていた。広い鍔つばに隠かくれて顔は見えないが、帽子の中に収まりきらず流れ出した金きん髪ぱつが滑なめらかで美しい。服ふく装そうも地じ味みではあるが、見るからに生き地じが上等で、着こなしにもどことなく品ひんがあった。

「受験生……ってわけじゃなさそうね。どこのお嬢じようさん？　私たちに何か用かしら？」

　ヤトリが優やさしく微笑ほほえんで尋たずねると、少女は返答に困ったように口ごもり、「し、失礼した」とごまかすように謝って早足に廊ろう下かを去さっていった。その背中を見送って、ヤトリが首をかしげる。

「何だったのかしら？　まがりなりにも高こう等とう士し官かんの候こう補ほ生せいを乗せる船に、一般の旅客が居い合あわせているとは考えにくいんだけど……イクタ、あんたはどう思う？」

「んー、食用に適てきするまで残り五～六年、きっちり熟じゆくするまでは十五年ってところかな……」

「誰もあんたのストライクゾーンの下限なんか訊きいてな──」

　ヤトリのツッコミを、突とつ然ぜん襲おそってきた船体の激げき震しんがさえぎった。全員が一いつ斉せいに体勢を崩くずし、手に持っていたカップの中なか身みが残らずこぼれ落ちる。これまでの揺れとは明らかに一線を画かくする、それは波によるものではない深しん刻こくな「衝しよう突とつ」の震しん動どうだった。

「──何事!?」

　同室の面々の中でいち早く体勢を立て直しながら、ヤトリが状じよう況きようを分ぶん析せきにかかる。他方、トルウェイは仰あお向むけに倒れかけたハロの肩を抱いて支え、最上段の寝台から落ちたイクタは、弾だん力りよくに富むマシューの身体からだを下した敷じきにして、図ずう々ずうしくも無ぶ事じでいた。

「おおマシュー、まさか身みを挺ていして助けてくれるなんて……。乾かん杯ぱいしよう、僕らの友情に」

「うう……おまえなんて頭から落っこちれば良かったんだ……」

　イクタを押しのけたマシューがようよう起き上がった頃ころ、寝しん台だいで大人しくしていた精せい霊れいたちも緊きん急きゆう事じ態たいを察して動き出し、それぞれの主あるじのポーチに収まった。全員が互たがいに怪け我がのないことを確認し合っていると、開いたままのドアから船員の叫さけび声が響ひびいてくる。

「しょ、諸しよ君くん、落ち着いて聞いてくれ！　この船は船底を暗あん礁しようにぶつけて浸しん水すいを始めている！　たった今船長から総員退たい艦かんの命令が下された！　動ける者は直ちにデッキへ向かい、水すい夫ふの指示に従したがって救命ボートに乗り込め！」

　避ひ難なんを指示する声は危機感にうわずっている。座ざ礁しよう、浸水、総員退艦──これらの単語から運うん命めい的てきに導みちびき出される一つの結末を、絶望的なイメージと共ともに、その場の全員が同時に思い描えがいた。

「皆、聞いたわね！　デッキに向かうわよ！」

　だが、悲観的な予想を一いつ瞬しゆんで跳はねのけて動き出した者も一人いた。ヤトリシノ・イグセムだ。

「慌あわてなくていいわ、私の後ろを一列になって付いてきなさい！　荷物は最低限よ！」

　こういう状じよう況きようで迷まようことなく場を仕切ることができるのがヤトリという人間だ。緊急事態に直面して烏う合ごうの衆しゆうと化した集団を、即そく座ざに秩ちつ序じよ付けるだけのリーダーシップが彼女にはある。そして彼女以外の面々も、この場面で烏合の衆に甘あまんじてはいなかった。

　ヤトリを先頭にして階段を駆かけ上がり、デッキに出て行った彼女らを、豪ごう雨うと猛もう風ふうの洗せん礼れいが出迎えた。大人の胴どう回まわりを越こえる太さのマストが風ふう圧あつで軋きしみを上げ、その上では水夫たちが風を孕はらんでパンパンに膨ふくらんだ帆ほを畳たたもうと命がけの作業をしている。すでに船体は平常から20度近く傾かたむいており、そのうえ時じ刻こくは宵よいの口。闇やみに沈んだばかりの海面は、ぞっとするほど真っ暗だ。

「大おお時化しけね……。この局面で悪天候のピークなんて、私たちも神様に嫌きらわれたものだわ」

「誰だれの日ひ頃ごろの行おこないが悪かったのかな。心当たりのある人は手を上げてみて」

「考えるまでもなくあんた一いつ択たくでしょ。これからは聖せい典てんをネタにしたジョークは慎つつしむことね」

　イクタと緊きん張ちよう感かんのない軽かる口くちを叩たたきつつ、ヤトリは集団の先頭に立ってデッキ後部へ向かう。そこには四艘そうの救きゆう命めいボートが用意されており、うち一艘は水夫の手によって海面に下ろす準備が整えられていた。やって来たヤトリたちへ、船員からの指示が飛ぶ。

「来た者から乗り込め！　民間人のお前たちが最さい優ゆう先せんだ！」

「民間人」という響ひびきに少しだけ不本意な表情をしたヤトリだが、そんな感かん傷しようもすぐに振り切って行動を再開した。ハロを一番に乗せて、それからマシュー、トルウェイ、イクタの順、最後に自分がボートに乗り込んでいく。

　全員の身み柄がらが収まったところで、イクタの姿を眺ながめた水夫が、すまなさそうに付け加くわえた。

「お前のパートナーは光ひかり精せい霊れいだな？　よく聞け、座ざ礁しようのせいで船員に負ふ傷しよう者しやが出ていて、今はまだこのボートに水すい夫ふを乗せてやれない。救きゆう命めいボートは全すべて本船にロープで繫けい留りゆうしてあるから流されることはないが、いよいよとなったら道連れを避さけるためにロープを切らなければならない。その時は光信号で近くのボートに居い場ば所しよを伝えてくれ。多少流されていても、必ず合流する！」

　イクタがクスと共ともにうなずいたのを見届けると、水夫は繫留のロープを繰くり出して、彼らを乗せたボートを海面に降ろしていった。荒れる大おお海うな原ばらに放り出された小舟は、右へ左へと激しく揺ゆさぶられ、乗り込んだ者たちを生きた心地ここちにさせない。

「じょ、冗じよう談だんじゃないぞ！　海がこんな荒れようじゃ、いくらボートで避ひ難なんしたって……！」

「マーくん、もう少し右に寄って！　ベッケルさんは左に！　船全体で体重のバランスを均きん一いつにするんだ！　この波じゃ、一度転てん覆ぷくしたらもう二度と回かい復ふくできない！」

　ヤトリに次ぐ冷れい静せいさでトルウェイが指示を出し、マシューとハロが無む我が夢む中ちゆうでそれに従う。一方のイクタは、叩たたきつける豪ごう雨うの中、致ち命めい的てきに傾かたむきつつある本船にじっと目を凝こらしていた。

「どうしたのイクタ、いつもの減へらず口を叩たたきなさいよ。あんたが黙だまるとゲンが悪いわ」

「君が僕の言動をジンクスにしていたとは知らなかったな。……それよりヤトリ、あの子だ」

　言われたヤトリがイクタの視し線せんを辿たどると、ついさっき船室の前で出くわした少女が、デッキ上でこれから救命ボートに乗り込もうとする様よう子すが目に入った。細い肩を震ふるわせているのが遠目にも見て取れる。まさか一人旅という年ねん齢れいでもなさそうだが、他に連れの姿は見当たらない。

「……あっ!?」

　その瞬しゆん間かん、悲ひ劇げきが起きた。横よこっ腹ぱらに波の張り手を食らった船体が激しく傾き、はずみでデッキの端はしに立っていた少女が海に向かって投げ出されたのだ。滞たい空くうは一いつ瞬しゆん──悲鳴を上げる間もなく、小さな身体からだが黒い海に吞のまれて消える。

　かろうじてデッキに踏ふみとどまった水夫の一人が、浮き輪を片手に血走った目を海面へ走らせた。……が、遅おそい。助けを出そうにも、少女の姿はとっくに波の狭はざ間まへ隠かくれてしまっている。

「む、まずい。あれは死ぬ」

　限りなく過か去こ形けいに近い事実を呟つぶやいたイクタは、その場で立ち上がって上着を脱ぬぎ始めた。

「クス。まだあの子が見えているなら凝集光ハイビームで照てらしてくれ」

「イクタ、危険です。やめた方が……」

「頼たのむよ」

　主あるじの請せい願がんを受けたクスが、渋しぶ々しぶといった様よう子すで腰こしのポーチを抜け出してボートの端に立ち、腹ふく部ぶの「光こう洞どう」から強い光を放って海面の一いつ角かくを照らし出した。続いてイクタは、船底に転がっていた救命用の浮き輪を抱えて、それに結び付けられていたロープの先せん端たんをヤトリに預ける。

「簡単に放したら化ばけて出るからな」

「ちょっ、あんた──!?」

　ヤトリに考える時間を与えず、イクタは頭から海に飛び込んでいった。荒あら波なみに負けじと手足で水を搔かき、凝集光ハイビームの指し示す場所へとまっすぐに進んでいく。やがて真まっ黒な海の中へ潜もぐり込んでいった彼の背中を、ボートに残された面々は固かた唾ずを吞のんで見守るしかなかった。

「………………ぶはぁっ！」

　見ている側からは永えい遠えんにも感じられた十数秒の後、死体のようにぐったりした少女の身体からだを抱えて、イクタが海面に浮かんできた。ヤトリたちがほっと安あん堵どの息いきをつく。

「もームリ、もー死ぬ！　助けれー！」

　そんな間の抜けた悲鳴に応こたえて、四人が一いつ斉せいにロープを引っ張り始める。今にも転てん覆ぷくしかねない揺ゆれの中では、バランスを保ちながらボートに二人を引き上げるだけでも一苦労だった。

「ぜぇ、ぜぇ……あーキツい……海水しょっぺぇ……」

「うるさいわね、格かつ好こういいことしたなら最後まで格好付けなさい。……ハロ、その子の容よう態だいはどう？」

「海水は飲んでいませんし、呼こ吸きゆうも脈みやく拍はくも正常です！　まだショック状じよう態たいみたいですが……」

　ハロの膝ひざに頭を横たえたまま、少女は沈ちん黙もくしている。薄うすく開いた両目が理性の光を取り戻すのは当分先になりそうだったが、現状と向き合わずに済すむ分だけ、それは幸こう運うんなことかもしれない。

「どうやら打だ撲ぼくや裂れつ傷しようはなさそうね。……ん？　これって……」

　怪け我がの有う無むを確かめるためにハロと手分けして少女の身体を診みていたヤトリが、その中指に嵌はまった指輪に気を取られた。印いん章しようの役割も兼かねた一級品だが、単たんなる高級感よりも、銀の土ど台だいに金で施ほどこされた意い匠しように見覚えがあり過すぎる。

「駄だ目めだ、こちらはもう保たん！　ロープを切るぞ！」

　その叫さけびがヤトリの思考を凍こおりつかせた。横よこっ腹ぱらに食らった波がトドメになったらしく、本船の傾かたむきはすでに回かい復ふく不ふ可か能のうな領りよう域いきに達していた。職しよく分ぶんに則のつとって沈みゆく船の上に残った水すい夫ふが、生しよう涯がい最さい期ごの仕事となる曳えい航こうロープの切断を実行する。イクタたちを乗せたボートは母ぼ船せんとの繫つながりを断たれ、正しよう真しん正しよう銘めいの漂ひよう流りゆうを始めた。

「……まさか……。脱だつ出しゆつできたのは、私たちだけ？」

　いまや完全に横転して沈ちん没ぼつを待まつばかりとなった本船の姿を、きつく唇くちびるを嚙かんで眺ながめながら、さすがのヤトリも頰ほおを引き攣つらせていた。その背はい後ごで、マシューが手足を振り回してヒステリックな金かな切きり声を上げる。

「ど、どうすんだよぉっ！　こんな小こ舟ぶねで嵐あらしの海のど真ん中に投げ出されて、これじゃ死ぬのを待つだけじゃないかっ！　試験を受けに来ただけなのに、どうしておれがこんな目に……！」

「マーくん、落ち着くんだ！　暴れて船が引っくり返れば今すぐ全員溺おぼれ死んでしまう！」

　取り乱みだしたマシューを、トルウェイが羽は交がい絞じめにして取り押さえる。一方で、意識のない少女の身体からだを抱き締しめながら、ハロがぽつりと弱よわ音ねをこぼした。

「し、死んじゃうんでしょうか、わたしたち……。まだ、まだ何かできることは──」

「……人じん事じは尽つくしているわ。今はまず、この嵐あらしを凌しのぐことよ」

　ヤトリが硬かたい声で、自分を含ふくめた全員に言い聞かせるように告つげた。それに同意したイクタが、鼻をすすりながら彼女の言こと葉ばを引き継つぐ。

「っくしゅん！　……ヤトリの言うとおり、ここから先は運うん否ぷ天てん賦ぷの領りよう域いきだよ。嵐が止むまで僕らにできることは何もない。せいぜい怠なまけて、あとは神様を働はたらかせてやるとしよう」
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　冷たく、暗い、底知れない闇やみに吞のまれていくのを感じていた。

　あらがう術すべはなかった。激流に翻ほん弄ろうされて上も下も分からず、水すい圧あつで鼓こ膜まくがぎしぎしと悲鳴を上げる中、絶ぜつ望ぼうの圧力はそれ以上に心を押し潰つぶした。生まれて初めて目と鼻の先で見つめあった死の恐怖は、とうてい理性の力で立ち向かいうるものではなかった。

　あがく手足の力もすぐに尽つきた。──そんな中に、光が差した。

　闇やみをつらぬいて走った一ひと筋すじの光明みちを通って、何かがやって来るのがぼんやりと見えた。はじめに手首をつかまれて、それから身体からだが抱き寄せられた。すぐ近くに心しん臓ぞうの音が聞こえた。触ふれ合った肌はだを通して、二人分の鼓こ動どうが同調したようにさえ思えた。

　薄うすれゆく意識の中、光と温かさに包まれた自分から、死しに神がみが舌した打うちして遠ざかっていくのが分かった──。

「……………ん…………」

　ぱちぱち──と火の粉こが爆はぜる音で、少女は目を覚ました。

　視し界かいは暗かった。小さな焚たき火びがただ一つの光こう源げんで、そのオレンジ色の灯あかりの中に、いくつかの人ひと影かげが浮かび上がっていた。がちがち歯を鳴らす小太りの少年と、それを気き遣づかわしげに見やるハンサムな青年。さらに向かって左端はしには、炎ほのおと同じ色の髪かみをもつ凜り々りしい女性が座すわっている。その誰だれもが共通して、暖だんを取るためだろう、パートナーの精せい霊れいを抱だき締しめていた。
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「……あ！　起きられましたか？」

　すぐ耳みみ元もとで優やさしい声がして、ようやく自分が抱きすくめられていることに気が付いた。柔やわらかな乳ち房ぶさの感かん触しよくを背中に、薄うすい肌はだ着ぎ越ごしに触ふれ合った肌はだから、温ぬくもりを分け与えられている。

「……そなたら、は……？」

　少女の声に、まず赤あか髪がみの女性──ヤトリが腰こしを浮かし、その場に恭うやうやしくひざまずいた。

「御お目め覚ざめになられましたか、姫殿下。……このような形で御ご前ぜんを拝はいする無ぶ礼れいをお許し下さい」

　少女を抱いているハロを除のぞいて、他の面々もヤトリにならって頭を垂たれる。彼女らから敬けい意いを示されたことで、少女もまた、かくあるべき自分の立場を思い出すことになった。

「……頭を上げよ、そなたら。作さ法ほうは省はぶいてよい、これがどういう状じよう況きようなのか……」

「は、御み心こころのままに。……簡かん潔けつに説明いたしますと、高こう等とう士し官かん試験の会場であるヒルガノ列島へと向かう船旅の途と中ちゆう、我々の乗り合わせた船が嵐あらしに遭あって沈ちん没ぼつしました。辛からくも救命ボートで脱出できたのは殿でん下かを含めた我ら六人のみ。それより二日ばかりの漂ひよう流りゆうを経へて、どこかの浜辺へと漂着し……今はこうして、海沿ぞいの洞どう窟くつに身を寄せているところにございます」

　ヤトリの報告を受けた少女は、大きな目を丸く見開いて黙だまり込み……それからたっぷり数分をかけて記き憶おくを整理して、たった今聞いた情じよう報ほうで、ここに至いたるまでの欠落を埋うめ合わせた。

「……そうか、船が……。あれはやはり夢ゆめではなかったか」

　真っ黒な海面に吞のみ込まれる忌いまわしい記憶がよみがえって、ぶるりと肩が震ふるえる。重ねて着込んだ上着の中、その小さな体を抱きしめているハロが、気き遣づかわしげに横顔を見やった。

「二日の漂流の間、雨に打たれ続けた殿下の体は冷え切っておりました故ゆえ……そのハローマ・ベッケルと私ヤトリシノ・イグセムが、人ひと肌はだにて交こう替たいで御お身体からだを温め申もうし上げました。非ひ礼れいは承しよう知ちでございましたが、他に処置なきこと故、こればかりはどうぞご容よう赦しやを……」

「ご、ご容赦をっ……！」

　ハロが恐きよう縮しゆくして頭を下げると、少女は苦く笑しようを浮かべてかぶりを振った。

「そなたらの厚こう意いに心から感かん謝しやする。脆ぜい弱じやくなこの身一つでは、目覚めを待またずに凍こごえ死んでいたであろうことは疑いない。……時に、そなた。今、ヤトリシノ・イグセムと名乗ったな」

「は……」

「久しいぞ。今きん上じようの行ぎよう幸こうに際して、余よがそなたの生せい家かを訪れたのは、もう八年も前の話か」

　少女が何なに気げなく口にした一ひと言ことに、ヤトリは思わず伏していた顔を上げた。

「……憶おぼえておいでなのですか？　あの当時、殿下はまだ御おん歳とし四つになられたばかりで……」

「そなたは数えで十であったな。皿さらに手が届かず歯がゆい思いでいた余よを気き遣づかって、テーブルから焼き菓が子しを取ってくれたのであった。……そなたの方でも、同じように余の面おも影かげを見て取ってはくれなんだか？」

　さすがに無理な話だろうと自分でも分かってはいた。ヤトリは曖あい昧まいに微笑ほほえんで答える。

「あの頃ころと比くらべると、殿でん下かは私の想像を越こえてご立りつ派ぱになられていましたから……。黄おう金ごん色いろの御お髪ぐしと、永霊樹カトヴアンマニニクが刻きざまれた指輪の、どちらか一方でも欠けていれば、私には危うく確信が持てないところでした」

　そう言われて、少女はハロと一いつ緒しよに重ね着た上着の隙すき間まから左手を抜き出した。その中指に嵌はまっているのは、カトヴァーナ帝てい国こくの象しよう徴ちようたる永霊樹の意い匠しようが施ほどこされた指輪だ。

「……いかにも。この身は現カトヴァーナ帝国が第三皇おう女じよ、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクである」

　半はん信しん半はん疑ぎだったヤトリ以外の面々も、本人の口から名乗りがあったことで、改あらためて目の前の存そん在ざいが雲うん上じよう人びとだということを思い知ったらしい。おごそかな沈ちん黙もくの後、初めに口くち火びを切ったのはトルウェイだった。

「……トルウェイ・レミオンという者です。お初にお目にかかります、シャミーユ姫ひめ殿でん下か」

「うむ、レミオンの末すえ息子むすこだな。そなたの噂うわさも聞いている」

「光栄です。よろしければ、一つだけ尋たずねることをお許し頂いただければ……」

　トルウェイの発言が終わるのを待またず、姫殿下は固い口く調ちようで答え始めた。

「余よがそなたらと同じ船に乗り合わせていた理由であれば、訊きかれるまでもなく答えよう。キオカとの戦せん局きよく悪あつ化かを鑑かんがみ、帝てい室しつに連なる身として、この国の未来を背せ負おって立つことになる若人わこうどたちの顔を見にきたのだ。受験生への激げき励れいも兼かねてである。それ以上でもそれ以下でもない」

「しかし、随ずい伴はんの武ぶ官かんなどは……？」

「みなまで聞くな。あの船ともども海の底へ沈んだに決まっておろう」

　質問を先取りして応じるシャミーユ殿下の口調には、どこか相手に有う無むを言わせない頑かたくなさがある。……随伴の者がいたにしては、船内で会った時もデッキに出てきた時も、そばに誰だれも見えなかったのが気になるのだが。そういった疑問はまだ、トルウェイも胸むねの内に収めておく。

「ま、マシュー・テトジリチと、申もうします。ひ、姫殿下、おれにも発言を、お、お許しを……」

　湿ったシャツがぴったり張り付いた肉付きのいい体を震ふるわせながら、マシューがおそるおそる口を挟はさむ。姫殿下の視し線せんが彼に向いた。

「テトジリチ……帝国南西部エボドルク州の駐ちゆう留りゆう部隊を預かる家いえ柄がらだな。そなたの名も覚えた。訊きたいことがあれば好すきに申せ、マシュー・テトジリチ」

　テトジリチ家の概がい要ようをすらすらと述べる姫殿下の博はく識しきに、隣となりでヤトリは声に出さず感かん服ぷくした。一方、ここに来て初めて自分の家か名めいを知っている相手に出会えたはずのマシュー本人は、今はその事実に気付く余よ裕ゆうもないらしく、紫むらさき色いろに変色した唇くちびるから弱々しく訴うつたえを搾しぼり出す。

「お、お体がじゅうぶんにお温まりでした、したら、い、いま一番上に重ねて着ていらっしゃる、お、おれのうわ上着、を、かか、返してくださる、と……」

　言われた姫ひめ殿でん下かはそこで初めて、自分の暖だんを取るために、この場の全員の上着が貸し出されていることに気付いた。さすがに申もうし訳わけないと思い、毛もう布ふ代わりの重ね着の中から抜け出そうとする彼女を、ハロが慌あわてて引き留める。

「きゃっ、で、出ちゃダメです！　姫さまもわたしも下着姿ですよ!?　ヤトリさん、マシューさんの分だけ本人に返してあげてください！」

　うなずいたヤトリが一番上のマントだけを回収して、よく乾かわいているそれを持ち主ぬしに返してやる。これ幸さいわいとばかりに上等な布地の中にくるまったマシューは、体温を逃さないことに全ぜん霊れいを傾かたむけ始めたらしく、それ以降は何も言わなくなった。

「あ、姫さまのお召めし物もほとんど乾いていますね……。じゃあ、ちょっとやり辛づらいと思いますけれど、このまま着替えちゃってもらえますか？」

「お望みとあれば男どもを追い払ぱらっても構いません。まぁ外は嵐あらしですが」

　残ざん酷こくなことを笑え顔がおで言うヤトリの様よう子すに、マシューの体が寒さむ気けとは別の理由で震ふるえ上がった。冗じよう談だんにならない彼女の提てい案あんを「それには及ばぬ」と断った姫殿下は、意外な素早さで服を着込んでハロの膝ひざから降り、二日ぶりに自みずからの足で地面に立つ。

「うむ……不調は感じないな。そなたらが温めてくれたおかげであろう」

「何よりですが、今しばらく火に当たっておられて下さい。この状じよう況きよう下かで殿でん下かに風邪かぜなど引かれると、我われ々われとしても手の施ほどこしようがありません」

　礼れい儀ぎ正しく、しかし断固とした口く調ちようで求めるヤトリに、姫殿下は素直に従った。地べたに座すわるのも腰こしが冷えるということで、結局はハロの膝に座りなおすことになる。

　しばらく無言で焚たき火を囲んでいたが、ふと姫殿下が、雷かみなりに打たれたような顔で口を開いた。

「……そうであった。この中に船が沈んだ時、海に投げ出された余よを助けてくれた者がおるであろう？　そなたらは皆が命の恩おん人じんに違ちがいないが、その者には特に礼を述べたい。名乗り出よ」

「……。少々お待まち下さい」

　腰こしを浮かしたヤトリは、焚き火を囲む輪を抜けて、真っ暗な洞どう窟くつの奥に歩いていく。見えなくなった背中と入れ替わりに、柔らかくて重いものを蹴ける音が、悲鳴と一いつ緒しよに響ひびき渡った。

「起きなさい、イクタ。姫殿下がお呼びよ」

「……日を改あらためてもらってよ。僕はアポのない方とはお会いに……おげふっ」

　同じ音と悲鳴が三度にわたって繰くり返された。それでようやく話が済んだのか、腰よう痛つうに悩む老人のように腰こしに手を当てた格かつ好こうで、ポーチに光ひかり精せい霊れいを下げた上じよう半はん身しん裸はだかの少年が姿を現す。

「……イクタ・ソロークです。どうも姫殿下、ごきげん麗うるわしゅう」

「なんと、もう一人おったのか……。では、そなたが余を？」

「まぁ、その場の流れというか、適てき材ざい適てき所しよというか……。光ひかり精せい霊れい持ちは僕だけだったんで……」

　ハロから渡されたシャツを着込むと、イクタはおそろしく様さまにならない仕し草ぐさで膝ひざをついてシャミーユ殿でん下かに一礼した。実はそれさえ後ろからヤトリに尻しりをつねられてのことだったが。

「そうか。ともあれ礼を言うぞ、イクタ・ソローク。それにパートナーの光精霊殿どのにも。帝てい都とまで無事に帰った後には、そなたらの勇気ある行おこないに対して、しかるべき報ほう奨しようを約やく束そくしよう」

　ポーチの中からクスが頭を下げる。が、イクタはその場にあぐらをかいて座すわり込んだ。

「さて、無事に帰れればいいんですがねぇ……どうかなぁ……」

「イクタ。無意味に不安を煽あおるような言い方はよしなさい」

　ヤトリが小声で注意する。が、相手の不安はとっくに煽られた後だった。

「……帰き還かんの叶かなわぬことがあり得る、と？」

「ここがどこか分からないうちは何とも。生きたまま漂ひよう着ちやくできたのは幸運だけど、それでも嵐あらしの中を丸二日流されたからなぁ。……途と中ちゆう、ボートの進路上右前方に日の出を見たんで、北東に流されたことだけは分かるんですが」

　イクタの口く調ちようは軽いが、その内容には楽らつ観かんで取り繕つくろったところがない。姫ひめ殿でん下かが黙だまり込むと、だいぶ重くなった空気を入れ替えようと、トルウェイが立ち上がった。

「……雨の音が弱まったようです。現在地も確認しなきゃならないことだし、外を見に行くなら今かもしれない。──イッくん、よかったら一いつ緒しよに行かないかい？」

「その呼び方、ほんと懲こりないなぁお前も……」

　ぼやきつつも、意外な素直さでイクタが立ち上がった。腰こしのポーチにそれぞれの精霊を収め、トルウェイはそれに加くわえて自じ前まえの荷物を背せ負おってから、二人並んで洞どう窟くつを出た。




　時じ刻こくは朝方らしく、すでに空は明るい上、叩たたきつけるようだった嵐も小こ雨さめ程てい度どに弱まっていた。海岸沿ぞいに広がる樹じゆ林りん帯たいの道なき道を、イクタとトルウェイは藪やぶをこいで進んでいく。その間、ちょっとした会話もあった。

「付いてきてくれてありがとう。正直、イッくんは面めん倒どうくさがるんじゃないかと思っていた」

「マシューがあの調ちよう子しだし、女性陣じんはお姫ひめさんのお守りに必要だから、メンバーは消しよう去きよ法ほうで決定だろ。僕は怠なまけちゃいけない時でも怠けるけど、怠けたら死ぬような時だけは働はたらくんだよ」

　ひねくれた物言いだが、そういうイクタの性格も、決してトルウェイは嫌きらいではなかった。

「ねぇ、あの姫殿下のこと……イッくんはどう思う？」

「不ふ審しんな点があっても、下手へたな詮せん索さくはしない方がいいと思うけどな。いいとこ泥どろ沼ぬまにはまるぞ」

「あれ、いきなり核かく心しんだ。ぼくと話すときはユーモアで返してくれないの？」

「わざと切り替えてんの。ここでボケてもツッコミ役ヤトリがいない……っと、いいもん見っけた」

　ツタにぶら下がった木の実のようなものを見つけたイクタが、それをもぎ取ってトルウェイに投げ渡す。自分の分にかじりつきながら、彼は説明した。

「ウツボカズラの捕ほ虫ちゆう器きだよ。成せい熟じゆくして虫を呼び込むようになったらもうダメだけど、口を開く前なら中の液体が飲用にできる。意外にうまいから試してみ」

「……あ、本当だ。すっぱくておいしい」

「いくつかザックに入れといてくれ。本格的な食料探さがしまでの繫つなぎくらいにはなる」

　ハロの水みず精せい霊れいが作る水以外には何も口にできず、洞どう窟くつでは誰だれもが空くう腹ふくに悩まされているところだ。トルウェイは嬉き々きとして背中のザックを下ろし、手て頃ごろな捕虫器をもいで詰つめ込み始めた。

「しっかし、お前もマシューも見上げたもんだね。乗ってる船が沈むってときでも、そんなかさ張るものを後ご生しよう大事に持ち出すんだから」

　イクタがそう言うのは、トルウェイのザックの中でひときわ存そん在ざいを主張している鉄製の筒つつのことだった。パートナーの風精霊の腹ふく部ぶにある『風かざ穴あな』に取り付けて、その空気圧縮ポンプ能力を利用した圧力で鉛なまり玉だまを発はつ射しやする現代兵士の主力武装──いわゆる風銃エアシユーターの銃身バレルだ。

「はは。少し考えたけど、邪じや魔まになって捨てるのは救きゆう命めいボートに乗ってからでも間に合うと思ってね。風ふう銃じゆう兵へい志し望ぼうのぼくにとっては、仲なか間まの命と精霊パートナーの次くらいには大切なものだから」

「そいつが役に立つような状じよう況きようにならなきゃいいけどな。それにしても、あー腹はら減へった……」

　中身を吸いきった捕虫器を投げ捨てて、イクタとトルウェイは腹の虫の合唱を聞きながら先を急ぐ。迷わないようコンパスを見ながら北へ一直線に進んでいったところ、十五分ほどで樹じゆ林りん帯たいを抜けて拓ひらけた草地に出た。

「……こいつは参ったなぁ」

　一いつ気きに視し界かいが見晴らす中、イクタは辺りを見回して開かい口こう一番にそうぼやいた。少し遅おくれてやって来たトルウェイが、彼と同じ光景を目にして、その途と端たんに言こと葉ばを失う。

　地形としては何も驚おどろくことはない。東西に渡って長々と、起き伏ふくの乏とぼしい平野がだだっ広く続いているだけだ。けれども、これから帰路を辿たどっていくはずの西側の大地には──自然の山脈や丘陵とは別のものが、それ以上の障しよう害がいとなって立ちはだかっていた。

「……まさか……。だって、あちらは西側で……いくら流されたといってもこんな……！」

　ここまでヤトリと並ぶ冷静さを誇ほこっていたトルウェイでさえ、この時は声の震ふるえを抑えられなかった。彼の視界に映るのは、海岸線と垂すい直ちよくに走って平野を二つに分ける鉄てつ条じよう網もうと、その中に一定の距きよ離りを隔へだててぽつぽつと点在する、見張りのための櫓やぐらだ。一番近いものからは、当番の兵士が出入りする姿まで見て取れる。

「……どうやら錯さつ覚かくじゃなさそうだ。カトヴァーナ帝てい国こく東端の国こつ境きよう線せんが、ここからだと西側に見えている。ってことは、つまり……」

　ともあれ見張りの兵に見つからないよう、二人は木こ陰かげに身みを隠かくす。──まずは舌した打うちを三つ。それから溜ため息いきをひとつ、たっぷりの諦あきらめとブレンドして気の済すむまで吐はき出して、

「ここはすでにキオカ共きよう和わ国こくの領土だ。……残念だけど僕たち、紙かみ一ひと重えで地じ獄ごくに落ちたらしい」

　自みずからの置かれた悪あく夢むのような現実を、イクタ・ソロークは実にシンプルな比ひ喩ゆで言い表した。







　帰き還かんしたイクタとトルウェイの口からもたらされた報告によって、洞どう窟くつ内ないの空気は軽くなるどころか、むしろ鉛なまりのように重じゆう圧あつを増す結果を招まねいた。

「……そんな……国こつ境きようの向こう側まで流されていたなんて……」

　青ざめた顔でハロが呟つぶやく。ようやく身体からだが温まったばかりのマシューも悲鳴を上げた。

「ちくしょう……こんな、こんなのってあるかよぉ……せっかく生き延のびたと思ったのに……」

　それが良いか悪いかは別にして、マシューの言こと葉ばは全員の本心を代だい弁べんしていた。さすがのヤトリも激げき励れいの言葉を吟ぎん味みする必要があるらしく黙だまっている。その間にイクタが状じよう況きようをまとめた。

「こうなった以上、僕たちが能動的に選ぶことのできる選せん択たく肢しは限られる。まずはその点について、全員の意い志し統とう一いつをしておくのが賢けん明めいだと思うんだけど」

　反応を待またずに、イクタは右手と左手の人差し指を立てて、全員に見えるように並べた。

「一つ目が、キオカ軍に投とう降こうして捕ほ虜りよとしての待たい遇ぐうを求める。まぁワリと堅けん実じつ」

　重い沈ちん黙もくが狭せまい空間を満たす。その選択肢に飛びつく人間は、この場に一人もいなかった。

「二つ目が、どうにか国境を突とつ破ぱして自じ力りきで帝てい国こくに帰る。こっちはけっこう博打ばくちかな」

　言うは易やすし、だった。それを実行する上での困こん難なんを思うと、誰だれも簡単には賛さん成せいできない。

　短くない思し案あんの間を置いてから、おそるおそるといった感じで、マシューが口を開いた。

「ほ……捕虜になれば、戦時条約でおれたちの身の安全は保ほ障しようされる。もちろん身み柄がらは拘こう束そくされるだろうけど、しばらく待っていれば、そのうち捕虜交換で帝国に帰れるんじゃないか……？」

　事実に基もとづく意見というよりは希望的観測だった。それをヤトリがばっさり切って捨てる。

「さすがに楽観が過ぎるわね。自じ覚かくのない奴やつも中にはいるとは思うけど、私たちは仮かりにも帝国軍の将来を背せ負おって立つ高こう等とう士し官かんの候こう補ほ生せいよ？　それだけでもキオカ側が私たちを帰したくない理由には十じゆう分ぶんだし……その点を抜きにしても、これは私自身も含めての話だけれど、この中には外交上の取引材料になり得る人間が多すぎるわ」

「そうだね。姫ひめ殿でん下かは言わずもがな、イグセム家出身のヤトリさん、レミオン家出身のぼく……この三人はどうあっても人ひと質じちとして高い値ねを付けられるだろう。仮に帰ることが出で来きたとしても、どれほどの代だい償しようを要求されるものか」

「あれま、命の値段が高い方々は大変だね。素直に一いつ身しんの安あん泰たいを図はかるのもままならないなんて」

　イクタが呆あきれ顔で発した皮ひ肉にくにも、誰だれ一人応じる余よ裕ゆうがない。少年は肩をすくめて続けた。

「ま、要ようするにだ、我わが友マシュー。ここで捕ほ虜りよになったとしても、そう簡単には帝国くにに返してもらえないし、仮かりに帰してもらったとしても、その時は結構な代だい価かを搾しぼり取られてるってこと。あと帰国した後の肩かた身みの狭せまさとかも想像しておくといい。……ま、その上で捕虜こつちを選ぶ場合は、キオカの人々がテトジリチ家の高こう名めいを寡か聞ぶんにして存じ上げないことを祈いのるばかりだね」

　この期ごに及およんでも、イクタの言こと葉ばから皮肉の苦にが味みが抜けることはない。マシューは頭を抱えて悩みこんだが、次の瞬しゆん間かん、そんな葛かつ藤とうなど跳はね飛ばすような一いつ喝かつが洞どう窟くつに響ひびき渡った。

「捕虜など──冗じよう談だんではないッ！」

　勢いよく立ち上がったシャミーユ姫ひめ殿でん下かが、焚たき火の炎ほのおを揺ゆらすほどの剣けん幕まくで怒ど鳴なった。驚おどろいた視し線せんが一身に集まる中、彼女はなおも語ご気きを緩ゆるめない。

「こんなところで足止めを食っている時間はないのだ！　余よは、余は一いつ刻こくも早く帰らねばならんのに！　警備の兵が何だ、どんな手でも使って国こつ境きようを突とつ破ぱするのだ！　よいかそなたら、成功した暁あかつきには褒ほう美びはいかようにも──むぐっ!?」

　まくしたてる姫ひめ君ぎみの唇くちびるを、そのとき不ぶ躾しつけ極きわまりない二本の指が真まっ向から押さえた。他の面々が啞あ然ぜんとする中、イクタはひどく冷めた表情で、目の前の貴き人じんを見下ろしている。

「少し黙だまんなさい、お姫ひめさん。あなた様がいくら怒鳴り散らしたり、奮ふん発ぱつしたごほうびを鼻先にぶら下げたところで、それで不ふ可か能のうが可能になったりはしないんだ。その程てい度どの道どう理りは歴史から学んで欲しいもんですよ。同じことを嫌いやってほど繰くり返してる帝国ウチの歴史からね」

「────、な、な……！」

　命の恩おん人じんということもあって、ここまで多た少しようの無ぶ礼れいは見逃してきた姫君でも、この暴言にはさすがに言葉を失った。頭に血が上りすぎて、とっさに何を言い返せば良いのかも分からない。

　だが結局のところ、彼女には何を喋しやべる必要もなかった。両者の間に割って入ったヤトリが、有う無むを言わさぬ動作でイクタの腕うでをねじり上げ、その身体からだを地面に引き倒したからだ。

「──殿でん下か、これが大変な無ぶ礼れいを申もうしました。誓ちかって暴言は二度と吐はかせませんので、どうか今回だけはご容よう赦しやを。船が沈んだ時のこれの働はたらきにも免めんじて」

　骨が軋きしみ、関かん節せつがミチミチと嫌いやな音を立てるほど力を加くわえながら、ヤトリは温度のない声で許しを請こう。その鬼き気き迫せまる勢いに、姫君は怒いかりを忘れて首を縦たてに振るしかなかった。

「も、もうよい……。確かに、余も落ち着きを欠いていたようだ……」

　許しを受けたイクタが、ようやくヤトリの固め技わざから解放される。呻うめき声ひとつ上げずに立ち上がる彼だが、ひねられていた肩を押さえていて、かなりの痛みに耐たえているようだった。

「反省したわね。殿下の寛かん容ように感かん謝しやしたら、少し外で頭を冷やしてらっしゃい」

「うぃーす」

　ちっとも反省しているようには思えない返事を残して、イクタはクスと共に洞どう窟くつを出て行く。彼の背中が外に消えたところで、ヤトリは残りの面々に向き直って一つ提案をした。

「どんな選せん択たくをするにせよ、誰だれも正常な判断力を持っていない状態じゃ意味がないわ。空くう腹ふくのまま建設的に話し合おうったって無理な話よ。今は当とう座ざのサバイバルを優ゆう先せんして、とりあえず食料を集めるっていうのはどうかしら？」

「……うん、賛さん成せいだ。お腹が膨ふくれれば、きっと良い考えも浮かぶよ」

　トルウェイに続いてハロとマシューも次々と同意する。最後に残ったシャミーユ姫ひめ殿でん下かも、炎えん髪ぱつの少女の真しん剣けんな瞳ひとみを前にしては、うなずく以外の選せん択たく肢しを持ち得なかった。







　洞窟を追い出されたイクタは、他人に提案されるまでもなく、空腹を埋うめるための食料調達を始めていた。表面上ひねくれてはいるが、基本的には三大欲求に従って動いているだけなので、行動原理はとてもシンプルなのだ。

「うーん、コフンヤシの実は道具がないと取りづらいな……」

　たわわに実を付けたヤシの木があちこちに立っていたが、それはとりあえず置いて地面を見る。じっと目を凝こらすと、濡ぬれた茂しげみの中、朝を迎えた樹じゆ林りんの生き物たちが動き回っていた。

「あ、ヘイ、そこのヘビさん、おとなしく僕の血となり肉となれ……って、うわ長っ！　にににニシキヘビ様でいらっしゃいましたか？　いやその、ごめんなさい何でもないです」

　予想外に大きな相手からにらまれて、イクタはすごすごと引き下がった。三メートル級の大だい蛇じやと格かく闘とうする度ど胸きようはイクタにはない。巻きつかれて首とか締しめられると洒落しやれにならないから。

「こういう時は、大自然の非情な原げん則そくに従って大物よりも弱いもの狙ねらいかな。……お、バッタ見っけた。よーしよし、こいつは焼いて食うと香こおばしくてなかなか……」

「私たちの分はそれでいいけどね。昆こん虫ちゆう食しよくは下しも々じもの食文化だから、姫殿下はきっと嫌いやがるわよ」

　そのまま四つん這ばいでバッタを追い回していると、先ほど容よう赦しやなく肩を極きめてくれた友人の声が後ろからかかった。イクタは振り向かずに採集を続けたが、ヤトリも構わず言こと葉ばを繫つなぐ。

「さっきの一いつ件けんはあんたらしくなかったわね。呼こ吸きゆうするように皮ひ肉にくを言っても、決してムキにならないのがイクタ・ソロークだったはずでしょ」

「首しゆ尾び一いつ貫かんしていて全まつたくスキがないよりも、たまにキャラが乱みだれる方が魅み力りよく的てきらしいから」

「だとしても、ここで地じ金がねを露ろ出しゆつさせるのはいただけないんじゃないの？　降って湧わいた緊きん急きゆう事態に冷静かつ的確な行動を取ってみせる。これほど効こう果か的てきなアピールは他にないわよ」

　珍めずらしいことに、ヤトリ優ゆう位いのまま言葉の応おう酬しゆうがそこで止んだ。バッタの束たばを片手に、相手に背を向けたまま、そこでイクタはぽつりと漏もらす。

「これでも反省はしてるんだよ。相手が皇こう族ぞくだっていう予備知識があるだけで、目の前で誰かに取り乱みだされることが、こんなにも腹はら立だたしく感じられるとは思ってなかった」

「やっぱりそれね。……支し配はい層そうの人間が理知的でない振る舞まいをするのが許せないってわけ？」

「とっくに諦あきらめたつもりだったんだけどね。許さなかったところでどうなるものでもないし」

　イクタが自じ嘲ちようの溜ため息いきをこぼす。ヤトリは少し言こと葉ばを選んでから口を開いた。

「……ちょっと不ふ敬けいな言い方になるけど、皇こう族ぞくがどうこう言う前に、シャミーユ殿でん下かの振る舞いは年とし相そう応おうよ。いえ、この状じよう況きようで泣き出さないだけでも、じゅうぶんに大したものだと思わない？」

「うん、その通り。まったく僕という奴やつは相手が皇族と言うだけで、たかだか自分の三分の二しか生きていない女の子にどれほどの器き量りようを求めているのやら。我われながら理解に苦しむところだよ。──あ、ところでナイフあったら貸してくれる？」

　しゃがんだままイクタが器用に振り向くと、そこに立つヤトリは、いつの間にか全身を一いち分ぶの乱みだれもない服と装備で固めていた。腰こしの右側には長刀サーベルを、左側には短刀マンゴーシユを差している。

　これぞ「白はく兵へいのイグセム、銃じゆう撃げきのレミオン」と並ならび称しようされる由ゆ縁えんとなった二に刀とう流りゆうの備え。トルウェイにとっての風銃エアシユーターと同じく、それは彼女にとって命の次に大事な誇ほこりそのものだった。

「刃は毀こぼれさせたら殺すわよ」

　ところが、その誇りの半分である短剣マンゴーシユを、ヤトリはいとも簡単に腰から外はずしてイクタに貸し与えた。もちろん誰だれにでも許すことではない。だが、この二人の信頼関係は、その強さにつけ在あり方につけ、何かと余よ人じんの理解を越こえるところがあるのだった。







「全員集まったわね。それじゃ、各かく自じの収しゆう穫かくを発表してちょうだい」

　東の地平線上にあった朝日が真ま上うえまで上ったころ、洞どう窟くつの前に六人全員が集まって、食料探さがしの成果を持ち寄った。草むらの上に、色も形も様々な動植物が並べられる。

「ええと、わたしは動き回る相手を追いかけるのが苦にが手てなので、果くだ物ものときのこ類を中心に集めてみました。きのこはイグチ科を中心に、大きくて食べでのあるものが集まったんですが、果物の方が問題で……。最初はバナナやパパイヤが見つかるかと思ったんですけど、実際に取れたのはコレだけでした」

　苦く笑しよう気ぎ味みにそう言ってハロが指差したのは、オレンジ色のピーマンに似にた果物だった。人数分はゆうにあるし、鮮あざやかな暖だん色しよくの果か皮ひはいかにもおいしそうに見える。興味を持った姫ひめ殿でん下かが、中から一つ持ち上げて眺ながめた。

「これは何の果実だ？　余よは見たことがないが……」

「あー、カジューね……。まぁ食えないよりは百倍マシじゃないか。貴き重ちような糖とう分ぶんだし」

　姫殿下を除のぞく全員が苦にが笑いを共有した。戸と惑まどう彼女のために、ハロが説明を加くわえる。

「姫ひめ様さま、カシューナッツなら食べたことがおありでしょう？　あれはこの実の種の部分ですよ」

「ほう、カシューナッツの。それなら味にも期待が持てそうだが？」

　ハロは多くを語らずに「一ひと口くちどうぞ」とだけ勧すすめる。言われるままオレンジ色の果か実じつを口に運んだ姫君は、その表面に歯を立てた瞬しゆん間かん、眉み間けんにシワを寄せて硬こう直ちよくした。かなり嚙かみ切るのに難なん儀ぎしたらしく、口が自由を取り戻すのに、それから三十秒ほど必ひつ要ようとする。

「いかかでしたか、姫様」

「……硬かたくて……渋しぶくて……青臭くさい……。……あと、いちおう甘あまい……」

　シンプルながらも的まとを射いた感想がこぼれる。それで初めて場の空気が少しだけ緩ゆるんだのを感じると、雰ふん囲い気きが壊こわれないうちに、トルウェイが後を引き継ついだ。

「それじゃ、次はぼくの番かな。味がいい上に調理の簡単なヤシガニ。昼間だから二匹ひきしか獲とれなかったけど」

　一抱えほどもある巨きよ大だいなヤドカリに似にた生き物が、二匹並んで草むらに横たわっていた。これには自然と感心の声が上がる。ヤシガニは昼間、土の中の巣す穴あなにこもっている。それを捕とらえるためには巣穴の入り口を見つけて掘ほり出す必要があるのだが、これが簡単なことではない。

「……日中、しかもこの短時間で、これだけ大きな個体を二匹か。なかなかやるじゃない……」

　燃える瞳ひとみでトルウェイをにらみつけるヤトリだが、当の本人は彼女に見られることが気き恥はずかしいらしく、視し線せんをそらしてしきりに頭を搔かいている。つくづく嚙み合わない二人だった。

「それじゃ、次は私ね。……苦く戦せんしたけど、言い出しっぺの責せき任にんは取ったつもりでいるわ」

　にやりと笑って前置きすると、ヤトリは近くの茂しげみまで歩いていき、そこからサプライズを狙ねらって隠かくしておいた自分の成せい果かをずるずると引っ張ってくる。たちまち歓声が上がった。

「えええっっ!?　い、イノシシですか……!?　噓うそ、たった一人で一体どうやって……！」

「首くび筋すじに一ひと太刀たち……見たところ外がい傷しようはこれだけだ。ということは、まさかその剣けんで……!?」

　驚きよう愕がくの視線を一いつ身しんに集めたヤトリが得意げに胸むねをそらす。根っからの仕切り屋である彼女にとって、感心と尊そん敬けいの二つは、受ければ受けるほど嬉うれしいプライスレスの報ほう酬しゆうなのだった。

「…………次はおれだよな、やっぱり……」

　マシューは見るからに意い気き消しよう沈ちんしていた。彼の持ち寄った収しゆう穫かく物ぶつを見ると、それもうなずかれる。

「そういきたいところだけど……これは、何？　小ぶりなヤシの実が三つ、それはいいけど、皮が砕くだけちゃって中の果か汁じゆうがほとんどこぼれ出してるじゃないの。どういう採とり方したらこうなっちゃうのかが気になるわ」

「……。ヤシの実を取ろうとしたら、思ったより高いところにあったんだよ。石をぶつけても落ちないから、いっそ撃うち落としてやろうと思って……」

　パートナーの風かぜ精せい霊れいツゥが、腰こしのポーチから気き遣づかわしげな瞳ひとみをマシューに向けている。みなまで言わずとも、その視し線せんと背中に差した風銃エアシユーターの銃身バレルが、彼の失敗の全すべてを物語っていた。

「……我わが友マシュー、どんな道具にも使いどころがあるんだよ。何でも銃じゆうをぶっ放して解決しようとしちゃダメさ。そんなのは乱らん射しや魔まか、さもなきゃ三流の国家のやることだ」

「お、おまえにだけは言われたくないぞ！　そっちこそひどい有あり様さまじゃないかっ！」

　かなり危ない冗じよう談だんがイクタの口からこぼれたが、誰だれかがそれに気付く前に、マシューの大声が話題の対象を移した。足あし下もとに山と詰つまれたイクタの「成果」に、温度の低い視線が集中する。

「……セミ、バッタ、カミキリムシ、ガムシ、タガメ、イモムシ各種……。なんというか、その、とってもワイルドな品揃ぞろえですね……」

「こ、昆こん虫ちゆうはいちばん手近なタンパク源だからね。これはこれで正しい選せん択たくだと思うよ？」

「それにカエルか……。保存を見込んで干かん物ぶつにしているのは、まぁ評ひよう価かしてあげてもいいわ」

　とても微び妙みような評価をもらったイクタだが、本人は何なに食くわぬ顔で口くち笛ぶえなど吹いている。彼の集めてきた食料を眺ながめていた姫ひめ殿でん下かが、いくぶん血ちの気けの引いた顔で、おそるおそる問といかけた。

「こ、これを、食べるのか……？　その、何と言うか、いかにも虫であるぞ……？」

「もちろん食べますよ。個人的な感想を言うと、タガメ死ぬほどマズいんですがね」

「こら、そこはフォローするところでしょう！　……姫殿下、ご安心を。虫にまで手を付けずとも、今のところ食料には余よ裕ゆうがありますから」

　姫殿下は安あん堵どの息いきをついた。かき集めた食材を前に、ハロが気き合あいを入れて腕うでまくりする。

「それではさっそく調理しましょうか。といっても鍋なべがありませんから、基本的に焼くしかないんですけど。葉っぱや粘ねん土どを上手うまく使えば、蒸むし焼きくらいは出で来きるかな……？」

「今食べる分を除のぞいて、猪しし肉にくは燻くん製せいにしたいけど、あんまり派は手でに煙けむりを上げるのはまずいわね。マシュー、トルウェイ、あんたたちの風精霊パートナーに煙を吸ってもらってもいいかしら」

　ハロとヤトリの主しゆ導どうで炊すい事じが始まると、すぐに洞どう窟くつの周まわりに良い匂においが漂ただよい始めた。







　調理を任まかされたハロの手て際ぎわが思いのほか良かったこともあり、日が傾かたむき始めた頃ころには遅おそめの昼食を取ることができた。ほぼ二日ぶりのまともな食事を、六人は生き返る心地ここちでほおばる。

「お、お肉がおいしいです～。何の調ちよう味みもしてないのに、嚙かみ締しめるとぎゅっと味が出て……」

「きのことヤシガニの蒸し焼きもなかなかよ。欲よくを言えば塩しお気けが欲しいところね」

「海水を蒸じよう発はつさせれば簡単に取れるけど、海岸まで出て行くと、さすがに見通しが良すぎるからね。国こつ境きようのキオカ兵に見つかったら大変だし、ここは素材の味で我が慢まんかな」

　葉っぱに載のせて地面にならべた各種献こん立だてを囲んで、それなりに和わ気きあいあいと食事が続いていた。しばらく経たつと、食べ物を前にがぜん元気を取り戻したマシューが、ここまでの失しつ態たいを挽ばん回かいしようと前向きな意見を出し始める。

「ずっと考えてたけどさ、こっちには風銃エアシユーターが二丁ちようあることだし、国こつ境きようの突とつ破ぱもやり方次し第だいで可か能のうなんじゃないか？　長い国境線のどこかには、警備が手て薄うすなところもあるだろうし」

「お腹なかが膨ふくれたとたんに強つよ気きになったわね。でもイクタたちの話を聞く限り、キオカはこの辺りを帝てい国こく側がわの進軍コースに見込んでいるのか、警備はかなり厳げん重じゆうみたいよ。監かん視しが薄うすくなるところまで国境沿ぞいを歩いていくにせよ、九く分ぶ九く厘りん途と中ちゆうで見つかると思うけど」

　ヤトリの厳きびしい指し摘てきを受けたマシューが腕うでを組んでうなる。その隣となりで炙あぶり焼きのバッタを口に放り込みながら、イクタが言こと葉ばを挟はさんだ。

「国境越ごえを舐なめちゃいけないよ。あれはラインのこっち側と向こう側の両方に協力者がいて初めて勝しよう算さんが生まれるんだ。僕たちにはそのどちらもない。いっそ兵士を買ばい収しゆう出で来きれば早いんだろうけど、このメンバーの持ち物で金になりそうな品といっても……」

　イクタの目が、ヤシガニの身をほじくっている姫ひめ殿でん下かの手て元もと──正確にはそこに嵌はまっている小さな指輪に向けられた。まともな金品といったらそのくらいのものだが、これはさすがに。

「……ばっちり帝てい室しつ紋もんの刻きざまれた指輪で、共きよう和わ国こくの兵士を買収しようとしてもね。それならヤトリの二に刀とうを差し出す方がまだ現実的だ。拵こしらえこそ地じ味みだけど、それ、かなりの業わざ物ものだろ？」

「あら、お目の高いこと。その業物でカエルなんかを捌さばいてくれたのはどこの誰だれだったかしら」

「君だってイノシシを仕留めるのに使ったじゃないか。刀は切れてこその命だよ」

　空そら々ぞらしいイクタの言い訳わけだったが、どのみち買収材料として不足なことに変わりはなかった。

　誰だれもが考え込んで話題が途と切ぎれた矢や先さき、ここまで無む言ごんだった姫殿下が、初めて口を開く。

「……自じ力りきで国境を越えるのか、捕ほ虜りよの身に甘あまんじるのか。しばらく全員で知恵を出し合い、充分な勝しよう算さんが見込める案が出るか、あるいは何も出なかったときに、改あらためて決めてほしい。……余よがわめいたところで何も変わらないのは事実だ。そなたらの判断力と実行力に委ゆだねる」

　その発言を聞いて、他の面々は驚おどろきの表情で姫ひめ君ぎみを見つめた。イクタの暴言は口にした本人の悔くやむところとなったが、それを言われた側にも多少の反省を促うながしていたらしい。ともあれ、彼女が議論から一歩引いてくれたのは望ましいことだった。純じゆん粋すいな立場の上では、姫殿下にどんな無む理り難なん題だいを言われたところで、他の全員がそれに従したがわなくてはならないのだから。

「……殿下の言うとおり、結論を急ぐ必要はないでしょうね。のんびりしてはいられないけど、充分に時間をかけて決めましょう。ここなら簡単に見つかることはないし、環境的にもサバイバル難なん度どはそれほど高くない。一日や二日は考える時間に当ててもいいと思うわ」

　ヤトリの言葉に全員が納なつ得とくし、今しばらくの猶ゆう予よ期間が設もうけられた。







　それなりに和なごやかな雰ふん囲い気きのうちに昼食が終わると、気力体力を取り戻した面々は、野外での生存圏けんを確保・維い持じするための作業にそれぞれ移っていった。が──そうなると、サバイバルの知識も経験もないために手持ち無ぶ沙さ汰たになる者が一人出てくる。

「──ヤトリ、それは何を作っておるのだ？」

　所しよ在ざいなさげに洞どう窟くつの中と外を行ったりきたりしながら、シャミーユ姫ひめ殿でん下かは黙もく々もくと手作業を続ける相手に話しかけた。仕事を進める手は止めないまま、ヤトリは顔だけを相あい手てに向ける。パートナーの火ひ精せい霊れいシアも、腰こしのポーチから淡たん白ぱくな視し線せんを送った。

「はい、殿下。これは木の実と糸を使った簡単な警けい報ほう装そう置ちを作っているのです。これを周囲に張り巡めぐらせておけば、誰だれかが近付いてきた時、洞窟の入り口に下がっている木の実が音を立てて教えてくれます」

　ヤトリの答えはハキハキと淀よどみなく、すでに軍人さながらだ。姫君が「何か手伝えることは」と口に出そうとした時にはもう、彼女は作業を終えて、その場で勢いよく立ち上がっていた。

「では完成品を設置して参まいります。ご不ふ便べんを強しいて申もうし訳わけありませんが、この洞窟から見える範はん囲いより外には出ないようにしてください」

　相手がうなずいたのを確認すると、ヤトリは颯さつ爽そうと身をひるがえして木こ立だちの中に消えていった。再ふたたび身の置き場をなくした姫殿下は、残る唯ゆい一いつの同どう性せいであるハロのそばへ近寄っていく。

「ハロ。そなたは何をしておるのだ？」

「あ、姫様。ええと、今は腫はれ物に効きく薬やく草そうを練ねっているところです。怪け我がは注意すれば避さけられますけど、虫刺さされだけはそうもいきませんから」

　容器代わりに見み繕つくろったものだろう中央の凹へこんだ石の上で、ハロは葉っぱだの根だのをごりごりとすり潰つぶしている。石の端はしにはパートナーの水精霊ミルが立って、たまに胴どう体たいの「水すい口くち」から水を注そそぎ、ハロが薬草を滑なめらかなペースト状にするのを手伝っていた。

「何か、余よにも手伝えることはあるか？」

「え？　いえいえそんな、姫様の手をお借りするまでも！　どうぞゆっくりしていてください！」

「そ、そうか」

　首をぶんぶん横に振るハロの迫はく力りよくに押されると、知識も技術もない手前、姫殿下は強く言えずに引き下がった。何か自分にもできることは──そう思いながら、視線を他にやる。

「おいトルウェイ。その風銃、ちょっと銃身バレルが長すぎやしないか？」

「うーん……なるべく遠くまできっちり狙ねらいたいから、これ以下はどうしてもね。突とつ撃げきしながら撃うつことになる猟りよう兵へいなら、マーくんの言うとおり、もっと短いほうがいいんだろうけれど」

　ツゥとサフィ、二体の風精霊が煙けむりを吸い込むかたわら、新しん鮮せんな空気を送り込んで焚たき火を管理している。その周りで、マシューとトルウェイが風銃の手入れをしているところだった。

「…………むぅ」

　こちらも、ちょっと自分が割って入れる感じではない。迷まよいに迷った挙あげ句く、洞どう窟くつの入り口から少し離はなれたところに座すわり込んでいたイクタ・ソロークの背中に、やむなく白しら羽はの矢やが立った。

「……ソローク。何かしているなら、余よにも手伝えることはあるか」

　この相あい手てだけは名でなく姓せいで呼んでしまうのが、彼女の複ふく雑ざつな心しん境きようを表していた。もっとも、呼ばれた本人はそんなことを察した様よう子すもなく、脇わき目めも振らずに手作業を続けているのだが。

「ん、手を貸してくれますか？　この蔓つるをこんな感じに編あんでいくんですが」

　その手て元もとを覗のぞき込むと、頑がん丈じような蔓を編み合わせて、何か網あみのようなものを作っているところだった。動物用の罠わなか何かだろうと判断し、姫ひめ殿でん下かも見よう見まねで作業に参加する。

「そうそう、そんな感じです。あまり綺き麗れいに作る必ひつ要ようはありませんから」

「そうか、分かった」

　自分の手で何かを作るなど彼女には初めての経験だったが、コツをつかめばそれほど難むずかしい仕事でもなかった。特に会話もなく黙もく々もくと手を動かす間、姫ひめ君ぎみはちらちらとイクタの顔を盗み見る。

　動じない男だ、と彼女は真まっ先に思った。先だっての暴言といい、当たり前のように自分に仕事を手伝わせていることといい、身分の差をまったく気にしないのだろうか。

「手、止まってますよ」

　あげく、そんな注意までしてくる始し末まつ。恥はずかしくなった姫君はやっきになって蔓を編んだ。そして十数分後、一いち途ずな作業の甲か斐いあって、二人が作っていたものはいちおう完成を見た。

「……ソローク、これは何だ？　網にしては横よこ幅はばが足たりないように見えるが」

「そんなものよりずっと、人間らしい生活には必要不ふ可か欠けつのものですよ。使ってみます？」

　そう言って立ち上がると、イクタは適当な間かん隔かくを空あけて立っている木を二本選び、その間に編み上げた蔓をクモの巣すのように張った。出で来き上あがったものを眺ながめて、彼は満足げにうなずく。

「なかなかの出来です。──さぁ、どうぞ」

「どうぞ……と言われても」

　ドヤ顔で勧すすめられたはいいが、事ここに及およんでも、姫殿下にはそれが何に使うものなのか全まつたく分からない。彼女が戸と惑まどい顔で立ち尽つくしていると、イクタは率そつ先せんしてその前に出た。

「ちょっとコツがいります。こうやって使うんですよ、ほら」

　蔓の上にひょいと腰こしを乗せると、そこを基点に身体からだを回転させながら、イクタは木の間にぶら下がる体勢で横になった。その姿を見てようやく、姫殿下は自分が何を作っていたのかを悟さとり、そのために費ついやされた時間と手間を思って肩を落とした。

「……寝ね床どこ、か？」

「海軍御ご用よう達たし、いわゆる吊るし式寝具ハンモツクってやつです。慣なれるとこれがけっこう快かい適てきで」

　乗った時と逆の動どう作さで器き用ように降りながら言う。呆あきれて物も言えずにいる姫ひめ殿でん下かに、イクタは改あらためて彼に言わせれば「人間らしい生活には必ひつ要よう不ふ可か欠けつのもの」を勧すすめた。姫ひめ君ぎみは姫君で、せめて手伝った分の元もとは取りたいという思いに駆かられて、おそるおそるハンモックに腰こしを乗せていく。

「そうそう、腰を軸じくに身体からだを縦たてにする感じで──お、すごい、無事に乗れましたね」

　どうにか横たわることに成功した姫君に、イクタは両手をぱちぱちと鳴らす。バカにされている気もしたが、ハンモックの寝ね心地ごこちを初体験中の彼女には、何か言い返す余よ裕ゆうもない。

「初心者は大抵、乗るときに一度引っくり返るんですけどね。殿下はなかなか筋すじがいい」

「まさか引っくり返るのを期待していたのか……？　し、しかし、これは落ち着かない。というよりも落ちそうで怖い。この上で眠れる人間がいるなどとは信じられない」

「あんまり緊きん張ちようしないで、いちばん安定する体勢で力を抜いてみてください。地べたに葉っぱを敷しいて寝るよりも、よっぽど快かい適てきだって分かると思いますよ」

　そのアドバイスに従って身体の位置を調整し、苦労の末、どうにか安定していると言えなくもない体勢を見つけ出すと、姫君は思い切って身体から力を抜き去った。引っくり返るかと一いつ瞬しゆん思ったが、即そく席せきのハンモックは意外にもしっかりと体重を受け止めている。

　最初のハードルを乗り越こえると、ようやく姫君にも状じよう況きようを楽しむだけの余裕が生まれてきた。まず、視し野やそれ自体が新しん鮮せんだ。育ちのよい彼女には、これまで野外で寝ねそべった経験がない。
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　木の葉のさざめきが耳に心地ここちよく、緑の天てん井じようの隙すき間まから覗のぞく空の青さが美しかった。背中の風通しがいいおかげで暑さもそれほど気にならない。暗い海に落ちて暗い洞どう窟くつで目覚めてからこの方、ずっとこわばっていた心のどこかが、少しずつほぐれていくのが感じられた。

「……なるほど、悪くない。これは安らぐ」

「そうでしょ。充実した一日の始まりは、ひとえに快かい適てきな寝ね床どこから」

　イクタが得意げに胸むねをそらすのをおかしく思った姫ひめ君ぎみだが、そこでふと、仰あおぎ見ている切れ切れの青空を横切っていくものがあった。初めは鳥かと思ったが、それにしては動きが遅おそい。

「……ソローク。奇き妙みようなものが空に浮かんでいるのだが、そなたにはあれが何だか分かるか？」

　そう問とわれて、どれどれと空を仰ぐイクタだったが、同じものを視し界かいに収めた瞬しゆん間かん、一いつ気きに表情を険けわしくした。続いてその右腕うでが、ハンモックの片側にぐっと体重をかける。

「──なっ!?」

　姫君が引っくり返って落ちる寸すん前ぜん、待まち構えていたイクタの腕が、その体をすっぽりと受け止めた。呆ぼう然ぜんとする少女をよそに、彼はそのまま踵きびすを返してそそくさと歩き始める。

「キオカの天てん空くう兵へいです。編へん隊たいを組まずに一機で飛んでいるということは、任にん務むは偵てい察さつか哨しよう戒かいか……どちらにせよ、こっちから見える位置だとあっちにも見つかる恐れがある。せっかくハンモックの良さを分かってもらえそうなところ悪いんですが、しばらく洞窟にこもりますよ」

　まったくの事じ後ご承しよう諾だくで、姫君はほとんど有う無むを言わさずに運ばれた。その大だい胆たんさには呆あきれるばかりだが、さほど逞たくましくもない両腕に抱かれていると、否いや応おうなく蘇よみがえってくる記き憶おくがある。

　腕の中から、シャミーユ殿でん下かはそっとイクタの顔を窺うかがった。そして思い出す──冷たい海の中、絶望と暗くら闇やみを切り裂さいて走った一ひと筋すじの光の内に、この男との最初の触ふれ合いはあったのだと。

　天空兵の存そん在ざいを受けて、念のため洞窟の中に全員が身を隠かくしたが、じきに気き球きゆうは低い雲の中へ姿を隠し、それとほぼ同時に日にち没ぼつが訪れた。が、その後しばらく、「空から監かん視しされている」という事実は大きなプレッシャーとなって、全員の口数を少なくさせたのだった。







　同日の真夜中のこと。各人各様の寝ね息いきが重なり反はん響きようする洞窟の中で、姫ひめ殿でん下かは目を覚ました。

　別に、マシューのいびきがうるさかったからではない。そのくらいで妨げられるような眠りではなかった。だというのに起きてしまったのは、もっと切実でさし迫せまった事情のせいだ。

　幸さいわい、精せい霊れいを含めて全員よく寝ねているようだ。姫君は一人こっそりと外へ出て行った。

「……この辺りなら、もういいか」

　洞窟からじゅうぶん離はなれた木こ立だちの中までやって来ると、姫君はきょろきょろと辺りを確認して、かなりためらってから下した穿ばきごとショーツを下ろした。野外で用を足たすなんて経験も、彼女の生しよう涯がいでは昼間の一回と合わせてまだ二回目だ。これだけは永えい遠えんに慣なれたくもなかった。

「…………ふぅ……」

　時間をかけて小しよう用ようを済すませると、姫ひめ殿でん下かは上着のポケットからハンカチを取り出して拭ふくのに使った。……普ふ段だんなら捨ててしまうところだが、今となっては虎とらの子の一枚だ。水で洗って乾かさなくてはならないだろう。

　情けない気持ちになりながら下した穿ばきを上げて、彼女がいざ立ち上がろうとした、その時──。

「──そこ、誰だれかいるのか!?」

　がさがさと茂しげみをかき分ける音と、続いて響ひびき渡った野の太ぶとい声が、姫ひめ君ぎみの時を凍こおりつかせた。







　時は少しだけ遡さかのぼり。硬かたい木の実がぶつかり合って奏かなでるカラカラという音が、洞どう窟くつの中に横たわって深い眠りの淵ふちにあった五人のうち、マシューを除のぞく四人を目覚めさせた。

「──みんな、起きなさい！　何かが警けい戒かい線せんを越こえたわよ！」

「……ふぇぇっ!?」

　外まで響かないよう絶ぜつ妙みように抑おさえたヤトリの声が、マシューを叩たたき起こすと共ともに、すでに起きていた面々にも警戒を呼び起こす。一いつ瞬しゆん後には光量を絞しぼったぼんやりとした灯あかりが洞窟の中に点ともった。炎ほのおのそれとは異ことなる白い光──イクタが抱いて寝ねていた光ひかり精せい霊れいクスによる周照灯ランタンだ。

「……あ、あれ？　姫様は……？」

　ハロが寝ぼけ眼まなこを必ひつ死しにこすって辺りを見回すのだが、どこにもシャミーユ殿でん下かの姿はない。その事実を知った瞬間、ヤトリ・イクタ・トルウェイの三人はほぼ同時に立ち上がった。

「……ヤトリ、トルウェイ、二秒やる。得え物ものを準備しろ」

　イクタに言われるまでもなく、すでにヤトリの腰こしには二に刀とうが差してあったし、トルウェイはパートナーの風精霊サフィの胴どう体たいに風銃の銃身バレルを装着し終えたところだった。クスとシアもそれぞれのポーチに身を収めている。

「いつでも行けるよ。──でもイッくん、きみは丸まる腰ごしで？」

「夜の森だぞ。光精霊に勝る武器はないし、灯りがなけりゃ風銃は役立たずだ」

「見たところ、動いたのは左から二つ目の警けい報ほう機きね。相手は洞窟を出て左手にまっすぐよ」

　心こころ得え顔がおで目配せする三人に対して、ハロとマシューは状じよう況きようの変化に追いつけずにいる。しかしヤトリたちの方でも、緊きん急きゆう時じに満足なパフォーマンスを期待できる人間には目め星ぼしを付けていたから、誰だれも残る二人を急せかすことはしなかった。

「マシュー、ハロ。私たちが帰らない時は、迷わず捕ほ虜りよになることを選びなさい」

　短くシビアなヤトリの言こと葉ばを合あい図ずにして、三人は洞窟の外へと駆かけ出していった。







　敵てきに見つかった。その現実を知った瞬しゆん間かん、姫ひめ殿でん下かには何のリアクションも起こせなかった。

　枯かれ木きの枝えだを踏ふみ折おる乾いた音を立てながら、気け配はいがどんどん近付いてくるのが分かる。荒っぽい足音と息いき遣づかいが重なって聞こえ始めた。一人じゃない。二人か、三人か、それ以上か──身体からだが動かない分を埋うめるように空から回まわりする思考を、姫ひめ君ぎみは半なかばパニック状態でもてあます。

「早く両手を上げて出てこい！　こちらには銃じゆうがある、妙みようなそぶりがあれば即そく座ざに撃うつぞ！」

　銃という名めい詞し、撃つという動どう詞しが、嵐あらしの海で刻きざみ付けられた死のイメージを再ふたたび呼び覚ました。すぐに逃げなければならないのに、そうなると身体はますます言うことを聞かない。破は滅めつを目の前にしながら、彼女は今回もやはり、息いきを殺してしゃがみ込んでいるのが精せい一いつ杯ぱいだったが──。

「や、やめろ、撃たないでくれぇ！　すぐに出ていくから……！」

　姫殿下がうずくまっている場所とはまた別の木こ陰かげから、恐怖にうわずった悲鳴が上がった。固くつむっていた少女の目が丸く見開かれる。それは紛まぎれもなくイクタ・ソロークの声だった。

「そちらか！　それ以上動くな、こちらから位置を確認する！」

　その声に続いて、暗い森の中にまばゆい光が走った。敵にも光ひかり精せい霊れい持ちがいたらしく、凝集光ハイビームを使って声の出で所どころを探さぐり始めたのだ。ほどなく、白い光の中に黒くろ髪かみの少年が照てらし出された。

「その言こと葉ば遣づかい、帝てい国こく訛なまりだな。何者だきさま！　どうしてここにいる!?」

「そ、その帝国から逃げてきたんだよぉ！　いつまで経たっても戦争は終わらねぇし、家は天てん空くう兵へいに焼かれるし、あの国にゃほとほと愛あい想そが尽つきたんだ！　なぁ、共きよう和わ国こくは栄えてんだろ!?　俺おれも仲なか間まに入れてくれよぉ……！」

　イクタの台詞せりふは一いち言ごん一いつ句くに自じ棄きの念がこもっていて、傍そばで聞いている姫君にも、それが演えん技ぎのようには思えなかった。わずかな希望にすがって逃げてきた、亡ぼう命めい者しやの命いのち乞ごいそのものだ。

「……そんなことだと思ったが、また亡命者か」

「ああ、そうだよ！　一昨日おとといの嵐の晩ばんに、海から国こつ境きようを越こえてきたんだ！　波に巻かれて死ぬ思いをして、やっとのことで辿たどり着いたんだ！」

「仲間は？　お前一人でやって来たのか!?」

「母が一いつ緒しよだよ！　ここを真っ直ぐ進んだところの洞どう窟くつに寝かせてある！　雨に打たれ続けたせいで体調を崩くずしてるんだ！　なぁ、あんたらキオカ軍の兵士だろ!?　助けてくれよぉ！」

　凝集光のまぶしさに目を細めながら、必ひつ死しの形ぎよう相そうで言葉を続けるイクタ。その熱ねつ弁べんが効こうを奏そうしたらしく、風銃を構えた深緑色の軍服姿の男が、じりじりと彼のもとへ近寄ってきた。

「事情は分かった、洞窟まで先せん導どうしろ。安心していい。共和国は亡命者を広く受け容いれている」

「……助けてくれるのか？　あ、ありがてぇ、こっちだよ！　そんなに遠くは──あ痛っ！」

　地じ獄ごくに仏ほとけといった顔で身をひるがえしたイクタが、木の根でもあったのか、そこで勢いあまって蹴けつまずいた。慌あわてて起き上がろうとすると、今度は悲鳴を上げてうずくまってしまう。

「つぅッ、足ひねっちまった……。へ、兵士さん、悪いけど肩貸してくれないか……！」

「世話の焼ける奴やつだな。……おい、ニハド。お前も手伝え。それにイリク、もう凝集光ハイビームはいいから、こっちに来て周照光ランタンを」

　風銃エアシユーターを持った兵士がもう一人やってきて、イクタの手を取った。さらに後ろからは、光ひかり精せい霊れいを連れた男が、「光こう洞どう」から発する光を柔やわらかい周照光に変えつつ歩いてきている。

「あ、あんたらこれで全員かい？　母は自分じゃ歩けないんだ、運ぶのにも人ひと手でが……」

「ここに来ているのは我われ々われだけだ。が、よほどふくよかなマダムでなければ大だい丈じよう夫ぶだろう」

　冗じよう談だんめかした言こと葉ばに、他の全員が表情を緩ゆるめた。だが、たった一人だけ笑え顔がおの意味が違ちがう。

「……そうか。あんたらだけか」

　ぼそりと呟つぶやいたイクタが、何なに気げなく両手を伸ばす。立ち上がるのに手を借りていた兵士たちの風銃の銃身バレルを、彼はそうやって左右の掌てのひらに一本ずつ、ぎゅっと摑つかみ取った。

「……なっ!?　きさま何をする！　この手を離はな──」

「パターン３だ！　撃げき滅めつしろ、ヤトリ、トルウェイ！」

　背はい後ごの暗くら闇やみに向かってイクタが叫さけんだ途と端たん、風銃のささやかだが鋭するどい発はつ砲ぽう音おんが響ひびき渡った。顔の肉を鉛なまり弾だまで削そぎ取られた光精霊持ちの兵士が、手で頰ほおを抑おさえて悲鳴を上げる。

「……っ、この距きよ離りで外はずすなんて……！」

　焦あせりに浮かされたトルウェイの声が響く。もっとも効こう果か的てきな第一撃げきは完全に活いかされなかった。キオカ兵たちは罠わなに嵌はめられたことを悟さとって、すぐさま体勢の立て直しにかかる。

「イリク、無事か!?　すぐに灯あかりを消して後ろに下がれ！　相手にも風銃持ちがいる、このままでは的まとにされるぞ！」

　銃を摑んだイクタを引き剝はがそうと蹴りつけながら、チームのリーダーらしい中年の兵士が大声で叫ぶ。この状じよう況きよう下かでは正しい判断だったが、だからこそイクタにも予よ測そく可か能のうだった。

「……クス、追跡光サーチライト……！」

　蹴りつけられる痛みに耐たえ、しぶとく銃身にしがみ付きながら、イクタも指示を出す。あらかじめ見通しのいい樹上に登って待たい機きしていたクスが、それを受けて胴どう体たいから凝集光を発した。

　灯りを消して闇やみに紛まぎれようとしていた手て負おいの兵士が、闇の中に再ふたたび照てらし出される。

「ま、まぶし……ぅがッ！」

　光を遮さえぎろうとかざした手の下から、トルウェイの撃うった四発目の弾だん丸がんが突つき刺ささった。弾たまは眼がん球きゆうを貫つらぬいて脳のうにまで達し、哀あわれな敵を二度と目覚めることのない永えい遠えんの眠りに沈めた。

「──イリクぅっ!?　くそォっ、放さんかきさまぁぁぁっ！」

　怒いかりのこもった渾こん身しんの蹴りがイクタを突き放し、その体を地面に叩たたき伏ふせる。

「死ね、帝てい国こく人じんめ！」

　無防備を晒さらしたイクタに、血に飢うえた二つの銃じゆう口こうが向けられた。だが、容よう赦しやなくトリガーが引き絞しぼられようとした瞬しゆん間かん──茂しげみの中を突つっ走ってきた赤い影が、ふたりのキオカ兵の背はい後ごに舞まった。

「──疾シッ！」

　白しろ銀がねの軌き跡せきが闇やみを裂さいた。右の長刀サーベルが一人目の首くび筋すじを薙なぎ払はらい、流れるような一連の動作で、左の短刀マンゴーシユが二人目の背中に突き刺ささる。「白はく兵へいのイグセム」の面めん目ぼく躍やく如じよ、ひとたび接近してからヤトリが敵てきを仕留めるまでには二秒と要ようさなかった。

　どどう、とほぼ同時に二人の身体からだが倒たおれこむ。だが、まだ油断はできない。向かって右と左、両方の首にサーベルとマンゴーシュの切っ先を向けながら、ヤトリが警けい告こくした。

「動かないで、精せい霊れいたち！　抵てい抗こうすると主人が死ぬわよ！」

　長い風銃の銃身バレルを持て余あましながら、投げ出された地面で懸けん命めいに立ち上がろうとしていた風精霊たちが、その言こと葉ばに縫ぬい止められた。……全すべての精霊は、契けい約やくした人間の命を最さい優ゆう先せんに行動する。パートナーを人ひと質じちに取ることは、精霊を無力化する上でもっとも効こう果か的てきな手段だった。

「イクタ、無事ね？　──トルウェイ！　仕留めた相手の精霊を連れてきなさい！」

　ヤトリの指示にうなずいて、トルウェイは倒れた兵士の方へと慎しん重ちように近付いていく。死体はうつ伏せに倒れていた。小さな両手で主人の身体を揺ゆさぶる、残された光精霊の姿が痛ましい。

「……精霊さん。君の主人は、もう」

　死んでいる、という言葉がトルウェイにはとっさに出せなかった。無理もない。今までは修しゆ羅ら場ばを乗り切るために無む我が夢む中ちゆうでいられたが、彼とその仲なか間まは、これが初めての実戦なのだ。

「人を殺した」という事実を実感する瞬間は人によって様々だ。トルウェイの場合、それは殺した相手を前にした時よりむしろ、「残された者の姿を見た」ことで強く実感されていた。

「トルウェイ、そういう贅沢は後にしろ。まだ終わってない」

　非情ともいえるイクタの忠ちゆう告こくが、初うい陣じんの兵士から感かん傷しように浸ひたる時間を奪うばい去さる。トルウェイは胸の奥から込み上げるものをぐっと押し殺し、主人の死を前に立ち尽くす光精霊を抱き上げると、仲間の方へ戻っていった。

「んー、首を刈かった方は死んでるな。まだ息いきがあるのは、背中を刺した方だけか」

　倒れた敵のそばに座すわり込み、イクタが相手の生死を確かめる。いつものひょうひょうとした少年はそこにはいない。警報が鳴った瞬間から、誰だれよりも彼は冷静で、そして残ざん酷こくだった。

「ごめん、生け捕どりを考えるほどの余よ裕ゆうはなかったわ……」

　直接仕留めたヤトリには致ち命めい傷しようだという確信があった。イクタもそれを汲くみ取ってうなずく。

「仕方がない。口くらいは利きけるだろうさ」

　そう言うと、彼は敵兵の身体をごろりと仰あお向むけにした。刺し傷は心臓を逸それたものの、どうやら肺はいを貫つらぬいたものと見えて、敵兵の呼吸はひゅうひゅうと頼りない。どのみち出血量からも余よ命めいいくばくもないことは明らかだったが、イクタはそう分かった上で話しかけた。

「おい、聞こえるな？　お前の名前は？　……ああ、やっぱり名前はいいや。認識票タグがあった」

　イクタの手が伸び、兵士の首に下がっていた銅どう板ばんを外はずした。光を失いつつある相あい手ての瞳ひとみに見返されるのを確認して、彼はさらに続ける。

「共きよう和わ国こく空くう軍ぐん第七独立大隊所属、ニハド・ヒゥ二等天てん空くう兵へいね。運うんの悪い新しん兵ぺいさんってわけだ」

「……た、助けて……」

「手当てはする。ただし、こっちの質問に答えてからだ。ハキハキ喋しやべらないと放って帰る」

　イクタが鼻先にぶら下げた中身のない希望に、それでも瀕ひん死しの兵士はすがりつくしかない。余よ命めいの秒びよう読よみを兼かねて質問が始まった。

「第一問もん──お前の拠きよ点てんはどこだ？　ここからどの程てい度どの位置にある？」

「……ひ、東の方角に、気き球きゆうで半日……」

「よし、いいぞ。第二問──何の任にん務むで、何人の部隊で動いていた？　ここに降りた理由は？」

「……任務は、国こつ境きよう内側の哨しよう戒かい……部隊は……部隊は、組んでいない……。三人一組の班はんで、ひとつの気球に乗ってきた……。ここに降りてきたのは、野営にちょうどいい洞どう窟くつが……ごほっ、ごほっ」

　答えの途と中ちゆうで、ニハド二等兵は血の混じった咳せきを吐はき出した。頰ほおにかかった血のしずくを無表情に手で拭ぬぐいながら、イクタは質問を続ける。

「そうか、地上で夜を越こすためか。それじゃ第三問──お前が乗ってきた気球はどこにある？」

「…………、……」

「聞こえない。手当てが遅おくれるぞ、しっかり答えろ」

「……森を、出てすぐの、海岸沿ぞい……。…………寒い……血を、血を止めてくれ……」

「分かった、次が最後の質問だ。──ニハド・ヒゥ。お前は国境に行ったことがあるか？」

　力をふり絞しぼって首を左右に振ると、ニハドは再ふたたび血を吐いて激しく咳せき込んだ。それをピークに呼吸がどんどん弱まって……一分と経たたないうちに、胸むねの上下運動がまったく無くなった。

　もう何も答えられなくなった青年に、「ごくろうさん」と短く囁ささやいて、イクタは立ち上がる。

「ああ、もう出てきても結構ですよ、お姫ひめさん。みんな死にましたから」

　淡たん々たんとした声に、木こ陰かげに潜ひそんでいた姫ひめ殿でん下かは身をすくませる。今のイクタが身にまとう空気には他人を跳はね除のけるものがあった。

　怯おびえる姫殿下を気き遣づかったヤトリが、見当を付けた方向へ、自分から少女を迎えに行く。

「殿下、ヤトリです。おいでになってください。……ああ、良かった、ご無事でいられました」

　彼女に肩を支えられて、ようやく姫ひめ君ぎみは満足に立ち上がれた。二人が連れ立って戻ってくる間に、イクタは主あるじを失った精せい霊れいたちを一いつ箇か所しよに集めて、彼らに向かって提案する。

「残念だけど、お前たちのパートナーはみんな死んだ。彼らの部隊なりに帰って死を報告したい者も中にはいるだろう。でも、それはさせられない。僕たちが生き延のびるために」

　交こう渉しようでも説得でもなく、それは一種の手続きだった。主あるじを失った敵てき側がわの精せい霊れいだけが戦場に残ったとき、その扱いについては、人間と精霊の友ゆう愛あいを説とくアルデラ教の教義で定められている。

「天てんにおわす主しゆ神しんアルデラミンの名に誓ちかって、僕たちは帝てい国こくの教会でお前たちを『再さい生せい』し、その後は捕ほ虜りよとして適切に扱あつかうことを約やく束そくする。──だから預けてくれ、その魂たましいを」

　イクタの言こと葉ばを聞き届けてからしばらくすると、硬かたいものがこすれるような音がして、三体の精霊たちはうつ伏ぶせに倒たおれた。そのうなじから、一辺数センチほどの黒い石板が飛び出している。『魂こん石せき』と呼ばれる精霊の意志の源みなもとだった。

「……ありがとう。確かに預かったよ」

　それらを指でつまんで回収してから仲なか間まに手渡すと、イクタはその場でしゃがんで、まだ生前の暖かみを残すニハドの遺い体たいを肩にかついだ。彼の行動に、トルウェイが戸と惑まどいを見せる。

「え、死体を運ぶのかい……？　他に仲間がいないなら、茂しげみの中にでも隠かくしておけば……」

「さしあたり窮きゆう地ちは凌しのいだ。トルウェイ、もう好すきなだけ初うい陣じんの感かん傷しように浸ひたっていいぞ」

　強い声が正せい論ろんをさえぎる。一歩一歩重い足取りを進めながら、イクタはあえぐように言う。

「だから、僕にもこのくらいの贅ぜい沢たくは許してくれ。──こいつはハキハキ喋しやべったじゃないか」

　それに異いを唱となえる権利は、この場の誰だれにもなかった。







　結局、二度ほど往おう復ふくして、キオカ兵の遺体は一つ残らず洞どう窟くつのそばまで運ばれた。帰って来た四人を出迎えたマシューとハロはひとまず安心の息いきをつく。その後、マシューはイクタと共に外へ出ていき、ハロは軽いショック状態にある姫ひめ殿でん下かの世話に当たることになった。

　今のところ洞窟の中には、姫殿下とハロ、ヤトリとトルウェイの二組が残っている。トルウェイは焚たき火の前で自分の風銃を見つめて、姫君に劣おとらず落ち込んだ面おも持もちでいた。

「……あの距きよ離りで、外はずすなんて……」

　最初の一発で敵を仕留め損そこねて、結果としてイクタを長く危険な目に遭あわせてしまったのが堪こたえているらしかった。焚き火を挟はさんだ向かい側で剣けんの手入れをしながら、ヤトリが口を挟む。

「訓くん練れんの的まとと動く敵はぜんぜん違ちがうわよ。四発で仕留めたなら、初陣としては上じよう出で来きでしょう」

「でも、敵だってほとんど止まっていたし……」

「だから、あんな状じよう況きようじゃ誰だって緊きん張ちようするでしょ。実力の半分も出せないのが普通よ」

「それは言い訳わけにしかならない。現に、ヤトリさんもイッくんも冷静に最さい善ぜんを尽つくした」

　ヤトリはむっとして立ち上がり、自じ責せきのループに嵌はまったトルウェイの顔を両手で挟んだ。

「あんまり調ちよう子しに乗ってんじゃないわよ、トルウェイ・レミオン。自分に私やイクタと同じことができるなんて自うぬ惚ぼれないで。人が持つ資質は個人個人によってまったくの別物。こと本番の強さにかけては、私は誰だれにも負けない自じ負ふがあるのよ。簡単に真似まねされちゃたまらないわ」

　トルウェイは目を丸くして相あい手てを見たが、同時に気付かざるを得なかった──頰ほおに触ふれるヤトリの掌てのひらはひんやりと冷たく、それが今なお、小こ刻きざみに震ふるえていることに。

　そうだった。彼女も今日、生まれて初めて、その手で見知らぬ誰かの命を奪うばったのだ。

「大切なのは、自分にできる仕事を確実にこなすこと。風銃持ちって時点であんたとマシューは貴き重ちような戦力なの。最さい悪あく弾たまが当たらなくても相手を警けい戒かいさせられるからね。今回だって、それで敵てきに灯あかりを消させたから、私は比ひ較かく的てき安全に接近することができたんじゃない」

　そう言われて、トルウェイは少し救われた表情になった。ヤトリは鼻を鳴らして身を引いた。

「……あんたは少しイクタを見習うといいわね。気楽さもそうだけど、あいつはいつも自分にできることとできないことを弁わきまえた上で行動する。今回だって自分が直接の戦力にならない分、危険なオトリ役と憎にくまれ役を買って出た。あんた、死にかけの人間相手にあの尋じん問もんができた？」

　トルウェイは視し線せんを落として押し黙だまる。死体の傍そばで途と方ほうに暮くれる精せい霊れいの姿が思い出された。

「できないでしょう？　でも、あんたはそれでいいの。少なくとも今のところはね。紳しん士し的てきで優やさしいお兄さんっていうのが、このパーティー内におけるあんたの役割だから。ましてそれを負おい目に感じることもないわ。イクタは自みずから望んでああいう立場にいるんだから」

「……ヤトリさんは、イッくんのことをよく理解してるんだね」

　複雑な表情で自分を見やる青年に、ヤトリは肩をすくめて「どうかしらね」と答えを濁にごした。







　ハロのフォローの甲か斐いあって、どうにか表面上は平静を取り戻したシャミーユ殿でん下かは、ちょうど剣けんの手入れを終えたところらしいヤトリに、こわばった声で話しかけた。

「ヤトリ。キオカ兵の遺い体たいを、余よにも見み舞まわせてもらえるか」

「……それは、構いませんが」

　ヤトリは少し迷ったが、姫ひめ君ぎみの思いつめた表情を見ると、「やめておいた方が」という言こと葉ばが喉のどの奥に引っ込んでしまった。鞘さやに収めた二に刀とうをベルトで腰こしに巻いて立ち上がり、姫殿下の手を引いて洞どう窟くつの外へ出て行く。

　ひときわ大きなフタバガキの木の下に、三つの遺体は並べてあった。下着だけを残して軍服と認識票タグが剝はぎ取られている。それらが後々利用できると提案したのも、物言わぬ死者から身包みを剝いだのも、やはりイクタだった。姫殿下の感想は単純なものにはなりえない。

「……帝てい国こくからの亡ぼう命めい者しやを装よそおって、ソロークは彼らを出し抜いたそうだな」

「は……」

「キオカの兵たちはどんな対応をした？　粗そ暴ぼうであったか、それとも丁てい寧ねいであったか」

　姫ひめ殿でん下かの心しん境きようを思うと、ヤトリも簡単には答えられない。だが結局、噓うそを口にして死者の名めい誉よを傷つけることもできなかった。

「……丁てい寧ねいだった、と思います。彼らが……というよりも、今の共きよう和わ国こく自体が亡ぼう命めい者しやの受け容いれに対して積せつ極きよく的てきなのでしょう。共和国が逃げてきた帝てい国こく民みんを温かく受け容れるとなれば、東とう域いきからは国を捨てて逃げ出す人がますます増えていき、それは帝国の国力を下げる結果に繫つながります」

「受け容れようと手を差し伸べてくれた相あい手てを、騙だまし討うちで殺したのだな……」

　ヤトリはわずかに違い和わ感かんを覚えた。……戦争状態にある隣りん国こくの兵士を卑ひ怯きような方法で殺した、その事実を負おい目に感じている？　分からなくはないけれど、皇こう族ぞくの言い分としては奇き妙みようじゃないだろうか。少なくとも国家の建たて前まえとして、あらゆる戦争は正せい義ぎの名のもとに行われているはずだ。そしてシャミーユ殿でん下かは帝室の一員、つまり、その正義を唱となえる主体そのものなのに。

「それは事実です。しかし殿下、お言こと葉ばですが──」

　ヤトリが仲なか間まと自分の名めい誉よを守るために開きかけた口を、姫ひめ君ぎみはかぶりを振ってさえぎった。

「みなまで言うな、分かっている。──これは余よの責せき任にんだ。『この身を無事に帝国へ帰せ』と、そなたらに命じたのは他でもない余なのだ。どうしてそなたらを責められる？」

　キオカ兵の死体をじっとにらみつけながら、姫殿下は無意識に人差し指の腹はらを嚙かんでいる。その口から漏もれ聞こえる言葉は、もはや誰だれに向けられたものでもない。

「……ここで三人死んだ。こうしている間にも何人死んでいくのだ。味み方かたも敵も……人を生かすためにあるはずの国家が、皇族が、どうしてこうも無む為いに人じん命めいを損ない続ける……？」

　独どく白はくがえんえんと続く。指を嚙む歯が皮ひ膚ふに食い込んでいるのに、本人だけが気付かない。

「許せ……許してくれ……、余は生きて帰らねばならぬ……。大たい樹じゆが腐くさり倒れる瞬しゆん間かんを一秒でも早めるために、なんとしても戻らねばならぬ……。罰ばつは冥めい府ふでいかようにも……五体を裂さくなりはらわたを引きずり出すなり……今きん上じようと並んでこの身も磔はりつけにされようぞ、だから……」

　嚙み切った指の皮膚から血がしたたり落ちた。目の色が明らかにおかしい。熱に浮かされたように呟つぶやき続ける姫君に、けれど臣しん下かとしての自覚があるヤトリは声をかけるのがためらわれ、

「──落ち着きなさい、お姫さん。自じ傷しようなんて贅ぜい沢たくは、無事に帰ってから愉たのしむべきだ」

　おりよく帰って来たイクタが、彼女の代わりに一線を踏ふみ越こえた。少年に腕うでをつかまれた姫君は、急な接触に驚おどろいたのか、パニック状じよう態たいになって手足をばたつかせる。

「離はなせ、離せソローク……！　誰が触ふれてよいと言った……！」

「これは失礼、許可なんて取ったことがないもので。それよりホラ、血ぃ出てますよ血。手が真っ赤じゃないですか。この状じよう況きようだと、その赤い液体は文字通り命の滴しずくだって分かってますか？」

「血、血だと!?　構わぬ、こんな忌いま々いましいものは一いつ滴てき残らず流れ出してしまえばいい！　見て分からぬか、腐っている、これは腐っているんだ！　余の血は、永霊樹カトヴアンマニニクの血けつ統とうは、とうの昔に腐くさり果てている……！」

　いっそう激しく暴れながら、姫ひめ殿でん下かはわけの分からない内容をわめいた。その様よう子すをしばらく真ま顔がおで見守っていたイクタだったが、じきに軽く溜ため息いきをつくと、姫ひめ君ぎみの腕うでを強引に引き寄せて、何も言わずに指の傷口へ唇くちびるを寄せる。

「────ッ!?」

　さすがの姫殿下も暴れるのをやめて硬こう直ちよくする。皮が破やぶれた彼女の人差し指から流れる液体を、出血が収まるまで一通り口で吸すって、それから何事もなかったかのようにイクタは唇を離はなした。

「見ても分からないし、舐なめてみても分かりません。……お姫さん、血ってのは体の中で次々に作られて入れ替わるものでね。生き物の体内を流れている間には腐ったりしないんですよ。だから、忌いま々いましいだとか何だとか、あなたの言い分は非科学的だ」

「……非……科学……？」

「師し匠しようの造語です。要ようするに面めん倒どうくさくて合理的じゃない、無む駄だの多い考え方ってことですよ。そんなものに望んで囚とらわれることはない、もっと物事の本質を見つめてシンプルに考えるべきだ。──さしあたり、あなたは帝てい国こくに帰ってやりたいことがあるんでしょう？」

　その問といに、姫君は反はん射しや的てきなうなずきを返す。イクタはにっと唇を釣つり上げた。

「それなら、今は生き延びることだけを考えるのがいい。余よ計けいなことに気を散らせていると面倒ばかり増えていきます。それにお姫さん──忘れたかもしれませんが、船が沈んだとき、僕はあなたを助けるのにそれなりに苦労しているんですよ。……これが苦労のうちは構いません。でも過か労ろうになると不ふ愉ゆ快かいだし、徒と労ろうになった日には憎にくしみさえ湧わいてくる」

　イクタの両手が小さな右手を挟はさむ。かつてと同じ温もりが、肌はだを通して姫君に伝わっていた。

「だから、命は大事にしてください。小さな傷も、破は傷しよう風ふうのような大きな病やまいに繫つながりますよ」

「……ソローク。そなたは、余よのことが嫌きらいなのではなかったのか……？」

「いえ、殿下個人に対して思うところは何も。この前の一いつ件けんについては……まぁ、大人おとな気げない八つ当たりのようなもので。今からでも間に合うなら謝あやまります。申もうし訳わけありませんでした」

　ぺこりと深く頭を下げると、イクタは姫君の手を放して、「ハロを呼んできます」と洞どう窟くつに帰っていった。その背中をぼうっとした顔で見送りながら、姫君は右手の人差し指を見て、そこに短い間当てられていた乾かわいた唇の感かん触しよくを意識する。

「……ヤトリ。イクタ・ソロークとは、結局、どのような男なのだ……？」

　シャミーユ殿下の質問に、ヤトリはしばらく考えた末、苦く笑しようしつつも晴れやかに答えた。

「ひねくれた男です。……けれど殿下、真っ直ぐな棒ぼうだけでは家も建ちませんから」







　シャミーユ殿下とヤトリが洞窟に引き上げた後のこと。湿った大地を踏ふみしめる靴くつ音おとが闇やみの中に響ひびき、静かに横たわる死者たちの前に、ふいにイクタがふらりと戻ってきた。

「──悪いね。供そなえ物っても、今はこれくらいしかなくて」

　そう言って、彼は遺い体たいの前に猪しし肉にくの燻くん製せいやカジューの果肉を並べた。それが済すむと、今度はクスに周照灯ランタンを点つけさせて、息いき絶たえたキオカ兵ひとりひとりの認識票タグを眺ながめて回る。

「ニハド・ヒゥ二等天てん空くう兵へい、イリク・バウザ一等天空兵、ハーディアッカ・オゴリィ軍ぐん曹そうね。ちゃんと名前は憶おぼえた。……ん、イリクはワリとハンサムだったのかな。悪いことをした」

　弾だん丸がんで見る影もなく破は壊かいされた顔を見やって、イクタは軽く溜ため息いきをつく。そんな彼の横顔を見やりながら、両手に抱かれたクスが言こと葉ばを挟はさんだ。

「正当な防ぼう衛えい行こう為いでした。イクタ、どうか気を落とさずに」

「ありがとうクス。もちろん正当な行為だったよ。たぶん、彼らにとってもね」

　それから長いこと、イクタは黙だまって遺体を見やっていた。その間、口を突ついて出そうになる謝しや罪ざいや言い訳わけを何度もぐっとこらえた。こらえなければならなかった。それらは死者の魂たましいを救わず、ただ自分の心を慰なぐさめるだけだと知っていたから。

　じきに夜空が白しらみ始めると、結局は終しゆう始し無む言ごんのまま、イクタは踵きびすを返して洞どう窟くつへ戻っていった。──最初から最後までずっと考え続けていた葬そう送そうの言葉を、彼はついに思いつかなかった。







　寝ね不ぶ足そくのままで迎えた翌よく朝あさ、イクタは仲なか間ま全員を連れて熱帯林の中を海岸沿ぞいに進んだ。小こ一時間ほども歩いてきて、着ちやく衣いの下で肌はだが汗あせばんできたころ、ようやく目的の場所に辿たどりつく。

「あれだ。ここなら国こつ境きようからも見えないし、砂すな浜はまに出ていっても問題ないと思う」

　イクタに促うながされて、森の中から久しぶりに太陽の下へ出ていった五人は、そこにあった大きなシルエットに目を丸くした。

　パンパンに丸く膨ふくらんだ気囊ドームと、その下に取り付けられた乗員用の小さな籠かご。近くで見る姿は伝え聞くよりもずっと大きく、下手へたをすれば乗り物というよりも化け物に見える。

「わぁっ、これが気き球きゆうですか……？」

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせたハロが早足で近づいていく。その後を追おうとしたヤトリ、トルウェイ、マシューの三人に、イクタが後ろから警けい告こくした。

「ちょい、気球の近くでは火か気き厳げん禁きんだから注意してくれ。火精霊シアは分かってるはずだから大だい丈じよう夫ぶだろうけど、刀とう剣けんだの風銃だのを打ち合わせて火花を上げないように」

　いま一つ「火気厳禁」の理由が理解できない様よう子すだったが、ともあれ慎しん重ちようになって、彼らは気球に歩あゆみ寄った。最初に籠かごの中を覗のぞき込んだハロが、中にあったものに首をかしげる。

「あれ、火ひ精せい霊れい？　それも魂たましいの抜けたものが三体も……」

「ああ。おれたちが夜明け前に下した見みに来た時、ここで留守番をしていたから、魂こん石せきを抜き取って捕ほ虜りよにしたんだ。近くにパートナーの人間がいるかと思って緊きん張ちようしたけど、イクタが言うにはそういうわけでもないらしくて……」

「乗じよう員いんとその精せい霊れいとは別に、気き球きゆう一機につき火精霊三体は必ひつ須すの配備なんだ、我わが友マシュー」

　もっともらしく説明するイクタに、ある者は驚おどろきの、ある者はいぶかしげな視し線せんを向けた。

「その口ぶりだと、イッくん、ひょっとして気球の仕組みを知っているのかい……？」

「すごい、どこで学んだんですか!?　たしか帝てい国こくだとアルデラ教の戒かい律りつで作れな──、あっ」

　すぐそばに姫ひめ殿でん下かがいることを思い出して、ハロが慌あわてて口をつぐむ。が、当の本人は何食わぬ顔でかぶりを振ってみせた。

「余よは神しん官かんではないし、今は全員の命が懸かかった緊きん急きゆう時じだ。よほどの行き過すぎがない限り、アルデラ教の戒律については忘れてよい。必ひつ要ようとあれば最さい善ぜんを尽つくしてくれ」

「殿でん下かもこう言ってることだし、イクタ、けちらず教えろよ。……そもそも、この気球とやらはどうして空に浮かぶんだ？　空気でパンパンに膨ふくらんでいるからか？　それならカエルやフグだって空を飛びそうなもんじゃないか」

　マシューが素そ朴ぼくな疑問を投げかけると、イクタは後頭部を搔かきながら眠そうにうなずいた。

「言げん質ちが取れたなら仕方ないな、簡単に仕組みを説明するよ。……それに当たって、まず我わが友マシューよ。君は海で泳いだことがあるか？」

「そりゃあるさ。これでも運動は苦手じゃない」

「知っているさ、体格の割にとっても素早く動けるのは君のいい所だ。それはさておき、君はいつも泳ぐとき、どうやって体を水に浮かせている？　何かコツみたいなものは？」

「コツって……浮くだけなら、無む駄だに力を入れないことと、胸むねにたっぷり空気を含ふくむことかな」

「そう、水の中では空気を含めば浮かぶことができるね。その理由はカンタン、空気が水よりもずっと軽いからだ。水中で口から吐はいたあぶくはまっすぐ水面に向かうだろ？　気球が空に浮かぶ仕組みもまったく同じでね。要ようはこれを空気中でやっているだけのことなんだ」

「空気中で……？　だって、あの気球を膨らませているのだって空気だろ？」

「その通りだけど、空気にも色々あるんだよマシュー。うーん、ちょっと話を変えようか。──じゃあハロ、暑い日には立っているよりも寝転んでいる方が涼すずしいと感じたことはない？」

「あ……はい、あります。よく弟たちと一いつ緒しよにお昼ひる寝ねしてましたから」

「心温まるエピソードをありがとう。そう、立っている時よりも寝ている時の方が涼しいんだ。どうしてかというと、熱い空気は上に昇のぼって、冷たい空気は反対に下に留まる性質があるから。で、ちょっとだけ頭を柔やわらかくして考えてみて欲しいんだけど──これは言い方を変えれば、熱い空気は冷たい空気よりも軽いってことにならないかな？」

　その言こと葉ばから真まっ先にピンときた様よう子すで、トルウェイが両手を打ち合わせた。

「──そうか、分かったよイッくん！　つまり気き球きゆうというのは、あのドームの中の空気を火ひ精せい霊れいの炎ほのおに温めさせることで、機体全体を外の空気よりも軽くして浮かんでいるんだね！」

　嬉き々きとして答える青年に、しかしイクタはベロを出しながら親指を下に向けた。

「ハッ！　ドヤ顔のとこ悪いが、ハズレだイケメン。まぁ理論上はそれでも飛ぶけどな。でも実際問題、火精霊に延えん々えんと火を焚たかせていたら早そう晩ばん火が尽つきるし、薪まきなんて積んだ日には重すぎて浮かない。お前の言う熱気球は今のところ想像上の乗り物なんだよ。思い知ったかコルァ！」

「あんた、トルウェイが相あい手てだと露ろ骨こつに態度変えるわね……。いいから意い地じ悪わるせずに正解を教えてあげなさい」

　呆あきれ顔のヤトリに諭さとされると、イクタは軽くうなずいて彼女を振り向いた。

「オーケー。シアもいることだし、これは実演した方が早いね。ええっと……誰だれかシルクのハンカチとか持ってない？　なるべく薄うす手でで目の細かいやつがいいんだけど」

　呼びかけた瞬しゆん間かん、とっさにポケットを押さえた姫ひめ殿でん下かの所しよ作さを、イクタは見逃さなかった。

「おや、お姫さん。どうやら該がい当とうするものをお持ちのようで」

「こ、これはダメだ！　別のものを探さがせ！」

「そんな殺せつ生しような。『必要とあれば最さい善ぜんを尽つくせ』と、さっきご自分で言ったばかりなのに」

　痛いところを突つかれて、姫君は拒きよ絶ぜつの言葉を詰つまらせる。もうイクタには彼女の扱あつかい方が分かってきた。皇こう族ぞくにしては珍めずらしい責せき任にん感かんの強さこそが、シャミーユ殿でん下かの美び徳とくであり弱みだ。

「今後の方ほう針しんを練ねる上で、とても大事な説明なんですけどね……。どうしてもダメなんですか？」

　そんな風ふうに重ねて問とわれては、負おい目がある姫君としては首を横に振り続けられない。少女がポケットから震える手で取り出したハンカチを、イクタはわざとらしい丁てい寧ねいさで受け取った。

「ご厚こう情じように感かん謝しやします。……ああ、これはいい生き地じだ。ちょっと濡ぬらしてきますね」

　モノが条じよう件けんに適かなうことを確認すると、イクタは波なみ打うち際ぎわまで走っていってハンカチを海水に浸ひたした。水気を絞しぼらずにそれを持ってきて、ヤトリが抱いた火精霊シアの右手を、濡れた布ぬの地じで包む。

「ハロ、ミルの『水すい口くち』からシアに水を飲ませてやってくれ。ヤトリ、君は覚えてるよな？」

「ええ。『火か孔こう』のすぐ上に手を置くんだったわね」

　シアがお椀わん一いつ杯ぱいほどの水を飲み干すと、その右手に自分の掌てのひらを重ねながら、ヤトリが命じる。

「シア、右手で火を点つけなさい。一分間でいいわ」

　その命令を、シアは首を横に振って拒きよ否ひした。主あるじに火傷やけどを負おわせるわけにはいかないからだ。

「点けられない？　ダメよ、なんとか出で来きるところまでやってちょうだい」

　なおも重ねてヤトリが命じると、少しの間の後、濡れハンカチに包まれたシアの右手からシュゥゥゥゥ……と空気が漏もれるような音が響ひびき始めた。それに伴ともなって、火ひ精せい霊れいの手を包んでいたハンカチが、中からの圧あつ力りよくでどんどん膨ふくれ上がっていく。

「よし、いい感じだ」

　頃ころ合あいを見み計はからって、縫ぬい物用の糸を懐ふところから取り出したイクタが、膨らんだハンカチの下の方をそれできつく縛しばった。そうやって内部に気体を閉じ込めた小さな布のドームを、シアの手から器用に外して全員に見せつける。

「よく見ててくれよ、一いつ瞬しゆんだからな。──せーのっ！」

　イクタが低い位置で手を放すと、膨らんだハンカチは重力に屈くつすることなく、なんと逆に上空へ浮かび上がった。驚おどろきの声が上がる中、彼は空へ逃げるハンカチを両手でつかみ止める。

「火精霊が水を飲んだ時、さっきの小こ細ざい工くをすると出してくれる軽い空気──通つう称しよう『揚よう気き』によって浮かぶ軽気ガス気球。これがキオカ共きよう和わ国こくの気き球きゆうの原理だよ。ちなみに『揚気』は普通に火を点つけると燃えながら爆はぜる。これはアルデラ神学精霊科でも学ぶ『跳ちよう炎えん』っていう火の一種だ。帝てい国こく人じんは『火』って現象にばかり目をやるけど、その素もとになる気体にも注意を向けるべきだね」

　目の前で起こったことの衝しよう撃げきに、形のいいトルウェイの眉まゆが大きく吊つり上がっていた。

「すごいよ、イッくん……。『跳炎』についてはぼくも知っていたけど、ポンポン爆ぜるばかりで役に立たない火だとばかり聞いていた。それにこんな画かつ期き的てきな使い道があったなんて……」

「『揚気』は溜ためて使うことで真しん価かを発はつ揮きするからな。普通に燃やしても使いにくい」

「おっかしいな……どうして授業では『跳炎』を教えるのに『揚気』について語らないんだよ？　それも気球の建造が禁じられているからなのか？」

　不満いっぱいのマシューの疑問に、ヤトリがさっくりと答えた。

「因いん果がが逆よ、マシュー。『揚気』がこういう風にしか取れないからこそ、アルデラ教は気球の建造を禁じているの。さっきの小細工を見ていたなら分かると思うけど──私たちは今回、普通なら出してもらえないものをシアに出してもらったわ」

「──えっ？　これ、普通には出してくれないんですか？」

「もちろん。『揚気を出して』とか『跳炎の素を出して』とか命じても、火精霊は決して同じものを出してはくれないわ。この『揚気』っていうのはあくまでも、火精霊シアが主わたしに火傷やけどさせないようにどうにか『跳炎』を出そうとした努力の副産物に過ぎないのよ」

「……そうか。ある意味、『精霊を騙だます』ことでしか取れないというわけだね。腑ふに落ちたよ。これを人が得ることが精霊にとって、そして主しゆ神しんにとっても本意じゃないと考えるのは、人々を導みちびくアルデラ教の立場からは当然の話かもしれない……」

「気球の禁止については『人の身で空高く昇ろうとするなど、天てんにおわす主神に分ぶんを弁わきまえず近付こうとする傲ごう慢まんな行おこない』っていう理り屈くつも別にあるけどな。ま、どちらにせよ──」

「そなたに言わせれば等しく『非科学的』というわけだな、ソローク」

　唇くちびるをとがらせたシャミーユ殿でん下かが、続く言こと葉ばを先取りした。イクタは肩をすくめながら、思い出したように借りたハンカチを縛しばっていた糸をほどく。

「いえいえ、そんな不ふ遜そんなことは夢ゆめにも思いませんとも。それにしても今日は暑い……」

「それで汗あせを拭ふくなぁっ！」

　イクタが何なに気げなく額ひたいに当てようとしたハンカチを、姫ひめ殿でん下かが必ひつ死しの形ぎよう相そうでひったくった。自分が昨さく晩ばんそれを何に使ったか思い出すと、他人の手に握にぎられているだけで、顔から火を噴ふきそうになるのだった。

　威い嚇かくしてくる姫ひめ君ぎみにつかみどころのない笑え顔がおを向けつつ、イクタは話を再開する。

「さて、ちょっと話題が脱だつ線せんした。僕の話は、この気き球きゆうをどう利用するかってことでね」

「全員で乗って国こつ境きようを越こえられないのか？　狭せまいけど、何とか無理してさ……」

「チャレンジャーだなぁ我わが友マシュー。でも残念ながら、この気球の限界乗員は三人だよ。まぁシャミーユ殿下は小こ柄がらだし、女性三人と細身の僕が乗り合わせるなら、辛かろうじて四人いけるかもしれない。逆にマシューとトルウェイが一いつ緒しよに乗ったらそれだけで満員だけどね」

「加くわえて風向きの問題があるでしょう。気球には自前の推すい進しん力りよくがないんだから、移動はすべて風任まかせになる。帆はん船せんなんかと同じで、風を読んで捉とらえるためには技術と土地勘かんがいるはずよ。それが出で来きるのはここの空で訓くん練れんしたキオカの天てん空くう兵へいだけ。知識じゃ経験は補おぎなえないわ」

　ヤトリが補ほ足そくし、マシューとハロが難むずかしい顔でうなった。なかなかの難なん題だいだ。冷静になって現実を見るほど、キオカ兵の残した気球が「天の助け」にはなりそうにもない。

　けれど、そこで意外にも、イクタは軽い調ちよう子しでかぶりを振った。

「いや、そう悲観したものでもないよ。幸さいわいと気囊ドームの中には揚気ガスがけっこう残っているからね。シアに少し補ほ充じゆうしてもらった上で重りバラストを外はずせば、気球を浮かべることだけはできる」

「しかし、浮かべたところでどうするのだ……？　望む方向に進めないのでは意味が……」

　眉み間けんにしわを寄せる姫殿下に、イクタは底そこ意い地じの悪そうな笑顔を向けた。

「お姫さん、こういう時は見方を変えるんですよ。乗り物として使えないなら他の利用法を考えればいい。例えばこの気球の素材……揚気ガスを逃さないために、目の細かい丈じよう夫ぶな紙とシルクがふんだんに使われていますね。これだけあれば、貴き婦ふ人じんのドレスが何着仕立てられることやら」

　ハロとマシューが首をかしげる横で、トルウェイがいち早くイクタの意い図とを察した。

「そうか……。この気球自体が、キオカ軍との取引材料になる？」

「今度は正解だイケメン。この戦争の優ゆう位いを決定的なものにした気球は、その製造にかかるコストの高さもあって、キオカ軍にとっては一機一機が大切な虎とらの子。そう簡単に手放したりはしない。もちろん六人ぽっちの亡ぼう命めい者しやの身み柄がらなんかで釣つり合うはずもない」

「一いつ風ぷう変わった人ひと質じちってわけね。……でも、まだ問題は残るわ。どうやって相手を交こう渉しようのテーブルに乗せるつもり？　『要求を吞のまなければ壊こわす』とか脅おどすにしても、人と違ちがって気き球きゆうは歩いてくれないのよ。背中に風銃を突つきつけながら国こつ境きようを渡って、向こうに着いたところで返してやるってわけにはいかないわ」

「そうだ。キオカ軍にしても、気球と引き換えに帝てい国こく側がわへ渡ろうとする我われ々われを怪あやしむであろう。どう見ても単たんなる亡ぼう命めい者しやの行動ではないし、必然的に工こう作さく員いんの嫌けん疑ぎもかかる。おそらく国境警備隊の指し揮き官かんを巻き込んだ交こう渉しようになるはずだ。その間に余よの正体を見み破やぶられれば、気球ひとつを失っても余あまりある価値の人ひと質じちを、こちらから逆に差し出すことになりかねん……」

　ヤトリと姫ひめ殿でん下かが並べたもっともな反論に、けれどイクタの笑え顔がおはびくとも揺ゆるがない。

「交渉が長引けばそうなるだろうね。……でも、この話にお偉えらいさんを巻き込ませる気はない。分隊長か小隊長クラスの下か級きゆう士し官かんを狙ねらう。彼らが自分の権限において判断せざるを得ないように、こっちからもちょっとしたペテンを仕掛けるつもり」

　仲なか間またちの視し線せんが無む言ごんで「ペテン」の内容を尋たずねてくる。イクタはズボンのポケットに手を突っ込んで、昨夜の戦たたかいで不ふ運うんなキオカ兵から奪うばい取った認識票タグを持ち出した。

「第一に、キオカの軍服は濃い緑色で、血の汚れは洗い落とせば目立たない。第二に、この認識票の持ち主の仏ほとけさんは、年ねん齢れい的てきにも体格的にも僕とそれほど変わらなかった。そして第三に──ヤトリはもう知ってると思うけど、僕が女性を楽しませる時の持ちネタといえば、『～している時のキオカ人』シリーズが鉄てつ板ぱんだ」

　全員の瞳ひとみが少しずつ理解の色に染まっていく。それを満足げに眺ながめやって、イクタは言った。

「どうかな。この中の誰だれかと芸げい風ふうが被かぶらないかぎり、役者不足とは言わせないよ」







　キオカ軍西国境駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たい、海岸沿ぞい第67小隊の指揮を任まかせられるネジフ・ハルルム少しよう尉いは、べつだん才能溢あふれる名めい将しようというわけではなかったが、仕事ぶりの堅けん実じつさには定評があった。下か士し官かんとしての分ぶんを弁わきまえ、与えられた任にん務むを過か不ふ足そくなくこなす責せき任にん感かんが上じよう官かんに買われている。

　国境警備には忍にん耐たいがいる。そのくせ華はな々ばなしい手て柄がらを上げる機会などは皆かい無むに近いので、才さい人じんや野や心しん家かにはかえって向かない仕事だ。日がな一日、国境の向こう側で陣じんを張はった帝国軍とにらみ合いを続ける傍かたわら、船で回りこまれることのないように、海にも意識を向けておく必要がある。

　まぁ、たいていは日に三度、上官に向かって「異常なし」の光信号を送るだけで終わる。あってもせいぜい、国境を越こえてきた亡命者に食料を与えて、週に一度の定期便で後方の村落に送りつける程てい度どの世話だ。その数が日に日に増えていることだけは悩みのタネだったが。

「じき日にち没ぼつだ。ロマリ二等伝でん令れい兵へい、中隊長どのに報告を頼たのむ」

　伝令兵に命じる時も、いちいち内容まで口に出す必要はなかった。今日は報告すべき何事も起こっていないのだから。相手にもそれは分かりきっている。

「やれやれ、今日も何事もなく明けて暮くれるか……」

　部下の背中を見送りながら、戦時ということを忘れてしまいそうだ──と正直ネジフは思う。

　なぜか開戦以来、帝てい国こく側がわが共きよう和わ国こくに対して大だい規き模ぼな侵しん攻こうに出てきたことは一度たりともない。天てん空くう兵へい部ぶ隊たいの活かつ躍やくによって、戦せん況きようは常つねに一方的に推すい移いしてきた。襲しゆう撃げきにそなえて人員こそ割さかれてはいるものの、ネジフら国こつ境きよう駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいの仕事は、平時の場合とほとんど変わっていない。

「最後までこの調ちよう子しなら、こちらは味み方かたが死なずに済すんで結構なことではあるが……帝国には真ま面じ目めに戦争をする気がないのか？」

　ネジフには不ふ可か解かいでならなかった。天空兵を迎げい撃げきする手段を持ち合わせない帝国側にとって、この戦争の活路は攻せめることでしか開けないはずだ。守り続けても消しよう耗もうするだけなのに、どうしてそれを実行しないのか……。子供でも分かることだけに、敵てきながらもどかしくなる。

「少しよう尉い、後方から友ゆう軍ぐんです！」

　いち下か級きゆう士し官かんが思い悩んだところで仕方のない思し索さくは、天てん幕まくに飛び込んできた部下の報しらせで打ち切られた。友軍の訪問など予定にあったかと思いつつ、ネジフは椅い子すから尻しりを浮かせる。

「急だな、どこの部隊だ？　こちらには迎える準備もないが」

「所属は不明ですが、少数です。ただ、遠目にも奇き妙みような顔ぶれでして……」

　部下の顔には困こん惑わくがあった。とにかく自分の目で見てみようと、ナジフは天幕を出て行く。

　予定にない訪問者たちは、すでに一人ひとりの顔が分かる距きよ離りまで近づいて来ていた。共和国の兵士が一人に、薄うす汚れた格かつ好こうの小太りと長身の男が一人ずつと、さらに女子供が三人。

「……亡ぼう命めい者しやの引き渡しか？」

　哨しよう戒かい任にん務むに当たっていた兵が帝国からの亡命者を発見・捕ほ獲かくし、その身み柄がらを国境駐留部隊まで連れて来るのはよくある話だ。兵よりも亡命者の数の方が多いというのは珍めずらしいケースだが。

「──そこまで！　先頭の兵、所属部隊と氏名を明かせ！」

　声が届く距離まで相手が来たのを見計らって、ネジフは大声で命じた。それを受けた兵士が背せ筋すじを伸ばして敬けい礼れいし、少し焦あせりが感じられる早口で話し始める。

「共和国空軍第七独立大隊所属、24号哨戒機搭とう乗じよう、ニハド・ヒゥ二等天空兵であります！　段取りを無む視しして恐きよう縮しゆくですが、大だい至し急きゆう、ここの指し揮き官かんにお目通り願えませんでしょうか！」

「ニハド天空兵か。私が第67小隊を指揮するネジフ・ハルルム少尉だが、何をそう急いでいる？　だいいち哨戒任務であれば三人一組の班で動いているはず。残りの二人はどうしたのだ」

　打てば響く速さで返答があると、ニハドと名乗った若い兵士──に変装したイクタ・ソロークは、とても演えん技ぎとは思えないほど青ざめた顔を見せた。

「訳わけあってここにはおりません。なにしろ時間がありませんので、簡かん潔けつに現状を説明させていただきます。──東の空を御ご覧らんになってください。気き球きゆうが浮いているのが分かりますか？」

　そう言われて、ネジフも夕焼け空に浮かんだ丸いシルエットに気が付いた。国こつ境きよう近辺まで後方から気球が飛んでくることは珍めずらしくもないので、今までは特に意識せずにいたのだが……。

「……ずいぶん半はん端ぱな高さを飛んでいるな？　あれは何をしているのだ。日が落ちてからでは着陸も難むずかしくなるだろうに……」

「それが降ろしたくても降ろせないのです。……今、あの気球に乗っているのは、私の同どう僚りようではありません。この者たちの仲なか間まなのです」

　ニハドが連れてきた人々を指し示す。ネジフは思わず目め尻じりを釣つり上げた。

「……どういうことだ？」

「この者たちは帝てい国こくからやってきた亡ぼう命めい者しやです。先だっての嵐あらしの日に、小舟で共きよう和わ国こく側がわに流れ着いたようで。哨しよう戒かい任にん務むに当たっていた我われ々われは、この付近で夜を迎えたのでいったん着陸しましたが、海岸沿ぞいの森の中で彼らと鉢はち合あわせました」

「ふむ……それで？」

「そこから話がこじれまして……。出会い頭がしら、こちらが威い嚇かくのために風銃を一発撃うったところ、怯おびえた連中が一いつ斉せいに逃げ出したのです。我々も追っていって一人ずつ捕とらえたのですが、逃げた方角が折おり悪しく、あの気球の置いてあった場所で……」

　恥はじ入ったように押し黙だまる相手の姿に、ネジフは全すべての事情を察した。

「……奪うばわれたのか！　亡命者ごときに不覚を取って、共和国軍虎とらの子の気球を！」

「弁べん明めいの言こと葉ばもありません。この上は人じん民みん法ほう廷ていで八つ裂ざきにされようと文もん句くは……」

　ネジフの中で疑いより驚おどろきの感情が勝まさった隙すきに、イクタはさりげなく小こ細ざい工くを混ぜた。

「人民法廷」とはキオカ共和国が持つ司し法ほう機関の俗ぞく称しようで、その裁さい判ばんに当たっては、段取りの公正さを保つために一般国民の臨りん席せきを許している。いわば「国家の主権者たる人民が見守る中で、公然と人の罪つみが裁さばかれる場所」なのだが、それは転じて共和国人──特に税ぜい金きんから給きゆう与よを受ける立場の軍人や役人──が、自分の身をかえりみて反省する時の常じよう套とう句くとなっている。

　帝政のカトヴァーナ帝国では、これに対応する言い回しとなると、「皇こう帝てい陛へい下かには申もうし開きもなく」とか「軍法会議では慎つつしんで失態を報告し」などになる。政体と国民性の差が生み出した小さな違ちがいだが、意外とこういうささいな部分から、人間は相手を同どう胞ほうと見なすものだ。

「……しかしネジフ殿どの。その前に、私の罪を軽くする一いち助じよとなってはくれませんか」

「そうしたくとも、あの気球が返ってこないことにはどうにもならん！」

「ですから、その手伝いをしてもらいたいのです。あの気球を奪った亡命者のひとりは、地上を離はなれて空高く浮かんでいくまでのわずかな間に、私たちに取引を突つきつけてきました」

「取引……？　それは一体どんな内容だ」

「『私の家族と仲間にたっぷり食料を与えて、捕ほ虜りよを帰すという名めい目もくで帝国に身み柄がらを送り帰せ。六人の姿が国境の半なかばを越こえたのを見届けたら、この気球を降ろしてやる』というものです」

　ネジフの顔面がいまいましげに歪ゆがみ、その口が不ふ毛もうな言こと葉ばを吐はき出した。

「馬ば鹿かな、そいつらは故こ国こくを捨ててきた身みだろう。今さら帝てい国こくが出戻った自分たちを温かく迎えてくれるとでも思っているのか。我われ々われに投とう降こうして共きよう和わ国こくの民となる方がはるかに賢かしこい選せん択たくだ」

「私もそう思いますが、当の本人があれでは今さら説得のしようもありません。それに向こうも、すでに我々から気き球きゆうを奪うばい取って脅きよう迫はくしている以上、引くに引けない心しん境きようでしょう。最初に会った時、いきなり威い嚇かくなどに及およばず穏おだやかに接していれば、また話は違ちがったのでしょうが……」

　その通りだ、とネジフは思わず怒ど鳴なりそうになった。いくら国を捨ててきた亡ぼう命めい者しやとはいえ、その心は故国と新しん天てん地ちとの間で揺ゆれ動いていたことだろう。そこにいきなり銃じゆうなど撃うたれれば、キオカに自分たちを受け容いれる気はないと思ってしまうのも無理はない。

「亡命者は手て厚あつく遇ぐうするよう命令も下っていたというのに、あさはかなことをしたな……。いや、ニハド天てん空くう兵へいばかりを責せめていても始まらん。それより他の二人はどうしたのだ。天空兵部隊の班はん編へん成せいには、軍ぐん曹そうが一人は含まれるはずだろう」

　いちばん階級の高い人間が会いに来るのが筋すじだ──ネジフは暗あんにそう責せめている。作り上げた焦あせり顔の下で、イクタは本当に緊きん張ちようしていた。この辺りを誤ご魔ま化かしきれるかどうかがペテンの成せい否ひを分けるからだ。

「それには事情がありまして……。仲なか間まの二人は私と別行動を取っており、今も気球の真下にいます。あれに今乗っているのは素人しろうとですから、いつどんな原因で地上に落ちてこないとも、また風に乗って帝国の側に流れていかないとも限りません。その時に機体を確保ないし破は壊かいするための人ひと手でを残さなければならなかったのです。確保するにも最低二人は必要で、さらに破壊の判断となると、その判断の重じゆう責せきを預けられるのは班長ひとりしかおらず……」

　ネジフは責せめる言葉を詰つまらせた。確かに、敵の手に渡るくらいなら破壊しなければならない。着地直後に奪うばわれて揚気ガスがあまり入っていなかったせいか、気球は今も風銃の射しや程てい圏けんぎりぎりを漂ただよっている。あれならひょっとすれば撃ち落とすことも可か能のうだろう。

　だが、こと気球に関して、銃による撃げき墜ついは無む視しできない確かく率りつで「爆ばく散さん」という悲劇をもたらす。そうなれば乗員の死は当然として、キオカ軍は貴き重ちような気球一機をまるごと失うことになるのだ。それはできる限り避さけなければならない。ここにネジフは自分が何を求められているのか悟さとった。

「まさか、ニハド二に等とう兵へい……脅きよう迫はくに屈くつして、その亡命者どもを帝国側に渡らせるつもりか？　いや、他でもない私にその便べん宜ぎを図はかれというのか？」

「恥はずかしながら、お察しの通り……」

「ばかな、そんな真似まねが私の一いち存ぞんでできるものか！　そもそも権けん限げんがない！　私の任にん務むは無断で国こつ境きようを越こえようとする者をはねのけることで、すでに国境の内側にある者を向こう岸に渡すことはできん！」

「それは承しよう知ちの上ですが、どうかよくお考えを。後で失敗を責せめられるのが私たちだけとは限りません。この亡ぼう命めい者しやたちは、ネジフ少尉の監視下にあった海を渡ってこちらへ来たのです」

　その言こと葉ばに、ネジフは愕がく然ぜんと目を剝むいた。……そうだ。相あい手てを責めてばかりいたが、これは見ようによっては自分の失しつ態たいでもあるではないか。亡命者を手て厚あつく遇ぐうするよう命じられてはいても、国こつ境きようを素す通どおりさせろとは言われていない。もちろん帝てい国こく民みんに亡命を促うながすため、国境線にはいくつか意い図として警備の隙すき間まを作ってはいる。が、この者たちはそこを通ってきたのではないのだ。

　責せき任にんと保ほ身しんの間で揺ゆれるネジフの心が、イクタには手に取るように分かった。とはいえ責任感の強い者であれば安あん易いな保身には走らないし、事実ネジフはそういう気質の持ち主でもある。

　だが少年は弁わきまえていた。兵へい法ほうに曰いわく──追い詰つめた敵てきには、あえて逃げ道を作ってやるべし。

「……ネジフ少しよう尉い。私の考えを述べますと、ここでもっとも優ゆう先せんすべきは気き球きゆうを取り戻すことです。亡命者を送り返すも罪つみ、気球を失うも罪。となれば、少尉が選ぶべきは共きよう和わ国こくにとって損そん失しつの少ない方でしょう」

　イクタの狡こう猾かつなところは、ここで保身と責任の達成を両立させた点にあった。気球を取り返すという大たい義ぎの前に、亡命者の送そう還かんという越えつ権けん行こう為いを小しよう悪あくとして吞のみこませる。保身はたまたまそこに伴うに過ぎないのだと。真ま面じ目めな人物を動かすには、こういうお膳ぜん立だてが有ゆう効こうなのだ。

「……わ、私ひとりでは判断できない。中隊長に光信号で連絡するから、いま少し……」

「冗じよう談だんはよしてください！　光信号でこの状じよう況きようを伝えるには骨ほねが折おれましょうし、上じよう官かんとの話し合いが終わるまで、あの気球がキオカの空に留まってくれるとお思いですか!?　いえ、天空兵の末まつ席せきに連なる身として言わせてもらえば、上空の風はこれから海に向かって吹き始める見込みが強い。そうなれば気球は遠い沖おきに沈むか、その前に風銃で撃うち落とすしかない。いずれにせよ、我われ々われの手から貴き重ちような兵装が失われるんですよ！」

　上官に話を回させるつもりも、じっくり考えさせるつもりも、当然イクタにはない。このペテン、冷静になれば見つけられる穴あなはいくらでもある。何よりも大事なのは判断の時間を奪うばうこと。こちらから言い出した方ほう針しんを「これしかない」と思い込ませることなのだ。

「そ、その者たちを通したところで、あの気球が降りてくるという保証があるのか!?　あれに乗っている者からすれば、そんなものは敵の中に戻ってくるだけの自じ殺さつ行こう為いではないか！」

「いえ、必かならずや降りてきます。……少尉どのは気球に乗ったことがおありですか？」

「それは、ないが……」

「では知りますまい。あれに乗って空に浮かぶのが、どれほど心細いものか。人は本来なら地に足を着けて生きるもの。それに逆らって空を行くのは大変な勇気を要ようします。私も訓くん練れんの頃ころは何度となく身みがすくむ思いに囚とらわれました。そういう時に考えることはたった一つ……一秒でも早く地上に帰りたい、ただそれだけです。他の心配をしている余よ裕ゆうなどありません」

「し、しかし、現に今はああやって耐たえているではないか！」

「家族と仲なか間まの命が懸かかっていれば、その間は必ひつ死しさで恐怖も紛まぎれましょう。しかし緊きん張ちようの糸が切れた瞬しゆん間かんこそ思い知るのです──自分が寄る辺べない大空にいるのだという事実を」

　イクタが説得に用いた理り屈くつは、もちろん口から出まかせなのだが、それを聞くネジフには「空を知る者」にしか語れない経けい験けん則そくとして重く響ひびいた。亡ぼう命めい者しやに扮ふんして後ろから様よう子すを窺うかがう五人も、彼の演えん技ぎ力りよくには舌したを巻かずにいられない。

　ネジフの反論から勢いがなくなった。それでイクタは、交こう渉しようが山を越こえたことを知る。

「……その者たちを帝てい国こく側がわに渡したとしても、今は夕ゆう暮ぐれ。あの気き球きゆうからそれが見えるのか？」

「分かりません。が、闇やみが深くなるのはむしろ好こう都つ合ごうで、彼らの中には光ひかり精せい霊れい持ちがいます。国こつ境きようの半なかばを越えたところで帝国式の光信号を打たせれば、気球への連絡は可か能のうかと。……とはいえ、それを打たせる者は必要ですね。なら私が風銃をもって彼らに付いていきましょう」

　当然の義務と言わんばかりに、イクタは国境を渡る亡命者たちへの同行を申もうし出た。ここまでの話の流れからいっても自然な言い分だったので、ネジフは特に違い和わ感かんを覚えることもない。

「……話は分かった。分かったが……」

　だが、ネジフの中に残った疑念が、最後の一線で首を縦たてに振ることを拒こばませている。国境駐ちゆう留りゆう部ぶ隊たいの指し揮き官かんとして、素す性じようの知れない人間に国境を出入りさせるリスクが気にかかるのだ。

「お気持ちは分かります。しかし、よく御ご覧らんになってくださいネジフ少しよう尉い。……この者たちが密みつ偵ていや工こう作さく兵へいに見えますか？」

　そう言ってイクタが指し示した亡命者たちの姿を、ネジフはここで改あらためてじっくりと眺ながめた。……ひとり残らず成年に満たないだろう若者たち。うち三人は女子供だ。どれだけ帝国軍が無能でも、命いのちを懸かけて敵てき地ちに潜せん入にゆうする部隊にこんな編へん成せいはありえない。

「どうしても気になるなら持ち物を検査すればいいでしょう。一人ひとり尋じん問もんしている余よ裕ゆうはありませんが、そのくらいの時間はあるかと思います」

　その言葉が最後の一押しになった。ネジフは眉み間けんにシワを寄せて一分ほど押し黙だまった後、何事かと集まってきた自分の部下たちに向かって、ついに苦にがい面おも持もちで命令を発した。

「……こいつらの持ち物を調べろ。急げ！」







　それから五分後、持ち物検査が無事に終わり、イクタたち六人は揃そろって国境を横断していた。背中にはネジフ小隊の兵士たちが監かん視しの目を向けているが、すでに互たがいの距きよ離りはかなり遠い。

「いや、思った以上にうまくいった。どうぞ皆さん、拍はく手しゆとおひねりを受け付けてるよ」

　見張りの名めい目もく上じよう、メンバーの最さい後こう尾びから風銃──もちろんキオカ兵から奪うばったもの──を仲なか間まの背中に突つきつけつつ、キオカ軍の二に等とう天てん空くう兵へいニハド・ヒゥに扮ふんするイクタは、久しぶりに軽かる口くちを叩たたいた。先頭のヤトリが小さく鼻を鳴らす。

「まったく大たいしたペテンね。無む人じんの気き球きゆうを浮かべて脅きよう迫はくに使うなんて」

　ここからでは確認も難むずかしいが、問題の気球には誰だれも乗っていない。ちょっとした荷物を積んで浮かせてあるだけだ。イクタは交こう渉しようも説せつ得とくも不ふ可か能のうな架か空くうの脅迫者をでっち上げて、それでネジフ少しよう尉いを騙だましきったのだった。

「キオカ軍が何よりも恐れるのは気球を失うこと。それを踏ふまえれば、銃じゆうを突きつけるまでもなく、こういう脅おどし方でじゅうぶんに事こと足たりると思ってね」

「架空の脅迫者を置くことで、ネジフ少尉の矛ほこ先さきをぼくたちから逸そらしたんだね。さすがだよイッくん。これが面と向かっての取引だったら、向こうにだって指し揮き官かんとしてのメンツがあるし、多た分ぶんぼくたちは通されなかったと思う」

　トルウェイが尊そん敬けいの眼まな差ざしをイクタに向ける。その前方でハロもこくこくとうなずいた。

「同感です。『友ゆう軍ぐん兵士からの忠ちゆう告こく』っていう形なら、相手も聞き入れやすいですもんね……。それに加えてあの名めい演えん技ぎ！　むこうの少尉さん、たぶん最後までイクタさんのことを疑いませんでしたよ。まさかあんなに流りゆう暢ちようなキオカ弁べんを話せるなんて知りませんでした」

　仲間たちから褒ほめられたイクタは得意げに鼻を高くしている。そんな中、一人だけぶすっとした表情でいるのがマシューだった。

「ふん、おれは手放しじゃホメないぞ。せっかく手に馴な染じんだ風銃だったのにさ……」

「我わが友マシュー、そればっかりは許してくれ。帝てい国こく式しきの風銃だの業わざ物もののサーベルだの持っていたら、とても人じん畜ちく無む害がいな亡ぼう命めい者しやには見られないだろ？　あれらを手放したからこそ持ち物検査を突とつ破ぱできたんだ」

　その言葉が示すように、ヤトリ、トルウェイ、マシューの三人が身に帯びていた武器は何一つ残っていない。沈み行く船からでさえ持ち出したほどだ。ヤトリとトルウェイも、口に出さないだけで内心惜おしんではいる。

「マシュー、失ったものを嘆なげくよりも、拾った命を喜よろこびなさい。それに私たちの武器だって捨てたわけじゃないわ。戻ってくるかは運うん任まかせだけどね」

　ヤトリが適当にフォローする。無人の気球に積んだ荷物というのが、要するにそれだった。風向き次し第だいで気球が帝国側に流れてくる可か能のう性せいにかけた、気休め以下のバクチではあったが。

「緩かん衝しよう地帯まで来たようだね。さてクス、帝国側に向かって投とう降こうの合図を送ってくれるか」

　イクタからそう言われて、マシューの腰こしのポーチに入っていたクスが地面に飛び降りる。交こう渉しようの時は風銃兵ニハドに化ばける必要があったから、二人は一時的に互たがいの精せい霊れいを交換していた。もちろん契約していない精霊に命令は出せないので、イクタが構えている風銃はハリボテ同然だ。

　クスが光信号を打っている間、イクタはふと思い出して、マシューに借り受けた風かぜ精せい霊れいツゥの胴どう体たいから風銃の銃身バレルを外はずした。その『風かざ穴あな』から、中に隠かくしてあった小さな指輪を取り出す。

「お姫ひめさん、お返しします。でも絶対に落とさないよう。ここから先の身み分ぶん証しよう明めい書しよですからね」

　帝てい室こく印いんの刻きざまれた指輪が、イクタから持ち主の手に返った。当の姫ひめ殿でん下かはといえば、他の面々と同じく服も肌はだも土つち埃ぼこりにまみれている。しかも美しさが目立たないよう、自じ慢まんの金きん髪ぱつには泥どろをまぶしてある有あり様さまだ。さすがのイクタも痛ましさを覚える姿だったが、不思議と本人は特にこたえた様よう子すもなく、ただ二つの大きな瞳ひとみでじっと少年を見つめていた。

「……？　僕の顔に何か付いてますか？」

「……いや。目鼻と口以外には、何も」

　意味のない受け答えをしながら、姫ひめ君ぎみは相あい手てから目をそらさない。イクタが首をかしげていると、クスの隣となりに立っていたハロが大きな声を上げた。

「──あ、帝てい国こくの兵へい士しさんが出てきましたよ！　う、撃うたれませんよね!?」

「命からがら敵てき国こくから逃げ延びてきた先で、友ゆう軍ぐんに撃たれて果てる……さすがに笑えないわね」

　その想像には全員が背せ筋すじを冷たくしたが、幸さいわいと杞き憂ゆうに終わった。シャミーユ殿でん下かが兵士に見せ付けた帝室印は、彼らが想像した以上に絶大な効こう果かを発はつ揮きしたのだ。

　指輪が国こつ境きよう警けい備びに当たっていた高等士し官かんによって本物だと認められると、六人は礼を尽つくした扱いで帝国領土の内側へ運ばれていった。紙かみ一ひと重えで落ちてしまった地じ獄ごくからの脱だつ出しゆつだった。







　永霊樹カドヴアンマニニクの王おう朝ちようによって政権が統とう一いつを得て以来、この国に照てりつける陽ひ射ざしは衰おとろえを知らない。住人は薄うす着ぎで、旅人は頭に巻いたターバンで、それぞれ太陽の猛もう威いにあらがっている。

　しかし人々も暑しよ気きに圧あつ倒とうされてばかりではない。市場は炎えん天てん下かに活かつ気き付づき、食料に衣服、宝ほう石せきに貴金属の装そう飾しよく具ぐ、さらには見たこともない舶はく来らいの文物が、往おう来らいの店先を所狭せましと賑にぎわせる。

　カトヴァーナ帝てい国こくの経済・政治・文化の中心地、帝てい都とバンハタール。皇こう帝ていのお膝ひざ元もとにあって繁はん栄えいを謳おう歌かする境けい内だいの都みやこ。その中央には、皇族の住まう宮きゆう殿でんが広大な常葉ときわの庭園と共にある。

「イクタ、起きなさい！　東とう域いきの情勢について一いつ報ぽうが届いたわよ！」

　そんな帝都の中でも指ゆび折おりの高級ホテル『白金の砂すな溜だまり』三階で、ヤトリシノ・イグセムは個室のドアを叩たたいていた。時じ刻こくは午前十一時過ぎ。早はや寝ね早起きを絶対の習しゆう慣かんにしている炎えん髪ぱつの少女にすれば、この時間まで眠りこけている人間を放置する理由がない。

　返事がないのも構わずドアを叩き続けていると、ふいに部へ屋やの中から、頰ほおを平手で思いっきり叩くような快かい音おんが響ひびいてきた。きょとんとするヤトリの目の前で、やがてドアが開け放たれ──そこにいたのは寝ねぼけ眼まなこの少年ではなく、意味ありげに着ちや衣くいを乱みだした妙みよう齢れいの婦人だった。

「お、おはようございますお嬢じようさん。……その、ええと、失礼しますわね……」

　緩ゆるんだ襟えり元もとを両手で押さえつつ、婦人は少女の脇わきを抜けて廊ろう下かを去さっていく。その背中を横目で見送ったヤトリは、大きな溜ため息いきをつきつつ部屋の中に踏ふみ込んだ。
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「今ので何人目？　ここに来て一月足たらずだっていうのに、お盛さかんにも程ほどがあるでしょう」

　皮ひ肉にくを叩たたきつつ、寝しん室しつに辿たどり着いたヤトリがカーテンを引くと、シーツの皺しわも生なま々なましいベッドの上に半はん裸らのイクタが横たわっていた。それだけなら「事後」と思うところだが、頰ほおには掌てのひらの跡あとが真まっ赤に張り付いている。判定はかなり微び妙みようだ。

　窓まどから差し込む無ぶ遠えん慮りよな日差しに、少年の眉まゆ根ねが寄った。

「……何人目だっていいじゃないか……。……今、朝の何時……？」

「とっくに昼よ。……あんた、たしか昨日きのうの夜は飲みに出てたわよね。女連れで朝帰りってわけ？」

「明け方まで飲んでから部へ屋やに誘さそって、ここでまた飲みなおして、さっきまで二人とも寝ねてたんだよ。……君のノックで目を覚ますと、なぜか彼女、僕に思いっきりビンタをくれて出てったけどね。理り不ふ尽じんだよ、まだ何にもしてないのに……」

　ベッドの上でイクタがぼやく。正解は事前──ヤトリは肩をすくめて酒さけ臭くさい部屋を見渡した。

「──クス、どこにいるの？　寝ぼすけの目に凝集光ハイビームでもぶち込んでやったら」

　ヤトリの声を受けて、ベッド脇わきの籠かご──これもホテル側が用意した精せい霊れい用ようの寝ね床どこ──でクスが身を起こす。こちらは寝起きの悪さとは無む縁えんのようで、すぐに籠から出てきて口を開いた。

「おはようございます、ヤトリ、シア。イクタはまだ眠いと思います。ゆうべは遅おそくまで婦人のお相手を務つとめていたようですから」

「いいのよクス、そういうのは言い訳わけにならないの。そら、観念して起きなさい、この色ぼけ男。……さっきの婦人もそうだけど、あんた、また人ひと妻づまに手を出したりしてないでしょうね？」

「ファターハは未み亡ぼう人じんだよ……。二人の子供も手て元もとを離はなれていって、今は寂さびしい時期だってさ」

「年上好ずきの業ごうは深いわね。そのお子さんだって下手へたすればあんたより年上でしょ。……というか相手の自じ己こ申しん告こくをアテにするのもどうなの。前にそれで痛いたい目を見たんじゃなかった？」

　イクタは答えず、枕まくら元もとに畳たたんであったシャツを着ながら、のそのそとベッドを降りた。

「……今日も暑いね。日が低くなるまで寝飛ばしたかったんだけどな……ふぁあ」

「まだ寝ぼけているならこれを読みなさい。氷こおり水みずで顔を洗うより目が覚めるはずよ」

　大あくびするイクタの鼻先に、ヤトリが表おもてで配っていた号ごう外がいを突きつける。

「ハザーフ・リカン中ちゆう将じようが死んだわ。──これで東とう域いきは完全にキオカ共きよう和わ国こくの手に落ちた」

　さすがの少年も軽かる口くちを切らして、手の中の号外にじっと見入った。







　時を遡さかのぼること一月弱。漂ひよう着ちやくした共和国の領土から帝てい国こくへの帰き還かんを果たしたイクタたち六人は、国こつ境きようの兵たちに保護されてから後方の陣じん地ちへ運ばれた。そこで東域鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんハザーフ・リカンその人によって出迎えられたのだ。

「……シャミーユ姫ひめ殿でん下か！　よく無事に帰っていらっしゃいました！」

　大本営の建物に姫ひめ君ぎみが姿を現わすなり、他の下か士し官かんたちと共ともに、リカン中ちゆう将じようはその場にひざまずいて小さな貴き人じんの生せい還かんを祝いわった。リカンは長身で肩かた幅はばも広く、豊かな口ひげと頰ほおひげを紳しん士しらしく整えた少しよう壮そうの軍人だ。身をかがめてなお、小さな姫殿下とは視し線せんが同じ位置にある。

「面おもてを上げよ。忙いそがしい中であろうに、司令長官じきじきの出迎え痛み入る」

　清せい潔けつなブラウスとスカートに着替えた姫殿下が、年に似に合あわず堂々とした振ふる舞まいで臣しん下かの礼に応こたえた。……万の兵を指し揮きする司令長官であっても、この少女の前ではいち臣しん民みんに過ぎない。いったい誰だれをここまで連れてきたのか、後ろの五人も改あらためて思い知らされていた。

「高こう等とう士し官かん試験の会場に向かう船が沈んだこと、それに乗り合わせていらした殿でん下かが行方ゆくえ不明となられていること……どちらもつい先日の連絡で知り申もうしたが、まさかキオカの領土まで漂ひよう着ちやくされていたとは。国こつ境きようから連絡があった時はまさかと思いましたぞ」

「まったくだ。こうして五ご体たい満まん足ぞくに帰って来られたのも奇き跡せきとしか思えぬ。それも全すべては後ろにいる五人の助けがあってこそ。中将には余よの口から、勇ゆう者しやたちの名前を紹しよう介かいしよう」

　シャミーユ殿下が一人ずつ名を告つげると、それを聞いたリカン中将は顔をほころばせた。

「そうでございましたか……。勇ゆう敢かんな若者たちよ、よく殿下をここまで連れ帰ってきた。君たちが私の部下であれば、今すぐにでも昇しよう進しんを言い渡している。文もん句くなしに第一級の勲くん功こうだ」

　惜おしみない慰い労ろうの言こと葉ばだったが、そこでふと、姫殿下の表情が憂うれいに沈しずんだ。

「本当にそうしてやれたら良いのだが……。余よの不幸に巻き込んでしまったせいで、彼らの高等士官試験は中断されたままなのだ。そればかりは何とかしてやりたいのだがな……」

「ふぅむ……確かに、二次試験はすでに決行された様よう子す。……なにぶん前例のないことなので確約いたしかねますが。試験の実行本部に事情を伝つたえれば、何かしら特別の便べん宜ぎは図はかられるかと。殿下が望まれるのであれば、前線の私からも一いつ筆ぴつ書いて送らせていただきます」

「それは助かる。中将には手間を重ねさせてすまないが……」

「いかほどのことも。若き才能が埋もれるは国家百年の損そん失しつですからな」

　高等士官試験の結果について残された希望を、ヤトリとトルウェイは粛しゆく然ぜんと、マシューとハロは顔を輝かがやかせて受け止めた。残る一人だけは、無関心が態度に出ないよう注意しなければならなかったが……。

「さて殿下。この上は一いつ刻こくも早く帝都にお帰りなさって、今きん上じよう陛へい下かをご安あん堵どたてまつるが最さい上じようかと。ここも前線の陣じん地ちなれば安全とは言いがたく……。さぞお疲つかれのこととは存じますが、今夜のうちに馬車を出しますゆえ、勇者たち共々それに乗ってお帰りを」

　丁てい寧ねいに、しかし有う無むを言わせぬ口く調ちようでリカン中将は言った。もちろん姫殿下にも異い論ろんはない。

　中将の計はからいで、出発までの時間をくつろいで過ごせるよう、六人は即そく席せきの応接間に案内されることになった。……が、他の全員が歩き始める中、イクタ・ソロークだけが動かない。

「……？　どうした、ソローク君。もしや何か体に不ふ都つ合ごうでも……」

　気き遣づかって近付いてきた中ちゆう将じようの顔を、そこでイクタは、珍めずらしく真しん剣けんな表情で見返した。

「──撤てつ退たいすべきです、リカン中将殿どの」

「……なに？」

「東とう域いきを捨てて、残る全すべての兵と共に鎮ちん台だいを引き上げるんです。もうそれしかないはずだ」

　リカン中将は言うに及およばず、同じ場にいた全ての士し官かんたちが、少年の思い切った提案にざわついた。応接室へ去さりかけていた他の五人も、驚おどろいてイクタを見つめる。

「……これは異いなことを。共きよう和わ国こく軍を追い払はらうまで、我われら東域鎮台の任にん務むは達成されず──」

「後方からの補ほ給きゆう、もうロクに来ないんでしょう。こけた頰ほおはヒゲ程てい度どじゃごまかせませんよ」

　鋭するどい指し摘てきに、リカン中将は顔へ手をやって言こと葉ばを詰つまらせた。イクタはさらに続ける。

「ここにいる士官の方々でさえ顔に血の気けが薄うすいんだから、兵たちの消しよう耗もうはこれ以上でしょうね。おそらく脱だつ走そう者しやも続出しているんじゃありませんか」

「…………」

「天てん空くう兵へいの空くう襲しゆうで焼かれた土地が、これまでと同じ数の兵士を養やしなっていけるはずがない。決定的な敗北をいくら先さき延のばしにしたところで将しよう兵へいの命を無む駄だに捨てさせるだけだ。……こんな戦いに意味はない。それはあなたが一番分かっているはずじゃないか！」

　イクタは語気を荒げて中将に詰め寄った。見かねたヤトリが襟えり首くびをつかんで引き止める。

「立場を弁わきまえなさい、イクタ！　あんたに意見できることじゃないでしょう！」

「立場？　ああその通りさ、立場を弁えすぎてるから中将殿も動けないんだ。どうして東域鎮台が鎮台のまま戦い続けなければならないのか、なぜ攻せめなければ勝てない戦局で防ぼう衛えいに徹てつさざるを得なかったか。……それもこれも全て、皇帝にそう命じられたせいじゃないか！」

　少年は叫さけんだ。明らかにタブーを踏み越こえる発言だ。行き過ぎを察したヤトリは、以前のように肩を極きめてイクタを組み伏ふせようとしたが、そこで意外な人物が鶴つるの一ひと声こえを放った。

「ヤトリ、止めずともよい。余よが許ゆるす。好すきなように喋しやべらせよ」

　シャミーユ殿でん下かのその言葉には、ヤトリを始め誰だれもが耳を疑った。カトヴァーナの第三皇おう女じよ、すなわち皇こう帝ていの実じつ子しである彼女は、誰よりも先にイクタの暴言を封ふうじなければならないはずだ。

　ヤトリが戸と惑まどいながらも手を放した瞬しゆん間かん、イクタは回る舌したからあらゆる戒いましめをなくした。

「もうハッキリ言ってしまおう、この戦争は出で来きレースだ。ずいぶん前から東域を手放したかった帝国が、国民の非ひ難なんを自分に向けない形でそれを達成しようとした結果だ」

　姫ひめ殿でん下かが所しよ在ざいなさそうに唇くちびるを嚙かんでうつむくが、それさえ今のイクタは一いつ顧こだにしない。

「そもそも東域は、約三十年前までキオカの辺へん境きよう領りよう土どだったものを、当時の戦勝によって奪うばい取った未開の土地だ。その時点では帝国も国土が増えたことを単純に喜んでいた。けれど、せっかく手に入れた土地を開かい拓たくする段階で大失敗を犯おかしたんだ」

　帝てい国こくが事前に予想していた以上に、東とう域いきは人が住むためには苦労の多い土地柄がらだった。熱帯林を切り拓ひらかなければならないのは当然としても、他の地域に比くらべて水害が多すぎるのだ。

　長雨のたびに川が氾はん濫らんし、せっかく作った道や畑が水すい没ぼつしてしまう。それで衛えい生せい状じよう態たいが悪くなれば、今度は疫えき病びようが流行はやりだす。東域以外の土地は、どちらかと言えば干かん害がいに抗あらがいながら発展していった地域で、東域の開かい拓たくに必要とされるのはまた別の方法だった。それが帝国には不足していたのだ。

「多大な資金を投入した割に、東域の開拓は遅ち々ちとして進まなかった。それでも開拓自体は立りつ派ぱな国こく策さくだったし、移り住んだ民たみを今さら呼び戻すわけにもいかない。気が付けば東域は発展して利益を還かん元げんするどころか、際さい限げんなく予算を吸い上げる金食くい虫の土地柄になっていた。

　もちろん皇こう帝ていや内ない閣かくは後こう悔かいした、こんなことなら最初から奪うばわなければ良かったと。……で、そのうち誰だれかが思いついた。今からでも遅おそくはない、こんな厄やつ介かい者ものの土地はキオカに返してやればいいじゃないかと」

　とはいえ、さすがに無条件で敵てき国こくに領りよう土どを明け渡すわけにはいかない。国民が納なつ得とくしないし、何よりそれでは、内政の失敗を他国に押し付けようとする意い図とがあからさまだ。

「東域を失うことに対する国民からの非ひ難なんを恐おそれて、人気取りに余よ念ねんのない帝てい室しつはどうにか怒りの矛ほこ先さきを逸そらそうとした。そのために取った手段が、こともあろうに『負け戦いくさ』ってわけだ。

　シナリオはごく単純──侵しん攻こうしてきたキオカ軍によって東域が再ふたたび奪い返される。これなら国民の怒りは敵国と軍の不ふ甲が斐いなさに向けられて、帝室の威い信しんにはそれほど傷が付かない。……体面ばかりを気にした本ほん末まつ転てん倒とうのやり口で、正直まったく呆あきれ返るけど」

　吐はき捨てるようにそう言って、イクタは目の前の軍ぐん高こう官かんを強く見すえた。

「このシナリオは生いけ贄にえを求める。『キオカ軍の侵攻に帝室と内ない閣かくが本気で対たい処しよした』という証しよう拠こが必要だからだ。そのために、前線で指し揮きを執とる者は名の知れた将しよう軍ぐんじゃなきゃならない。それだけの名将が命尽つきるまで戦い抜けば、国民も敗戦を仕方ないものとして受け止めるだろう」

「…………」

「この役回りに、あなたほど適てき任にんの方はいないでしょうね、ハザーフ・リカン中ちゆう将じよう殿どの。皇帝から『敗けて死ね』と暗あん黙もくの命令を下されたあなたは、要ようするに内政の失敗をごまかすための最高の人ひと柱ばしらだ。

　……こんな理り不ふ尽じんな仕打ちを受けてもまだ、行ぎよう儀ぎよく立場を弁わきまえているつもりですか!?」

　声を荒げて詰つめ寄ってくるイクタに、リカン中将はひどく儚はかなげな微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「……ソローク君、君が私の部下でなくて本当によかった。せっかく私の身を案じてくれている若者を、軍ぐん規きを乱みだしたという理由で処しよ罰ばつせずに済すむ……」

「…………」

「君の言っていることは分かるとも。だが、軍人にとって上からの命令は絶対だ。畏おそれ多くも皇こう帝てい陛へい下かは帝てい国こく内ないの全軍に対しての統とう帥すい権けん、つまり至し上じようの命令権を持つ。私はその命令に従わなければならない。上じよう官かんの命令に従うことは、軍組織を成り立たせる上での絶対条件だ」

「将しよう校こうとして命令無む視しの前例を作りたくないのは分かります。……でも、皇帝は勘かん違ちがいしている。名めい将しようは帝国の土から無限に湧わいてくるわけじゃないんだ。あなたほどの人材を尻しり拭ぬぐいに死なせて惜おしむこともしないなら、そんな国に未来があるとでも思いますか!?」

「未来について語るのは軍人の仕事ではないよ、ソローク君。それは皇帝陛下のお役目だ。我々臣しん民みんは自分の立場を弁わきまえながら最さい善ぜんを尽つくすしかない。例えば、そう……万が一の話だが。この戦に負けた時、なるべく多くの兵が捕ほ虜りよとならず帝国に帰れるよう布ふ陣じんを組んでおくことか」

　含ふくみを感じさせるリカン中ちゆう将じようの言い回しに、イクタは舌した打うちして辺りを見回した。

「ああ、中将ならそのくらいの手は打ってあるでしょうね。この大本営からして残っている人員が少なすぎる。まったく……誰だれも彼かれも年長の士し官かん揃ぞろい、しかも無む闇やみに腹はらの据すわった顔ばかりだ。未来ある若者は早々に後方へ逃がして、殿軍しんがりは自分たちが引き受けたと？」

「キオカ軍も近々総そう攻こう撃げきに及およんでくるだろう。敵に押されれば戦線は後退せざるを得ないから、我々に事実上の撤てつ退たいが許されるのはその時だ。東では敵を足止めし、西では兵を下がらせる……この二正面作戦を実行するには、必然、減げん耗もうした兵力をさらに二分して用いなければならない。熟じゆく練れんの軍人でなければ務つとまらんのだよ」

「総攻撃が始まった後に撤退するからそうなる、だったら今のうちに動けばいいでしょう！　それなら危険な二正面作戦を取ることもない。敵を食い止める殿軍の苦労もぐっと減るし、おまけに中将自身も矢や面おもてに晒さらされずにすむ！　いいことずくめじゃないですか！」

「それはできない。国こつ境きようの守しゆ護ごは皇帝陛下から任じられた東とう域いき鎮ちん台だいの責せき務むだ。敵の総攻撃の前に撤退を始めれば、その責務を司し令れい長ちよう官かんの私自みずから放ほう棄きしたことになる」

「放棄しようがすまいが、どうせ東域はキオカに獲とられることになる！　結果は同じです！」

「過か程ていが違ちがう。陛下の命を守って奪うばわれるのと、陛下の命めいに背そむいて奪われるのでは」

　リカンはかたくなに首を横に振った。名将の果てしない忠ちゆう誠せいに、ついにイクタは業ごうを煮にやす。

「だから──その考え方が非科学的だって言うんだッ！」

　軍服の襟えり首くびを両手でつかんで、少年は自分より頭一つ大きい将軍の体を揺ゆすぶった。普段の飄ひよう々ひようとした態度からは想像もつかない剣けん幕まくに、事態を傍ぼう観かんしていた姫ひめ殿でん下から五人も呆ぼう然ぜんとする。

　口に留とどまらず手が出たことで、さすがに士官たちの顔色が変わった。だが──彼らが止めに入るよりも一足早く、風のように進み出たヤトリの当て身が、イクタの脇わき腹ばらにめり込んでいた。

「……かっ……」

　いつも以上に手て加か減げんのない一いち撃げきに、イクタの膝ひざがガクンと折おれる。力の抜けた指先が襟えり首くびから離はなれ、その隙すきにヤトリが体を担かつぎ上げてしまった。

「失礼しました、リカン中ちゆう将じよう殿どの。……今の話は戯ざれ言ごとと思って、どうかお聴きき流しを」

　長い炎えん髪ぱつと共に、ヤトリが深く頭を垂たれた。乱みだれた上着を整えることも忘れたように、リカン中将は二人の若者をまっすぐ見つめていたが……やがて、その視し線せんを部下のひとりに移した。

「……さぁ、オルドフ参さん謀ぼう、彼らを応接室に案内してくれ。くれぐれも失礼のないように」

　中将の命を受けて動き出した士し官かんの後を追って、イクタを担いだヤトリを先頭に六人が歩き始めた。それを見送るリカン中将ら年配の軍人の目には、物悲しさと温かさが同どう居きよしている。

「……二の舞まいに、なるつもりか……バダ・サンクレイの……」

　最後に少年がこぼした一言を聞いていたのは、近くにいた五人の仲なか間またちだけだった。







「……そうですか……。リカン中将が、お亡なくなりに……」

　目を閉じてうつむき、ハロは黙もく禱とうを捧ささげた。ヤトリに呼ばれてホテルのロビーに集まった五人は、そこで惜おしむべき名めい将しようの訃ふ報ほうを分かち合っていた。

「キオカ軍の総そう攻こう撃げきを迎むかえ撃うって、リカン中将が直接指し揮きを執とった殿軍しんがり部隊は、ほぼ全滅……。それと引き換えに、比ひ較かく的てき後方に配備されていた兵の大部分は、中央へ落ち延のびたみたいだ」

　中将は最後まで務つとめを果はたしたよ、とトルウェイが悲しげに口にした。ヤトリとマシューもそれぞれ居いずまいを正して目を閉ざす。戦場に散った老兵たちの冥めい福ふくを、彼らは一いつ心しんに祈いのった。

　そんな中、イクタ一人だけが仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、胸むねに抱いたクスの頭を撫なでている。

「……くそ、言わんこっちゃない」

　呪じゆ詛そじみた低い呟つぶやきがイクタの口から漏もれて、お茶を運んできた給きゆう仕じの娘をぎょっとさせた。その隣となり、スキのない動作でティーカップを口に運びながら、ヤトリが淡たん々たんとつっこむ。

「何が言わんこっちゃない、よ。自うぬ惚ぼれないの。あんた一人の意見で戦局が動くと思ったの？」

　イクタは言こと葉ばを返さない。その代わり、高級ホテルならではのテーブル備え付け砂さ糖とう壷つぼから、自分のお茶にざらざらと白い粉を流し入れた。

　黙禱を終えて目を開けたハロが、その暴ぼう挙きよにめまいを覚える。

「こ、このお砂糖、袋に入れて持ち帰っちゃだめでしょうか……。弟たちのお土産みやげに……」

　おごそかな訃報から、いきなり俗ぞくっぽい方向に話題がそれてしまった。……とはいえ、いい若者が五人がかりでロビーを暗くしているよりはマシだろうと思い、他の面々もそれに乗る。

「気持ちは分かるけどマナー違い反はんね。ま、イクタの使い方もそうだけど」

「砂糖なんかにこだわらなくても、おれたちには帝てい室しつからご褒ほう美びがあるさ。なにしろ姫ひめ殿でん下かを敵国から連れ帰ったんだから」

　そう言うマシューは、ホテルのぜいたくな食事のおかげで、遭そう難なん中ちゆうにへこんだお腹なかをすっかり元もと通どおりにしていた。そのふくらみに時間の経過を感じながら、ヤトリは溜ため息いきをつく。

「高こう級きゆう砂さ糖とう一年分より、私が欲ほしいご褒ほう美びはたった一つだけどね。……追つい試し験けん」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだろ？　船が沈んだのはおれたちのせいじゃないんだし」

「だといいけど、高こう等とう士し官かん試験の合格者数は毎年決まっているのよね。もう席せきが埋うまっちゃってるようなことがなければいいんだけど。……ああもう、これって生なま殺ごろしだわ」

　一月近いホテル暮らしで緊きん張ちようが薄うすれたのか、ヤトリの声にも遭そう難なん時じほどの覇は気きはない。帝てい室しつからの連絡を待まつだけの日々が退たい屈くつなのだ。マシューとは違ちがい、ぜいたくも三日で飽あきてしまった。頼たのめばいつでも出してもらえるとなると、砂糖や氷ひよう菓かにも逆にありがたみがない。

「いやいや、僕はここでの暮らしもけっこう気に入ってるけどね。なるべく連絡が遅おそいといい」

　入れすぎた砂糖で甘あまったるいお茶をすすりながら、イクタがそんな減らず口を叩たたいた。全身から女物の香こう水すいの匂においを漂ただよわせるこの男が、今の生活をいちばん満まん喫きつしているのは間ま違ちがいない。

「……そりゃ、あんたは帝都ここの図書館に就しゆう職しよくが決まっているものね。交通費が浮いたってとこ？」

　信しん義ぎに厚いヤトリは、試験中断の原因がイクタにない以上、例の契けい約やくを反ほ故ごにするつもりは微み塵じんもない。それでも声に多少の恨うらみがましさがにじむのだけは仕方なかった。

「加くわえて、宿しゆく舎しやに入るまでの生活費も浮いたね」

　いけしゃあしゃあとイクタは言ってのけた。それを聞いたヤトリは過か去この自分の甘さを悔くやむ。──もっと強めに腹はらを殴なぐっておけばよかった。そうすれば治ち療りよう代だいと相そう殺さいさせてやれたのに。

　弛し緩かんした空気の中で雑ざつ談だんを続けていると、ふいに彼らを目指して近付いてくる気け配はいがあった。イクタを除のぞく四人が、とっさに背せ筋すじを伸ばす。

　硬かたい足音を立ててやってきたのは、ものものしい礼装に身を固めた三人の宮きゆう廷てい武ぶ官かんだった。

「ヤトリシノ・イグセム、マシュー・テトジリチ、イクタ・ソローク、トルウェイ・レミオン、ハローマ・ベッケル。──ここにおるのは、いま名前を呼んだ五人で間違いないな？」

　全員がうなずきで返す。いちばん年長の武官が、ごほんと一つ咳せきをした。

「東とう域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かん──今は亡なきハザーフ・リカン中ちゆう将じようから、貴き殿でんらに届け物がある」

　その声と同時に、両隣どなりに控ひかえていた若い武官が歩み出た。腕うでには赤い布でくるまれた細長い包みが抱えられている。彼らは繊せん細さいな扱あつかいでそれらをテーブルに載せて、静かに包みを開いた。

「……あっ!?　おれの風銃っ！」

　マシューが歓かん喜きして愛あい銃じゆうに飛びついた。一いつ拍ぱく遅れて、トルウェイは平へい均きんよりふた回り長い自分の風銃を、ヤトリは丁てい寧ねいに磨みがき上げられた長刀サーベルと短刀マンゴーシユを手に取る。……もう自分の手に戻ってくることはないだろうと覚かく悟ごした愛用の武器。ずしりとした鉄と年月の重みに腕が震ふるえた。

「中ちゆう将じようからの伝でん言ごんを読み上げる。──『気き球きゆうが帝てい国こく側がわの海に落ちたため、幸運にも君たちの持ち物を回収することができた。慎つつしんでお返しすると共に、若き勇ゆう者しやたちに帝国の未来を託たくす』」

　全員が居いずまいを正して聞き入る。それは伝言というより、紛まぎれもなく遺ゆい言ごんの文面だった。

「『老ろう兵へいは去されども、その志こころざしは死なず。君たち全員の武ぶ運うん長ちよう久きゆうを冥めい土どより祈いのる』──以上である」

　誰だれに言われるまでもなく、自然と全員が立ち上がって、もうこの世にはいない名めい将しように敬けい礼れいした。務つとめを果はたして散った者に抱く敬けい意いは、ひねくれ者のイクタでさえ例外ではなかった。

「よろしい、では本題に移る。──表おもてで馬車を待またせているので、それらの武器は、ひとまずホテルに預けて来られよ。貴き人じんに失礼のないよう、身み支じ度たくもじゅうぶんに整えて参まいることだ」

　ヤトリの目に光が戻る。行き場のない淀よどんだ空気をさらって、今、新たな風が吹き始めた。

「汝なんじら臣しん民みん、拝はい謁えつの光栄に涙なみだせよ。──アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニク皇こう帝てい陛へい下かが、宮きゆう殿でんにてお待ちである」







　市し街がい地ちを抜け、広大な常葉ときわの庭園を進んでいく馬車の中、五人の心しん境きようは各自様さま々ざまだった。

「なな、なぁトルウェイ……！　たしか謁えつ見けんの時って、陛下の目を見ちゃいけないんだよな？　それに従じゆう者しやを通さず直接声をかけるのも無ぶ礼れいにあたって、せきやくしゃみも絶対ダメで、後はええと、ええと……！」

「マーくん、大だい丈じよう夫ぶだから落ち着いて。陛下の御ご前ぜんに出たらひざまずいて、後は訊きかれたことだけ答えればいいんだ。宮きゆう廷てい作さ法ほうが徹てつ底ていしないくらいで意い地じ悪わるを言われたりはしないさ。だって、ぼくたちは褒ほめられにいくんだからね」

　いちばん分かりやすく動どう揺ようしているのがマシューで、無理やり第一ボタンまで締しめたシャツの上で丸い顔が赤くなったり青くなったり忙いそがしかった。そんな彼を落ち着かせるのに一いつ生しよう懸けん命めいで、トルウェイには緊きん張ちようしている暇ひまもない。

「……丈じよう夫ぶ、大丈夫……イルフ、ショーカ、エチリ……お姉ちゃん、しっかりやるからね……」

　弟たちの名前を呟つぶやきながら、ハロなどはほとんど祈いのりの体勢に入っていた。反面、その背中をさすってやるヤトリだけはいつも通りの冷静さだ。イグセム家は皇帝陛下の行ぎよう幸こうを受けたこともあり、彼女に限れば、至し尊そんの人と対面するのは今日が初めてではない。

　そしてイクタ・ソローク。ホテルを出発してから別人のように口数を減らしている。が、油断はできない。長い付き合いのヤトリから見ると、それは緊張よりも不ふ機き嫌げんの表れのようだ。

　……今のうちに釘くぎを刺さしておこう。表情のない横顔を眺ながめながら、ヤトリはそう決めた。

「イクタ。くれぐれも言っておくけど、謁見では訊かれたことにだけ無ぶ難なんな答えを返しなさい。いくら私だって、陛下の御前であんたを組み伏せるのはごめんよ」

「……わかってるよ。ただでさえ脇わき腹ばらが痛んで、ベッドの上では難なん儀ぎしてるんだから」

　この少年にしては、やや精せい彩さいを欠く減らず口だった。そうこうしているうちに馬車が止まる。外の衛えい兵へいから下車を指示されて、ついに五人は貴き人じんの住まう聖せい域いきの土を踏ふんだ。

　まず目に入ったのは、滑なめらかな乳にゆう白はく色しよくの石材を積んで作り上げた、壮そう麗れいな大だい伽が藍らんだった。

「……うそ。ここ、白はく聖せい堂どう……？」

　ヤトリの瞳どう孔こうが開いた。──皇こう帝てい陛へい下かが人を迎えるに当たって、バンハタールの宮きゆう殿でんには三つの建物がある。国外からの客と会うための黄こう砂さ堂どう、臣しん下かの奏そう上じようを聞くための深しん緑りよく堂どう、国家の功こう労ろう者しやを称たたえるための白聖堂がそれだ。

　皇こう族ぞくが生活を営む館やかた、いわゆる御ご所しよから最もつとも近い位置にあるのが、今ヤトリたちが前にしている白聖堂。この建物で皇帝陛下との謁えつ見けんが許されるのは、帝国に対して本当に大きな貢こう献けんをした重じゆう臣しんのみ。軍人で言えば、最高の階級である元げん帥すいへの昇しよう進しんがここで言い渡される。

「付いて参まいられよ」

　裾すその長い儀ぎ典てん衣いに身を包んだ侍じ従じゆうに案内されて、五人は白聖堂の中へと踏み入っていく。さすがのヤトリも緊きん張ちように歩みを鈍にぶらせた。……いくら姫ひめ殿でん下かを助けたとはいえ、今はまだ何の官位も持たない一般人の功こう績せき。謁見があるとしても深緑堂で済まされるものとばかり思っていた。

　御ご前ぜんに出る前の最後の確認として、侍じ女じよたちが五人全員の体を検あらためる。陛下に危険を及ぼすようなものが何もないと分かると、護ご衛えいのための帯たい刀とうを許された傍そば付つき武ぶ官かんたちが、奥の間の扉とびらをゆっくりと開いた。

　長く敷しかれた黄おう金ごん色いろのじゅうたんの先で、この国の支配者が、玉ぎよく座ざに君くん臨りんしていた。

「ヤトリシノ・イグセム、マシュー・テトジリチ、イクタ・ソローク、トルウェイ・レミオン、ハローマ・ベッケル。──以上五名、皇帝陛下の召しよう喚かんに応じて参さん上じようしました」

　そう報告するなり、ここまで先せん導どうしてきた侍従頭がしらが脇わきに下がって、皇帝の正面に残されたのは五人の少年少女たちだけになった。雲うん上じよう人びとの視し線せんが圧力となって、ひざまずいた彼らの背中を重くする。

「シャミーユ。お前の口から、この者たちの功こう績せきを」

　低く涸かれた声が娘を呼んだ。それに応じて、臣しん下かの列の先頭から純じゆん白ぱくのサリー・ドレスに身を包んだシャミーユ姫殿下が進み出る。遭そう難なんの疲ひ労ろうは一月の間にすっかり癒いえたと見えて、長い金きん髪ぱつも元もとの美しさを取り戻し、その姿はさながら大伽藍に咲いた一輪の花のようだ。

「奏そう上じようします、父上。──第一、高こう等とう士し官かん試験の会場に向かう船が嵐あらしによって沈ちん没ぼつした折おり、揺ゆれに煽あおられて海へ落ちた余よを、死の淵ふちから救い上げし功績。第二、余が共きよう和わ国こくの兵士に囚とらわれかけた折、一いち命めいを賭とした武ぶ勇ゆうと策さく略りやくによって敵を退しりぞけし功績。第三、遭難の末に漂ひよう着ちやくした先が共和国領土という不運に見み舞まわれながらも、安あん易いな絶望をしりぞけて機転を働はたらかせ、ついには余を連れて国こつ境きようを突とつ破ぱせし功績」

　姫君が並べたもろもろの功績に、陛下は軽くうなずき、誉ほまれある若者たちの姿を眺ながめた。

「汝なんじらの働きによって、カトヴァーナ帝てい室しつ九百年の貴とうとい血を受け継つぐ娘は、キオカの蛮ばん族ぞくに囚とらわれることなく朕ちんのもとに帰ってきた。朕の血けつ脈みやくを守った、これはすなわち帝国を守ったことに等しい。ならば若き護ご国こくの士しらよ、朕は惜おしみなき褒ほう章しようをもって汝らに報むくおう。──面おもてを上げよ」

　許しを受けて、五人全員がおそるおそる顔を上げる。そこで彼らは初めて、自分が生を受けた国の支配者たる人物を、間近で目にすることになった。

　皇こう帝ていは、まだ老いてはいなかった。四十がらみの男盛りをやや過ぎた程てい度どだろう。……にもかかわらず、その佇たたずまいは巨きよ大だいな枯かれ木を思わせた。骨ばった両手の指が、乾きを大量の香こう油ゆでごまかした肌はだが、張りと艶つやを失って黄おう土ど色いろに退色した金きん髪ぱつが、隠かくしようもなく心しん身しん両面の衰おとろえを物語っていた。

　頭に王おう冠かんを載のせた枯れ木が、その威い厳げんだけを頼たよりに、ゆっくりと右腕うでを上げる。

「ヤトリシノ・イグセム、マシュー・テトジリチ、イクタ・ソローク、トルウェイ・レミオン、ハローマ・ベッケル。──汝ら五人、今日この時をもって、『帝てい国こく騎き士し』の称しよう号ごうを授さずける」

　長い長い沈ちん黙もくが降りた。皇帝の言こと葉ばは、そう簡単に五人の頭へ染しみ込んでいかなかった。

「…………帝国騎士……？　……え、それって……つまり……じょ、叙じよ勲くんッ!?」

　この瞬しゆん間かんだけは緊きん張ちようも礼れい節せつも忘れて、マシューの丸い顔が喜びに輝かがやいた。その隣となりではトルウェイが真昼に幽ゆう霊れいでも見たかのように両目を剝むいている。これはヤトリでさえ同じだった。

　五人が耳を疑うのも無理はない。『帝国騎士』の称号とは通常、戦争で多大な軍功を上げた高こう等とう士し官かんにのみ与えられる至し上じようの栄えい誉よの一つ。これを受けた人間は、子し孫そんに世せ襲しゆうされることのない一いつ身しん限りの扱いではあるが、貴族の末席にその名を連ねるのだ。

　帝国の身分制度下における貴き族ぞくとは、帝室と姻いん戚せき関係にある有力な家いえ柄がらの子し弟ていを指すため、原げん則そくとして平民から貴族に成り上がることはない。その唯ゆい一いつに近い例外が『帝国騎士』の叙勲で、これには多くの特典が付いてくる。年金の大おお幅はばな増ぞう額がく、政治的発言力の増大、貴族院が主しゆ催さいする会合への出席許可……若い身み空そらでは扱いきれないほどの権利が転がり込んでくるのだ。

　だからこそ、ヤトリとトルウェイは安あん易いに喜べない。……いくら第三皇おう女じよを救った功こう績せきがあるといっても、これは明らかに過か剰じような恩おん賞しようであって、両腕で抱えきれないトロフィーをぽんと投げ与えられたようなものだ。どうして裏うらを疑わずにいられよう。

　ショックで失しつ神しんしたハロを支えながら、ヤトリはさりげなく斜ななめ後ろに視し線せんを移した。……イクタ・ソロークの顔には血ちの気けがなかった。握にぎり締しめた左右のこぶしが小こ刻きざみに震ふるえていた。

　今すぐにでも飛びかかって皇帝の首を絞しめ上げたいのを、どうにか抑おさえている──ヤトリにはそう感じられた。ほとんど確信だった。







　叙勲の段取りが終わると、皇帝はそれだけで疲つかれきったように玉ぎよく座ざへ背中を預けてしまった。後は全すべて侍じ従じゆう頭がしらが取りもった。内容は『帝てい国こく騎き士し』の心構えと、事じ故こで中断されてしまった高こう等とう士し官かん試験の結果についてだった。ここで五人全員の特例による試験合格が言い渡された。……叙じよ勲くんの後に知らされたせいで、驚おどろきも喜びも薄うすれてしまったが。

　ふってわいた謁えつ見けんは有う無むを言わさず終しゆう了りようし、誰だれにも状じよう況きようが正しく理解できないまま、五人は奥の間から下がらされた。気き絶ぜつしたハロを背せ負おうヤトリを先頭に、白はく聖せい堂どうを出ていく。

　表では、二台の幌ほろ馬ば車しやの前に、白いサリー・ドレスを身にまとった姫ひめ君ぎみが待まち構えていた。

「……シャミーユ殿でん下か……」

「ご苦労だった。が、もう少し付き合ってくれ。これよりそなたらの叙勲を祝いわう式しき典てんがある」

　そう短く告つげて、姫ひめ殿でん下かは一足先に左の馬車へ乗り込んだ。

「三人ずつの分ぶん乗じようだ。ヤトリとソロークはこちらに乗れ。残りの三人はもう一方に」

　意味ありげな分け方だった。言われるまま全員が乗り込むと、すぐさま馬車が走り出す。ゆうに六人は乗れるスペースを三人で使いながら、締しめ切った客室の中で姫殿下が口くち火びを切った。

「ここで何を話しても御ぎよ者しやには聞こえない。もう耐たえずともよいぞ、ソローク」

　少年の内心を見み透すかしたように姫君は言う。イクタはずっと握にぎり締しめていたこぶしをほどき、ひとつ盛大に溜ため息いきをついて、自分の黒くろ髪かみをぐしゃぐしゃとかき回した。

「……やってくれたね、お姫さん。見事に僕の人生設計をぐちゃぐちゃにしてくれた。……たとえ天地がひっくり返ろうと、軍人にだけはなりたくなかったっていうのに……」

　つい一時間前まで一般人だった少年がうめいた。……そう、イクタはもう軍人なのだ。

　高等士官試験に特例で合格したからではない。それはあくまでも幹かん部ぶ候こう補ほ生せいとして軍に入る許可をもらっただけのことで、本人の意思でいくらでも辞じ退たいできる。事情が普通であれば。

　問題なのは『帝国騎士』として叙勲された事実のほうだった。……叙勲とは褒ほう美びの形をした皇こう帝ていからの勅ちよく命めいだ。これは臣しん民みんである以上決して断れない。さらに厄やつ介かいなことに、この称しよう号ごうには否応なく軍籍が伴うのだ。理り屈くつは単たん純じゆん明めい快かい、騎士が軍人でないはずがない。

「軍人になってしまった以上、もう軍からの指示には逆らえない。高等士官学校への進学は、この時点で自動的に『許可』ではなく『命令』になった。……苦労して手に入れた国立図書館司し書しよのポストも全部おじゃんだ。もう怒る気力も湧わいてこない」

　スペースが余あまっているのをいいことに、イクタは腰こしから上を座ざ席せきに横たえた。そんな少年を見やる姫殿下の表情にも、無表情で取り繕つくろってはいたが、うっすらと罪ざい悪あく感かんがにじんでいる。

「……殿下、過か分ぶんな栄えい誉よを頂いただいたことは感謝しております。しかし、これはさすがに不自然ではありませんか」

　ヤトリが代わって口を開いた。姫君は黙だまって耳をかたむける。

「『帝国騎士』とは、その字じ面づらが示すとおり、多大な軍功を上げた軍人へ与えられる称号のはずです。軍人に授さずける勲くん章しようだから『騎士』なのであって、『騎士』号を与えられた人間が軍人になる、というのは順序が逆です。私の知る限り、こういう叙勲には前例がないのでは」

「前例はない。だから、そなたらで作った」

「殿でん下か……」

「ヤトリ、頼たのむ、そんな顔で余よばかりを責せめるな！　……むろん余も後押しはした。だが、そなたらの叙じよ勲くんは余の一いち存ぞんではなく、カトヴァーナ内ない閣かく全体が望んだことなのだ」

　言い訳わけじみた姫ひめ殿でん下かの弁べん解かいに、イクタは寝転んだまま鼻を鳴らした。

「……実態が出で来きレースだったとはいえ、東とう域いき鎮ちん台だいの敗北は国民から見れば『負け戦いくさ』以外の何物でもない。憎にくしみをキオカに向けさせて、責任を軍に押し付けたところで、世情が不安定になることは避さけられないでしょうね」

「…………」

「こんな時にいてほしいのは、国民を楽らつ観かん的てきにさせてくれる偶ぐう像ぞう……要ようするに英えい雄ゆうだ」

　姫ひめ君ぎみは嘆たん息そくした。イクタの察しの良さが頼もしく、それ以上に恐ろしくもあった。

「……正解だ。余とそなたらの生せい還かんはタイミングが良すぎた。今まさに東域を奪うばい返さんとするキオカから、若き士し官かん候こう補ほ生せいたちが行方ゆくえ不明の第三皇おう女じよを連れて帰ってきたのだ。敗戦という巨きよ大だいな凶きよう報ほうの中で、この報しらせだけが国民の灯ともし火びとなっている。これを政治に利用しない手はない」

「ええ、そうでしょうね。皇こう族ぞくには臣しん民みんの人生をもてあそぶ権利がおありになるようだし」

　ユーモアが抜け落ちたイクタの皮ひ肉にくは、もはや単なる言こと葉ばの刃やいばでしかない。

「さしずめ僕たちは、帝てい国こく二千万の人じん心しんを安あん堵どするための英雄ってわけだ。……まぁ、それはひとまず脇わきによけておきましょう。悔くやしいけど、今さら愚ぐ痴ちったところで勅ちよく命めいが変わるわけじゃない。何より先に僕が訊きいておきたいのは別の部分だ。

　──ねぇ、お姫ひめさん。あなた、こんな形で僕たちを囲い込んで、一体どうするつもりなんだ？」

　上体を起こしざま、ついにイクタが核かく心しんへ切り込んだ。

「みんな始めから疑問に思っていたことさ。どうしてヒルガノ列島に向かう船に第三皇女なんかが乗っていたのか。……もっとも僕みたいなすれっからしには、納なつ得とくのいく理由なんて一つしか思い浮かばないんだけど」

「あ、あれは公こう務むの一いつ環かんだ。キオカとの戦局悪化を鑑かんがみ、この国の未来を担になう士官候補生たちを励はげまそうと……」

「あなたの振る舞まいが年とし相そう応おうに幼おさなければ、その建たて前まえを本ほん音ねにしてやってもよかった。……でも、もうダメだね。何かと英えい才さいぶりを見せすぎたよ。お姫さんが小さい腹はらに一いち物もつ抱かかえてらっしゃることは、僕だけじゃなくヤトリやトルウェイにだって察しが付いている。──クス、凝集光ハイビームを」

　イクタの腕うでに抱かれたクスが、姫殿下に強い光を浴びせた。不明な心の内を照てらすように。

「う……や、やめろソローク、まぶしい……」

「もう素直に吐はけばいい。これから出しゆつ世せする可か能のう性せいの高い若者に、お姫ひめさんのような要よう人じんが会いに来る時……それは後々の利益を見込んで、コネクションを作りに来たに決まっているんだ」

『帝てい国こく騎き士し』の叙じよ勲くんがこたえているのか、イクタはいつになくサディスティックに少女を責せめる。だが姫ひめ君ぎみの側も、いつまでも主しゆ導どう権けんを相あい手てに譲ゆずっている気はなかった。

「……その疑い深さは父君から学んだものか、ソローク……いや、イクタ・サンクレイ」

　その瞬しゆん間かん、少年がまばたきをやめた。指で合あい図ずしてクスに光を消させ、鋭するどく相手をにらむ。

「……帝てい室しつが誇ほこる内ない諜ちよう部隊の手にかかっちゃ、人ひとりの経けい歴れきを洗うのに一月は要いりませんか」

「内諜部隊あれを動かせるのは今きん上じようだけだ。余よには使えないし、今回は使う必要もなかった。有ゆう事じに際しての優すぐれた知性、機転、行動力。帝国人離ばなれしたキオカ訛なまりの使いこなし。そして何より、勅ちよく命めいを無む視しした全軍の撤てつ退たいを求めて、今は亡なきリカン中ちゆう将じように嚙かみ付いたそなたの剣けん幕まく。……ここまで手掛かりが揃そろえば、余にちょっとした推すい測そくを抱かせるにはじゅうぶんであった」

　会話の流れを取り戻したところで、ふと姫君は謝しや罪ざいの視し線せんをヤトリに向けた。

「ヤトリには謝あやまらねばならぬ。余はソロークの素す性じようを探さぐるために、そなたを通さずイグセム家にかけ合ったのだ。……ふたりの信しん頼らい関係を見る限り、互たがいに隠かくし事は少なそうだと思ったのでな」

「……父が、喋しやべりましたか……」

「隠そうとはした。だが、喋らなければならぬよう、余が強権をもって命じたのだ。……そうやって強引に真実を聞き出した時は、そなたらの仲なかの良さがますます不ふ可か解かいに思えたものだが」

　その不可解さが今なお晴れていない証しよう拠こに、姫ひめ殿でん下かの目には戸と惑まどいの色があった。

「史し上じよう屈くつ指しの名めい将しようでありながら、作戦行動中の命令無む視しによる『戦せん犯ぱん』の汚お名めいを着せられ、前キオカ戦せん役えきの終戦後に獄ごく中ちゆうで果はてた帝てい国こく軍ぐん総そう司し令れい官かん、バダ・サンクレイ大たい将しよう。……そなたはその忘れ形見だ、イクタ」

　シャミーユ殿でん下かの出した切り札ふだを前にして、少年はすねたように顔をそむけた。

「……木の股またから生まれてきたわけじゃないんだ、そりゃイクタくんにだって親はいますよ。僕の誕たん生じように当たってちっぽけな種を提てい供きようしてくれた男は、そういえばそんな名前だったかもしれないですね」

　ひねくれ方が露ろ骨こつに子供っぽくなる。主しゆ導どう権けんを取り返した、姫君はそう思った。それは彼と出会ってからずっと奪うばわれていたものだったから、なんだか一いつ緒しよにプライドも取り返したような気がして、彼女は知らないうちにどんどん調ちよう子しに乗っていった。

「まだあるぞ。そなたが師と呼んでいた人物、例の『科学』とかいう考え方を最初に唱となえたのは、昨年に帝国からキオカ共きよう和わ国こくへと亡ぼう命めいした老ろう博士はかせ、『瀆とく神しん者しゃ』アナライ・カーンであろう。彼はバダ・サンクレイとは長年の盟めい友ゆうだったそうだな」

「『瀆とく神しん者しや』なんて異い名みよう、あの爺じいさんは誉ほめ言こと葉ばとして受け取ると思うけどね」

「まだまだあるぞ！　キオカ訛なまりの言葉遣づかいは母親から教わったものだろう。当時の戦勝に当たり、色いろ好ごのみの今きん上じようがキオカから後こう宮きゆうに召めし取った美女を、戦せん功こうの褒ほう賞しようとしてバダ大たい将しように賜たまわしたものと聞く。たしか名はユーカ・サンクレイ……っ!?」

　イクタの瞳ひとみから理性の光が消え失せ、素早く伸びた右手が姫ひめ君ぎみの襟えり首くびをひっつかむ。とっさに止めようとしたヤトリさえも、今回は左手で突つき飛ばしていた。

「──もういっぺんでも母さんを侮ぶ辱じよくしてみろ。この手でくびり殺してやる」

　めったに見せることのない殺さつ気き立だった表情で、イクタが姫ひめ殿でん下かをにらみ付けた。長くは続かず、ヤトリが体勢を立て直す頃ころには相手を解放している。……だが、それでじゅうぶんだった。ほんの数秒の出で来き事ごとが、幼おさない少女に「人に憎にくまれる」ことの恐きよう怖ふを刻み込んでいた。

「……嫌いやな話だわ。その時は私も、あんたをくびり殺さなきゃならないわけね」

　ショック状態の姫君を背中にかばいながら、ヤトリが低い声で牽けん制せいする。落ち着きを取り戻したイクタは両手を上げて、自分の行おこないを棚たなに上げた非暴力の意思を示した。

　それで会話は中断された。ヤトリになだめられて姫君の呼こ吸きゆうがどうにか落ち着いた頃ころには、すでに目的地に着いた馬車が停まっている。イクタが真っ先にドアを開けて客室から降りた。

　けっこうな時間走っていたはずだが、なんと未いまだに庭園の中だった。祝しゆく宴えんに適した東の広場に移動したのだ。色鮮あざやかな花々が整然と咲さき誇ほこる庭の中、帝てい立りつ高校の卒業記念パーティーとは比くらべ物にならないほど贅ぜいを尽つくした料理がテーブルに並び、招しよう待たいを受けた高級軍人や貴き人じんが、酒のグラスを片手に談だん笑しようを交わしていた。

「ああよかった、さすがに祝宴は上等だ。これで少しは気分が直せるってもんだよ」

「待まちなさいイクタ、殿でん下かがまだ……！」

　姫君の青ざめた顔色など歯し牙がにもかけず、少し離はなれた場所に立っているマシューたちを見つけるや、さっさとそちらに合流しようとするイクタ。ヤトリの声もさすがに非ひ難なんの色を帯びた。

　二人に背中を向けたまま、少年は乾いた声で言った。

「ねぇヤトリ。高こう等とう士し官かん試験には合格したし、主しゆ席せきとは比くらべ物にならない『帝てい国こく騎き士し』の称しよう号ごうも付いてきた。ちょっとばかり釈しやく然ぜんとしない部分はあるけど、それを差し引いても、今日は間ま違ちがいなく君にとって記念すべき日だ。そうだよね」

「…………」

「対して僕にとってはどうだろうか？　これがまるで鏡かがみ写うつしでさ、文もん句くなしに人生最悪の日だ。母さんを亡なくした日と甲こう乙おつつけ難がたい。なにしろ今日僕は、これだけは人生で絶対になりたくないと願っていたものに、三つ同時になってしまったんだ。貴族、軍人──そして英えい雄ゆうにね。

　こんな日はもう、とにかく何も分からなくなるまで飲むよ。それしか僕には思いつかない」

　震ふるえる声でそう言いきると、ついに一いち瞥べつさえ姫殿下に返すことなく、イクタは立ち去さった。その歩みを止められる言こと葉ばなど、世界のどこにも存そん在ざいしなかっただろう。
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　帝てい国こく軍ぐん中央基地付属、高こう等とう士し官かん学校。帝てい都とバンハタールから南に三十キロほどの位置にある訓くん練れん施設。現在のカトヴァーナ帝国は志し願がん兵へい制度を採とっており、中央基地には平時から四千人以上の専業軍人が常じよう駐ちゆうしている。

「ハキハキ走れぇーい！　二に等とう兵へいから元げん帥すいまで、体力のない軍人などありえんのだぁーっ！」

　晴れ渡った青空にヒステリックな怒ど鳴なり声が響ひびいていた。古こ今こん東とう西ざい、軍施設における「教官」とは基本的に「鬼おに教官」を指す。彼らによる部下の教育は、ピカピカの新しん兵ぺいたちが胸むねの引き出しにしまってある宝たから物もの──主おもに自由意志や個人の尊そん厳げんといった甘あまったれた幻げん想そう──を粉こな々ごなに砕くだくところから始まるのだ。

「どうしたマシュー・テトジリチ准じゆん尉いぃーっ！　『動けるデブ』がきさまの売り文もん句くではなかったのかぁーっ!?　のろまな肉にく団だん子ごは戦場じゃ弾たま除よけにしかならんぞーっ！」

「……さっ、サー・イエス・サー！」

「ペースが落ちとるぞハローマ・ベッケル准尉ぃーっ！　衛えい生せい兵へいは誰だれよりも早く負ふ傷しよう者しやを求めて走り回らねばならんのだぁーっ！　そんな貧弱なスタミナで務つとまるかぁぁーっ！」

「ぜぇっ、ぜぇっ、はぁっ……さっ、サー・イエス・サー！」

「ハロさん頑がん張ばって、もう少し……！」

「まだ他人の疲つかれを気き遣づかう余よ裕ゆうがあるとは、さすがだなトルウェイ・レミオン准尉ぃーっ！　お優やさしいきさまには追つい加かで三周しゆうプレゼントだぁーっ！　ありがたく受け取れぃーっ！」

「……、サー・イエス・サー……！」

「ヤトリシノ・イグセム准尉ぃーっ！　きさまは一番乗りが大だい好すきのようだから、列の先頭はきさまの指し定てい席せきにしてやろう！　そこ以外を走ることは許さんぞーっ！　抜かれたら抜き返すまで絶対に止まるなぁーっ！」

「サー・イエス・サー！」

　今期の高等士官試験の合格者は男子二十四人、女子八人の総勢三十二名。基き礎そ教きよう練れんに費やされる最初の三ヶ月は、この全員が揃そろって教官のシゴキを受けることになる。マラソン、アスレチック、集団行動、射しや撃げき術じゆつ、白はく兵へい技術……今の時点での内容は、一いつ兵ぺい卒そつのそれと何ら変わらない。

　とにかくアホのように走らされて、理り不ふ尽じんな理由で連れん帯たい責せき任にんの罰ばつを受けて、耳にタコができるほど教官から罵ば倒とうされて過すごす。一般人から軍人になるための通つう過か儀ぎ礼れいだ。教官の命令に頭より先に体が反応するようになるまで、ひたすらこれが続けられるのだ。

「周回遅おくれだぞイクタ・ソローク准尉ぃーっ！　仲なか間まに迷めい惑わくをかけて恥はずかしくないのかーっ！　だいたい目が死んどるんだきさまーっ！　いっそ荷物をまとめて故ふる郷さとに帰れーっ！」

「いや……まったく、そうさせて欲ほしいところで……」

「何か言ったかぁぁぁ!?　声がぁぁぁあああぁぁ小さぁぁぁぁあああぁぁぁぁあああい！」

「サー、イエス、サー！」







「いったい何の罪つみがあって、僕はこんな目に遭あってるんだ？」

　イクタが懲こりずにぼやいた。どうにか午前の訓くん練れんをしのぎきった直後の昼休み、大おお鍋なべからよそったスパイスたっぷりの煮に込こみ料理を、タンドリーで焼いた薄うすいパンといっしょに食べているところだった。場所はいやがらせのように屋外だ。

「さぁ、漁ぎよ色しよくの罪つみかしら？　なんにしても帝てい国こく軍ぐんの制服がよくお似に合あいよ、イクタ准じゆん尉い」

　ヤトリが涼すずしい顔で皮ひ肉にくを言った。袖そでなしのシャツと焦こげ茶ちや色いろのズボンは全員がお揃そろいだ。正式には上着と帽ぼう子しがこれに加くわわり、左胸には階かい級きゆう章しようが付いている。腰こしのポーチに入った精せい霊れいまで、軍属を示しめす赤いティアラを頭にかぶっていた。

　この軍服をいちばん着こなしているのがヤトリだとすれば、その反対が間ま違ちがいなくイクタだろう。容よう姿しの問題以前に、本人の自じ覚かくによるところが大きいようだが。

「むぐむぐ……。おいイクタ准尉、それ、残すならおれがもらうぞ」

「我わが友マシュー、これは冷めるのを待まってるんだよ。……というか君は風精霊持ちなんだから、せっかくなら皆に涼りようを提供してくれるとうれしい。ほら、そこのイケメンもさぁ」

　イクタにふてぶてしく要求されると、人のいいトルウェイがパートナーのサフィに命じて風を起こさせた。マシューの風精霊ツゥもそれにならう。

「た、助かりますー……。毎日これじゃ、暑くて死んじゃいますよぉー……」

　イクタと同じくらいバテ気ぎ味みのハロが、よろよろと風に当たりに来た。……彼女のパートナーの水精霊ミルには氷を作ることができるのだが、一日の生産量が限られているため、負ふ傷しよう者しやが出た時に備えて温おん存ぞんしておくよう教官から指示されていた。

「元気を出して、イッくん、ハロさん。午後の予定は集団行動と弩弓ボウガンの射しや撃げき訓くん練れん、あとは座ざ学がくだよ。走り回るのは締しめくくりのマラソンくらいだ。それも夕方だから今よりずっと楽だし」

「それで励はげましてるつもりか？　あとイッくん言うな」

　言いながら、イクタはサフィの『風かざ穴あな』を自分に向けさせた。それにヤトリがむっとする。

「ちょっと、こっちに風が来ないじゃない。ぶつぶつ文もん句く言いながら涼を独どく占せんしないでよ」

「ふっ、主しゆ席せき卒業生改あらため帝てい国こく騎き士しともあろうものが、風を他人に譲ゆずることもできないなんて……」

「どこかで聞いた論法には、どこかで聞いたオチが待ってるわよ。──紳しん士しな帝国騎士なら当然レディー・ファーストでしょ、イクタくん」

　そう切り返すと、ヤトリはサフィを一いつ旦たん抱き上げて、自分とハロに風が当たるよう地面に降ろした。彼がげんなりして食事に戻ろうとしたところ、その目の前に、ふいに三つの影が立つ。

「いよぅ、のろまな帝てい国こく騎き士しさま。今日は一周遅おくれで済すんでよかったなぁ」

　ヤトリやマシューのそれと違ちがって、まったく親しみの感じられない皮ひ肉にくが放たれた。イクタがきょとんと相手を見上げると、予想通りの顔が並んでいる。──マッチョのアゴラ、出っ歯のコーサラ、ギョロ目のニーラ。同期合格者の中でも最初からつるんでいた三人組だ。

「体力不足の騎士さまのために、とっておきの精せい力りよく剤ざいを用意してやったぜ。しし、受け取れ」

　コーサラの手から細長いウネウネと動くものが落ちて、イクタが持っていた器の中に入った。不安げに様よう子すを見ていたハロが、小さく悲鳴をあげる。

　煮に込こみ料理の海でのたうっているのは、無数の節せつ足そくをもつ大きな虫──ムカデだった。

「キオカじゃ酒に漬けて飲むって聞いたぜ。まぁ試してみろよ」

　アゴラが丸太のような腕うでを組んでニタニタと笑っている。そこでイクタが急に厳しい表情になり、そばに転がっていたとがった石をつかんだ。びびり屋のニーラが飛び上がっていきりたつ。

「なななんだッ！　こらッ、やる気かッ!?」

「どっせいっ！」

　器の外へ逃げようとした頃ころ合あいを見み計はからって、イクタがムカデにとがった石を打ちつけた。黄色っぽい体液が飛び散り、頭を失った虫の体が、なおも強い生命力を誇こ示じするように蠢うごめいている。

　続く光景に、アゴラ、コーサラ、ニーラの三人組がぞぞっと鳥とり肌はだを立たせた。イクタは仕留めたムカデを指でつまんで口に運び、そのまま麵めん類るいのようにすすりこんだのだ。鳥の軟なん骨こつを嚙かみ砕くだくような音を立ててしばらく咀そ嚼しやくしてから、ごくりと喉のどを鳴らして飲み込んだ。

「──ごちそうさま。ちなみにムカデはさ、食って食えなくもないけど、牙きばに毒どくがあるから頭だけは落とさなきゃ危険なんだよ。次からよろしく。あとムカデ酒は都と市し伝でん説せつ。少なくともキオカの一般的な食文化じゃない」

　淡たん々たんと説明しながら、イクタはムカデの浸つかっていた煮込み料理をかき込む。三人組はその姿を呆ぼう然ぜんと見守っていたが、やがてアゴラが無む言ごんで踵きびすを返すと、他の二人もそれに従った。

　彼らの不満げな背中を見送りながら、ヤトリが苦にが笑わらいして肩をすくめる。

「敵てきを知らないにも程ほどがあるわね。よりにもよってイクタに虫責ぜめなんて」

「一時期は主しゆ食しよくだったからね。僕の体の半分は虫で作られているのだ」

　イクタが誇ほこらしげに胸を張る。一方、ハロは去さっていった三人組の背中をまだにらんでいた。

「……ひどいですよ、今の。わたし、自分がされたら我が慢まんできないです」

「まぁ今に始まったことじゃないしね。やり方が子供っぽくて微笑ほほえましいじゃないか」

　イクタがのん気に言った。付き合いの長いヤトリには分かる──この男、「子供っぽさ」や「未み熟じゆくさ」、「若さゆえの過あやまち」といったものには不ふ思し議ぎと寛かん容ようなのだ。マシューを一方的に気に入っているのもそのためらしい。反面、年に似に合あわない大人びた振ふる舞まいは好すかないようで、シャミーユ殿でん下かと相あい性しようが悪かったのもうなずけるというものだ。

「ただでさえ私たち『騎き士し団だん』はやっかみの対象だしね。ああいう手合いをいちいち相手にするのも面めん倒どうだし、イクタに攻こう撃げきが集中してくれるのはありがたいわ」

「ヤトリさん、それはあんまりじゃ……」

　率そつ直ちよくすぎる意見をトルウェイがなだめた。──彼ら五人の遭そう難なんメンバーは、全員が叙勲くんしようを受けて入学したことで、自然と周囲から『騎士団』と呼ばれるようになっていた。もちろん尊そん敬けいよりも嫉しつ妬とと軽けい蔑べつが濃い呼び方で、「第三皇おう女じよのコネで試験を通つう過かしてきた連中」呼ばわりする者もいる。ある意味事実なので反論も難むずかしい。

　……とはいえ、イクタに攻撃が集中している原因の大半は本人にあった。もともと試験通過を望んでいなかったイクタは、選えりすぐりの合格者たちと比くらべると体力的に水準より大きく劣おとっていて、訓くん練れん開始当初は盛大に周りの足を引っ張ったのだ。露ろ骨こつなやる気のなさも手伝って、「のろまな帝てい国こく騎士さま」と皮ひ肉にくられるのも無理のないところだった。

　すっかり空くう腹ふくを満たしたマシューが、これだけは変わらず丸いお腹なかをさすりながら言う。

「なーに、ああいうヤツらは無む視しするのが一番だよ。弱い犬いぬほどよく吠ほえるってね」

「あんたが言うと説得力があるわ」「君が言うと説得力があるよ」

「なんでそこだけハモるんだよ!?　おまえら不ふ愉ゆ快かいすぎるぞ！」

　マシューが頰ほおをふくらませて拗すねると、ハロもぷっと吹ふき出した。こんな感じで、環境に色々と問題はあるものの、少なくとも『騎士団』の面々は仲なか良よくやっているのだった。




　集団行動と射しや撃げき訓練を乗り越えて、ようやく室内での座ざ学がくの時間になった。疲つかれきったイクタが教室の机つくえに突つっ伏ぷしていると、すぐ隣となりで人の座すわる気け配はいがして、夢ゆめうつつの彼を起こす。

「隣。座っても構わないか、ソローク准じゆん尉い」

　美しい金きん髪ぱつを揺ゆらしながら少女が言った。……焦こげ茶ちや色いろの下衣と白いシャツ、そして准尉の階級章。どこを見てもイクタたち高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいと同じ出いで立ちだが、全体のサイズが極きよく端たんに小さい。本人の姿を見ると、どう見ても中等学校に入ったかどうかの年ねん齢れいだ。

「……机も椅い子すも僕のものじゃないですからね。どうぞご自由に、シャミーユ准尉様」

　声がそっけなかった。──皇こう族ぞくが軍事教育を受けること自体は、皇こう帝ていが軍組織の頂ちよう点てんに立つカトヴァーナ帝国の制度上、特に不自然な話ではない。異例な点は大きく二つ。シャミーユ殿下の十二歳という年齢と、彼女が他の候補生たちと同じ立場で高等士官学校に通っている点だ。

　年の若さについては、姫ひめ君ぎみの早そう熟じゆくな英えい才さいぶりと、皇族身分のゴリ押しが通用したようだ。いち准尉として高等士官学校に入ることも、帝室のイメージアップを図はかる政治的措そ置ちの一いつ環かんらしい。──あくまで本人の思惑はまた別にして、という話だが。

　姫ひめ殿でん下かが座ざ席せきに着くと同時に、教室に教官が入ってきて講こう義ぎが始まった。今のところはまだ、講義の内容もそこまで深く踏ふみ込んだものではない。各自が高等学校などで学んできた用よう兵へい学がくの基き礎そを確認するためのおさらいといったところだ。

　退たい屈くつなのはイクタも姫ひめ君ぎみも同じこと。少年が七度目のあくびをした辺りで、思い切った彼女は板ばん書しよを取っていた手て元もとの黒石板ノートに、隣となりへ向けた私し的てきなメッセージを書き込み始めた。

　──ここでの生活は順調か？　少し瘦やせたように見えるが。

　文字で話しかけられたことに気付くと、イクタも少し考えて、自分の黒石板に返事を書く。

　──誰だれだって嫌いやでも瘦せますよ。ためしに僕たちと同じだけ走ってみられては？

　痛いところを突つかれた姫君がうなる。……そう、正確には彼女は「他の候こう補ほ生せいたちと同じ立場」ではなかった。こうした座ざ学がくなどはともかく、アスレチックや白はく兵へい術じゆつといったハードな訓くん練れんのためには、年長の候補生たちと比くらべて基き礎そ体力が絶対的に不足している。

　そのため、帝室から指示を受けた教官たちによって、姫殿下専用のメニューが組まれていた。イクタはそれを皮ひ肉にくったのだ。客きやつ観かん的てきに見て、かなり大人気ない態度ではあったが……。

　──昼ひる寝ねができない、お酒が飲めない、妙みよう齢れいの女性ともお近付きになれない。僕の三大欲求はものの見事に全ぜん滅めつです。こんなところで何を楽しみに生きていけばいいのやら。

　率直な不満が次々と並べられる。姫君は溜ため息いき混じりにチョークを動かした。

　──じき三ヶ月の基き礎そ教きよう練れん期間が終わって、本格的に士し官かんとしての教育が始まるはずだ。今は誰もが名めい目もくばかりの准じゆん尉いだが、部下を持つようになれば自然と待たい遇ぐうも変わるだろう。

　──今欲しいのは部下よりも個室ですよ。相あい部べ屋やの三段ベッドじゃ愛あい人じんも連れ込めやしない。

　──女、女と……そなたの頭の中はそれだけか。ここで余よに言われても困るぞ、正直。

　──おや、これは失礼。相談相手を間ま違ちがえました。お子様には難むずかしい話でしたね。

　嫌いや味みたっぷりの一文に、姫君の胸きよう中ちゆうは怒りでむっかむかに膨ふくれ上がった。──いつもこうだ！　こっちは精せい一いつ杯ぱい気を遣つかって話しかけているのに、この男と来たらちっとも心を開いてくれない。いくら好こう意い的てきに接しても、意い地じ悪わるな皮肉ばかり返してよこすのだ。

　けれども、『帝てい国こく騎き士し』の叙じよ勲くんでイクタを軍ぐん籍せきに縛しばり付けたことに関して、シャミーユ殿でん下かは彼に負おい目がある。二度に渡って窮きゆう地ちを救われた恩おんもある。それを思うと、どんなに冷たくあしらわれたところで、姫君にはこの少年を怒れる気がしない。

　それに……彼とのコミュニケーションに失敗するたび、胸の中に怒りと一いつ緒しよに、もやもやした感情が沈ちん殿でんしていくのだ。その正体が何なのか、姫君にはよく分からない。不幸にも、この手の問題に対してアドバイスを求められるような親しい友人が、彼女にはまだいなかった。

「……の戦せん役えきの中で、下か士し官かんの活かつ躍やくが特に目立った戦局と言えば？　シャミーユ准尉」

「──っ!?」

　いきなり教官から質問が飛んできて、姫殿下は慌あわてながら立ち上がった。だが、先が続かない。いくら英えい才さい児じの彼女でも、質問の内容を聞いていなければ答えようがなかった。

「１３２ページ目」

　教科書を手に困り果てている姫ひめ君ぎみの隣となりで、イクタがぼそりと呟つぶやいた。それが助け舟だと気付いた彼女も素早くページをめくる。「特に目立った戦局」──合がつ致ちしそうな記き述じゆつは一つだけだ。

「……アブヒリアの撃げき破は戦せん？」

「正解です。着ちやく席せきを」

　姫君がほっとして席せきに座すわりなおす。瘦やせぎすの教官が、底そこ意い地じの悪い目を彼女の隣に向けた。

「では──この戦いの詳しよう細さいと、戦史的な意義を述べなさい。イクタ・ソローク准じゆん尉い」

　あからさまに面めん倒どうな質問がイクタに回された。これも日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。事あるごとにやる気のなさを露ろ呈ていする彼は、そのせいで同どう輩はいや先輩ばかりか、特定の教官からも嫌きらわれている。

　しかし、そんな周しゆう囲いのいびりに屈くつさず、今なお嫌われ続けていること自体が普通ではなかった。イクタはあくびを嚙かみ殺しながら立ち上がり、その理由を示し始めた。

「……帝てい歴れき７８８年、今はキオカ共きよう和わ国こくの領土となっている極きよく東とうヤポニク州の親しん征せいに当たって起こった『ヤポニク戦せん役えき』の一局面です。帝てい国こく側がわの指し揮き官かんはイルスヒム・ギォルゴ大たい尉い。彼はこの時の戦せん功こうをきっかけとして後に元げん帥すいまで上り詰つめた名めい将しようで、現在も英えい霊れいとして祭られています」

「続けろ」

「アブヒリアの撃破戦──正確には『アブヒリア湿しつ原げんの各個撃破戦』は、当時の基準に照てらすと、帝国側にとって著いちじるしく不利な状じよう況きようから始まりました。イルスヒム大尉の指揮する独立大隊八百名は、ヤポニク軍の三個中隊計千六百名によって北、東、西の三方向から進軍され、ただちに撤てつ退たいしないことには二倍の戦力によって包ほう囲い殲せん滅めつされる瀬せ戸と際ぎわにありました。

　しかし、普通の将しよう帥すいであれば撤退の判断しか有り得ないところを、イルスヒム大尉は全まつたく逆の行動に出ました。彼は指揮下の兵士たちに重おも荷にとなる風ふう臼きゆう砲ほうと兵ひよう糧ろうの半分を捨てさせ、全軍の身を軽くした上で、無む謀ぼうとも思える進軍を強行したのです。

　彼の狙ねらいはシンプルでした。北、東、西の三方向からやって来る敵軍を『合流する前に一つずつ叩たたく』こと、すなわち各個撃破戦法です。総戦力で敵に劣おとっていても、敵部隊が三つに分散している状態なら、一つ一つの敵よりは自分たちの方が強い。戦力合流した敵と戦えば一度で確実に負けるが、そうする前の敵と三度連続で戦っても自分たちが勝つ。その確信に基づいてイルスヒム大尉は連戦し、結果として目もく論ろ見みどおりの劇げき的てきな勝利を収めました」

　イクタがすらすら述べるほどに、教官の顔面が苦々しげに歪ゆがんでいく。

「この戦いの戦史的な意義は、一般的には『戦術的勝利が戦略的敗北を覆くつがえす実例を作った』ことだと言われます。全体の形勢が悪くても、局所的な勝利を積み重ねれば勝敗が引っくり返る。これは現在に至いたるまで帝国軍の精神性に影えい響きようを残しており、『イルスヒムに倣ならえ！』は劣れつ勢せいの部隊を励はげます際の定てい型けい句くにまでなりました。──しかし、本当にそうでしょうか」

　着席を許そうとした教官の口を、強い逆ぎやく接せつの言こと葉ばがさえぎった。同じ教室にいる生徒たちの目が次々とイクタに向けられる。姫ひめ君ぎみがふと気が付けば、この場の中心は彼だった。

「イルスヒム大たい尉いの勝利を、単なる精神論の根こん拠きよに留めておくのは、僕はもったいないと思う。『戦術的勝利が戦略的敗北を覆くつがえした』というのは一面の事実だけど、後世の軍人はその事実を計算に入れた上で戦略を立てなくちゃならない。だから、ここはイルスヒム大たい尉いのスタンドプレーを単純に褒ほめ称たたえるんじゃなく、彼だけが気付いていた戦術的優ゆう位いを読み取るべきだ。

　イルスヒム大尉の部隊がヤポニク軍に比くらべて有利だった点は大きく三つ。第一に、敵が三部隊に分かれているのに対して、彼の兵力が一つにまとまっていたこと。第二に、敵てきと比べて圧倒的に身軽で機動力に勝まさっていたこと。そして第三に、事前の調査によってアブヒリア湿しつ原げんの地形について熟じゆく知ちしていたこと。この三つの要素が、ヤポニク軍の将たちに比べて遥はるかにリアルな戦争の推すい移いを彼の頭に描かせた。

　簡単に言えば。まずヤポニク軍の将たちは、『アブヒリア湿原にいる敵と味方の兵力』を把は握あくし、そこから自軍の優ゆう勢せいを確信していた。でもイルスヒム大尉には、『アブヒリア湿原に配備された敵味方の兵力が、いつの時点でどの辺りにいるか』まで読み取れていたんだ。その結果、彼の中で両軍の優ゆう劣れつは逆転してしまった」

　もはや教官さえ含めて、教室内の生徒たちは残らずイクタの演説に聞き入っている。……いや、正確には例外がひとりだけいた。最前列に座すわる炎えん髪ぱつの少女は、今さらそれを聞くまでもなかった。

「分かるかな。『戦いの場所』と『互たがいの兵力比ひ』だけを判断の材料にしていたそれまでの戦争に、イルスヒム大尉は『時点ごとの部隊の所在』という三つ目の基準を追つい加かしたんだ。二次元の戦争を三次元に進化させた、これが彼の本当の功こう績せきなんだよ。

　その遺い産さんを正しく受け継つぐなら、現代の将たちは戦場で地図を開いた時、それを漫まん然ぜんと見ていちゃならない。まるで目め隠かくし将しよう棋ぎの盤ばん面めんを思い浮かべるように、地図上をリアルタイムで動き回る兵力を想像しなけりゃならないんだ」

　長なが口こう上じようが終わったのを見計らって、トルウェイが窓まど際ぎわから拍はく手しゆを鳴らした。それに呼こ応おうした他の生徒たちも、全員ではないにしろ、素直な賞しよう賛さんの念をもって両手を打ち鳴らす。……皮ひ肉にくな話だが、聴ちよう衆しゆうが彼らだったことはイクタにとって幸運だった。高こう等とう士し官かん試験を通ってくるだけあって、この場の生徒たちには、彼の演説の価値を理解するだけの素そ養ようがあったのだ。

　軽く手を振って拍手に応こたえると、それで気が済すんだのか、イクタは糸が切れた人形のように席へ腰こしを落とした。机つくえに突つっ伏ぷした覇は気きのない横顔は、さっきとはほとんど別人のようだ。

　だが……と姫ひめ君ぎみは思う。認めるのも腹はら立だたしいが、こんな風に彼が気まぐれに発はつ揮きする知性と行動力を、自分はもっと見たいと願っているのだろうと。







　座ざ学がくではたまに才さい能のうの片へん鱗りんを発揮することもあるイクタだったが、それ以外の訓くん練れんでは結構な能のう無なしだった。特に白はく兵へい術じゆつと射しや撃げき術じゆつがひどい。その惨さん状じようを分かりやすく表しているエピソードの一部を、以下に抜ばつ粋すいしてみよう。

「イクタ准じゆん尉い、早く起き上がれ！　敵は格かく闘とう中ちゆうに待まってくれんぞ！」

「ああ、それは受うけ身みを取り損そこねて気き絶ぜつしているんです。いま起こしましょう。──せいッ！」

　イクタが白しろ目めを剝むくと、すぐにヤトリがやってきて活かつを入れる。どうにか起き上がった彼が組手に戻るのを確認したので、教官も満足して他を見回りにいった。が、しかし……。

「……なんだ。さっき起こされたばかりなのに、イクタ准尉はまた倒れたのか？」

「ああ、それは当て身をお腹なかに食らって悶もん絶ぜつしているんです。いま起こしましょう。せいッ！」

　再ふたたびヤトリがやって来て活を入れる。今度もいちおう起き上がったので、教官は安心して他を見に行った。……だが、三分後に戻ってくると、また同じように倒れ込んでいる。

「……おい、イクタ准尉が口から泡あわを吹いているぞ。大だい丈じよう夫ぶか……？」

「ああ、それは締しめ技わざを極きめられて窒ちつ息そくしたんです。いま起こしましょう。──せいッ！」

　三たびやって来たヤトリが、今度も少年を楽らくにさせなかった。辛かろうじて起き上がったイクタは、うつろな顔のまま組くみ手てに戻ろうとしたが、その途と中ちゆうでばったり倒れてケイレンを始める。

「い、イクタ准尉っ!?　負ふ傷しよう者しやだ、衛えい生せい兵へいっ！」

「ああ、それは蘇そ生せい法ほうの副ふく作さ用ようによる筋きん肉にくの誤ご作さ動どうです。いま起こしましょう。せ──」

「もういいっ！　いいから早く医務室に運べーっ！」

　教官のストップがかかるまでに、三回の組手で四回失しつ神しんした男として、イクタは伝説を残した。ついでにヤトリもこれ以後、同どう輩はいから「さん」付けで呼ばれるようになったようだ。




　また、それとは別にこんな話もある。ボウガンによる射撃術の時間のこと。風かぜ精せい霊れい持ちの者以外は風銃が使えないので、誰でも扱えるこれが、全兵士に共通の遠えん距きよ離り兵へい装そうなのだが……。

「……イクタ准尉。きさま、本当に的まとが見えているのか？」

「もちろん見えています。これでも目はよくって」

「なら、どうして一発も当たっておらんのだ」

「コインを十回投げて全すべて裏うらが出ることもありますよ。まぁ確かく率りつの問題というやつで」

「……では、きさまの自じ己こ評ひよう価かだと、放った矢はどれだけの確率で的に当たるんだ」

「いくらなんでも五発に二発は当たりますって。今までに十発撃って全部外れましたからね、これから統計上の帳ちよう尻じりを合わせるための『揺ゆり戻し』があるはずです。まぁそこで見ていてください。僕の計算だと、きっと五～六発連続で命めい中ちゆうしますから」

　そう宣せん言げんしつつ、イクタは滑かつ車しやを回して弦げんを引き絞しぼり、新たな矢をつがえた。……が、今度こそと狙ねらいを定めて放った矢は、またしても見けん当とう外はずれの方向に飛んでいって地面に突つき刺ささる。

「……また外れたな」

「ええ、残念ながら」

「さっきの計算はどうなった？」

「十一発連続で外はずれましたからね。これから七～八発連続で命めい中ちゆうして帳ちよう尻じりが……」

　みなまで言わせず、イクタの後頭部に教官のこぶしが炸さく裂れつした。

「確かく率りつはそういうものじゃない！　なぜ五発に二発という見込みのほうを修しゆう正せいせんのだっ！」

　いらぬ屁へ理り屈くつをこねて逆げき鱗りんに触ふれる好例だった。どうにか人並みの命中率りつを出せるようになるまで、イクタがひたすらマンツーマンの猛もう特とつ訓くんを受けるハメになったことは言うまでもない。







　良くも悪くもイクタが周しゆう囲いに存そん在ざい感かんを放っていた頃ころ、他の『騎き士し団だん』の面々もそれぞれの訓くん練れんに打ち込んでいた。トルウェイに対するヤトリのライバル意識は相変わらずだったが、希望兵科の違ちがいもあって、この二人が能力を比くらべあう機会はまだ訪れていない。むしろ同じ風ふう銃じゆう兵へい同どう士しということで、トルウェイとマシューの付き合いが深まっていた。

　ほとばしる圧あつ縮しゆく空気の音が、屋外の射しや撃げき訓練場にいくつも重なって響ひびきわたった。精せい霊れいの体ごと抱え込むように構えた風銃で、遠くの的まとを狙ねらい、撃うつ。風精霊持ちの生徒を集めての射撃訓練だ。

「……──ッ、──ッ……フッ！」

　狙ねらいすまして放たれた鉛なまり玉だまが、四十メートル先にある人型の的の心臓部分を貫つらぬいた。射撃上手を自じ負ふする生徒たちの中でも、トルウェイ・レミオンの技術は群ぐんを抜いている。というより、射撃という行こう為いに対する造ぞう詣けいの深さが、他の生徒とは根本的に違っているのだった。

「また命中か……。悔くやしいけど、おまえの腕うでなら敵の指し揮き官かんを狙い撃ちできそうだな」

　溜ため息いきをつきながら、マシューが自分の風銃に弾たまを込める。負けず嫌ぎらいの彼でさえ認めるしかないほど、二人の命中率の差は歴然だった。十メートルや二十メートルなら差も目立たないのだが、それより離れると、マシューの弾はどんどん当たらなくなっていく。

「ありがとう、マーくん。……さすがに指揮官狙い撃ちとまではいかなくても、遠くの的を撃てるということは単純に大きなアドバンテージだから。まずはそれを極きわめたいと思って」

　そう言って、トルウェイはさらに一発を放った。的に穴あなは増えない。だが外れたのではなく、前と同じ穴を通ったせいだ。

「戦争に風銃が登場して百年余あまりで、その存そん在ざいはかつての主力兵科だった槍そう兵へいを事実上駆く逐ちくしてしまった。この覇は権けんはまだしばらく続くと思う。……レミオン家は戦列歩兵戦術を考案したけど、それとはまた別に、僕は『銃の戦争の歴史』に新しい一ページを加えたいんだ」

「大きく出たな。でも、新しい一ページって具体的にどんなことだよ？　また銃兵の新戦法か？」

「構想はぼんやりとあるけど、しばらくは内ない緒しよかな。また今度話を聞いてよマーくん」

　支給された弾たまをキレイに使いきったところで、教官から「撃うち方止め！」の号令が降りた。それを合図にパートナーの風かぜ精せい霊れいから銃身バレルを外はずし、サフィとツゥをそれぞれのポーチに収め、トルウェイとマシューは他の生徒たちと共に整列した。

「午前の訓くん練れんはこれで終わりだ！　昼食休きゆう憩けいに入れ、解散ッ！」

　生徒たちはほっと一ひと息いきついた。食事の後は、午後の訓練が始まるまで貴き重ちような自由時間だ。

「終わったね。とりあえず食堂でイッくんたちと合流しようか」

「いっつも『騎き士し団だん』で固まるのも何だかなぁ。ま、今日のところは付き合うけど」

　合意して歩き始めた二人だったが、食堂までの近道を選んで倉庫の陰に入っていったところ、そこにたむろっていた先せん客きやくと鉢はち合あわせることになった。ちょっとガラの悪い先せん輩ぱい士し官かんたちが、五人ほど固まって煙草たばこを吸っていたのだ。

「……あん、何しにきたのお前ら。ここ通行止めだけど」

「准じゆん尉いの階かい級きゆう章しよう……で、その年ねん齢れいってことは、高こう等とう士官コースの新入りみたいだな」

「カラの取れないヒヨコちゃんたちか。おい、食堂に行きたいなら横おう着ちやくせず遊歩道を回りな」

　げらげらと笑い声が上がった。こんなところで煙草を吸っていいはずもないが、軍での先輩後輩の関係性というのは理り不ふ尽じんなまでに強力だ。こういう時は年長者に譲ゆずらなければならない。

「し、失礼しました！　……おい、戻ろうぜトルウェイ」

　マシューは素す早ばやく身をひるがえそうとしたが、なぜかトルウェイは固まったまま動かない。

「トルウェイ？　早く戻ろうって」

「…………う、うん……」

　ようやく我われに返ったトルウェイだが、その視し線せんはまだ、向かって奥側にいる二人の先輩士官の間を行ったり来たりしていた。相手もそれに気付いたのか……いぶかしむ瞳ひとみを彼に向けて、そこでようやく事情に気が付く。

「──あれっ？　なんだ、トルルじゃないか」

　妙みように気さくな声が上がって、先輩士官の一人が立ち上がった。青い目をしたかなりの美男子だ。瞳に加くわえて、長い髪かみの毛もトルウェイと同じ薄うす緑みどり色いろをしている。腰こしのポーチに収まっているのは風精霊、階級章は大たい尉いのそれだった。

「はは、見ろよスシュラ。ほら、お前らも姿勢を正せって。帝てい国こく騎士さまのお出ましだぞ」

　言いながら、その青年は隣となりに座すわっていた坊ぼう主ず刈りの大男の肩を叩たたいた。一ひと重えまぶたの三さん白ぱく眼がんがぎろりとトルウェイをにらんだが、その瞳もやはり澄すんだ緑色。パートナーは例によって風精霊だが、それに加えて、やけに口こう径けいの大きい風銃の銃身を背中にかついでいる。階級は中尉だった。

「サリハ兄様、スシュラ兄さん……」

　トルウェイが震ふるえる声で相手の名を呼んだ。サリハと呼ばれた青年が笑え顔がおで歩み寄ってくる。

「久しぶりだなぁトルル、元気にしてたかー？　んん？　いやー、オレも北方の鎮ちん台だいからこっちに今日帰って来たばっかりでさ。今こん晩ばん辺りあいさつに行こうと思ってたけど、手間はぶけたなぁ」

　ぺらぺら喋しやべりながら、サリハ大たい尉いは右手で弟の肩を叩たたく。二人の体格はほとんど同じくらいだが、この時のトルウェイは、なぜか借りてきた猫ねこのように縮こまっていた。

「……兄様がたも、ご無事に中央へ帰って来られたようで、何よりです」

「いやー、向こうはヒマなばっかりで参まいったよ。キオカ軍と戦えた東とう域いきの連中がうらやましい。……えーと、君はトルルの友達？」

　自分に話が回ってきたので、マシューは反射的にうなずいた。

「そーかそーか。──あ、オレはサリハスラグ・レミオンって言ってね、一いち応おうこいつの兄なんだわ。あっちの坊ぼう主ず頭あたまのでっかいのがスシュラフ・レミオン。よかったら名前教えてくれる？」

「マシュー・テトジリチ准じゆん尉いです。お初にお目にかかります、サリハスラグ・レミオン大尉殿どの」

「あーあーあー、やめてやめて！　大尉も殿もフルネームもいいよ、サリハでじゅうぶん」

　はぁ、と首をかしげるマシュー。目上の人間が気さく過ぎるのも、これはこれでやりづらい。

「でもねでもね、君のフルネームはオレも何となく覚えてたよ。第三皇おう女じよを助けて帝てい国こく騎き士しの称しよう号ごうをもらった五人のうちのひとりだよな。弟とイグセムの長女はパッと見て誰だれだか分かったんだけど、それ以外の名前が気になっててね。へー、そーか、君がマシュー君かー」

　じろじろ遠えん慮りよのない視し線せんでマシューの全身を眺ながめてから、サリハは唐とう突とつに頭を下げた。

「いやー、ありがとね。ほんとありがと。兄として礼を言わせてもらうわ」

「……へ？　え、いや、どうして？」

「どうしてもこうしても。──足を引っ張っただろ？　ウチの弟」

　トルウェイの肩がかすかに震ふるえた。言われたことが理解できずにマシューが困こん惑わくしていると、サリハはべらべらと一方的にしゃべり続ける。

「昔むかしっからそうなんだよ。こいつさ、とにかく修しゆ羅ら場ばとか予想外の事態とかに弱いんだ。プレッシャーに負けるのか知らないけど、もうまるっきり使い物にならなくなる。お姫ひめ様さまを守るだけで手て一いつ杯ぱいだったろうに、こんなのまで無事に連れ帰ってくるのは大変だったろーね。いっそ無理しないで放って帰ってきてもよかったのに」

　マシューは今度こそ絶ぜつ句くした。冗じよう談だんにしてはタチが悪すぎるし、かといって本気だとすれば、とても弟を前にした兄の言こと葉ばとは思えない。

「い、いや、トルウェイはちゃんと頑がん張ばってましたよ……？　船が沈んだ時から冷静に動いていたし、その後にキオカの兵士を迎むかえ撃うった時だって──」

　逆に自分が動けなかったことを思い出して、根の深い劣れつ等とう感かんを刺し激げきされたマシューの口が鈍にぶった。だが、その沈ちん黙もくを、サリハは別の意味で解かい釈しやくする。

「無理にかばわなくてもいいんだって。コレがいざって時に役立たずなのは分かりきってるんだから。──知ってるかい？　ウチの弟はね、標的が近いと弾を当てられないんだよ」

「……は？　標ひよう的てきが近いと……？」

「訓くん練れんで使うような的まとなら平気なんだけどね、相手が動く標的になると完全にダメさ。五メートル先のウサギも仕留められない。どうしようもないビビリだよ。──そうだよな、トルル？」

　トルウェイはうつむいたまま応こたえない。こうなるとサリハの暴ぼう言げんを止めるものはなかった。

「たぶんこいつ、訓練では遠くの的を器き用ように撃うつだろ？　だけどね、それも結局のところ、敵から少しでも遠くに離はなれたい一いつ心しんなんだよ。……だからねマシュー君。善ぜん意いから忠ちゆう告こくしておくけど、実際の戦場じゃ間ま違ちがってもこいつを信用しちゃダメだよ。ちょっと形勢が不利になれば、仲なか間まも部下も何もかも放り出して一いち目もく散さんに逃げ出すに決まって──」

「ぼくは逃げたりしないッ！」

　悲鳴じみた叫さけびがトルウェイの口を突ついて出た。言こと葉ばを途と中ちゆうでさえぎられたサリハが、そこで弟へ視し線せんを戻す。変わらず気さくな笑え顔がおが、今は逆に不ぶ気き味みだった。

「なぁ、トルル。──今、オレが話してたよな？」

　その一ひと言ことだけで、トルウェイの唇くちびるが再ふたたび固まった。兄弟間の力関係を示す光景だった。

「何でオレの話の途中に割わって入ってんの？　何なの、お前。何様？」

「……ぼ、ぼくは……ただ……」

「ぼくは？　ぼくは何だっての？　ハッキリ言えよ！」

　怒ど鳴なり声は軽いものだったが、それをぶつけられたトルウェイの顔に強い怯おびえが浮かんだ。完全に気け圧おされている。ほとんど刷すり込みに近い形で兄への恐怖心が刻きざまれているようだった。──が、

「おおハッキリ言ってやんよサドイケメン。ぼくはお兄様の顔を見るだけで不ふ愉ゆ快かいだ。声を聴きくだけで頭ず痛つうがしてくる。お兄様に比くらべれば家か畜ちく小屋の豚ぶたのほうがずっと清せい潔けつで愛あいらしい。お兄様さえいなければ世界は平和そのものだ。ああもうお兄様ってば、今すぐ原因不明の奇き病びようで顔面から爆ばく発はつすればいいのに」

　空気が固まった。もちろんトルウェイの口は動いていない。流れるような悪わる口くちは、彼らの頭上から降ってきた。

「アルデラ教の聖せい典てんに曰いわく。──腹はら黒ぐろいイケメンに情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちはない！」

　至し言げんをでっち上げながら、声の主ぬしが木の枝えだを飛び降りる。レミオン兄弟のすぐ近くに降り立ったのは、軍ぐん服ぷくのシャツをだらしなく着き崩くずした黒くろ髪かみ黒くろ目めの少年──パートナーの光ひかり精せい霊れいクスを両腕うでに抱いたイクタ・ソロークだった。

「い、イッくん──あぅっ!?」

「だからイッくん言うなってゆーのに！」

　でこぴんがトルウェイの額ひたいではじけた。一方のサリハは眉まゆ根ねを寄せて突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやを眺ながめる。

「……トルル、お前の友達か？」

「ちがう、通りすがりの帝てい国こく騎き士しだ。僕の使命は世に跋ばつ扈こするイケメン共どもを塵ちりに返すこと」

　ふざけたことを言ってポーズを決めるイクタ。その内容から、サリハも相手の素す性じようを察した。

「帝国騎士……こっちがマシュー君ってことは、なるほど、君がイクタ・ソローク君ね」

「黙だまれサドイケメン。その『目上なのにオレって気さくでしょ』オーラに吐はき気がするんだ」

「あはは、これは手て厳きびしいな。でも、まぁ待まってよイクタ君。オレは君とも仲なか良よくしたいんだ。弟の世話を焼いてもらった恩おんもあることだしね」

　友ゆう好こうを求めてサリハが右手を差し出す。が、イクタはそこで無意味にもったいぶったあげく、握あく手しゆに応じるふりをして罠わなを握にぎらせた。シメたてで活いきのいいムカデだった。

「ぎゃっ!?　なっ、なな……！」

「安心しろ、頭は取ってある」

　これがプロの仕事だと言わんばかりにイクタは胸むねを張った。ムカデを放り投げたサリハは、掌てのひらに残った感かん触しよくを消し去さろうと激しく揉もみ手しつつ、敵てき意いを込めて相手をにらむ。

「……なに、君、オレにケンカ売ってるわけ？」

「というか、この世の全すべてのイケメンに対して、僕は生まれた時からケンカを売り続けている」

「ナメてんの？　あんまりフザけられると、こっちもいい加か減げんに怒るよ」

　サリハの声が殺さつ気き立だってくると、今までやり取りを傍ぼう観かんしていたスシュラも腰こしを上げた。他の先せん輩ぱい士し官かんたちもそれに続き、イクタは五人の男たちにあっという間に取り囲まれてしまった。

「謝あやまれよ。今ならまだ、『調ちよう子しこいてごめんなさい』だけで許してやる」

「ふん、イケメンにも許きよ容ようできるイケメンとそうでない奴やつがいる。ウチのトルウェイはなんとか前者、お前はバッチリ後者だ。顔がん面めん裁さい判ばん一いつ審しん有ゆう罪ざいの控こう訴そ棄き却きやく。執しつ行こう猶ゆう予よなしで爆発しろ！」

　高らかに言い切ったイクタの腹はらに、一秒と間をおかず、スシュラの岩のようなこぶしがめり込んだ。悲鳴を上げる暇ひまもなく膝ひざから崩くずれ落ち、さらに追い討うちでサリハの蹴けりが襲おそいかかる。

「ざっけんじゃねぇぞガキ。叙じよ勲くんが嬉うれしすぎて脳のうまで沸わいたか？　ああ？」

　硬かたい靴くつ底ぞこがイクタのこめかみを踏ふみつける。止めに入ろうとしたマシューに、他の士官たちがニヤニヤ笑ってまとわりついた。

「いいねぇ友情、でも悪いことは言わないから止めとけって。サリハ大尉あのひとキレるとマジ加か減げんねぇから。てきとーに殴なぐって頭の熱が冷めるまで、こっちで俺らと仲良くしてようぜ。な？」

「ど、どいてくれよ！　大だい丈じよう夫ぶかイクタ……っ!?」

　男たちの壁かべ越ごしにマシューが叫さけぶ間も、イクタを蹴りつけるサリハの足は止まらない。だが、その視し線せんが一いつ瞬しゆん、顔を真っ青にして立ち尽つくしている弟のほうをかすめた。

「……ほうれ見ろ、オレの言った通りだ。目の前で仲なか間まが殴なぐられてんのに、オレに食ってかかる度ど胸きようもない。根っからの臆おく病びよう者ものだ。つくづく友達甲が斐いのないヤツだよ、なぁイクタ君よ？」

「……は、ははっ。顔がん面めん以外は三さん重じゆう苦くだなお前さん。サドで腹はら黒ぐろな上におつむまで悪いのか」

「ああ!?」

「殴りたい時に殴るのは原げん始し人じんだ。ちゃんと攻せめるべき時に攻めるのが軍人ってもんだよ。トルウェイはそれをよーく弁わきまえてる。ここはぐっとこらえて機きを待まつ一いつ手てさ。

　……時にサリハスラグ大たい尉いさんよ。一つ訊きくが、用よう兵へい学がくにおける持じ久きゆう戦せんの定義を知ってるか？」

「……？」

「『決戦を避さけて時間を稼かせぎ、チャンスの到とう来らいを待まつために行う戦い』のことだ。打って出たくてたまらない時期をぐっと耐たえるのも名めい将しようの条件さ。お前みたいに短たん気きなのが指し揮き官かんだったら、敵の挑ちよう発はつに乗せられて突とつ出しゆつしたところを包ほう囲い殲せん滅めつされて終わりだよ。勇気と蛮ばん勇ゆうをはき違ちがえたバカが、その口で他人の臆病を笑おうなんてちゃんちゃらおかしい」

　この期ごに及およんで口の減らないイクタに、サリハはますます逆上して蹴けりを叩たたき込む。

「地べた這はいつくばって土舐なめながら説教か！　その理り屈くつで今の状態をどう言い訳わけすんだよ!?敵のド真ん中で偉えらそうに一いつ席せきぶって、袋ふくろ叩だたきにされてる真まっ最さい中ちゆうの帝てい国こく騎き士しさんがよ！」

「げほっ、がっ！　……い、いいところに気が付いた。一回しか言わないからよく聞いてくれ」

「……テメェ、まだホザくか！」

「ああホザくとも。殴りたい時に殴るのが原始人、攻めるべき時に攻めるのが軍人。……そして、ここがシャバだろうと軍だろうと関係なく、言うべきことを言いたい時に全部言うのがイクタ・ソロークだ！」

　そう言い切った瞬しゆん間かん、イクタはうつ伏ぶせ気ぎ味みだった体を仰あお向むけに転がし、胸むねに抱いてかばっていたクスに逆ぎやく襲しゆうの凝集光ハイビームを放たせた。目をくらませたサリハの顔へ、さらに起き上がりざま、手の中につかんでおいた砂すなを叩きつける。

「……ぐぉあっ！　こ、この野や郎ろうっ！」

「よし、イケメンがいい具ぐ合あいに変顔になった。これならまぁ鑑かん賞しように耐たえるかな」

　服に付いた土を払はらいながらイクタがうそぶいた。すぐにサリハ以外の四人が彼に向かって殺さつ到とうしかけたが、少年は慌あわてず騒さわがず回れ右して歩き出し、

「ほいタッチ。がんばれ帝国騎士さん」

「何だか知らないけど、まぁ任まかされたわ帝国騎士さん」

　そこに現れていた炎えん髪ぱつの友人と手を打ち合わせて、後の処しよ理りを彼女に丸投げした。

「……っ!?　お前……ヤトリシノ・イグセムか！」

　顔から砂を払い落としたサリハが、新たに現れた少女をにらみつける。彼の口にした名前の響ひびきに、スシュラと他の士し官かんたちも緊きん張ちようを垣かい間ま見みせた。マシューとトルウェイも驚おどろきは同じだ。

「……イクタ、この人たちは？」

「レミオン家のゆかいな兄弟と、その取り巻きのごろつき三人」

「ああ、サリハスラグ・レミオン大たい尉いとスシュラフ・レミオン中ちゆう尉いね。……お二人とも、どうも初めまして。ヤトリシノ・イグセムと申もうします。こうしてお会いできて光栄ですわ」

　誠せい意いのこもらない敬けい礼れいで挨あい拶さつする。サリハが何か言う前に、ヤトリはさらに機き先さきを制した。

「見たところ、同どう期きのイクタが組くみ手ての相手をしてもらっていたようですね。この布ふ陣じんだと、多対一を想定した包ほう囲い突とつ破ぱ戦せんでしょうか？　なかなか厳きびしい訓くん練れんだったようですが」

　サリハたちは言こと葉ばを詰つまらせた。さすがに口こう論ろんのあげく私刑リンチにかけていたとは言いづらい。組手という大たい義ぎ名めい分ぶんは望むところだったので、少し考えた末、彼らも曖あい昧まいにうなずいた。

「やはりそうでしたか。──よかった。どうやら教官は呼ばなくてもいいようです、姫殿下」

　ヤトリが後ろに向かって呼びかける。すると倉庫の建物の陰から、背の高い女性兵士を連れた小こ柄がらな少女が姿を現わした。腰こしまで伸びる美しい金きん髪ぱつが風に流れて、サリハたちの目を奪うばう。

「そうか、それなら余よも安心した。軍人同士の交流とは、かくも激しいものなのだな」

　淡たん々たんと語る口く調ちようにも高こう貴きさがにじむ。サリハたち五人もようやく、自分たちが誰だれの前にいるのかを思い知った。

「ひ、姫ひめ殿でん下かって……しゃ、シャミーユ第三皇おう女じよで、いらっしゃいますか……？」

　取り巻きの一人がひきつった顔で尋たずねた。一般生徒と同じ立場で士官学校に通い始めた物もの好ずきな皇こう族ぞくの噂うわさは彼らの耳にも届いている。ハロと並んで立った姫君は、慣なれない敬礼をした。

「その通りだが、今の立場は一いつ介かいの准じゆん尉いだ。せっかくの訓練に横よこ槍やりを入れてすまなかった」

「い、いえ、そんなことは……」

　五人が恐きよう縮しゆくして口ごもっている隙すきに、ヤトリが次の一いつ手てを打った。

「姫殿下──いえ、シャミーユ准尉が謝あやまることではありません。彼らの訓練を遠くから眺ながめて、それを乱らん闘とうと勘かん違ちがいしてしまったのは私のほうです。責せき任にんを取らせていただけますか」

「そうか。そなたが言うならそれもよかろう」

　姫君に許可されたヤトリは、そのまま自分からサリハたちのほうへ歩いていく。それから両足を肩かた幅はばまで広げて、重心を体たい幹かんに落とした盤ばん石じやくの構えを取った。

「イクタ。組手のルールは？」

「んー……五対一のダウン後追つい撃げきあり、かな」

「了りよう解かい。では不ふ肖しようヤトリシノ・イグセム、彼に代わって組手の相手を務つとめます。どうぞ再開を」

「え、いや、ちょっと待ま──」

　取り巻きの一人が困こん惑わくして腕うでを伸ばした瞬しゆん間かん、ヤトリはそのスキだらけの懐ふところにもぐりこみ、一いつ切さいの抵抗を許さずに相手を投げ飛ばした。背中から地面に叩たたきつけられた青年は衝しよう撃げきで立ち上がれず、陸に打ち上げられた魚のように口を開け閉めする。

「ま、待まて、俺おれは──」「女と組くみ手てなんて──」

　続く二人も、口々に何か言おうとしたが叶かなわなかった。土つち埃ぼこりが二度舞まい上がったと思うと、ヤトリの足あし下もとには、彼女に叩たたき伏せられた三人の男たちが横たわっている。

　二に刀とうがなくとも冴さえ渡るイグセムの白はく兵へい術じゆつは、見届けた者のほぼ全員に息いきを吞のませた。イクタだけがのん気に口くち笛ぶえを吹いていたが。

「…………調ちよう子しに乗るな」

　残るレミオン兄弟のうち、闘とう志しに火を点つけたのは大おお柄がらなスシュラのほうだった。大型の風銃を地面に放って、生なま意い気きなイグセム家の小こ娘むすめを全力で迎むかえ撃うつ構えを取る。ヤトリも薄うすく笑って相手の間合いに踏ふみ込もうとしたが、

「やめろ、スシュラ！　もういいっ！」

　状じよう況きようの不利を悟さとったサリハの一いつ喝かつが、激げき突とつの寸すん前ぜんで二人を止めた。

「……はは。いや、さすがだヤトリシノ君。安心したよ。君の代でもイグセムの白兵術は錆さび付いていないみたいだね」

「いえ、恐きよう縮しゆくです。サリハスラグ少……大たい尉いのお目を汚けがすばかりで」

　小さな言い間ま違ちがいに込められた皮ひ肉にくに気付いて、サリハは笑え顔がおを硬こう直ちよくさせたままこぶしを握にぎり締しめた。……サリハの階級は大尉のまま、ここ五年ほど変わっていない。「まだ少しよう佐さになれないのか」という嫌いや味みが、ヤトリの言い回しには含ふくまれているのだ。

「……もう、もう組手はじゅうぶんだ。付き合わせて悪かったね」

　サリハに目め配くばせを受けると、スシュラは素直にうなずき、ヤトリに倒された取り巻きたちの体を次々とかつぎ上げた。三人分の体重も苦にしない、レミオン家次男坊の恐るべき怪かい力りきだ。

「ではシャミーユ姫ひめ殿でん下か、我われ々われはこれで失礼させて頂きます。どうぞ良き日を」

　作さ法ほうどおり一礼して去さっていこうとする兄弟だったが、イクタの横を通り過すぎる瞬しゆん間かん、ありったけの殺意を込めてサリハが囁ささやいていた。「……これで済すむと思うなよ」と。

　二人の姿が曲がり角に消えると、それで緊きん張ちようが解けたのか、イクタは膝ひざを折おってへたり込んでしまう。トルウェイも兄たちの呪じゆ縛ばくから解かれて、慌あわてて仲なか間まのほうへ駆かけよっていった。

「イッくん、怪け我がは!?　どこか骨ほねは折おれていない……!?」

「……おなかいたい……せなかいたい……」

　サリハに啖たん呵かを切った時の勢いもどこへやら、イクタは弱々しい涙なみだ声ごえをこぼした。すぐにハロがやってきて診しん察さつを始める。

「…………うん、打だ撲ぼくと内ない出しゆつ血けつだけですね。冷やしておけば大だい丈じよう夫ぶ。ミル、氷こおり出して」

　言われた水みず精せい霊れいミルがこくりとうなずき、胴どう体たいの『水すい口くち』から片手に収まるサイズの氷ひよう塊かいを三つ吐はき出した。外気に触ふれた瞬しゆん間かんからたちどころに溶け始めるそれらを素早く包ほう帯たいで巻いて、数ある患かん部ぶの中から、特に腫はれている部分にくくり付けていく。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶよ、トルウェイ。イクタは見た目によらず頑がん丈じようだから」

「そんな……。だってぼくのせいで、兄様たちにあんなに殴なぐられて……」

「……ぼくのせい？　おい、なに勘かん違ちがいしてんだイケメン。いいか、僕はあのサドイケメンの不ふ愉ゆ快かいな声で安あん眠みんを妨ぼう害がいされた仕返しがしたかっただけだ。そこの木の上に寝ね床どこが見えんだろホラ」

　イクタが指差した方向に視し線せんをやると、なんと地上十メートル近い樹上に、太い枝えだを選んで吊つるし式寝しん具ぐが設置してあった。付き合いの長いマシューも、これにはさすがに呆あきれ果てる。

「クモの仲なか間まかよおまえ……。落ちて死ぬとか考えないのか？」

「我わが友マシューにワンポイント・レッスン。イクタくんは意外にも木登りが得意」

「ここだけじゃないわ。基地の中にあと最低二つは巣すを張ってるのよ、こいつ。……今日は午前の座ざ学がくからしてサボっていたし、この辺で寝こけてるんじゃないかと思って訓くん練れん帰りに寄ってみたら、案あんの定じようそうだった」

　ヤトリが溜ため息いきをつく。そ知らぬ顔で口くち笛ぶえを吹くイクタを見つめながら、姫ひめ君ぎみが言った。

「……そのようにヤトリが動くことまで見み越こしていたからこそ、人数に勝まさる相手にも喧けん嘩かを売った。我々の助けが入ることを前ぜん提ていにして。そうなのだろう、ソローク？」

「やれやれ……。ねぇハロ、そういうことを得意げに言っちゃうお姫さんに、年長者からひとつ素す敵てきな言こと葉ばを教えてあげてくれないかな」

「えっ？　ええと、何でしょう……。……あっ、言わぬが花？」

　その正答かつ失言に、姫ひめ殿でん下かが顔を赤くして黙だまり込んだ。自分が口を滑すべらせたことに気付いたハロが、ヤトリと一いつ緒しよに慌あわててフォローに回る。……この姫君に対してはどうしても、やることなすことが意い地じ悪わるになってしまうイクタだった。

「おい、トルウェイ」

　痛みも収まって立ち上がったイクタが、目の前の青年に、珍めずらしく名前で話しかけた。

「持じ久きゆう戦せんの定義。お前、ちゃんと言えるか？」

「……え……？　だって、それはイッくんもさっき……」

「いいから言ってみろよ」

「う、うん……。『決戦を避さけて時間を稼かせぎ、チャンスの到とう来らいを待まつために行う戦い』だよね？」

　トルウェイは一いち字じ一いつ句く言いよどまない。イクタは鼻を鳴らして彼に背を向けた。

「言えるならいい。後はその通りにすればいいさ。……ま、それが一番難むずかしいんだけどな」

　その言葉は、口にした本人が意い図とした以上に重く深く、青年の胸むねに突つき刺ささった。







　そうした様々なアクシデントを挟はさみつつも、じきに三ヶ月の基き礎そ訓練期間が過すぎ、いよいよイクタたちも本格的に士し官かんとしての教育を受ける段になった。

「高こう等とう士官試験通過者三十二名、よく聞け！　きさまら一人ひとりは、これより四十名で構成される帝てい国こく軍ぐんの小隊をひとつずつ預けられる！　訓くん練れん小隊とはいえ、れっきとした正規の部隊だ！　心して責せき任にんを受け止めろ！」

　広場に集まった生徒たちに教官が説明する。今ばかりは期待の視し線せんが集まっていた。

「兵へい科かごとに兵士の内分けは異ことなる！　風ふう銃じゆう兵へい小隊であれば風かぜ精せい霊れい持ちの兵が、焼しよう撃げき兵へい小隊であれば火精霊持ちの兵が、それぞれ多く配備されている。指し揮きのためには、まず自分の隊の特性を弁わきまえなければならんと知れ！」

　続けて指揮官としての心構えをひとくさり語ると、ようやく教官は隣となりの広場に控ひかえていた兵士たちを呼びつけて、准じゆん尉いひとりに対して四十名の小隊を預ける任にん命めい式しきを始めた。

　期待があったのは准尉たちだけでなく、その指揮下に入る兵へい卒そつたちにしても同じだったようで、新たな小隊長の名前が読み上げられるたびに、悲ひ喜きこもごもの反応が上がる。

「ヤトリシノ・イグセム准尉、きさまには焼撃兵第一訓練小隊を預ける！　歴代のイグセムが必ず通った関かん門もんだ。見事に兵どもを使いこなしてみせろ！」

「謹つつしんで拝はい命めいいたします」

　教官から任命書を受け取ったヤトリを、その配下となった兵たちが熱ねつ狂きよう的てきな歓声で迎えた。ただでさえイグセムの名前は広く知れ渡っていたし、この三ヶ月で優ゆう秀しゆうそうな准尉は値ね踏ぶみされている。いまやヤトリ小隊は誰だれもが入りたがる人気ナンバーワンの部隊となっていた。

「トルウェイ・レミオン准尉、きさまには風銃兵第一訓練小隊を預ける！　かつて兄のサリハスラグ大たい尉いも指揮した部隊だ。レミオン家の名に恥はじぬ名めい将しようぶりを期待するぞ！」

「……謹んで拝命いたします」

　兄の名前を引き合いに出されて複雑な心しん境きようだったが、そんなトルウェイもまた、指揮下に入った兵たちから大歓声で迎えられた。後に続いたマシュー・ハロ両名の着ちやく任にんに比くらべると、兵たちの熱量の差が明らかだ。せっかく預けられた部下たちに自分がハズレ扱いされていないか、多くの准尉たちは不安に耐たえなければならなかった。

　焼撃兵、風銃兵、衛えい生せい兵へいときて、イクタの任命は最後のほうに回された。光精霊持ちの彼が担たん当とうするのは、その主おもだった役割の地じ味みさから、もう一つ兵たちに人気のない兵科だった。

「イクタ・ソローク准尉、きさまには光こう照しよう兵へい第三訓練小隊を預ける！」

「つつしんではいめいいたします」

　ちょっと棒ぼう読よみな口く調ちようでイクタが応えた。……だが、本番はそこからだった。

　任命書を受け取った彼が、とぼけた笑え顔がおで兵たちのもとに歩いていくと、おそろしく重い沈ちん黙もくに迎えられた。単なる失望だけではない、敵てき意いさえ混じった無数の視線が体中に突つき刺ささる。

「小隊長への任命おめでとうございます、イクタ・ソローク准尉。よろしくご指し導どうのほどを」

　仲なか間まの列から一いつ歩ぽ踏ふみ出した女性兵へい士しが、丁てい寧ねいな口調とは裏うら腹はらに、帽ぼう子しの下から鋭するどい目つきでイクタをにらんだ。ハロに比くらべると少し背は小さいが、それでも百七十センチ近い長身だ。

　階かい級きゆう章しようは曹そう長ちようのそれ。ということは、イクタが着ちやく任にんするまで小隊の実質的な指し揮き官かんを務つとめていた人物らしい。年ねん齢れいは二十歳くらいで、パートナーはもちろん光ひかり精せい霊れい。もう少し成せい熟じゆくしているほうが望ましいけど、苦労人っぽいところは割わりと好このみだな──イクタはのん気に考えた。

「いや、こちらこそよろしく頼むよ。──ところで曹長、きみの名前は？」

　何なに気げなく尋たずねたイクタだが、その瞬しゆん間かん、相手の抱いだいていた敵てき意いが殺さつ意いへと進化を遂とげた。

「……私の名前でしたら、准じゆん尉いはすでにご存ぞん知じかと」

「え？　うそ、どこかで会ってた？」

　イクタが何かしゃべるたびに、周りの兵たちの視し線せんの温度がどんどん下がっていく。そこで曹長の女性は頰ほおを引きつらせながら帽ぼう子しを取って、あらわになった顔で目の前の上じよう官かんをにらんだ。

「スーヤ・ミットカリフ曹長です。パートナーは光精霊のヨキ。──こうしてお会いするのは二年ぶりですね、ソローク准尉。以前はずいぶんと母がお世話になりました」

　名前の響ひびきが古い記き憶おくを呼び起こして、イクタは目を剝むいた。負けん気の強そうなその顔は、昔むかしはもう少し低い位置にあったはずだが、茶色いくせっ毛やそばかすに面おも影かげが残っている。

「……スーヤ・ミットカリフって……あれ、きみ、もしかしてアミシヤの娘むすめさん……？」

　イクタがおそるおそる確認すると、スーヤ曹長は彼にぐっと顔を近付けた。
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「ええ、その娘むすめです。──でもソローク准じゆん尉い。もう二度と気安く、あたしの母をファーストネームで呼ばないでもらえますか。たかが間男の分際で」







「「「「昔むかしの不ふ倫りん相手の娘ぇ？」」」」

　昼食休きゆう憩けいを兼かねて集まった食堂で、イクタの報告に、「騎き士し団だん」の面々が驚おどろかされていた。

「不倫といっても、その時は口く説どき終わってなかったけどね。いやー参まいった、どうしてこんなところで再会するかなぁ……」

「ちょ、ちょっとイクタさん、いま十七歳でしたよね!?　その、昔って一体いつ……!?」

　ハロが当然の疑問をぶつける。イクタは腕うでを組んで少し考えた。

「あれは中等部四年のときだから……十四歳？　いや、さすがに十五になってたかも……」

「相手の年はいくつだよ！　問題の娘からしておまえより年上なんだろ!?」

「あ、それはハッキリ覚えてる。アミシヤはあの時四十二歳だった。今は元気にしてるかなぁ」

　少年がしみじみ語った内容に、マシューは啞あ然ぜんと口を開けて、ハロはめまいさえ起こした。

「と、年の差二に十じゆう八はちっ……？　そんなのほとんど親子ですぅ！」

　目を回して椅い子すごと倒れかけたハロを、ただひとり動じないヤトリが受け止めた。その隣となりでは、話の内容をリアルに想像してしまったシャミーユ殿でん下かが、顔を赤くしてうつむいている。

「年ねん齢れいはともかく、相手に不ふ義ぎを強いたのは感心しないわね。まさか知っててやったの？」

「もちろん知らないでやったよ。僕の年上好ごのみは自じ他た共ともに認めるところだけど、他人の連れ合いを掠かすめ取る趣しゆ味みはないんだ。アミシヤ本人も旦だん那なさんとは別れたと言っていたし、彼女の自じ宅たくにも何度か招まねかれていたから、まさか人ひと妻づまだなんて思わなかった……」

　話がどんどん生なま臭ぐさい方向に展開していく。シャミーユ殿下の顔も湯ゆ気げが出そうなほど真っ赤になった。十二歳の少女には刺し激げきが強すぎたが、イクタはそんなことお構いなしだ。

「ああ、そういえばバレたのも彼女の自宅だったなぁ……。娘さんスーヤが日取りを告つげずに帰き省せいしてきたんだよ。あれは焦あせった、ものすごく怒ったからね彼女。まず僕を叩たたき出して、それからアミシヤを問とい詰つめて、さらにお父さんを出しゆつ張ちよう先さきから呼び戻して……なんでも取っ組み合い寸すん前ぜんの大激論になったらしくて」

「自じ業ごう自じ得とくの見本ね。恨うらまれて当然じゃないの」

「さすがに言い訳わけしないよ。家族会議が一段落してからスーヤに呼び出されたとき、最後に言われたのが『絶対にあんたを許さない。二度と母の前に顔を出すな』だったからね。あれは効きいた……けど、ミットカリフ一家が空くう中ちゆう分ぶん解かいせず済んだのにはホッとした」

　一ひと息いきついて茶をすするイクタに、周まわりの女性陣じんから冷たい視し線せんが向けられる。こんな空気の中だと普通はいたたまれなくなるものだが、彼は神しん経けいが鋼はがねでできているように堂々としていた。

「はは……ところで、どうしよう？　なんか小隊の兵へい士し全員にこの話が知れ渡ってるみたいでさ。着ちやく任にん初日なのに、もう誰だれも僕の言うことを聞いてくれそうにないんだ」

「自じ己こ解決しなさい。同情の余よ地ちが一ミリもないわ」

　ヤトリがばっさり切り捨てた。ハロとマシューも無む言ごんでうなずいて同意する。

「仲なか間またちが僕に冷たい……。分かったよ、もうお前らなんかに頼たよらないよっ」

　わざとらしくべそをかきながら、イクタが空からの食器を手に席せきを立った。これまでコメントを控ひかえていたトルウェイと姫ひめ君ぎみがとっさにその背中を追おうとしたが、それもヤトリが止める。

「姫ひめ殿でん下か、どうかそのままで。トルウェイも追うのはやめなさい」

「……？　な、なぜだヤトリ。あのソロークが珍めずらしく困っているのに……」

「最初に出会ってから、イッくんには助けられてばかりなんだ。ぼくも何か役に……」

「二人はそう言うと思ったわ。でも、助けるのと甘あまやかすのは似にているようで違ちがうでしょう。今回の一いつ件けんは完全にあいつ自身の不注意が招まねいた事態よ。自分で解決する義務があるし、トラブルの内容的にも、他人が首を突つっ込むべきじゃないわ」

　もっともな正論が二人を黙だまらせる。その様よう子すを見たヤトリは、苦く笑しようしてフォローを加えた。

「……ちょっと言い方が悪かったわね。私が言いたかったのは、単たん純じゆんに心配無用ってことよ。ま、しばらく遠くから様子を見ていなさい。心配するだけ損そんだってすぐに分かるわ。──この程てい度どの状じよう況きようで打つ手に詰つまるような男なら、イクタ・ソロークは最初からここにいないわよ」







「──止まれ！　全体、左！」

　キレのいい女性の声が広場に響ひびき渡った。照てりつける太陽の下、四十足の軍ぐん靴かで力強く大地を踏ふみしめて、スーヤ曹そう長ちよう率ひきいるイクタ小隊が整然と行進を続けていた。

「ふーむ、練れん度どはなかなか」

　だが、その総そう指し揮きを取るはずの小隊長はといえば、小高い丘の上にひとりで座すわって部下たちの様子を見ている。これはいつもの怠なまけ癖ぐせではなく、兵たちにボイコットされたせいだ。

「どうしたものかなぁ」

　片手で頭を搔かきながらイクタが呟つぶやいた。……スーヤが広めた悪あく評ひようのおかげで、兵たちの好こう感かん度どはゼロどころかマイナスだ。この訓くん練れんを始める前も、彼女本人からこう言われてしまった。

「ソローク准じゆん尉いは何もしなくて結構です。あたしの指示でも兵はちゃんと動きますので」

　本来の職しよく分ぶん、小隊長の補ほ佐さ役やくとして働はたらく気はまるでないようだった。それでイクタも不本意ながら丘の上で置き物になっているわけだ。……まぁ、これはこれで楽らくだし悪くないんだけど。

「それでも立場上、最低限は監かん督とくする義務ってものがなぁ……。彼女たちのためにも」

　溜ため息いきがこぼれた。シャミーユ殿でん下かの根回しで無理やり軍人にさせられたイクタだが、それは部下の兵へい卒そつたちには関わりのない事情だ。折おりを見て軍を抜けようとは思っているものの、それまでの間、何の罪つみもない部下への監かん督とく義ぎ務むくらいはまっとうしたい。

「……やれやれ。リカン中ちゆう将じようの億おく分ぶんの一くらいは、僕にも責せき任にん感かんってものがあるらしいな」

　諦あきらめと共ともに心が固まり、イクタは重い腰こしを上げて丘を降りていく。──千せん里りの道も一歩から。いきなり隊長は無理にしても、なんとか今日で、しゃべる置き物くらいには進歩しておこう。





＊






　持ち前の図ず太ぶとさで部下たちとのコミュニケーションを試みるイクタの姿を、遠くから望ぼう遠えん鏡きようで眺ながめる男が二人いた。薄うす緑みどり色いろの髪かみをした美青年と、身の丈たけ二メートル近い巨きよ漢かん。レミオン兄弟だ。

「──ははっ、ざまぁみろ。おいスシュラ見えるか？　兵にシカトされてるぜ、あいつ」

「…………」

「あのザマで何が帝てい国こく騎き士しだ。キオカの領りよう土どから国こつ境きようを越こえて生せい還かんしたってのも、どうせ運に恵まれただけに決まってる。それがオレに向かってふざけたクチを聞きやがって……」

　サリハが繰くり言ごとのように呟つぶやく罵ば倒とうを、スシュラは岩のように黙だまって聞いている。

　……実を言えば、彼は兄ほど根に持つタイプではなく、すでにイクタのことなど気にも留めていなかった。こんな覗のぞき見じみた行こう為いにも、兄の顔を立てて付き合っているだけだ。

「ああくそ、思い出すと胸むな糞くそ悪い。そうだ、生なま意い気きといえばトルルのヤツもだ。昔と同じように黙ってオレの言うことを聞いてりゃいいのに、あんな妙みようなのと付き合って反はん抗こう的てきになりやがって。こうなったら二人まとめて立場を分からせてやらないとな。スシュラもそう思うだろ」

「…………」

　スシュラの寡か黙もくさとは対たい照しよう的てきに、いつまでもサリハはしゃべり続けている。そんな二人の姿を、たまたま通りかかった年長の教官が見とがめた。

「……そこにいるのはサリハスラグ大たい尉いか？　そうか、きさまも北方から帰って来たのだな」

　話しかけられたサリハは、すぐに望遠鏡から目を離はなして教官に敬けい礼れいした。上じよう官かんを前にすると、気に食わない相手をけなす時の態度とは一変して表情は引き締しまり、口く調ちようも丁てい寧ねいなものになる。

「お久しぶりです、クーリィ少しよう佐さ。少佐もお変わりなく何よりです」

「うむ、三年ぶりだな。スシュラフ中ちゆう尉いもよい面つら構がまえになった。だが、望遠鏡など持ち出して何を見ていたのだ？」

「はっ、高こう等とう士し官かんコースの後こう輩はいたちの様よう子すを見ていました。ちょうど基き礎そ教きよう練れん期間を終えて小隊を預けられたところらしく、先輩の身としては色々と気になりまして」

「なるほど、それは分からんでもない。初めて部下を持った時期は私も苦労したものだ」

　遠い目をして昔を懐なつかしむ教官が、ふいに何かを思い出したようにレミオン兄弟を見た。

「……そういえば。二人とも、そんなにも後こう輩はいのことが気にかかるのなら、ひとつ先せん達だつとして彼らを教育してやってはどうだ？」

「は……？　しかし、我われ々われは教官ではありませんが……」

「いや、そうではない。きさまらも憶おぼえているだろう、小隊を預かってからは、実戦での指し揮きの感覚を養やしなうための演習がたびたび行われる。代表的なものはペイント液を用いての模も擬ぎ戦せんだが、その時に新人たちの対戦相手を務つとめてみてはどうだ、と言ったのだ」

　サリハの目が丸く見開き、口くち元もとが喜びに釣つり上がる。渡りに舟とはこのことだった。

「──ぜひともやらせて頂いただきたく思います。最初の演習はいつでしょうか？」

「一月ほど後だが、その時は目的地に行って帰るのがやっとで、模擬戦までは手が回らないかもしれんな。未み熟じゆくな後輩にやきもきすることも多いだろう。それでも構わんか？」

「ええ、誰だれでも最初は未熟ですから。……ところで、我々が指し導どうする後輩は誰々になりますか？」

「目を付けている新人がいるのか？　確かに、今年は例年に比くらべて面おも白しろいのが多いからな。希望の人選があれば言ってみろ。その者たちの演習にきさまらの参加を推すい薦せんしてやれるだろう」

　願ってもない選せん択たく権けんを与えられたサリハは、そこで迷うことなく五つの名前を並べた。聞いた教官が歯を見せて笑う。

「はは、なるほど。『騎き士し団だん』を丸ごと引き受けるとは、きさまらも大したやる気だな」

　サリハのさわやかな笑え顔がおにひそむ暗い感情に、教官は最後まで気付かなかった。
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　高こう等とう士し官かんコースの准じゆん尉いたちが小隊を預けられてから、およそ一月が経たったある日のこと。

　兵へい舎しやの談だん話わ室しつで、顔を突つっつき合わせて座ざ学がくのテスト対策を練ねっていたイクタ、ヤトリ、トルウェイ、ハロ、シャミーユ殿でん下から五人のところに、マシューが息いきせき切ってやってきた。彼の分かりやすい慌あわてぶりに、「騎士団」の面々は首をかしげる。

「そんなに急いで、どうしたのだマシュー。まずは水でも飲んで落ち着いたらどうだ」

「こ、これは失礼しました姫ひめ殿でん下か。いただきます……」

　姫ひめ君ぎみの手から杯さかずきを受け取り、それを一ひと息いきで飲み干ほしてから、マシューは改あらためて口を開いた。

「──大変なことになったぞ。姫殿下以外の全員に関係するけど、特におれとイクタとトルウェイの三人がやばい。だって、あんなの五ご体たい満まん足ぞくで帰ってこられるかどうか……」

「五体満足って……な、なんか穏おだやかじゃないですね。何があったんですか？」

「おれたちが参加する演習の日につ程ていが、掲けい示じ板ばんで発表されてたんだよ。日時は五日後に開始だけど、それはどうでもいい。問題は内容のほうだ。ここから南西に三十キロほどの演習地に、六つの小隊が二ふた手てに分かれて進軍して、そこでペイント液を使った模も擬ぎ戦せんを行うらしいんだけど……」

「模擬戦を兼かねた進しん軍ぐん訓くん練れんかい？　最初の演習にしては簡単じゃなさそうだね」

「だから、そんなのん気なこと言ってる場合じゃないんだよ！　二手に分かれて戦うことになる六つの小隊っていうのは、一方がおれとイクタとトルウェイの部隊！　もう一方が、ヤトリとサリハスラグ大たい尉いとスシュラフ中ちゆう尉いの部隊なんだから！」

　全員に驚おどろきが走った。思わぬ二人と名前を並べられたヤトリが目を丸くする。

「なに、ひとりだけ別の陣じん営えいってわけ？　レミオン兄弟もずいぶん私を好すいてくれたものね」

「ヤトリ、それは今さらだよ。だって兄二人を例に出すまでもなく……」

　笑えみ混じりのイクタの呟つぶやきにぎょっとするトルウェイだったが、幸さいわいにもヤトリの耳には届いてなかった。男前な性格が災わざわいしてか、彼女は何かとそういう機き微びにうといのだ。

「しかしまぁ、露ろ骨こつなまでに僕たち三人をイジめるための布ふ陣じんだね。こっちは全員なりたて准じゆん尉いなのに、あっちは三人中二人が現げん役えきの大尉と中尉。公平感の演出までは気が回らないのかな？」

　イクタが呆あきれ顔で苦く笑しようする。そののん気さがマシューには理解できなかった。

「だから笑ってる場合かって！　ホントどーすんだよこれ!?　あの二人まだ以前のこと根に持ってるんだよ！　このままじゃ演習にかこつけて模擬戦でボコボコにされるぞ！」

　マシューの言こと葉ばがトルウェイの胸むねに突つき刺ささり、責せき任にんを感じた彼は唇くちびるを嚙かんでうつむく。

「ご、ごめん、ぼくのせいで……あぅっ!?」

　みなまで言わせず、その額ひたいをイクタのでこぴんが打った。さらに鼻を鳴らして言う。

「だから思い上がるなイケメン。どう考えても復ふく讐しゆうのメインターゲットは僕で、他の二人はオマケだろ。ぶっちゃけマシューとかほぼ巻き添ぞえだな」

「同感だわ。事態を導みちびいた責任っていうなら、乱らん闘とうに割って入った私にも求められるかも。ま、今さら言っても仕方のないことだけど……それにしてもマシューは哀あわれね」

「だからなんでそういう時だけ息いきが合うんだよっ！　同情するくらいなら対策を出せよぉ！」

　マシューの悲ひ痛つうな叫さけびに、ヤトリはちょっと難むずかしい顔になって腕うでを組んだ。

「そうしたいのは山々だけど……イグセム家の名めい誉よに懸かけて、他でもないこの私が、軍事演習に手て心ごころは加くわえられないわね。あんたたちには悪いけど全力でやらせてもらうわ。もちろん目の前で不当な暴力が起こった時は止めに入るけど」

「さすがにヤトリの姿勢はブレないね。ま、それでいいんじゃないかな。君にとっては待まちに待ったトルウェイライバルとの直接対決でもある。雑ざつ音おんは無む視しするのが一番だよ。……ところでマシュー、ハロの小隊は演習に参加しないの？」

「衛えい生せい兵へい部ぶ隊たいも一いつ緒しよに現地へ向かうけど、どちらの陣営にも属さず、訓練中に出た負ふ傷しよう者しやを分け隔へだてなく救きゆう護ごするようにって指示が……いや、だからイクタ、どうしてお前はそう気き楽らくなんだよ！　他人のことはおいとけって、今は自分たちの心配をするところだろ!?」

「まぁ落ち着けってマシュー。意い地じ悪わるな先せん輩ぱいが少し邪じや魔まなだけで、これはしょせん演習だ。どうにでもなるし、なるようになるよ。僕たちは死と隣となり合わせで国こつ境きようを越こえてきたんだからね」

　何の根こん拠きよもなくそう請うけ負おうと、イクタは唐とう突とつに席せきを立った。談だん話わ室しつから出ていこうとする彼の背中に、トルウェイが困こん惑わくして声をかける。

「イッくん、どこへ……？」

「ちょっとピンチをチャンスに変えてくる。持じ久きゆう戦せん、そろそろ終わらせてもいい頃ころだし」

　そう言い残して去さったかに見えたイクタだが、ふとドアからひょっこり顔だけ戻して言った。

「あとイッくんて呼ぶな」







　激しい白はく兵へい訓くん練れんの帰り道。水飲み場で喉のどをうるおして一ひと息いきついていたスーヤ・ミットカリフ曹そう長ちようは、背後から響ひびいてきた聞き覚えのある声で、一いつ気きにどん底まで不ふ機き嫌げんにさせられた。

「あっ、いたいたスーヤ。いま時間あるかな。ちょっと話いい？」

「…………」

「スーヤ？　ねぇスーヤ、聞こえてる？　スーヤスーヤスーヤ！」

「聞こえてますから連れん呼こしないでください！　それになぜ姓せいでなく名前で呼ぶんですか!?」

「初対面の女性でも馴なれ馴れしく名前で呼ぶ。猛禽ハンターの基本スキルだよ。場合にもよるけどね」

「ふざけたことを真ま顔がおで……。なら、せめて階級を付けて呼んでください」

「それはいやだ。スーヤってせっかくキレイな響きなのに、曹長なんて付けたら台無しになる」

　イクタは真しん剣けんに言い切った。ここまでのやり取りで苛いら立だちよりも疲ひ労ろうがまさって、スーヤ曹長は仕方なく、少しだけ相手の話を聞いてやることにした。

「……何の用ですか、ソローク准じゆん尉い。次の訓練でも指し揮きには口出し無む用ようですが」

「いやーそれなんだけど、スーヤに任まかせっぱなしじゃ悪いしさ。そろそろ僕にもやらせて？」

「いいえ、ちっとも悪くありません。ずっとやらなくて結構です」

「取り付く島もないなぁ。それって僕がアミシヤと仲なか良よくしてたから？」

　スーヤの両目が殺意を込めて相手をにらみ付ける。毛ほどのためらいもなく、普段の軽かる口くちと同じ調ちよう子しで、イクタは彼女にとっての聖せい域いきに踏ふみ込んだ。

「……あたし、言いましたよね。二度と母のことを名前で呼ぶなって」

「言ったね。『ハイ分かりました』と返答した覚えもないけど。それより僕の質問に答えてよ。──君が僕に小隊の指揮をさせたがらないのは、僕が君のお母さんと関係を持っていたせい？」

　スーヤは返事に詰つまった。その通りに決まってるが、その通りと彼女が言えないこともイクタには分かっている。それを認めることは、私し情じようで軍ぐん規きを乱みだしていると認めることだからだ。

「……違ちがい……ます。違います。それが理由じゃありません」

「へぇ。じゃあどうして？」

「それは、その……ソローク准じゆん尉いは体力が水準以下だし、白はく兵へいも射しや撃げきも苦手そうで、現場で直接指し揮きするのに向いているタイプには見えません」

「ふーん。それが一番の理由？」

「そうです。そういうのはあたしがやりますから、階級が高くなるまでのんびりしていてください。戦せん史し編へん纂さんとか戦術分ぶん析せきとか、座ざ学がくが得意なら、そちらの分野に集中すればいいじゃないですか」

　スーヤはひと苦労して理由をつけた。詭き弁べんが得意なタイプじゃないな、とイクタはすぐに見抜く。……根が一いち途ずで正直なんだろう。それに加くわえて学がく歴れきへのコンプレックスもあると見た。

　完全に悪党のやり口だが、こういう相手だと、会話で誘ゆう導どうするのはとっても簡単になる。

「……ちょっと話は変わるけどさ。スーヤ、五日後に演習があるのは知ってる？」

「え？　あ、はい、朝に告こく知ちを見ました。模も擬ぎ戦せんを兼かねた進しん軍ぐん訓くん練れんだそうですけど……」

「そう、その模擬戦なんだけどさ。君、あれ、勝てる自信ある？」

　深く考える暇を与えず、イクタは質問を重ねた。スーヤはまたしても答えに窮きゆうする。

「……それは……もちろん、最さい善ぜんを尽つくしますが……」

「最善を尽くしたら勝てる？」

「…………いえ。悔くやしいけど、難むずかしいと思います。相手の陣じん営えいとの間に実力差が開きすぎていて。サリハスラグ大たい尉いとスシュラフ中ちゆう尉いは現げん役えきの士し官かんだし、ヤトリシノ准尉も今期のトップ成績だって噂うわさだし……。こっちの陣営もトルウェイ准尉は頼たのもしいですけど、もうひとりのマシュー准尉が抜きん出て優ゆう秀しゆうだという話はあまり……」

「なるほど。君の指揮じゃ、その不利を覆くつがえすのは無理だと」

　反論しようのない言い換えで話をひと段落させてから、イクタは満まんを持じして切り出した。

「じゃあさ。その模擬戦に僕の指揮で勝ったら、僕は君よりも優すぐれた指揮官ってことかな？」

「──えっ？　そ、それは……」

「そういうことだよね。君にはできないことをやるんだから。少なくとも『現場で直接指揮するのには向いてない』っていう認識は改あらためなきゃならないよね」

　スーヤは慌あわてた。ここまで来てようやく、彼女も自分が誘導されたことに気が付く。腹はら立だたしかったが、話に乗ってしまった以上、もう後戻りはできない。

「…………もし、模擬戦に勝ち、ソローク准尉がその勝利に大きく関わっていたなら……」

「僕が小隊の指揮をすることを許してくれる？」

「……それでいいです。……でも、でも！　もし准尉が負けたら!?」

　口くち八はつ丁ちようが得意でないスーヤにとっては、これが精せい一いつ杯ぱいの切り返しだった。その純じゆん粋すいさに微笑ほほえましいものを感じながら、イクタは相手の望む言こと葉ばを口にしてやる。

「その時は君の言うとおり、目先を変えて僕向けの机つくえ仕事に専せん念ねんするとしようか。以後、二度と君の小隊運用に口を挟はさまないよ。……これでいいかな？」

　イクタが確認し、スーヤははっきりとうなずいた。相手がプライドを懸かけて話に乗ったことを感じ取ると、少年はさしあたり満足して微笑んだ。

「確かに約やく束そくしたよ。それじゃ、今日から演習が終わるまでの間、光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小隊は僕が預かる。さすがに数日間の慣ならしくらいは必要だし、文もん句くないよね？」

「……分かりました。お好すきなように」

「僕の命令に従うよう、兵たちには君から言い聞かせておいてくれ。さっきの条件を言えば納なつ得とくしてもらえるはずだ。この話が通じてなかったら、もちろん約束も無む効こうだからね。頼たのむよ」

　しっかり念を押して、ようやくイクタはスーヤの前を立ち去さった。──舞ぶ台たいは整ととのった、そう宣せん言げんするのはまだ早い。その手の言い回しは、ちゃんと勝利を確信してから使うものだから。
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　七個小隊計二百八十名以上が参加する演習の第一日は、暴ぼう風ふうと豪ごう雨うの中で始まった。

「なんだこれ。困るよ。『みんなで楽しいピクニック』の自じ己こ暗あん示じが台だい無なしじゃないか」

　弱よわ音ねを吐はかないのが指し揮き官かんの大だい原げん則そくなのに、出発の直前、イクタはそんな愚ぐ痴ちを言った。今回だけは補ほ佐さに徹てつする約やく束そくのスーヤ曹そう長ちようも、それには思わず文もん句くを付けそうになってしまう。

「まぁいいや、考えようによっては暑いよりもマシだ。──他小隊、もう準備いいかー？」

　各自の小隊を率ひきいたマシューとトルウェイ、それにハロが後方から返事をよこす。この四人による事前の話し合いの末、全体の総指揮は先頭のイクタに託たくされていた。兵たちはてっきりトルウェイ一いつ択たくだと思っていたので、内心では不満たらたらだ。

「じゃあ出発だ。それゆけ……えーと、どしゃぶり四個小隊！」

　そんな気の抜けた合図で進軍が始まった。ぬかるんだ地面を無数の軍ぐん靴かが踏ふみしめ、重い背はい囊のうを背せ負おった兵たちがえんえんと野を行く。食料、医い療りよう箱ばこ、寝ね袋ぶくろ、模も擬ぎ戦せん用ようの武器などで、各自の荷物は総重量三十～四十キロにも達し、一歩一歩の重みは手ぶらの時とは比ひ較かくにならない。

「目的地は南西に約三十キロメートルです。野や営えいを一度挟はさむとして、到とう着ちやくは明日の昼ぐらいを見込んでおきますか？」

　スーヤとしてはごく常識的な確認をしたつもりだが、イクタはきょとんと首をかしげた。

「？　いや、日が暮れるまでには現地で陣じんを張るよ。明日の朝は下した見みに使いたいし」

　彼の発言にしばらく固まって、それからスーヤは盛大な溜ため息いきをついた。──ダメだ。この男、進軍ってものが何も分かってない。

「……あのですね、准じゆん尉い。どこから突っ込んでいいか分からないんですけど、まず一つ目。目的地まで三十キロっていうのはあくまで直線距離ですよ。もちろん道はまっすぐなんて伸びてません。実際に歩く距きよ離りはそれよりずっと長くなるんです。そのことは分かってます？」

「え、うん」

「え、うん、じゃないでしょう。そして二つ目、馴な染じみのない土地を地図だけを頼たよりに歩くのは大変なことです。慣なれないうちはまず迷まよいますし、地図のほうに間ま違ちがいがあることも珍めずらしくありません。それらを修しゆう正せいしているうちに、ますます時間が取られます」

「まぁ、うん」

「まぁ、うん、じゃありませんって。最後に三つ目、この悪天候じゃ嫌いやでも進軍は遅おくれます。そういうのを全部含めた上で到着時じ刻こくを設定しようって、あたしはさっき言ったんですけど！」

「僕もその上で設定したつもりだけど……あの、とりあえず、あんまり叫さけばないでもらえる？　君と僕が出発早々から口こう論ろんしているのを聞いたら、兵たちが不安になると思うんだけど」

　言い負かそうとしている相手から逆に正せい論ろんを食らって、スーヤがたじろいだ。それ以上はイクタも特に何も言わず、長い道中の慰なぐさめか、腰こしのポーチの光ひかり精せい霊れいクスに話しかけている。

「クス、しりとりしようか。うるさがたー」「たまご」「強ごう情じよう娘むすめー」「めだか」「過か去こにこだわるー」「るり」「倫りん理り的てきに狭きよう量りようー」「うさぎ」「義ぎ理りの娘と言えなくもー」「もうふ」「ふ？　……うーん、ダメだ、思い浮かばないや。あはは、テーマ縛しばりで僕の負けー」

　イクタは笑ってクスの頭を撫なでた。「何のテーマだ！」と突つっ込みたいのをぐっとこらえて、もうスーヤは何一つ助言しないことに決める。──こんな奴やつ、どうにでもなってしまえばいい。




　しかし、スーヤの呪のろいじみた願いとは関係なく、彼女の上じよう官かんは初めからどうかしていた。

　出発から数時間が経たった頃ころ、イクタの指示で部隊全体が微び妙みように進路を外はずれた小道に入った。ほとんど人が通った形けい跡せきのない古い山道で、道沿ぞいにいけば進路上への復ふつ帰きは可か能のうだが、もちろん遠回り以外の何物でもない。

　早くもボロを出したかと、そこまではスーヤも内心ほくそ笑んでいた。だが、続くイクタの指示は、彼女の予想と常識を軽々と上回った。

「進軍停止。──みんな、よく聞いてね。自分の目の前にいる人の背はい囊のうを、隊列を乱みださず、立ったまま開くんだ。トルウェイ、マシュー、ハロ、君たちのほうも手て筈はずどおりに！」

　首をかしげつつも命令に従う兵たち。最後列の分を除のぞいた全員の背囊が口を開けたところで、イクタはすかさず次の指示を出した。

「それじゃ、僕がこれから言うものを取り出して足あし下もとに置いてね。まず模も擬ぎ戦せん用ようペイント液一ひと瓶びん、テント固定用のペグ六本、それから──」

　背囊から取り出された荷物が足下に積まれていく。この時点でスーヤはまさかと思った。

「言ったものは全すべて出したね？　よし、それじゃ最後に出したテントの内ない膜まくで他の荷物をぐるっと巻いちゃって。あと最後列は回れ右！　そのひとつ前の人は、今の作業が終わり次し第だい、後ろの人の荷物も同じようにしてやって」

　徹てつ底てい的てきに無む駄だを省はぶいた指示の甲か斐いあって、三分と待またずに全ての作業が終わった。それを確認したイクタは軽くうなずいて身をひるがえし、前を向いたまま命令を飛ばす。

「全体、左に五歩ずれて。──よし、進軍再開」

「ちょっ、准じゆん尉い……!?」

　荷物の一部を置き去ざりにしたまま、四個小隊が進軍を再開する。スーヤは大おお慌あわてで上官に食ってかかった。

「どういうつもりですか、勝手に荷物を捨てるなんて！　これは明らかな軍令違い反はんです！」

「捨てるなんて人聞きの悪い、これはデポだよ。行動計画に合わせて必要な物資や荷物を行こう程ていの途と中ちゆうに置いていくんだ。ちゃんと帰りに回収するって」

「そんな理り屈くつじゃだまされません！　荷物を軽くして進軍を早めるつもりですか!?　それが上手うまくいったとしても、ここで捨てた荷物が向こうで必要になったらどうするんです！」

「だから捨てたんじゃなくてデポだって……。それに僕だって、ここから先で必要にならないものを選んだつもりだよ。ペイント液は水でのばして使える。テントは外がい皮ひさえあれば雨風を凌しのぐのにじゅうぶんだ。固定用ペグも必要最低限の数でいい」

　顔についた雨あま粒つぶを鬱うつ陶とうしげに拭ぬぐいながら、イクタは声をひそめて続ける。

「……だいたい、この演習内容でフル装備なんて過か重じゆう積せき載さいもいいところじゃないか。使いもしない荷物のせいで無む駄だに疲つかれるのはごめんだよ。君もそうだろ？」

「しかし、装備の内容は上が決めたもので──」

「だからデポしたんじゃないか。荷物を捨てるならともかく、荷物の取り扱いは現場指し揮き官かんの権限のうちだよ。それにどうせ、この命令の責せき任にんは僕ひとりにある。お偉えらいさんに叱しかられるのも言い訳わけするのも僕なんだ。君が心配しなくてもいい」

　会話を一方的に打ち切り、イクタはあくび混じりに歩き続ける。またしても反論を封ふうじられたスーヤは、悔くやしさを嚙かみ殺しながらその背中を追った。




　さらに三時間ほど経たった頃ころ、左右を崖がけに挟はさまれた一本道の途と中ちゆうで、ふとイクタが足を止めた。彼はきょろきょろと辺りを見回すが、何を気にしているのか、他人にはもうひとつ分からない。

「……どうしました。道に自信がなくなりましたか？」

　隣となりのスーヤが嫌いや味みたっぷりに尋たずねる。が、それには答えず、気の済すむまで周囲の地形を観察してから、イクタはぽつりと呟つぶやいた。

「──ダメだな、この道は」

「え？」

「戻ろうか。はい、全軍転進ー」

　何の未み練れんもなく来た道を引き返し始める上じよう官かんに、スーヤは戸と惑まどいを隠かくせない。道を間ま違ちがったことに気付いたにせよ、それならそれで、地図を出してルートを確認するのが普通だ。

　が、引き返し始めてから五分と経たないうちに、スーヤは少年の意い図とを知ることになった。ふいに後ろから重い地じ響ひびきが伝わってきたのだ。驚おどろいた兵たちが振り向くと、ついさっきまで自分たちが歩いていた道の先が、膨ぼう大だいな土ど砂しやで埋うまっている光景が目に入った。

「な──」

　スーヤは兵ともども戦せん慄りつした。──あのまま進んでいれば、おそらく巻き込まれていた！

「はいはい、足を止めないの」

　イクタが両手を打ち鳴らし、驚きに歩みを止めている兵たちの背中を押す。それを聞いた各小隊は慌あわてて行こう軍ぐんを再開したが、少年の冷静さが、スーヤはどうしても納なつ得とくがいかなかった。

「……分かっていたんですか」

「ん？」

「とぼけないでください。あそこで土ど砂しや崩くずれが起こることが、です」

　スーヤが鋭するどく尋たずねると、イクタは曖あい昧まいに笑って首をかしげた。

「僕は予よ言げん者しやじゃないからね。いつ起こるかタイミングまでは測れないけど、この辺りが危険だってことは何となく分かったよ。君はさっきの崖がけの様よう子すに気付かなかった？」

「崖の……？　何のことですか？」

「まず、あちこちに新しい地ち層そうが露ろ出しゆつしてた。雨で土が崩れ始めている証しよう拠こだ。次に、崖の壁へき面めんから斜め下に向かって生えている樹じゆ木もくが何本もあった。普通、木はどんな急きゆう斜しや面めんに生えても上を目指して育つものだからね、これは短い間に地じ盤ばん自体がゆるんだことを示している」

　スーヤは目を丸くした。同じ光景を見ていながら、彼女はそんな兆きざしに全まつたく気付けなかった。

「以上から、土砂崩れを警けい戒かいするにはじゅうぶんな環かん境きようだった。だから大事を取って引き返した。──これで答えになったかな？」

　イクタの言こと葉ばに、スーヤは黙だまってうなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。──ちょっと目め端はしが利きいただけだ、どうせこれからボロを出すに違ちがいない。そう自分に言い聞かせないと耐たえられなかった。




「あー、ようやく着いたね。ハイみなさん点てん呼ことって。それ終わったら天てん幕まく張はってご飯はんだよー」

　行こう軍ぐんを終えた解放感でにぎわい始める兵たちの中、しかし、スーヤはひとり呆ぼう然ぜんとしていた。

　樹木の枝えだ越ごしに西の空を見れば、そこを覆おおう雲はまだ夕陽のオレンジ色に明るく染そまっている。雨は一時のピークを過すぎてから小降りになっており、目的地の森林地帯に入った今はもう、木々の枝葉が庇ひさしとなってくれていた。

「……本当に、日暮れ前に着くなんて……」

「だから言ったじゃないか。ちゃんと全部含ふくめた上で設定してあるって」

　びしょ濡ぬれの上着を搾しぼりながらイクタが言う。スーヤは納なつ得とくいかない顔で彼をにらんだ。

「……以前に来たことがあったんですか、この辺り」

「いや、初めてだよ」

「うそです。だって准じゆん尉い、途と中ちゆうで一度も地図を出さなかったじゃないですか。それどころか測量器具自体を使わなかった。その上で最さい短たん距きよ離りなんて、地形を体で覚えてなきゃ不ふ可か能のうです」

　自分の常じよう識しきに従ってスーヤは主しゆ張ちようする。イクタは荷物の重みで凝こった肩をごきごき鳴らした。

「最短距離がどうかは知らないけど、無む駄だを省はぶくようには心掛けたよ。あの雨の中で地図を出したりしまったりするのは一苦労だし、それで道を確認してたら二重のロスだ。その点、頭の中の地図は濡れたりしないし、出し入れの手間もない」

「全部覚えてきたって言うんですか？　……それが本当だとしても、地図と実際の地形はあちこちで食い違ちがいます。そういう時に進路を修しゆう正せいする判断は、経験がなければ正しくできません」

「経験はあるよ。小さい頃ころから師し匠しように教わってきた。フィールドワークは科学の基本だからね」

　科学、という聞き覚えのない単たん語ごにスーヤは首をかしげた。そんな彼女を尻しり目めにしつつ、手て拭ぬぐいで肌はだの水気を拭ふき取ったイクタは、軽く声を上げて各部隊の隊長たちを呼ぶ。

「マシュー、トルウェイ、ハロ、ひとまずお疲つかれさま。自分たちの部隊に欠員は出ていない？」

「ちゃんと全員揃そろってるよ。暗くなる前に着いたし、途と中ちゆうではぐれた奴やつはひとりもいない」

　マシューの返事に他二人もならった。イクタは満足げにうなずく。

「ここまでは予定通り。でも、ここからが本番だ。──いいかマシュー、トルウェイ。別ルートを通ってくる都つ合ごう上じよう、ヤトリたちの到とう着ちやくは早くても明日の昼以降になる。それまでの時間が僕たちに与えられた最大のアドバンテージだ。これを最大限活用しよう」

「あ、あのー、わたしは……」

「ハロはいいよ、部下と一いつ緒しよに早めに寝ねちゃって。君の衛えい生せい兵へい部ぶ隊たいは立場中ちゆう立りつだから、明日からは僕の指し揮きを離はなれて動き回ることになるし。──あ、一人寝が寂さびしいなら僕のテントに来る？」

「い、いえ、まだ貞てい操そうを守りたいので遠えん慮りよします……」

「分かったよ。ところで僕は一人寝が寂しいんだけど、夜中に君のテントに行ってもいい？」

「イクタ……ヤトリがいないとお前、本当にやりたい放題だよな……」

　マシューが呆あきれ顔になり、隣となりでトルウェイがくすりと笑う。さらに二、三の確認をしてから准じゆん尉いたちは解散した。

「スーヤ曹そう長ちよう。食事が終わってからでいいけど、ウチの小隊から、光ひかり精せい霊れい持ちで元気な者を五～六人選んでおいてくれない？」

　彼らの様よう子すをぼんやり見ていたスーヤは、イクタに話しかけられて我われに返る。

「あ、はい、分かりました……。夜のうちから下した見みに行くんですか？」

「最大限活用するって言っちゃったからね。ちょっと南の川のほうを見てくるよ。明日はあの向こう岸に陣じんを組んで相手を待まつつもりだから」

　イクタが何なに気げなく言った内容を、スーヤは眉まゆ根ねを寄せて訊きき返した。

「南の川の向こう岸に……？　ちょ、ちょっと待ってください准尉、相手部隊と対たい陣じんする場所はそこじゃありません。掲けい示じ板ばんで北の広場が指示されているのを見ませんでしたか？」

「見たけど、『戦力合流に好こう適てき』と書いてあっただけだよ。そこで必かならず戦えとは言われていない。解かい釈しやくの上では、この南ウルト森林地帯のどこに陣取ってもいいはずだ」

「しかし、それは慣かん例れいで……」

「本当の戦争だって慣例に従ってやるわけじゃないよ。せっかく選せん択たくに幅はばがあるんだから、こっちに有ゆう利りに働はたらく戦場を選ばないとさ。──じゃ、兵へい士しの選出のほうよろしく」

　止める間もなくイクタは行ってしまった。……刻こく一いつ刻こくと彼のペースに乗せられつつあることに、スーヤはまだ自分では気付いていない。







　夕食後、スーヤを含む七名の兵士を同行させて、イクタは野や営えい地ちから南に一キロほど下った場所を流れるクリリ川の様よう子すを見に行った。この辺りは演習の目的地に指定された南ウルト森林地帯のほぼ南なん端たんだ。

「おや、思ったより流れが太い。小川に毛が生えたくらいかと思ってたけど、雨が幸さいわいしたな」

「はぁ……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら歩き回るイクタの意い図とが、スーヤを含めた他の兵士たちにも少しは分かる。敵てき軍ぐんとの間に川を挟はさんだ布ふ陣じんは防ぼう御ぎよ戦せん向きだ。それ自体は正しい選択かもしれない。だが……。

「確かに水量は増していますが、それでもこの川、胸むね下したまで水に浸つかれば歩いて渡れますし……地図を確認したところ、上流のほうにはもっと簡単に渡れる浅あさ瀬せもありますよ」

「突とつ撃げき渡と河かしようと思えば可か能のう、くらいの深さと川幅だね。流れもそこまで強くないし、雨が弱まった分、明日になればもっと緩ゆるやかになりそうだ」

　クスの周照灯ランタンで照てらしつつ、イクタは注意深く水に浸かって川全体の深さを確かめた。流れが緩やかな川の例に漏もれず、このクリリ川の水もかなり濁にごっている。今は夜だから当然としても、たとえ昼間でも水中を見通すことは難むずかしそうだった。

「うん、川の中はだいたい分かった。後は周まわりの地形だけど……」

　水から上がったイクタは、今度は川辺の林に入ってきょろきょろと辺あたりを見回し始めた。

「さすがに東とう域いきの熱帯林とは植しよく生せいがだいぶ違うな。……ん？　これって……」

　ふと目に付いた木を、クスの凝集光ハイビームで下から上まで照らす。全長二十メートルほどの高い木だったが、その他には何の特とく徴ちようもない。後ろの部下たちはすぐに興きよう味みを他に移した。

「……イスノキだ！　へぇ、ここにも生えてたのか！」

　だが、イクタの目には同じ木でも別のものに見えていた。彼は声に喜びをにじませて幹みきを軽くこぶしで叩たたき、それから探さぐるように凝集光を周りへ向ける。

「よし、ここ一帯に群ぐん生せいしてる……。これはツキがあるな」

「あの、准じゆん尉い……何を喜んでいらっしゃるんですか？」

「具ぐ体たい的てきな戦術が決まったんだよ。ああよかった、これで今日はよく眠れそうだ」

　さぁ帰ろうか、とスキップ気ぎ味みに引き返していくイクタ。慌あわてて追ってくる部下たちに向かって、彼は明るい声でこう言った。

「みんな、今日は早めに寝ねておくんだよ。明日は早朝から大だい工く仕事だ」





＊






　イクタたちとは別ルートを取って同じ目的地を目指したサリハ、スシュラフ、ヤトリの三個小隊は、彼らの到とう着ちやくから一夜明けた翌よく日じつの昼過ぎ、ようやく南ウルト森林地帯に辿たどり着いた。

「さぁ陣じんを敷しけ。慌あわてなくていいぞ、どうせ相手はまだ着いてないだろうからな」

　北の広場に兵を展開させるサリハ大たい尉いは、自分より早く相手が到着しているなどとは夢ゆめにも思っていなかった。ちゃんと根こん拠きよもある。准じゆん尉いだった若い頃ころに同じような演習をした折おり、彼は両方のルートを利用したことがあるからだ。

「こっちのルートは少し大回りだけど、道が単たん純じゆんで迷まよわない。対してあっちのルートは近道じゃあるけど、込み入った分ぶん岐きと地形を突とつ破ぱしなきゃいけない。くくく、初めてだと迷うぞ……途と中ちゆうで迷まい子ごになって引き返す奴やつもいるくらいだ。ここまで無事に辿り着いてくれるかな」

　寡か黙もくなスシュラフを隣となりに従えて、サリハはひとり悦えつに浸ひたっている。油ゆ断だんとか慢まん心しんとかいう言こと葉ばは今の彼のためにあるかのようだ。

　もちろん本人に自覚はないが、その有あり様さまを客きやつ観かん視しできる他人にとっては話が別だ。

「サリハスラグ大尉。私の小隊から斥せつ候こうを出してもよろしいですか」

　早々に自分の兵を展開させ終えたヤトリが、総そう指し揮き官かんに向かってそんな許きよ可かを求めた。いい気分になっていたところを邪じや魔まされて、サリハはうっとうしげに彼女を見る。

「……斥候ぉ？　何言ってんの、そんなのいらないよ。まだここに来てるはずないし、そもそも両軍は北の広場ここで対たい陣じんすることになってるじゃないか」

「掲けい示じ板ばんには『戦力合流に好こう適てき』とありました。私なら対陣の場所に指定はないと解かい釈しやくします」

「……確かにそうだけど、最初の演習でそこまで気が回るわけないだろ。ここに着いた頃ころにはすっかりヘトヘトで、模も擬ぎ戦せんをやる体力なんて残ってないのが普通──」

「だとしても、用よう心じんに越こしたことはありません」

「…………わかったよ。勝かつ手てにすれば」

　断だん固ことして譲ゆずりそうにないヤトリの相手が面めん倒どうになって、サリハは追い払はらうように許可を出した。敬けい礼れいして上じよう官かんの前を立ち去さった炎えん髪ぱつの少女は、自分の隊に戻ってきびきびと指示を出す。

「斥候隊、よく聞いて。まずまっすぐ南に下りなさい。そこから北に上りつつ敵の姿を探さがすの」

　尊そん敬けいする小隊長の指示に、部下たちはこくこくと素直にうなずく。彼女の兵の士し気きの高さときたら、イクタ小隊なんかとは比くらべ物にならない。

「私の推すい測そくだと、相手部隊はもう到とう着ちやくしてるわ。イクタ……あっちの総そう指し揮き官かんの性格からして正面からぶつかる気はないだろうし、北の広場を避さけて陣じんを張るとすれば……たぶん、ここ」

　ヤトリの指先が地図上の一点、南ウルト森林地帯南端のクリリ川を指し示した。彼女の意志を受けた三名の部下たちは力強く敬けい礼れいし、すぐさま駆かけ足で南へ下っていく。

「きっぱりした命令だな、ヤトリ。ソロークの考えを読むのはお手のものか」

　ふいに背はい後ごから話しかけられて、ヤトリは声の主ぬしへと振り向きざまに敬礼した。二十名あまりの屈くつ強きような親しん衛えい隊たいによって身の回りを守られた皇こう族ぞくの子女、シャミーユ殿でん下かだ。

「恐きよう縮しゆくです、殿下。……ですが、イクタの考えを読み切るのは無理でしょう」

「付き合いの長いそなたでもか？」

「私でも……私だからこそ……いえ、おそらく両方です。あいつは必ず、相手が自分の考えをどう読むか、それさえも読んで考えますから。だまし合いに付き合おうとすれば泥どろ沼ぬまにはまります」

　厄やつ介かいな男だな、と姫ひめ君ぎみは苦く笑しようした。ヤトリも軽く微笑ほほえみ、ふとそこで話題を変える。

「ところで、今日はありがとうございます。わざわざ演習を見に来てくださって」

「この模も擬ぎ戦せんにかこつけて、サリハスラグ大たい尉いとスシュラフ中ちゆう尉いが狼ろう藉ぜきを働はたらかないよう見張りに来たまでのこと。そなたらは余よの騎き士し団だんなのだ。余が守られた分は、余もそなたらを守る」

「ご厚こう情じよう痛いたみ入ります。……しかし戦せん闘とうが始まってからは、万が一にも巻き込まれないようくれぐれも離はなれていてください。流れ矢にも注意して、常つねに彼らの後ろにいるように」

　親衛隊を目で指してヤトリが言う。中央基地に常じよう駐ちゆうする軍人から有ゆう志しで募つどられた彼らは、いずれも人じん品ぴん骨こつ柄がらに優すぐれた優ゆう秀しゆうな兵へい士したちだ。その全員が風銃と軽けい甲かつ冑ちゆうで武ぶ装そうしており、まさに鉄てつ壁ぺきというに相応ふさわしい。

「分かっている。そなたらの活かつ躍やく見たさに、うっかり身を乗り出さないようにしなければな」

「では私は、身を乗り出さずとも分かるくらいの活躍を心掛けましょう」

　温あたたかい冗じよう談だんを交かわしあって、主しゆ従じゆうの関係にある二人はくすりと笑った。……だが、さっき出した斥せつ候こうが全速力で駆け戻ってくる足音が、そんな穏おだやかな空気を打ち破やぶることになった。







　敵てき部ぶ隊たいがすでにクリリ川の向こうに陣を展開しているという報告を聞いた時、サリハ大尉は数秒ほどポカンとしてしまい、弟のスシュラフ中尉に肩を叩たたかれてようやく我われに返った。

「ぜ、全軍南進っ！　縦じゆう列れつ隊たい形けいに戻ってクリリ川に向かえ！」

　このまま広場で待まつという手もあったが、そうやって対たい陣じんしないまま膠こう着ちやく状じよう態たいになると、訓くん練れん生せい相手に怯おびえた将しようとして恥はじをかくのはサリハのほうになる。階級の上では立場が上だからこそ、彼はイクタがどんな場所で待まっていたとしても、進んで打ち破らなければならなかった。

「も、問題ない。いったん兵を縦じゆう列れつに戻しても、広場から川に向かうまでに襲おそわれたりはしない。だって戦せん闘とう開始は対たい陣じんが済すんだ後と明めい記きしてあった。こればっかりは変な拡かく大だい解かい釈しやくの余よ地ちはない──そうだよな、スシュラフ!?」

　弟に保証を求める声がうわずっていた。離はなれた場所でそれを聞きながら、ヤトリはやれやれと思う。──まだ模も擬ぎ戦せんが始まってもいないのに、メッキを剝はがすのがちょっと早すぎない？

　スシュラフの短い相あい槌づちを聞いているうちに、サリハも少しずつ落ち着きを取り戻していった。クリリ川を挟はさんで敵てき部ぶ隊たいと向かい合う頃ころには、どうにか表面上の威い厳げんを取り戻している。

「本当に川の向こうに陣じん取ったのか……。兵も完全に展開し終わってるし、くそ、どうしてこんなに移動が早く終わったんだ？」

　苛いら立だたしげに親指の爪つめを嚙かむサリハ。そんな彼の視し線せんの先で、敵部隊がついに交こう戦せん旗きを掲かかげた。これに対して同じ旗はたで応こたえれば、その瞬しゆん間かんから戦せん闘とう開始だ。

「ああっ、先に旗を上げられた！　これだけでもいい恥はじだぞ、こっちも早く展開しろ！」

　指し揮き官かんに急かされた兵たちが、慌あわてて縦列隊たい形けいを戦闘のための横列に組み替えていく。それが済すむと、すぐさまサリハは部下に交戦旗を掲げさせた。さすがにヤトリが頭ず痛つうを覚える。

「そこで焦あせっても仕方ないでしょ……。もう遅おくれは取ってしまったんだから、いっそ敵が焦じれるくらい悠ゆう々ゆうと陣を張ればいいのに。これじゃあいつイクタの思う壺つぼよ」

　その意見を口の中で呟つぶやくに留とどめるあたり、イクタに比くらべてはるかに立場というものを弁わきまえているヤトリだが、それだけにもどかしさも募つのった。

　そんな部下の心しん境きようは露つゆ知らず、目の前の相手をどう倒すか、サリハはそれだけを考える。

「兵力が同じなら当然、河か川せん防ぼう御ぎよ陣じんは先に攻せめたほうの負けだ……。川を渡る兵が無む防ぼう備びな状態でつるべ撃うちにされる。どっちも攻めたくない、だからこうやってにらみ合いになる」

「兄上、まず兵に水深を測らせてはどうだ。川の深さによっても話は違ちがう」

「いや、そうするまでもない。ここの川はオレもよく知ってる。普段なら腰こしまで水に浸つかれば渡れるんだが、今は雨で増水しているから、だいたい胸むな下したまでってところか……」

　そう言って、サリハは忌いま々いましげに濁にごった川面を見下ろす。……これが河川防御陣として機能していない可か能のう性せいは、彼自身の経験によって否ひ定ていされた。とすると話は一いつ気きに面めん倒どうになる。

「……確か、上流に浅あさ瀬せがあったな。そっちから兵を回して敵の背はい後ごを突つかせ、こっちの主力とタイミングを合わせて攻撃……っていうのが真っ先に思いつくが。この陣を張ってきた以上、相手もそのくらいは読んでいるだろうし……」

　どんな手を打つにもリスクが伴う。裏うらを取られる可能性を考えれば考えるほど、自分から攻めるのは危険に思え、その心理は無意識に相手の出で方かたを待つようになる。サリハがその状態になるのに長い時間はいらず、対たい岸がんの敵はそれを読み切って兵を動かした。

「……兄上。敵てきの一部隊が横列を離はなれ、上流へのぼっていくようだが」

「見りゃ分かる！　あれはイクタ・ソロークの部隊か!?　そう出るなら、よし……！」

　待まちかねた敵のアクションに、サリハは疑ぎ似じ餌えに誘さそわれた魚のように飛びついた。

「ヤトリシノ准じゆん尉い！　お前の小隊は上流の渡と河か地点に向かって、そこで敵を迎むかえ撃うて！」

　命令されたヤトリは即そく答とうを避さけ、ややためらってから意見を返した。

「……お言こと葉ばですが、大たい尉い。ここでの戦力分散は危険だと思います。そんなことをなさるくらいなら、いっそ河か川せんでの対決を避けて北の広場に戻っては？」

「……危険？　敵に回りこまれる以上の危険がどこにあるんだよ!?」

「イクタ小隊は光こう照しよう兵へい部隊です。編へん成せいに強力な風ふう銃じゆう兵へいは少なく、その主おもな兵装はボウガンと短たん槍そう。凝集光ハイビームによる目くらましも昼間は効こう果か半減。上流から回ってきたところで挟きよう撃げきされる前に迎げい撃げきできます。……いま怖いのは、狙ねらいが何であれ、あちらの誘さそいに乗ってしまうことでは？」

　ヤトリの慎しん重ちよう論ろんを、サリハは一いつ笑しように付ふした。

「ふん、イグセムの娘が怖おじ気けづいたのか？　よく見ろよ、敵との間には川を挟はさんでいるんだぞ。たとえ二倍の兵力で突とつ撃げきされたとしても、迎え撃つ限りはこっちが有ゆう利りなんだ」

「お忘れのようですが、この河川防ぼう御ぎよ陣じん地ちは敵が用意したものです。決して大尉の策さくではありません。それが我われ々われを等しく助けてくれると思うのは、いくらなんでも虫が良すぎるのでは？」

「……っ！　う、うるさい、上じよう官かんの命令に逆らうな！　さっさと迎撃に向かえ！」

　会話を拒きよ否ひされると、さすがにヤトリもそれ以上の説せつ得とくを諦あきらめた。サリハに向かって敬けい礼れいして命令を引き受け、小隊の部下たちを引き連れて上流へと移動を始める。

「……攻撃とも防御とも付かない曖あい昧まいな指示。あの大尉、もうすっかり対たい処しよ療りよう法ほうしか考えられない頭になってるみたいね。──ああ、まったく。あんたにとってはさぞかし転がしやすい手玉でしょう、イクタ」





＊






　ヤトリ小隊が出発してから二十分余あまり。両軍は川を挟んだにらみ合いを続けていたが、何やら上流から澄んだ金属音が響ひびいてきた瞬しゆん間かん、まずマシューが表情を変えた。

「……合あい図ずだ。──全員、撃ち方用意」

　兵へい士したちが一いつ斉せいに風銃へと弾たまを込めた。もちろん模も擬ぎ戦せんなので加か減げんした空気圧あつで放たれるペイント弾だんだ。鏃やじりを取り払はらったボウガンの矢や、木製の短槍・銃じゆう剣けんにも同じ染せん料りようが付けられている。この色を塗られた者は「戦死」の扱あつかいになって、以後の戦闘に参加できない。

「よし──いいな。突撃はイクタ小隊と合わせて行うぞ」

　マシューの口が、この場にいないはずの部隊を呼ぶ。対たい岸がんにも空気の変化が伝わったらしく、展開した兵たちが警けい戒かいを強めた。──そして次の瞬しゆん間かん、その出で来き事ごとは怒ど涛とうのように起こった。

　まず、先ほど上流へ向かったフリをして途と中ちゆうで引き返し、今まで川べりの林にひそんでいたイクタ小隊が武器を手に走り出してきた。中にはイクタ・ソローク本人の姿もある。

　その先頭列が自分たちと並んだ瞬間、マシューとトルウェイの小隊もまた、猛もう然ぜんと川に向かって突とつ撃げきし始めた。対岸のサリハたちは度ど肝ぎもを抜かれた顔になる。なぜなら──胸下まで水深があるはずの今のクリリ川を、イクタたちはせいぜい膝までしか浸からずに渡ってきたからだ！

「なっ……!?　うっ、撃うてっ！　迎むかえ撃てぇっ！」

　絶ぜつ叫きようにも似にたサリハの命令が響ひびき渡ったが、この時点で大たい勢せいは決まっていた。

　河か川せん防ぼう御ぎよ陣じん地ちが敵を迎え撃つのに有利なのは、深い水の中を渡ってくる敵兵が、無防備を晒さらしているスキに攻こう撃げきできるからだ。だが、膝ひざ下したまでの水深ではその効こう果かも薄うすい。さらに林に伏ふせられていたイクタ小隊が攻撃に加くわわったことで、三個小隊対二個小隊の兵力差がもろに出た。

　有あり得えない攻撃を受けた驚おどろきも手伝って、サリハ大たい尉いらの部隊に的確な応戦はできなかった。前列の兵たちが次々とペイント弾だんやペイント矢に当たって「戦死」し、銃じゆう剣けんと短たん槍そうでの突撃を受け、彼らは膠こう着ちやく状じよう態たいから一転した窮きゆう地ちに追い込まれる。

「さ、下がれっ！　下がりながら撃てっ！」
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　まともにぶつかれば物量差で全ぜん滅めつ、かといって背を向けて退たい却きやくしても追つい撃げきで壊かい滅めつ。進しん退たい窮きわまった状じよう況きようでサリハが出した苦しまぎれの指示だったが、これが皮ひ肉にくにも効こうを奏そうした。

「ちょ……おい、邪じや魔まだよお前！　『戦死』したなら早くどけって！」

「そ、そんなこと言われても……！」

　敵てき味み方かたの入り混じる最前線で、生者と死者がもみ合っていた。本当に戦死したのなら死体を踏ふみ越こえて行くだけのことだが、この場合はルール上の死者に過ぎない。模も擬ぎ戦せんへの不ふ慣なれも手伝って、彼らはその場に棒ぼう立だちしたまま障しよう害がい物ぶつになってしまったのだ。

「い、今だ、敵が止まってる間に撃てぇっ！」

　そして弾たまがペイント弾なのをいいことに、サリハは味方に当たるのも構わず兵に風銃を撃うたせまくった。すさまじい醜しゆう態たいだったが、これで稼かせいだわずかな時間が、結果として彼を生き永ながらえさせることになった。というのも──、

「ああもう、やっぱりこうなってた！　──小隊突とつ撃げき！　退却する友ゆう軍ぐんを守りなさい！」

　じりじり後退する兵たちの隙すき間まを抜けて、窮地に駆かけつけたヤトリ小隊の面々が敵を迎え撃ったのだ。事前に混戦を予想していたヤトリは、始めから兵のボウガンにはめ込み式の短たん槍そうを装着させていた。目と鼻の先に敵がいる状況では、風銃よりもボウガンよりも長物が強い。

「やっぱり来たかヤトリ。──はいはい、みんな無理せず後こう退たいして！　チャンバラやめー！」

　彼女の邪魔がなければ追撃には絶ぜつ好こうのチャンスだったが、イクタは引く瞬間をまったく誤あやまらなかった。短槍を振り回すヤトリ小隊の兵たちから冷静に距きよ離りを取り、うかつに突とつ出しゆつしてきた相手だけを狙ねらって包ほう囲い殲せん滅めつする。それを見たヤトリも潮しお時どきを悟さとった。

「小隊転進！　まっすぐ後ろはダメよ、敵てきに混こん乱らんが残っているうちに林の中へ逃げなさい！」

　たった一月で訓くん練れんしたとは信じられないほど、ヤトリ小隊の動きは的確で迅じん速そくだった。今もばらばらに散って逃げたようだが、事前に集合地点を設定してあるのは間ま違ちがいない。

「あー、思ったより引っかき回されたな。おーいマシュー、どこー？　まだ生きてるー？」

　イクタが間ま延のびした声で呼びかけると、しばらくして人ごみの中から大きな体が現れた。

「ここだ……なんとか生きてるよ。さっきヤトリを撃とうとして、逆に蹴けられたけどな……」

「危うく中央突とつ破ぱされかけたもんなぁ。ヤトリの突撃は歩ほ兵へいを相手にしてる気がしないよ。──ま、じゅうぶん主しゆ力りよくに被ひ害がいは与えた。とりあえず生き残りを集めて隊たい列れつを組みなおそうか」

　互たがいにうなずきあって、ふたりは自分の小隊を立て直し始めた。が、そこに「戦死」せず生き残ったスーヤ曹そう長ちようが走ってきて、のん気に兵たちの人数を数えているイクタに食ってかかる。

「准じゆん尉い、なぜ追撃しないんですか!?　ヤトリシノ准尉の小隊も退しりぞきました、混乱している敵本隊を追って叩たたくなら今が絶好のチャンスなのに！」

「え？　君たち追撃できるの？」

　とぼけた顔で問とい返すイクタ。それに苛いら立だったスーヤは思わず声を荒げかけたが、実際に口を開く寸すん前ぜんになって、彼女も上じよう官かんの言うところにハッと思い至いたった。

　冷静になって周りを見渡せば、状じよう況きようは明らかだ。乱らん戦せんにもまれた兵たちはすっかり隊列を乱みだしていて、はぐれた仲なか間まを呼ぶ声があちこちで響ひびいている。中には手当ての必要な怪け我が人にんもいて、各小隊がじゅうぶんな統制を取り戻すにはまだ時間がかかるだろう。

　こんな状態で効こう果か的てきな追撃ができるはずもない。下手へたをすれば返り討うちに遭あう。策さくの成功に酔ようことなく、イクタは冷静にそう判断したのだ。その正しさはスーヤも認めざるを得ない。

　そもそも統制の回復が遅おくれていること自体、イクタの指し揮きが悪いからではなく、彼の指揮に対する兵たちの練れん度どが根本的に低いからだ。それを底上げするための訓練を、本番寸すん前ぜんまでイクタに許さなかったのは、他でもないスーヤ自身だった。

「……いえ、できません。……失礼しました……」

　異い論ろんの余よ地ちがないことを悟さとると、彼女は半なかば途と方ほうに暮くれた様よう子すで、生き残りを選別する作業を手伝い始めた。それを続けながら、スーヤはぼそぼそと小声で隣となりの上官に尋たずねる。

「……ここまで全部、准尉の予想通りだったんですか？」

「？　何を今さら。君には事前に全部教えたし、橋作りだって手伝ったじゃないか」

　イクタが肩をすくめる。気まずさに目をそらしつつ、スーヤは今朝の出で来き事ごとを思い返した。




「……水中に、作る？　橋を？」

　最初にその発想を聞いた時は、スーヤには相手が何を言っているのかまったく分からなかった。指し揮き下かの部隊の全兵士を駆かり出して木こりの真似まね事ごとを始めた上じよう官かんは、使い慣なれない斧おので手にまめを作りながら、のんびりと彼女に説明した。

「作るというか、この場合は沈めるだけだね。あの川の幅はばはおよそ二十五メートルで、ここのイスノキは平へい均きんして全長十八～二十メートルくらい。これを川底に流れと垂すい直ちよくに沈めるのさ。五本も渡せば水中に立りつ派ぱな道が一本出で来き上あがる。三個小隊の突とつ撃げきに使うには、まぁ三十本は渡したいところかな」

「でも、これ……要ようするに丸太でしょう。木は水に浮かぶんじゃ……？」

「木は木でも、これはイスノキというとっても硬かたい木でね。木の硬こう度どは水分含がん有ゆう率りつと反はん比ぴ例れいするんだけど、イスノキはそれが極きよく端たんに低いんだ。つまり中身がみっちり詰つまってるってこと」

「はぁ……」

「まぁ簡単に言えば、この木は水に沈むんだよ。あの川は流れも緩ゆるやかだし、ちょっと固定するだけで押し流される心配もなくなる。何より水が濁にごっているおかげで、水中の橋は敵に見えない。あの川が河か川せん防ぼう御ぎよ陣じんとして機能しないことを、仕掛けた僕たちだけが知っているんだ。

　橋は水上に架かけるものという固こ定てい概がい念ねんを打ち破やぶった、これがアナライ・カーン発案の『水中橋』。……でも、軍事利用以外にはあまり役に立たないからって、考えた本人はちっとも誇ほこらなかったなぁ」

　イクタは懐なつかしげに呟つぶやいた。その時の遠い目が、スーヤにはひどく印象に残った。




「……もし、敵が最初に水底を探さぐりに来たら、その時はどうするつもりだったんですか？」

「その可か能のう性せいは低いと思っていた。クリリ川は河川防御陣地の練習場でもあって、中央基地出身のサリハスラグ大たい尉いはこの川の深さを肌はだで知ってる。それが雨で増水しているのを見れば、深いとは見込んでも浅あさいとは疑わない。そこを疑うためには『水中橋』という発想に思い至いたる必要があるけど、あの短たん気き頭あたまにそんな柔じゆう軟なん性せいがあると思う？」

　スーヤがひとつケチを付ける間に、イクタはその十倍もの言こと葉ばを用意する。……それらが空からっぽの妄もう言げんだと思っているうちは、誰だれもが彼を軽けい蔑べつしていられた。だが、そうでないことが今回の戦いで証明された。彼の言葉は力ある言葉だった。

　ふと辺りを見渡せば、この若い准じゆん尉いから目を離せないでいるのは、もはや決してスーヤひとりだけではなかった。ひとつの劇げき的てきな勝利とは、かくも簡単に人の評ひよう価かを逆転させるのだ。

「ま、探りに来たら、もちろん撃うって追っ払ぱらったけどね。川に入ってくれば風銃の射しや程てい内ないだし。ただ、サドイケメンの無能っぷりだけは想像以下だったな。そのせいで不本意ながら被ひ害がいも増えたよ。ペイント弾だんとはいえ仲なか間まを撃つか、フツー？」

　口く調ちようこそ冗じよう談だんめかしてはいたが、その点に関してはイクタも本気で怒っていた。それを聞いたスーヤはますます戸と惑まどった。目の前の男を尊そん敬けいしそうになっている自分に泣きそうになった。

「ん、生き残りと戦死者の区別は済すんだな。──ハロ、僕の天使！　怪け我が人にんの手当てお願い！」

「きき気付いてたんですかっ!?　……そ、それじゃ戦せん闘とうも終わったようなので失礼して……」

　ずっと林のすみっこに隠かくれていたハロの衛えい生せい兵へい小隊が、イクタに呼ばれて出て行き、今の戦闘で生まれた怪我人を手当てして回った。時には死者が出ることもある模も擬ぎ戦せんだが、今回は幸さいわいにも、打だ撲ぼくや捻ねん挫ざなどの軽けい傷しよう者しやが多数出ただけで済すんだようだ。

「うまく出し抜いたものだな、ソローク。相手は目を白黒させていたぞ」

　ハロ小隊の後ろから、親しん衛えい隊たいに守られたシャミーユ殿でん下かが顔を見せた。戦いの邪じや魔まにならずに戦せん況きようを見守ることができる場所を探さがしているうちに、ふたりはいつの間にか合流していたらしい。

「そりゃどうも。でも今は訓くん練れん中ちゆうですよ、特に用がないならお姫ひめさんは引っ込んでてください」

　そう言って、イクタはシッシッと追い払はらうように手を振った。姫ひめ殿でん下かの唇くちびるがへの字に曲がり、さらに親衛隊の面々が殺意のこもった目つきで無ぶ礼れい者ものをにらむが、本人は意にも介かいさない。

　機き嫌げんをそこねた姫君が親衛隊といっしょにハロのほうに行ってしまうと、それと入れ替わりに、風ふう銃じゆう兵へいの部下二人を連れたトルウェイが上流から走ってきた。

「ただいま、イッくん、マーくん。この様よう子すだとうまくいったのかな？」

「イッくんは禁止だけどな、まぁ上じよう首しゆ尾びだ。そっちの報告を頼たのむ」

「うん、了りよう解かい。ぼくは作戦どおり、上流の渡と河か地点で部下と一いつ緒しよに木に登っていたわけだけど……あそこに来たのはヤトリさんの兵だよね？　たった三人で先行してきたから、これは兵力の有う無むを確認するための斥せつ候こうだと分かったよ」

「そうか。仕留めたか？」

「全員撃うって『戦死』させたよ。それから合あい図ずの銅ど鑼らを鳴らしたけど……あれって、いくつか想定した中ではいちばん悪いパターンだったよね」

「ああ、ヤトリが常に想定の上限で動いたからな。彼女は上流の渡河地点に小隊の全兵力を向かわせず、いつでも仲なか間まの援えん護ごに駆かけつけられる中間点に主力を置いて、僕の小隊が本当に向かって来ているかを確かめるための身軽な斥候を出した」

　それで敵がいれば迎むかえ撃つし、敵がいなければ罠わなと確信して本隊に戻る。彼女らしい堅けん実じつな保険の打ち方だとイクタは思った。斥候に音の合図を出させないためにも、トルウェイを含む腕のいい銃兵を上流に配置したが……この分だと、部下から合図のないこと自体が、ヤトリに罠を確信させてしまったらしい。

「まぁいいや、どっちにしろ敵の戦力は大幅に削そいだんだ。ここに残っている敵と味方の『戦死者』の数を比ひ較かくするだけでも、さっきの戦いはこっちの大勝だったことが分かる」

「降こう参さんしてくれれば楽らくなんだけどな……。実際、相手はそれでも無理のない被ひ害がいだろ？」

　マシューが少し疲つかれた様よう子すで言うと、イクタは舌したを出して首を横に振った。

「総そう指し揮きがサドイケメンじゃなければ降参も期待できたけどね。あの性格だと、本人を『戦死』させないことには最後の一いつ兵ぺいまで戦わせかねない」

　トルウェイとマシューをそれぞれの小隊に戻らせると、イクタは兵全体に向けて言い放った。

「──というわけで、みんな、悪いけどもう一仕事だ。まずは森林地帯の北口に向かおうか。東に大回りのルートを取るから、生き残りは全員遅おくれずに付いてきてねー」

　間ま延のびした声で、多くの兵にとって予想外の指示が下された。戸と惑まどいながらも進軍を始めた隊たい列れつの先頭で、スーヤ曹そう長ちようがイクタの意い図とを確かめる。

「……准じゆん尉い、これは追つい撃げきに向かっているのですか？　逃げた敵が北にいるという確信が？　だとしても、なぜ直進を避さけた遠回りを？」

「あはは、スーヤはマジメだなぁ。もっと楽らくをする方向で考えようよ」

　焦あせらず急がず、あくまで一定の歩ほ調ちようのまま、イクタは困こん惑わく顔がおのスーヤに説明を始めた。





＊






「はぁ、はぁ、くそっ……！　こんな、こんなはずじゃなかった！」

　クリリ川を挟はさんでの対決に敗れたサリハ大たい尉いは、残った部下を引き連れて、どうにか安全と思われるところまで逃げ延のびてきた。だが兵たちも彼自身も、いまや疲つかれきった負け犬いぬの姿だ。

「兄上、水、飲むか」

　隣となりにはスシュラフ中ちゆう尉いもいて、彼は相変わらず無表情かつ寡か黙もくに兄を支えていた。弟から水すい筒とうを受け取ったサリハは中身を一いつ気きに飲み干ほしかけたが、途と中ちゆうで気管に水が入ってむせ返る。

「ごほごほっ！　……ちくしょう、なんだアレは！　どうしてあいつらは水の上を走ってこれた!?　あそこの水深は絶対に胸むな下したまであるはずなんだ！　イクタ・ソロークは魔ま法ほう使いか！」

「兄上、落ち着け。あれは川の中に何かを沈しずめてあったんだろう。おそらく橋のようなものを」

「橋、橋だと!?　橋ってのは川の上を渡すもんだし、光こう照しよう兵へい部ぶ隊たいの大だい工くどもが何日も何週間もかけて作るもんだ！　あいつらがここに着いたのはどんなに早くても昨日の夜だぞ！」

　不ふ愉ゆ快かいな現実を受け容いれられないサリハがわめき立てているところに、彼の到着からしばらく遅おくれてヤトリシノ・イグセムがやって来た。彼女の小隊もかなりの損そん害がいを受けていたが、兵たちの目には力があり、生き残りの兵力も続々と集結しつつある。

「驚おどろいた。大尉のような人でも、敗走した時の一般方向を覚えていたのですか」

　開かい口こう一いち番ばんヤトリが口にしたのは皮ひ肉にくだったが、言った本人はけっこう本気で驚いていた。「一般方向」というのは軍事用語で、「どの道を辿たどってもいいからここへ向かって進め」という指し標ひようを指す。この場合は、負けて散ちり散ぢりになった時の集合地点を意味するのだが……。

「ぐっ……！　テメェこの、ヤトリシノ……！」

　サリハには何とも言い返せなかった。戦う前に負ける時のことを考えたか、勝って当然と少しも考えなかったか──どちらが真実だとしても、今はもう彼にとっての恥はじにしかならない。

「お、オレだけの責せき任にんじゃない！　お前がもっと早く援えん護ごに来れば……！」

「それは失礼しました。あれより速く動ける部隊がいるのなら見せて欲しいものですが」

　ヤトリは冷たく言い放つ。彼女は今回の自分の用兵について自信を持っていた。無む能のうな上官に縛しばられた条件下でベストを尽つくした──イクタならそう言い切るところだったかもしれない。

　事実、中間地点に小隊主力を残す彼女の判断がなければ、サリハとスシュラフの部隊はとっくに追つい撃げきで壊かい滅めつさせられていただろう。サリハにもその自覚はあって、それだけに本人も情けない。

「ところで、どうしますか。もし部隊を立て直してもう一戦するのであれば、総そう指し揮き官かんのあなたが指示を出してくださらなければ。──見ての通り、私の小隊はいつでも戦えますが」

「……っ、い、言われるまでもない！」

　尻しりに火が点ついたように立ち上がると、サリハはくたびれた生き残りの兵たちを怒ど鳴なりつけて隊たい列れつを組みなおさせた。それから十秒ほど考え込み、真っ先に思いついた作戦を口に出す。

「……待まち伏ぶせだ。北の広場から西に伸びる道路の両側面に兵を伏ふせて、奴やつらが通りかかった瞬しゆん間かんに左右から挟はさみ撃うちにする。まず銃じゆう撃げき、それから突とつ撃げき。これなら数の不利は補おぎなえるはずだ」

　悪くない策さくだとヤトリは思った。あくまで敵てきの追つい撃げきを前ぜん提ていとすれば、だが。

「そのためには身軽な兵を先行させて、敵の現在地をつかむ必要がありますが……」

「ならお前の兵を動かせ、ヤトリシノ！　体力は余あまってんだろ!?」

　溜ため息いきをぐっとこらえて、ヤトリは首を縦たてに振った。──体力が余っている、ですって？

　よく言えたものだと彼女は思った。……味方を助けるために上流への道半なかばからとんぼ返りして、さらに敵の追撃を防ぐための後こう衛えい戦せん闘とうまで務つとめた。そんな自分たちが、ただ逃げてきた連中より疲つかれていないはずがないのに。

　そんなことを考えつつも、命令を受けてから十秒も経たたないうちに、ヤトリは自分の隊から三名の兵を選んで斥せつ候こうに向かわせた。それを見送ってから、サリハもすぐに進軍を開始する。

「今はせいぜい浮かれてろ、イクタ・ソローク。調子に乗ったテメェの横っ面つらを、横合いから思いっきり殴なぐりつけてやる……！」
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「──ってな具ぐ合あいに、サドイケメンは復ふく讐しゆうに燃えてるところだろうね。ところがどっこい、そもそも僕たちは追撃なんてしてやらなーい」

　そんなことを言って、イクタはべぇと出した舌したを空中で泳がせる。スーヤは眉まゆ根ねを寄せた。

「追撃の途中に待まち伏ぶせの危険があることは分かりますけど……それを恐れて攻めなかったら、あたしたちはどうやって戦いに勝つんですか？」

「頭が硬かたいなぁスーヤは。それじゃ逆に訊きくけど、進路上のどこかに待ち伏せしている敵に、君ならどうやって対たい処しよする？」

「それは……普通に考えれば、兵たちに左右と背はい後ごへの警けい戒かいを徹てつ底ていさせます。いつ奇き襲しゆうを受けてもすぐ対応できるように……」

「正せい攻こう法ほうだけど、ちょっと科学的じゃない。そのやり方だと、いつ襲おそってくるか分からない敵に対して、僕たちはずっと警戒を続けなくちゃならない。相手は僕たちの姿が見えてから襲しゆう撃げきのタイミングを計はかればそれでいいのにね。こっちは労ろう多く、あっちは労少ない。割に合わないんだよ」

「……じゃあ、いっそ自分から道を外れて、林の中に敵を探さがしにいくとか……」

「それはもっと科学的じゃない。当てずっぽうで探しても見つからない可か能のう性せいが高いし、運よく見つけたところで、その時には相手もこっちの存そん在ざいに気付いてるよ。大勢で草木をかきわけて歩けば嫌いやでも物音が立つからね」

「……どうしろって言うんですか？　だって、まず敵を見つけなきゃ話になら──」

　言いかけたスーヤの目の前に、イクタはぴんと立てた人差し指を突つきつけた。

「いいかいスーヤ、まずは『敵てきを追っている』という先せん入にゆう観かんを捨てなさい。逃げた敵は何が何でも追つい撃げきして殲せん滅めつしなければならないなんて、そんなルールはどこにもないんだ。無理な追撃が逆に不利を招まねくようなら別の方ほう針しんを考えればいいのさ」

「……別の方針……？」

「ちなみに僕はこう思うよ。──こっちから追うのは疲つかれる、かといって追われるのは気が重い。でも追わせるなら楽しみようもある。この点は戦争も恋れん愛あいもまったく同じだってね」
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　サリハは焦じれていた。奇き襲しゆう地点に見込んだ道路の両側に兵を伏ふせ終えてから、すでに一時間以上が過ぎている。だというのに、いつまで経たっても肝かん心じんの敵部隊が追ってこないのだ。

「……どうなってやがる、あいつらマトモに戦う気がないのか？　……おい、ヤトリシノ！」

「はい。なんでしょうか大たい尉い」

「斥せつ候こうはまだ帰ってこないのか!?　お前の兵は偵てい察さつひとつ満足にこなせないのかよ！」

　自分のことを棚たなに上げた暴言は右から左に聞き流して、ヤトリは淡たん々たんと説明した。

「斥候に出した兵には、南下、東進、北上の順番で敵の姿を探さがすように指示してあります。それでここまで帰りが遅おそいということは、クリリ川にいた敵部隊はまっすぐ北上していない──つまり、追撃のために素直な順路を取らなかった可能性が高いかと」

「なんだそりゃ。つまりオレの采さい配はいが間ま違ちがってたってのか!?」

　何を言ってもヒステリーを起こす上じよう官かんに辟へき易えきするヤトリだったが、ふと物音に気付いて身をひるがえす。斥候に向かわせた三人の兵へい士しが、息いきを切らしてそこに立っていた。

「ほ、報告します、ヤトリシノ准じゆん尉い。敵三個小隊は、クリリ川から東に大回りの進路を取って北上した模も様よう。今はすでに、南ウルト森林地帯の北口をふさぐ形で兵力を展開しています」

　その報告を近くで聞いていたサリハは、意味が分からずぽかんと口を開けた。

「……森林地帯の北口を、ふさいだ？　なんだよそれ。イクタ・ソロークは何のつもりだ」

　戸と惑まどう上官を尻しり目めに、イクタの狙ねらいに気付いたヤトリは唇くちびるを歪ゆがめた。

「──やられた。退路を断たれました、大尉」

「は？」

「我々がどこから南ウルト森林地帯にやって来たかお忘れですか？　北口です。そして我々は、最終的に北口を通って中央基地に帰らなければならない。だというのに、模も擬ぎ戦せんが終わった時点で帰り道をふさがれていたとすれば、それは退たい却きやくさえ不ふ可か能のうな負け戦いくさだったということです」

　サリハの顔が一いつ気きに青ざめる。そんな考え方に、彼は今の今まで思い至いたらなかった。

「じ、時間がくれば模も擬ぎ戦せんは終しゆう了りようなんだぞ？　それなのに退たい却きやく不ふ可か能のうも何も──」

「もちろん、我われ々われが北口を通って帰るのを実じつ際さいに邪じや魔ましたりはできません。ですが、これは解かい釈しやくの問題なのです大たい尉い。ここを本物の戦場だと想定した時、『戦せん闘とう終了』なんていう鶴つるの一ひと声こえがありえないことはお分かりでしょう。なら、このまま戦闘が続けばどうなっていたか──そういうリアルな仮か定ていのもとに、模擬戦の勝敗は判断されるべきだと思います」

「……っ、退たい路ろを断たれたまま何もできなければ、イコールあっちの優ゆう勢せい勝がちってことかよ!?」

「そう判定する根こん拠きよは確実に増えます。現状ただでさえ、こちらの被ひ害がいが大きいのですから」

　サリハは爪つめを嚙かんで考え込んだ。……そもそも演習第一回目の模擬戦は普通、北の広場で一度始まったが最後、そのまま一方が全ぜん滅めつして終わる単純なものだった。退却だとか判定だとか、自分が准じゆん尉いの頃ころなら、そんな込み入った話にはならなかったのに。

「……模擬戦おあそびのつもりで参加したオレより、実じつ戦せんのつもりで臨んだイクタあいつのほうが心構えで上うわ回まわったっていうのか。現げん役えきの大尉のオレよりも？　──あぁぁっ、ふざけんじゃねぇぞッ！」

　逆上したサリハは、ひとりひとり背中を蹴けとばす勢いで、茂しげみに伏ふせていた兵たちを道に戻した。向かい側に陣じん取どっていたスシュラフの小隊も含めて縦じゆう列れつを組みなおすと、猛たけ々だけしい怒ど鳴なり声で前進を命じる。

「北口へ向かえっ！　そっちがそのつもりなら正面からぶつかってやる！　この程てい度どの兵力差がなんだ、オレは実戦で大尉として一個大隊六百人を指し揮きしてきたんだぞ!?　小こ細ざい工く抜ぬきの数と数のぶつかり合いなら、経験の差でこっちが勝つに決まってる！」

　落ち着きを求めるヤトリの声にも耳を貸さず、サリハは全速で進軍を始めた。
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「おー、いらっしゃった、いらっしゃった。はい全体、見た目は撃うち方用意ね」

　北口を通せんぼする形で兵を展開していたイクタは、視し界かいに敵の姿が見えたところで、全員に迎げい撃げき姿勢を取らせた。ボウガンと風銃の銃じゆう口こうが等とう間かん隔かくにずらりと並ぶ。

「ただし、心構えは突撃準備。あっちが縦列を横列に組みなおす瞬しゆん間かんに合図があるから、それに合わせて突つっ込こむこと。というわけで総員着剣」

　確認が続く。部下に言い含める彼自身も、すでにボウガンを手に戦列へ加わっている。

「早けりゃいいってもんじゃないよ。ひとりで突とつ出しゆつしないで、仲なか間まと合わせて攻せめるのを意識してね。一番槍やりの名めい誉よなんてチームワークに比くらべればゴミ同然だから」

　風銃の射しや程ていに入るぎりぎりの距きよ離りで敵てき部ぶ隊たいが停止し、いよいよ進軍用の縦隊から攻こう撃げきのための横隊へ布ふ陣じんを変え始める。決戦の瞬間を目の前にして、兵たちはごくりとつばを吞のんだ。







「おらぁッ、さっさと横列に変われ！　もたもたしてると蹴けとばすぞ！」

　一方、士し気きの低い仲なか間まをほとんど脅おどしつけて動かすサリハにも、いちおうの勝しよう算さんはあった。

　敵は南ウルト森林地帯の北口をふさぐ形で展開している。それは逆に言えば、何があってもこれ以上は下がれないということでもある。彼はこの「ルール上の崖がけっぷち」に勝しよう機きを見た。

「押し込んでやる……！　模も擬ぎ戦せんの最中に指定された戦せん闘とう地域を抜ければ、それで立りつ派ぱな命令違い反はんだ。あっちの兵がひとりでも境きよう界かい線せんを過ぎたら、その瞬しゆん間かんに反はん則そく負まけを言い渡してやる！」

　分ぶの悪い勝負とは思わなかった。幸さいわいにも敵部隊は自分たちを「迎むかえ撃うつ」構えでいる。あちらが足を止めているところに、こちらは残りの体力全すべてを使って突とつ撃げきするのだから、数の差は勢いでごまかせるだろう。道が狭せまいから敵は左右にも逃げられない。

「いいかお前ら、『戦死』してもすぐに倒れるなよ。撃たれたのに気付かないフリをして、なるべく奥のほうに敵を押しやれ」

　それこそ反則そのものの命令を出してくる上じよう官かんを横よこ目めに、ヤトリはひそかに溜ため息いきをついた。──現げん役えきの大たい尉いが聞いて呆あきれる。この人は戦場で死人に命令できるつもりなのだろうか？

　兵たちの失望が見えないところで重なる中、ついに戦列が突撃の形に整った。最後方から攻撃の指示を出そうと、サリハは胸むねを空気でいっぱいに膨ふくらませたが──、

「……おらぁッ、全体突とつげがッ!?」

　その命令が、無ぶ様ざまに中断した。見れば、サリハ大たい尉いの後頭部でピンク色の塗と料りようがはじけている。何の前まえ触ぶれもない突然の事態に、周りの兵たちは目を丸くして上じよう官かんを見つめた。

「……は……？」

　本人も啞あ然ぜんとして後頭部に手をやる。そこに付着した「戦死」のしるしを見て取った瞬しゆん間かんから、少しずつ状じよう況きようの理解が始まった──自分は撃うたれた。どこから？　斜ななめ後方から。じゃあ誰だれに？

　疑問がそこまで至いたると同時に、ほとんど直感的に答えも導みちびき出された。サリハは身をひるがえして道から外れた林の中を鬼おにの形ぎよう相そうでにらみ、その中にひそむ犯はん人にんに向かって絶ぜつ叫きようした。

「……トルルっ、てめェェェェェェェェッ！」

　その叫さけびを皮かわ切きりにして、総そう指し揮きを失った部隊に対する敵の攻こう撃げきが始まった。斜ななめ後ろから風銃の斉せい射しやが突つき刺ささり、それにタイミングを合わせる形で正面の兵たちも突撃してきた。攻めるつもりが攻められる展開になった兵たちは慌あわてふためき、大部分はろくに応戦もできない。

「──参まいったわね。やるじゃないのトルウェイ……！」

　そんな中でもまだ、ヤトリは状況を推おし測はかるだけの冷静さを残していた。──なるほど、一見したところ敵の全兵力は正面に展開されているようだが、あれは凹おう型がたの戦列で数をごまかしている。抜けた分は道の脇わきに伏せておいて、こっちの主力が通り過ぎると同時に射しや撃げきを開始したのだ。

　伏ふく兵へいによる側面からの奇き襲しゆう。さっきサリハがやろうとしたことを、似にたような形で敵にやられただけの話。ヤトリは驚おどろかない。あのイクタならそのくらいやることは知っている。

　いま賞しよう賛さんするべきなのは、たった一発でサリハを仕留めた正確無む比ひな銃じゆう撃げきのほうだった。まず間ま違ちがいなくトルウェイのしわざだろう。安全圏けんにいたはずの指し揮き官かんを狙ねらいすました一発で仕留めた手て管くだを思い返すと、『銃撃のレミオン』の二つ名に彼女は改あらためて戦せん慄りつを覚える。

「……スシュラフ中ちゆう尉い、大たい尉いは『戦死』されました！　総指揮の引ひき継つぎを！」

　正面から突とつ撃げきしてくる敵の主しゆ力りよくを食い止めながら、ヤトリは生き残った唯ゆい一いつの上官に向かって叫さけんだ。退たい却きやくするにも抗こう戦せんするにも、彼女の権限では自分の小隊以外を動かせない。前後から半なかば包ほう囲いされつつある今、一いつ刻こくも早い全体方ほう針しんの決定が不ふ可か欠けつだった。

「……引き受けた。この決戦にもう勝しよう機きはない。包囲を破って木こ立だちに逃げ込む」

　低い声でそう言うと、スシュラフは背中に負っていた大型の風銃を片手で構え、敵てき兵へいの壁かべに向かって発砲した。広こう範はん囲いにわたって飛び散った塗と料りようが、一気に四人の兵士を『戦死』させる。

「きっかけは作った。その穴あなをこじあけろ、ヤトリシノ」

「──合がつ点てん承しよう知ち」

　逆ぎやつ境きようとは裏うら腹はらな微笑ほほえみがヤトリの口くち元もとに浮かんだ。シンプルで的てき確かく、しかし達成は極きわめて困こん難なん。そういう命令こそ彼女には望むところだった。

　窮きゆう地ちにあってなお統制を保たもっていたヤトリの小隊が、包囲のわずかな綻ほころびを突ついて動き始める。立ちはだかる敵を打ち払はらい、人の波を懸けん命めいにかきわけ──その結果、仲なか間まに多くの被ひ害がいを出しながらも、彼女はついに命令を達成してのけた。

「続け」

　用意された退路から、すかさずスシュラフの率ひきいる小隊が撤てつ退たいを始める。だが、サリハが直接指揮していた部隊は、最初の混こん乱らんから復帰できずとっくに全ぜん滅めつしていた。残る二個小隊も生き残りは三分の一以下。誰だれの目にも決定的な敗走だ。

　混戦を抜け出し、敗残兵となって木立の中を走り抜けながら、ふとヤトリが眉まゆ根ねを寄せる。

「……スシュラフ中尉。『戦死』した者はその場に残る、という決まりだったはずですが」

　困こん惑わくの原因はスシュラフの肩に担かつがれていた。怒いかりを通り越こして放心状態にある兄を──もうルール上は一いつ切さいの権限を失っているにもかかわらず──弟は当然のように運んできている。

「これが実戦だとすれば、俺は決して兄上を置き去ざりにはしない。たとえ死体であっても」

「──。そうですか」

　スシュラフの短い言こと葉ばを聞いて、ヤトリは追求を打ち切った。ルール違い反はんを責せめる気にはならない。ただ、自分が同じ立場ならどうするだろうか──そんな詮せん無ないことを少しだけ考えた。







「んー、全ぜん滅めつさせられなかったかぁー……」

　木こ立だちの中に消えていった敵てきの背中を見送って、イクタは軽く後こう頭とう部ぶを搔かいた。

「ヤトリなら突とつ破ぱするかもとは思ったけどさ。そのきっかけを作ったスシュラフ中ちゆう尉いの散さん弾だんも、あれはちょっとズルいよね。まぁ、こっちもトルウェイがいるからおあいこかな？」

　隣となりでスーヤ曹そう長ちようが曖あい昧まいにうなずいた。周りでは兵たちが勝利の喜びに沸わきあがり、その立たて役やく者しやに熱っぽい賞しよう賛さんの視し線せんを送っている。が、本人はそれを無む視しして両手を打ち鳴らした。

「はーい、みんな静まった静まった。敵には逃げられちゃったけど、模も擬ぎ戦せんはここで終しゆう了りよう。もう時間もないし追つい撃げきはしないよ。──だからハロ！　負ふ傷しよう者しやの手当てお願い！」

「わぁっ！　ま、また見つかってますー!?」

　おっかなびっくり木立から出てきたハロの衛えい生せい兵へい小隊が、今の戦いで量産された怪け我が人にんの世話を始める。それを横目にしつつ、イクタは正面の兵たちをざっと見渡した。

「これで後こう顧この憂うれいもなし。──というわけで、ここからは可愛かわいい部下たちにお説教タイムだ。生者も死者も関係なしにムチ打つよ。さぁ覚かく悟ごしろーい」

　そう言って両手を重ね合わせ、イクタはボキボキとこぶしを鳴らす。小隊の兵たちは意い表ひようを突つかれた。まさか彼が、そんな鉄てつ拳けん制せい裁さいタイプの上じよう官かんだとは思っていなかったのだ。

「グェンプ一いつ等とう兵へい！　アイギ一等兵！　ビオ二等兵！　トバイ伍ご長ちよう！　僕の前に来ーい！」

　名指しで呼ばれた四人の兵たちが、おずおずと上官の前に歩み出る。イクタは彼らを一人ひとりジト目でにらんでから口を開いた。

「きーみーたーちー、あれほど言ったのに、突とつ撃げきのとき突出しすぎ。なにあれ、敵に囲まれたいの？　包ほう囲い殲せん滅めつされるの大だい好すきなマゾなの？　集団の中で逸いつ脱だつをアピールしたい年とし頃ごろなの？　つまりバカなの？　死ぬの？」

　兵たちは戸と惑まどった。普通、上官に叱しかられる時はひたすら怒ど鳴なりつけられるもので、こういうネチネチした怒られ方は珍めずらしい。加くわえて妙みようなユーモアまであるので、何だか聞き入ってしまう。

「そりゃー死ぬよ。あんなに飛び出したら一人で三人も四人も一度に相手しなくちゃならないもん。そういう離はなれ技わざができるのもひとり知ってるけど、ヤトリあれの真似まねしたらやっぱり死ぬよ。

　いいかい、せっかくの機会だから言っておく。イクタくんの部隊に勇ゆう者しやは要いらない。それよりは怠なまけ者のほうがずっといい。一対三で勝てるように山やま籠ごもりして修しゆ行ぎようするよりも、三対一で戦える状じよう況きようを常つねに作れるようベッドの中で考えなさい。それが科学的な思考というものなんだから」

　この時点でもう、説教の主しゆ旨しが何だったのかは本人も忘れた。後の語りは本能に近い。

「でも勘かん違ちがいしちゃならない。正しく怠けるのは、本当はとっても難むずかしいんだ。間ま違ちがった怠け方をすると、その分だけ余よ計けいに働はたらかなくちゃならなくなる。逆に間違った働き方をすると、その分だけ休めなくなってしまうよ。

　さて。この考えを突つき詰つめると、正しく怠けることと正しく働くこと、この二つが同じになるように思わない？　なんだか矛む盾じゆんしちゃうかな。そう、これってね──実はぜんぜん矛盾なんかじゃないのさ。科学の世界へようこそ！」

　科学？　何それ？　と兵たちの間でざわめきが起こる。似にた言こと葉ばで彼らが知っているのは「神しん学がく」だけだ。この世界の辞じ典てんにはまだ載のっていない言こと葉ば、それが「科学」なのだった。

　新しん興こう宗しゆう教きようの教きよう祖そじみた語り口で、というかそのもので、イクタは続ける。

「合理的で無む駄だのない、結果として大いに怠なまけられる素敵な考え方。それが科学の本質。

　思い返してみるといい、人間はどうやって今日まで進歩してきた？　──人は畑を作った。成果の不安定な狩りに毎日行くのが面めん倒どうだったからだ。──人は井い戸どを作った。いちいち川の水を汲くみに行くのが面倒だったからだ。──人はお金を作った。物々交換のために毎回重いものを持ち運ぶのが面倒だったからだ。

　結論。人類の進化は、全すべて『楽らくをしたい』という衝しよう動どうから導みちびかれている。……それなら戦争は？　もちろん戦争も同じことだ。ということは、『楽な戦争』こそが『正しい戦争』なんだよ！」

　言葉の飽ほう和わ攻こう撃げきにアテられて、途と中ちゆうの論理を五段階ほどすっ飛ばしたことは誰だれも気付かない。そして恐ろしいことに──天から授さずけられた彼の武器の中で、たった今駆く使ししている詭き弁べん・扇せん動どうの才能についてだけは、イクタ自身には確かな自覚がないのだった。

「だから僕に付いてこい！　イクタ・ソロークの部隊はいつだって楽に戦って楽に勝つ！　常じよう怠たい常勝、怠たい惰だ上等！　僕に付いてきた奴やつには、ひとり残らず楽をさせてやるっ！」

　言い切った瞬しゆん間かん、「あ、しまった、やりすぎた」とイクタは気付いた。だが、もう遅おそい。

　最初は誰だれもが啞あ然ぜんとするばかりで、静せい寂じやくを乱みだす声は本当にわずかなものだった。だが、そのざわめきが兵たちの間で少しずつ確実に増ぞう幅ふくを重ねていく。水面の一点から生じた波は紋もんが、勢いと高さを増しながら全体に広がっていくように。イクタの一大演えん説ぜつを受けた兵たちの反応は、やがて拍はく手しゆの混ざった歓声へと最終的な完成を遂とげ──。

「「「「「「おおおおお！　イクタ・ソローク！　イクタ・ソローク！」」」」」」

　何重にも重なった声で自分の名前を連れん呼こされて、イクタは呆ぼう然ぜんとした。この機会に兵士の信頼を稼かせいでおこうと思っただけなのに、知らないうちに目的地点をはるかに通り越こしている。

「おい、なんだこれ。……英えい雄ゆうの凱がい旋せんか何かか……？」

　喜びでも達たつ成せい感かんでもなく、イクタの背せ筋すじを純じゆん粋すいな悪お寒かんが走っていた。……天才には二種類いる、と誰かが考えた。ならば、その意味でイクタ・ソロークがアナライ・カーンと同じタイプではありえないことを証しよう明めいする、これが最初の事じ件けんだったかもしれない。

「うわっ、イッくん、ちょっと見ない間にすごい人気者になったね」

　伏ふく兵へいの別べつ働どう隊たいを指し揮きしていたトルウェイが帰ってきた。だが、彼の言こと葉ばを、マシューが頰ほおを引きつらせて訂てい正せいする。

「いや、ちょっと見てる間に人気者になったぞ……。なんだよさっきの演説。内容はサッパリなのに、なんか得え体たいの知れない感動が走ったぞ。ていうかウチの隊の兵へい士しまで取り込むなよ」

「……マシュー、イケメン……。……いや、悪い。説教からちょっと風ふ呂ろ敷しきを広げすぎた」

　両手で頰ほおを叩たたいて気を引き締しめて、イクタは目の前の問題に視し線せんを戻した。

「よーし、みんな静まれーい。時間が来るまではいちおう戦せん列れつを保っとけよー」

　イクタが間ま延のびした言い回しで静せい寂じやくを求めると、騒さわいでいた兵たちも少しずつ静まっていく。場の空気にじゅうぶんな規き律りつが戻ったところで、トルウェイが口を開いた。

「……そういえば。さっき木こ立だちにひそんでいる間に、シャミーユ殿でん下かの姿を見たよ」

「ああ、お姫ひめさんね。近くに気け配はいがないと思ったら、そっちの方にいたのか」

「うん、親しん衛えい隊たいの人たちと一いつ緒しよに、何かきょろきょろ辺りを見回しながら西に歩いていったけど……観戦に飽あきて引き上げちゃったのかな？」

　ありそうな話だ──などとは、この時イクタはまったく思わなかった。

「──いや、それは妙みようだ」

「えっ？」

「あのお姫さんは年に似に合あわず責せき任にん感かんが強い。これから決戦が始まるって時に現場を離はなれたりはしないはずだ。お花摘つみだって恥はじを忍しのんで近場で済すませるだろ。少なくとも今この場にいないのはおかしい」

「そんな大おお袈げ裟さな、ちょっとした気まぐれだろ。ヤトリを見に行ったんじゃないのか？」

「方角が根本的に違ちがう。それなら西じゃなくて南だよマシュー」

「じゃあ……ぼくを探さがして、とか……？」

「皆かい無むとは言わないが、薄うすい。トルウェイ小隊の不在に気付いても、その意味は奇き襲しゆうを目もく論ろんでの伏ふく兵へいだとお姫さんなら気付くはずだ。そこを親衛隊まで引き連れてぞろぞろ探さがしに行くか？　いくらお姫さんでも空気を読む」

　イクタの中で違い和わ感かんが膨ふくれ上がっていく。他の二人を置いてきぼりに、彼は疑問を煮に詰つめた。

「……理由がない。そう、最大の問題はそれだ。戦せん闘とう開始の前の時点で、お姫さんが西に向かう理由が何もないんだ。演習を見に来た目的が単なる観戦にしろ、レミオン兄弟の行き過ぎ防止にしろ、それを遂とげるためには『ここにいなければ』ならなかった。にもかかわらず彼女は『西に向かって』いた……」

　イクタの両目が大きく見開く。その次の瞬しゆん間かん、彼の口は信じがたい命令を下していた。





＊






「……う…………」

　混こん濁だくする意識の中、姫ひめ君ぎみは、自分が大きな亀かめの背中に乗って運ばれているように思った。頰に触ふれる背中はひたすら固く、分ぶ厚あつい。それが軽けい甲かつ冑ちゆうの感かん触しよくだと判断するだけの理性は、嗅かがされた薬くすりのせいで彼女には残っていなかったが。

「ご無ぶ礼れいをお詫わびいたします、姫ひめ殿でん下か。今しばしのお待まちを……」

　少女を背せ負おって歩き続ける親しん衛えい隊たいの男は、その役割を交替してから十分と経たっていないのに、もう何度同じ謝しや罪ざいを繰くり返したか分からなかった。

「……なぁ、すまん、もうダメだ。替わってもらえないか……」

「………………ああ」

　羽はねのように軽いはずの少女の体が、それを背負った者には黄おう金ごんのように重く感じられるのは、長く森の中を歩き続けている疲つかれのせいだけでは、決してない。

　帝てい国こくに生まれ育った人間にとって、皇こう族ぞくとはほとんど神かみと同どう義ぎなのだ。よっぽどの不ふ忠ちゆう者ものでもない限り、その存そん在ざいに対する敬けい意いを忘れることはできない。……そういった臣しん民みんとしての精神性は、このような暴ぼう挙きよに及およんでいる彼らでさえ例外ではなかった。

「……申もうし訳わけありません、姫殿下。申し訳ありません……」

　小さな身体からだを引き受けて数分も経たつと、背負っている人間の口からは、必かならずこのように謝罪が漏もれ出してくる。それが夢ゆめうつつの殿でん下かの耳に入り続けて、おぼろげな意識にも、ついさっきの出で来き事ごとを呼び覚ます──。




「どこだっ!?　ソロークはどこに倒れている！」

　美しい金きん髪ぱつが木の葉まみれになるのも構わず、姫殿下は少年の姿を求めて走っていた。

　きっかけは十分ほど前、親衛隊のひとりが持ってきた報告から始まった。「そこで会った衛えい生せい兵へいが、イクタ・ソロークが西で血を流して倒れていると話していた」と彼は少女に語ったのだ。

　これを聞いた瞬しゆん間かんから、姫ひめ君ぎみは正常な判断力を喪そう失しつした。「ソロークは北口に敵てき部ぶ隊たいを呼び寄せて殲せん滅めつするつもりに違ちがいない」という確信も消し飛んだ。それは彼女の位置からでは少年の姿を確認できなかったことや、親衛隊の兵に対する信頼もあったが、むしろ彼女の中でイクタ・ソロークという人物が致ち命めい的てきな特異点となりつつある事実が大きかった。彼に関わることになると、最近のシャミーユ殿下は少しだけ理性がきかなくなる。

　そして知らず知らずのうちに、主戦場の森林地帯北口から西に遠く離はなれた場所へ誘さそい込まれた。だが、しばらくは親衛隊も彼女に付き合ってイクタを探さがすフリをしていた。周りに他の人間がいないという確信がなかったせいだ。

　いや、それどころか、本気で探している者も何人かいた。二十名いる親衛隊員の全すべてが裏うら切ぎっていたわけではなかったのだ。だが凶きよう賊ぞくに比くらべて小数であることは避さけられず、彼らを待っていたのは、あまりにも突とつ然ぜんの惨さん劇げきだった。

「な……!?　お、お前らいったい何を──」「で、殿下、逃げてくださッ……！」

　背はい後ごから放たれた風銃の弾たまが、次々と罪つみのない親衛隊員たちを貫つらぬいた。……それでも即そく死しを避さけた者は必ひつ死しに姫ひめ君ぎみを守ろうとした。血まみれの体で少女を連れて数分の間逃げ続けた者もいた。

　しかし、その献けん身しんもついに実らなかった。圧あつ縮しゆく空気の解放音と共ともに五人目の頭で血がはじけ、瀕ひん死しの彼に連れられて逃げていた姫ひめ殿でん下かに、ついに凶きよう賊ぞくたちの手が伸びた。

「申もうし訳わけありません、姫殿下。我われ々われと一いつ緒しよに来ていただきます」

　謝しや罪ざいを頭に置いて、凶賊のひとりは叛はん逆ぎやくを宣せん言げんした。その男は親しん衛えい隊たいの隊長を務つとめるベテラン軍人で、名はイソン・ホー、階級は叩たたき上げの大たい尉い。上じよう官かんの信頼も厚く、姫君の身み柄がらを任まかせるに足ると、選考過か程ていで軍上層部から太たい鼓こ判ばんを押された人物だった。

「……ソロークが倒れたという話は、余よをおびき出すための噓うそか」

　追いつめられた姫君の口からとっさに出たのは、本人も驚おどろいたことだが、そんな確認だった。この時もまだ、彼女の頭の片かた隅すみには、血まみれで横たわるイクタの幻げん影えいが残っていたのだ。

「はい。……殿下は彼を気に入られている様よう子すでしたので、口こう実じつにさせていただきました」

　イソン大尉の言い方に嫌いや味みはなかったが、姫殿下の頰ほおはかっと赤くなった。

「質問の順番を間ま違ちがえたようだ。──なぜこんなことをする？」

「…………」

「答えろ！　掲かかげるべき義ぎも持ち合わせないか！」

「申し訳ありません。姫殿下に罪つみのないことは、我々にも分かっております」

　あくまで理由は答えず、イソン大尉はただ謝罪を重ねた。それを合図に、彼の背はい後ごから他の親衛隊員たちが出てきて少女を取り囲む。

「や、やめろ……！　……ンンッ!?　ン───ッ！」

　薬くすりを含ふくんだハンカチを口と鼻に押し当てられた姫君だが、さすがに数秒で昏こん倒とうとはいかなかった。三分以上も手足をばたつかせて、ようやく大人しくなったのを確認し、イソン大尉は部下に命じる。

「背負ってさし上げろ。くれぐれも乱らん暴ぼうには扱あつかうな」

　低く落ち着いたその声を最後に、姫殿下の意識はそれからずっと曖あい昧まいになり、巨きよ大だいな亀かめに運ばれていく夢ゆめをひたすら見続ける。

　ただ、夢の中で、亀は涙なみだを流していたように思えた。まるで産さん卵らんの時の海うみ亀がめのように……。
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　一日の間に二度も敗走時の合流地点を使うことになったサリハ大尉は、焦あせりも怒いかりも通り越こして、いっそ茫ぼう然ぜん自じ失しつの様子だった。

「兄上、頭を流すぞ」

「…………」

　頭にべったりと塗と料りようが付いたままの兄を気き遣づかい、スシュラフが水すい筒とうの水をかけて洗い流した。されるがまま、サリハ自身は何も言わない。指し揮き官かんとして間ま違ちがいだらけだった男も、今は『戦死』者として模も範はん的てきな振ふる舞まいをしているのが、ヤトリには皮ひ肉にくだった。

「──スシュラフ中ちゆう尉い、じき模も擬ぎ戦せんの時間帯を過ぎます。降こう参さんの合あい図ずを出しませんか」

　日の傾かたむき具ぐ合あいを測りながら、ヤトリが当たり前の提てい案あんをした。が、彼女の口から「降参」の二文字が出た途と端たん、ただひとつの美び徳とくだった死人の分別を忘れて、サリハ大たい尉いは怒ど鳴なった。

「ここっ、降参だぁッ!?　ふざけんなッ、誰だれがそんなこと……！」

「……大尉。言うまでもなく、今の総そう指し揮き権けんはスシュラフ中尉にあるのですが」

「下っぱ准じゆん尉いが知ったような口を利きくんじゃねェ！　オレは許さねぇぞ、くそったれのトルルとイクタ・ソロークの野や郎ろうに一ひと泡あわ吹ふかせるまでは、絶対に降参なんかしてやらねぇ……！」

　つばを飛ばしてわめき立てる上官の姿に、ヤトリはもう、怒りよりも哀あわれみを強く覚えていた。だだっ子に言い含めるように、彼女は柔やわらかい口く調ちようで諭さとした。

「大尉、聞いてください。どうあれ模擬戦はじきに終わります。今のうちに降参の合図を出さなければ『負け際ぎわも分からなかった指揮官』として大尉自身の名めい誉よを損そこなうだけです。たかだか新人相手の演習で、そんな汚お名めいを着せられるのは、大尉としても本意じゃないでしょう」

「………っ……」

「今ならまだ、『さんざんにやり込められはしたが、最後の撤てつ退たいには成功した』形で模擬戦を締しめくくれます。自分から負けを認めることで度ど量りようの大きさも示しめせる。お分かりですか」

　サリハの声が勢いを失い、うつむいた顔が陰かげになった。ヤトリは短い一ひと言ことで話を締しめる。

「総指揮官として、どうか賢けん明めいな判断を」

　そう言われても、サリハは顔を伏ふせたまま、小こ刻きざみに肩を震ふるわせるだけで何も言わない。……だが、よく見ると、うつむいた顔から軍服の膝ひざに、ぽたぽたと水すい滴てきが落ちていた。

　ヤトリは溜ため息いきをついて身をひるがえし、近くにあった倒とう木ぼくに腰こしかけた。これがイクタならどうするだろうか──ふと、彼女はそんなことを考える。弱っている相手をここぞとばかり痛めつけるだろうか？

「やりかねないわね。あいつ、顔のいい男には厳きびしいから──」

　彼女がそう呟つぶやいて微笑ほほえんだ瞬しゆん間かん、どこからともなく澄すんだ金属音が届いた。その響ひびきの意味に気付いた者が、ヤトリを始めとして、次々と驚おどろきを見せて立ち上がる。

「……降伏の合図？　どうしてあっちから──いえ、それだけじゃない……」

　ざわつき始める兵たちを鋭するどい視し線せんで黙だまらせて、ヤトリはひたすら耳を澄ませた。別の意味を持つ複数の信号が繰くり返されているようだ。ただ普通の音信号ではなく、これは確か……。

「……そう。なんだか分からないけど、分かったわ」

　深く考えるよりも先に動くべきだ。ヤトリは持ち前の直感と行動力によってそう判断し、突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどっている小隊の兵たちを目の前に並ばせた。

「はぐれたままの二十八人を除のぞいて、全十二人……ちょっと頼たよりないけど、仕方ないか」

「どこへ行くつもりだ、ヤトリシノ」

　彼女が出発の許可を求める前に、サリハではなくスシュラフのほうが尋たずねてきた。初めての出で来き事ごとに少し驚おどろきながらも、サリハの様よう子すから今は彼が総そう指し揮きを執とっていると判断し、ヤトリは告つげる。

「ヤトリシノ・イグセム以下十二名、これより西へ向かいます」

「今の信号か」

「はい。私にも完全には読み取れませんでしたが、とにかく緊きん急きゆう事じ態たいの恐れあり、と」

「分かった。俺の小隊の残りを連れて行け。だいぶくたびれているが──おい」

　スシュラフに短く声をかけられると、ぐったり座すわり込んでいた風ふう銃じゆう兵へいたちが起き上がり、ヤトリの隊たい列れつの端はしに加くわわった。意外すぎる助じよ力りよくに、彼女は目を丸くして巨きよ体たいの中ちゆう尉いを見る。

「途と中ちゆうでへばるようなら置いていけ」

「当然そうさせてもらいますが……なぜ、私に？」

「最初の戦せん闘とうで兄上を助けた。感かん謝しやしている、あれは」

　言こと葉ば少なではあったが、そこにはヤトリを納なつ得とくさせるシンプルな理り屈くつがあった。彼女は背せ筋すじを伸ばして中尉に敬けい礼れいし、最後にサリハを一いち瞥べつすると、そのまま兵たちの先頭に立って走り出した。
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「……さっきから何だ、この音は」

　森の中を進む元もと親しん衛えい隊たいの十五名は、遠くから響ひびいてくる意味の分からない金属音に長いこと戸と惑まどっていた。何か意味があるとは思うのだが、どんなに耳を澄すましても読み取れない。

「無む視ししていい。殿でん下かの消しよう失しつに気付いたとしても、訓くん練れん部ぶ隊たいの連中は模も擬ぎ戦せんが終わった後で命めい令れい系けい統とうが乱みだれている。我われ々われに対して効こう果か的てきな追つい跡せきが行えるとは考えられない」

　部下たちの間を巡めぐり巡ってきた姫ひめ君ぎみを、今は一手に引き受けながら、イソン大たい尉いが冷れい静せい沈ちん着ちやくな見けん識しきを口にした。その声はいつでも低く重く揺ゆるぎない。指揮官は常つねにそうあるよう、はるか昔むかしに敬けい愛あいする上じよう官かんから学んだからだ。

「あと少しで街かい道どうに出る。そこに手配した馬車が待っている。それで任にん務むは達成だ」

「……そうですね。あと少し、あと少しで……」

　部下たちの心が揺らいでいるのがイソンには分かる。あと少しで任務が終わるのではなく、あと少しで何もかも終わる、と考えてしまうのだろう。無理もないことだと思った。

「姫君を見るのが辛つらいなら、もう見るな。覚かく悟ごは最初に済ませたはずだ」

　大尉の厳きびしい一ひと言ことが、忠ちゆう義ぎと大たい義ぎの間に揺れる部下たちの心を落ち着かせた。このまま凌しのぎきれる、とイソンは確信した。長年の経験に基づく予測だった。が、それは──。

「──撃てぇっ！」「……ッ!?」

　短い号令とほぼ同時に、あらゆる角度から風銃の弾たまとボウガンの矢が襲おそいかかった。血と衣服の破は片へんが舞まい落ち、もっとも運うんの悪かった二人が、体の支えを失って前のめりに倒れこむ。

　だが、軽けい甲かつ冑ちゆうの加か護ごあって、残り十三名は無む傷きずか軽けい傷しようにとどまった。敵部隊の規き模ぼが小さいことを直感しながら、イソンは足あし下もとに刺ささったボウガンの矢を抜き取ってじっと見つめる。

「……考えるものだ。鏃やじりの代わりに、木製の矢の先せん端たんを削けずったか」

　イソンは数秒で様さま々ざまなことを見抜いた。敵部隊は小隊以下の人数で、その編へん成せいの大半は風ふう銃じゆう兵へい以外の兵へい科かで占しめられている。実戦用武器を持たない訓くん練れん部隊なのは状じよう況きようから当然だが、それを補おぎなうための工く夫ふうは先端を削ったボウガンの矢。風銃兵にも圧あつ縮しゆく空気のガス圧を実じつ弾だん時と同じにした上でペイント弾を発はつ射しやさせているようだが、弾たま自じ体たいの強度不足で殺さつ傷しよう力りよくは低い。

　大たい尉いの冷静さが伝でん染せんしたように、部下たちは急きゆう襲しゆうを受けても動じなかった。イソンと姫ひめ君ぎみを円えん陣じんの中央に囲んで、それぞれが構えた風銃の銃口を、均きん等とうに全角度へ向ける。

「小隊以下の編成、そして風銃兵部隊ではないという時点で正体は絞しぼられる。まさか衛えい生せい兵へいということはなかろう。光こう照しよう兵へいであれば森の暗さを利として凝集光ハイビームによる目くらましに訴うつたえたはず。よって、お前たちは戦力減げん耗もうした焼しよう撃げき兵へい小隊だ。──そうだろう、ヤトリシノ・イグセム准じゆん尉い」

　うすら寒いまでの観かん察さつ眼がんが、木こ立だちの闇に隠かくれた兵たちを震ふるえ上がらせた。その手て応ごたえを無感動に受け止めて、イソンはさらに続ける。

「さぁ、二度目の斉せい射しやを行え。それで一人か二人死んでも──」

「──今度はこちらの位置が分かる、ですか」

　靴くつ底ぞこと地面が触こすれ合うかすかな音と共に、その声はイソンの耳元で響ひびいた。まったく同時に、彼の首くび筋すじへ冷たい長刀サーベルの刃が当てられている。

「でも、こういう位置取りもあります。軍ぐん服ぷくがお似に合あいですが、少し帽ぼう子しを深くかぶりすぎでは？」

「……樹じゆ上じように待まち伏ぶせていたか。迷わず敵の中央に飛び込むとは、勇ゆう者しやだなヤトリシノ准尉」

　この状況でもイソンは動じなかったが、さすがに部下たちも同じとはいかなかった。円えん陣じんの内側にいきなり現れた少女に驚おどろき、慌あわてて銃口を反転させようとするが、それをヤトリは許さない。

「動かないで。ひとりでもこっちを向くと、リーダーの首が落ちるわよ」

「なら、私の首など好すきなだけ落とすといい。全隊員に命じる。今すぐ振り向いて彼女を撃うて」

　イソン大尉は一いつ切さいためらわなかった。が、その命令を同じ迷いなさで実行できる部下もまた周りにはいなかったようだ。ヤトリは深く息いきを吐はいた。死しに神がみが間近をかすめ去ったようだった。

「……命拾いした。あなたがそう思っているほど、彼らはあなたが死んでもいいとは思っていないみたいね。複ふく雑ざつだけど、たぶん喜ぶべきだと思うわ、イソン・ホー大たい尉い」

「……ふむ。ここにいる部下たちは、十じゆう全ぜんに育っていると思ったが」

　計算違ちがいに鼻を鳴らすイソン大尉。少し考えて、彼はシンプルな解決を諦あきらめることにした。

「膠こう着ちやく状じよう態たいだな。しかし、君にとっては命がけの時間稼かせぎというわけか」

「私だけじゃ不公平ね。あなたにとってもよ」

「いつも懸かけているものを懸けると言ったところで、君のように格かつ好こうは付くまいな」

　緊きん迫ぱくした空気の中、斬きり合いのような冗じよう談だんの応おう酬しゆうが続く。だが、そこで一つ変化が起こった。イソンの背中でまどろんでいた姫ひめ君ぎみが、聞き慣なれたヤトリの声に目を覚ましたのだ。

「……ヤトリ、か？　……ここは……？」

「おはようございます、姫ひめ殿でん下か。お体に異常はありませんか？」

　寝ねぼけ眼まなこをこすって周りを見回した姫君は、徐じよ々じよに自分の置かれた状じよう況きようを思い出し、それに輪をかけた修しゆ羅ら場ばとなっている現状を思い知ると、今度こそ泣きそうな顔でヤトリを見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ殿でん下か、落ち着かれて。船から落ちた時と同じです。すぐにお助けしますから」

「……で、でも……ソロークは……？」

　それは不安のあまりこぼれてしまった、少女のひそかな願望だ。ヤトリは穏おだやかに微笑ほほえむ。

「イクタの奴やつもすぐに来ます。すみません、私がせっかちでしたね。もう少し後に起こしていれば、殿下が目覚めてちょうどに会わせられたかもしれないのに」

　ヤトリの笑え顔がおを見た姫君は、すぐに自分の幼おさなさを後こう悔かいした。周しゆう囲いは全すべて銃じゆうを持った敵という一ミリの油断も許されない状況下で、あろうことか彼女はまだ他人に気を遣っている。それがどれだけの勇気なのか、どれほどの負ふ担たんを炎えん髪ぱつの少女に強しいるのか、姫殿下には想像さえつかない。

「……ふむ。姫殿下が目を覚まされたのなら、そろそろ我われらの動機を話す頃ころ合あいか」

　イソンがそんなことを言い出す。何のつもりか分からず、ヤトリは表情を険けわしくした。

「……動機？　皇こう帝ていに忠ちゆう誠せいを誓ちかった軍人の身で、皇こう族ぞくを誘ゆう拐かいに及およぼうとしている理由ってこと？」

「そうだ。軍人としての誇ほこりの全てを捨て去さって、我々がこの凶きよう行こうに臨のぞんだ理由だ」

　大尉の口く調ちようには抑よく揚ようというものがない。事態の核かく心しんを口にする時でさえ、それは同じだった。

「では教えよう。我々……そこに倒れている二人も含めた十五人は、全員がハザーフ・リカン中ちゆう将じようの教え子だった」

　上がった名前に誰だれよりも激しく反応したのは、語り手の背中にいる姫君だった。

「……今……なんと、言った……？」

「つい三ヶ月ほど前、東とう域いき鎮ちん台だいで奮ふん戦せんの末すえに戦死を遂とげられたリカン中将が、我々の恩おん師しだったと言ったのです姫殿下。我々は各自の軍ぐん歴れきの中で多くの上じよう官かんを持ってきましたが、あの方以上に優すぐれた将しよう帥すいはいなかった。それはいつだって断言できます」

「…………まさか、そなたらの動機は……」

　姫ひめ君ぎみの声が震ふるえる。イソン大たい尉いの左目が、彼女の顔を自分の背中越ごしにぎょろりと見た。

「そうだ、第三皇女。……内ない政せいの失敗を埋うめ合わせるための人じん柱ちゆうとされた、我われらが恩おん師しの無む念ねんの億おく分ぶんの一でも、きさまのちっぽけな命をもって晴らすためだッ！」

　イソンが、怒鳴った。今までの無機質な印象を一いつ瞬しゆんで裏うら切ぎる、まったく予想できないタイミングでの恫どう喝かつ。そのすさまじい迫はく力りよくを一いつ身しんに受け止めた姫君は、恐怖のあまりパニック状じよう態たいになってイソンの背中で暴れ始める──が、状じよう況きようにとって致ち命めい的てきな変化はそこではなく、

「ようやく隙を見せたな、ヤトリシノ准尉」

「……ッ!?」

　突とつ然ぜんの怒ど鳴なり声には耐たえても。それでパニックに陥おちいった姫ひめ殿でん下かの様よう子すを気にかけてしまって、ヤトリはこの時、決して欠いてはならない集中をほんの一いつ瞬しゆんほころばせた……！

　刃は先さきがずぶりと掌てのひらに埋うずまる。なんとイソンは、自分から右手に刃を突つき刺さしてサーベルの動きを封ふうじた。さらに残る短剣マンゴーシユが走る前に、残ったほうの手でヤトリの左腕うでを押さえる。そのまま相手の体を崩くずして、熟じゆく練れんの体術をもって敵てきを地面に投げ伏ふせる……！

　持ち主の敗北を告つげるように、ヤトリの手を離はなれたマンゴーシュが大地に落ちて音を立てた。一瞬の隙すきを作り出すまでの積み重ねと、チャンスに際してあらゆる行動をためらわない鋼はがねの心。それが接近戦最強を誇ほこる『白はく兵へいのイグセム』をして、ついに不覚を取らせた理由だったろう。

「声を荒げるのは本来好すかんのだがな……。それでも、たまには怒鳴ってみるものだ」

「……、ぐ……！」

「銃じゆうは向けなくていいぞ、お前たち。このまま片手で絞しめ殺せるから周りに警けい戒かいしていろ。それとパートナーの火ひ精せい霊れい、動くと主を殺すぞ」

「…………っ」

　腰こしのポーチを抜け出し、イソンに向かって『火か孔こう』から火を放とうとしていたシアが動きを止めた。精霊の思考パターンまで知り尽つくした軍人の、全すべてにおいて完全な制圧だった。

「──姫殿下も、私の手が離はなれているうちに、背中を飛び降りようなどとは考えないように。失礼ながら寝ねている間に腰こし紐ひもを結んでおきました。逃げようとしても無む駄だな努力です」

「や、やめろ！　きさま、ヤトリを放せっ……！」

　ここで恐怖に縮ちぢこまらず、窮きゆう地ちにあるヤトリを助けようと、敵につかみかかった姫君の勇気は賞しよう賛さんされるべきだろう。背中から大尉の顔に手を回し、その肌はだに必ひつ死しで爪つめを立てる。……だが、サーベルに自分から手を突き刺して眉まゆひとつ動かさない男に、その攻撃はあまりに無力だ。

「……かはっ……で……殿、下……」

　首の頚けい動どう脈みやくを指で押さえられ、ヤトリの意識が酸さん欠けつで徐じよ々じよに薄うすれていく。だが、そんな悠ゆう長ちような死は待またないとでも言うように、大たい尉いの左手が力を増した。見かねて背中を飛び降りた姫ひめ君ぎみの体も、腰こし紐ひもに頼たよるまでもなく、サーベルを地面で押し抜いたイソンの右手が受け止めた。

　みしみしと首の骨ほねが軋きしむ音まで聞こえ始めたように思えた、それはまさに死の一歩手前の瞬しゆん間かん──まったく突とつ然ぜんに、イソン大尉のこめかみが、はじけるように血を噴ふいた。

「…………ぬ……？」

　手足が感覚を失い、イソンの体がぐらりと揺れる。あと一押しで敵の頚けい椎ついを砕くだくはずだった左手からも力が抜けた。──その瞬間、組み伏せられていたヤトリは両目を見開いて、全身のバネで一いつ気きに跳はね起きた。ほとんど本能で地面に転がっていたサーベルとマンゴーシュを拾い上げ、そして──！

「あああぁぁぁぁぁぁッ──！」

　血の風が吹き荒れた。死の淵ふちから蘇よみがえったヤトリは、刃の間合いにある姫ひめ殿でん下か以外の全ての者を敵とみなし、刃をはらんだ烈れつ風ぷうとなって薙なぎ払はらっていった。

　二秒で四人が首を失い、五秒で親しん衛えい隊たい全体の半数が血の海に沈んだ。彼女の小隊の目もく撃げき者しやは後のちに語る──この時、ヤトリシノ・イグセムの振るう剣けんは、間ま違ちがいなく人の域いきを超こえていたと。

　彼女の復ふつ活かつに一いつ拍ぱく遅おくれる形で、周しゆう囲いの木こ立だちの陰に隠かくれていた兵たちも突とつ撃げきを始めた。すでにヤトリによって内側から食い破やぶられていた元もと親衛隊にあらがう術すべは何もなかった。ボウガンの矢が目や甲かつ冑ちゆうの隙すき間まに突つき刺ささり、ひるんだところをヤトリの二に刀とうにひとりずつ貫つらぬかれていく。
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　突とつ撃げきから二分を待またずに、彼らは全ぜん滅めつした。……その後には、血の海にたたずむ炎えん髪ぱつの少女と、彼女が生み出した返り血を全身に浴びた姫ひめ殿でん下かだけが、戦せん慄りつする兵たちに取り囲まれる形で、戦場の中心に残されていた。

「ぶ、無事か、ヤトリさ……っ!?」

「おい、いったい何がどうなって──うぉッ!?」

　次々に駆かけつけてきたのは、先ほど遠とお間まからの見事な一いつ射しやによってヤトリの窮きゆう地ちを救ったトルウェイとマシューだった。だが、彼らでさえ赤一色に染まった仲なか間まの姿にはとっさに言こと葉ばを失う。

「……殿、下……。……ご無事で、いらっ、しゃい、ました、か……よかった……」

　剣けん鬼きのこわばった唇くちびるがかろうじて人の言葉をつむいだ。そこでようやく、ヤトリは周囲にもう斬きるべき敵がいないことに気が付いた。二に刀とうを鞘さやに収めようとしたが、それも戦いの途と中ちゆうで腰こしから千ち切ぎれ飛んでいる。せめて手を放そうにも、まるで柄えと癒ゆ着ちやくしたように指が動かない。

「あ、れ……剣けんが、手から……」

「や…………ヤト、リ……」

　その姿に、救われた姫ひめ君ぎみでさえも怯おびえた。怯えながら、しかし、こんなにも美しく儚はかなく貴とうといものは他に何もないだろうと思った。彼女は一対の剣だった。主しゆ君くんを守る、ただそれだけを悲願として振るわれる、帝てい国こく騎き士しという名の真ま鉄がねの剣だったのだ。

「──うわっ、また派は手でにやらかしたな。しばらくトマト食えないよこりゃ」

　だが、その赤い領域に、文もん句くを言いながらもまったく頓とん着ちやくなく踏ふみ入っていく少年がいた。切らした息いきと汗あせばんだ肌はだは、彼がここまで全力で駆けてきたことを教えている。

「…………イク、タ……？」

　炎髪の少女がうつろな視し線せんを向けると、イクタは軽く片手を上げて見せた。

「やぁヤトリ、大変な報しらせがあるんだ。もう知ってるかもだけど……今の君、すごく赤いぜ」

　もし滑すべったらどうしようとか、そういう心配を言う前に一いつ切さいしないのがイクタのすごいところだ。そして不ふ思し議ぎなことに、彼が極きよく限げん状じよう況きようで吐はき出すジョークは、奇き妙みように人の心を和なごませることがある。

「……はは……あ、赤いのは、いいんだけど……体中が鉄てつ臭くさくって、これは参まいるわ……」

「鉄臭い？　いやー、そりゃ赤いのとは関係ないよ。両手にそんな鉄の塊かたまりを握にぎってるからだろ」

　一いち目もく瞭りよう然ぜん、とか言いながらイクタはヤトリの前に来て、柄を握る指ではなく前腕うでの筋すじを撫なでるようにマッサージした。それを一分も続けていると、こわばっていた両手から力が抜けて、ほとんど一体化していたような剣が彼女の掌てのひらを離はなれて落ちた。

「ほい取れた。お疲つかれさん」

「……ありが、と……。……でも、なんか、そうね……ちょっとだけ、疲つかれたかも……」

　苦く笑しよう混まじりにそう言うと、ヤトリはそのまま前のめりにイクタへ体を預けて気を失った。返り血が染しみうつるのも構わず抱き支えながら、少年は呆あきれたように囁ささやく。

「いつも働はたらきすぎなんだ、君は。もっと楽らくをしろって言ってるのに、ホント聞きやしないな」

　彼女の身み柄がらを兵たちに預けると、イクタは再ふたたび血の海の中心に向かった。そこにしゃがみ込んでいた姫ひめ君ぎみは、自分に話しかけてくれるのかと期待したが、彼の目的は別にあった。

「……生きてらっしゃいますよね。まだ喋しやべれますか、あなた」

　うつ伏ぶせに倒れたイソン大たい尉いに向かって、イクタは話しかける。その順番は実のところ姫ひめ殿でん下かの心をものすごく傷つけたのだが、どうしても彼の関心は死にかけの軍人に向けられていた。

「…………もう目は見えないが、まだ何とか、な……。その声は、ソローク准じゆん尉い、か……」

「そういうあなたは親しん衛えい隊たい長ちようのイソン大尉ですね。事情の説明を願えますか」

　その理由を、このままイソン大尉の口からイクタに言われるのがたまらなく嫌いやで、姫君は強ごう引いんに口を挟はさんだ。

「か、彼らはハザーフ・リカン中ちゆう将じようの教え子だったらしい……ここにいる十五名全員が……」

　結局のところ、自分の口で言うのもこれ以上ないほど辛つらいことだった。それを聞いたイクタの顔が猛もう烈れつに歪ゆがんだのも、姫君の後こう悔かいを後押しした。

「……これ以上ないくらい、よく分かりましたよ。もう何を尋たずねる気にも、責せめる気にもならない。あなたの気持ちは僕だって分かるつもりです。なんなら仲間に誘さそってくれてもよかった」

「ちょ、イクタ、おま──!?」

　思わず叫さけんでしまったマシューは、むしろ良りよう識しきを褒ほめられるべきだろう。イクタはここで二つの暴ぼう挙きよを犯おかした。皇こう族ぞくの前でそれを言う暴挙と、シャミーユ殿下の前でそれを言う暴挙だ。

「僕が言うのもなんですが、ここで計画が頓とん挫ざしちゃったのは惜おしかったですね。あなたほどの人がこうまで極きよく端たんな行動に出るからには、きっと綿めん密みつで壮そう大だいな計画が多くの仲間と共ともにあったんでしょう。最終目的は内ない閣かくの脅きよう迫はくか、転てん覆ぷくか。本当に残念だ。どこまで行けるか分からないけど、それでも叶かなうなら見届けたいもんでした」

　熱に浮かされたようにしゃべり続けるイクタに、イソンは不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「……ひとつ、尋ねてもいいか、ソローク准尉……」

「ふたつでもみっつでも好きなだけ。あなたに捧ささげる同情に糸いと目めは付けません」

「……どうして私たちは、ここで君たちに追いつめられた……？」

　イクタは唇くちびるを嚙かむ。……そんなもの、死に際ぎわの質問にしては慎つつましすぎる。なぜもっと欲よく張ばらないのか。この男には神を問とい殺す権利だってあるだろうに。

「……お望みとあらば話します。まず、あなたは森林地帯の北口付近からお姫ひめさんを連れ去さろうとしましたね。これはトルウェイがたまたま目もく撃げきしましたが……実行のタイミングとしては悪くなかった。あなたの予想通り、僕たちの意識は模も擬ぎ戦せんに集中していましたから」

　北口辺りから人を連れて逃げるとするなら、森林地帯の西から街かい道どうに出るのが一番近い。北口はイクタたちがふさいでいるから論ろん外がいで、南口まで縦じゆう断だんするのは一苦労、東に行くのも遠回りの上に誰だれかと接せつ触しよくする危険がある。

「……というわけで、脱だつ出しゆつは西から。これで一つ条じよう件けんが絞しぼれますが、周辺の地形図を思い返せばさらにルートは限定されます。南ウルト森林地帯の北西はターバイ山脈に面している。もちろん山道は通っているけど、一いつ刻こくも早く街道に出たい人が山越ごえなんてするはずがない。なるべく山の麓ふもとに沿そって進み、最初に出会った道から街道に出るでしょう。それがここです」

「………それは、認めてもいい。だが、ヤトリシノ准じゆん尉いが我われ々われに先回りしていたのは……？」

　イソンにとっては、それが他の何よりも聞き出したい部分だった。模擬戦の最さい中ちゆうを狙ねらって誘ゆう拐かいを実行したのは、犯はん行こう後ごの追つい跡せきを避さけるためだったのだから。

「お姫さんがさらわれた可か能のう性せいに気付いた時、僕とトルウェイとマシューとハロの四部隊は森林地帯の北口にいました。これから自分たちで追っても間に合わない可能性が高い。そこで考えたのは、僕たちよりもあなたたちに近い位置にいる他の部隊に、音で信号を送って西へ急行してもらうことでした」

「……読み取れなかったが……あの音は、やはり信号だったか……」

「帝てい国こく式しきの信号ではあなたたちにも伝わってしまいますからね。あれはキオカ式の光信号を音に写したものです。昔から授業中に悪さをする時なんかにヤトリと使っていたもので、だいたいの内容を伝えられる自信はありました。あとは彼女の行こう軍ぐん速度がそっちのタイムロスを上回るかどうかの勝しよう負ぶでしたが……こうして先回りまで許したということは、そっちも最速では動けなかったんでしょうね」

　イソンはわずかにうなずいた。姫ひめ殿でん下か自じ身しんと裏うら切ぎっていなかった隊員たちによる必ひつ死しの抵てい抗こうが、連れ去りから逃走に移るまでの時間を遅おくらせた。それに加くわえて、皇こう族ぞくの誘拐という行こう為いに対する罪ざい悪あく感かんは、予想以上に隊員の足を鈍にぶらせていたのだ。

「……おおむね分かってきた。では、最後の質問だ……ヤトリシノ准尉の小隊が私たちに近い位置にいるということが、君には信号を送る時点で分かっていたのか？　それとも運うん任まかせか？」

「そればかりは運任せ──と言って失望させる気はありませんよ。分かっていました」

「……なぜだ。ヤトリシノ准尉の小隊とは、君は模擬戦で敵てき味み方かただったはず……」

「あの信号を送った頃ころ、僕たちは北口での決戦を終えたばかりで、敵部隊は散り散りになりながら撤てつ退たいしていきました。ああいう時はあらかじめ仲間内で定めてあった『一いつ般ぱん方向』に向かって戦力を集中し直すのがセオリーです。……で、僕は敵軍の『一般方向』がどこになるか、模擬戦が始まる前から当てを付けていました」

　南ウルト森林地帯に、三個小隊計百二十名もの人間が集まれるような場所は多くない。北の広場が代表的だが、もともとの対たい陣じん予定地だった場所では、まるで敵てきに追つい撃げきしてくれと言っているようなものだ。全軍が集まるだけのスペースはあるが、敵から見つかりづらい程てい度どに入り組んだ場所……となると、その候こう補ほの大部分は森林地帯全体の西または北西に偏っている。

「この場所に違ちがいないと絞しぼりきることは出で来きませんでしたが、今回はそれでじゅうぶんでした。森林地帯の西または北西にいるという時点で、北にいる僕たちよりもずっと、ヤトリの小隊はあなたたちに近いのだから。──以上、種たね明あかしは終しゆう了りようです。冥めい土どの土産みやげには不足でしょうが」

　何の達たつ成せい感かんもなくイクタは語り終えた。イソン大たい尉いの口くち元もとがゆっくりと弧こを描えがく。

「……ソローク准じゆん尉い……君の中の地図ではきっと、自じ軍ぐんと敵軍の全すべてが、『可か能のう性せい』というレールの上をリアルタイムで走り続けているんだろうね……？」

「……そうありたいとは、思っています」

「……なるほど、そうか。それなら私たちが負けたのも納なつ得とくがいく……君の用よう兵へいに対する考え方は、リカン中ちゆう将じようと根ね元もとのところで同じのようだ。……はたして偶ぐう然ぜんなのかどうか……」

「それは──」

　偶然なんかじゃない、とイクタには言えなかった。ハザーフ・リカンがバダ・サンクレイの流れを引き継つぐ名めい将しようだからだと言えなかった。たとえ世代は違ちがっても、自分たちは源流の同じ思想を胸むねに宿やどした者同士なのだと、どうしてもこの場では言えなかった。

　言いたいことを言いたい時に全部言うはずの少年が、口に出したいことと秘ひめ隠かくしたいこととの狭はざ間まで全ての言こと葉ばを失っていた。それがただただ、彼は悲しくて悔くやしくて仕方がなかった。

「…………、あ──……」

　言葉を探さがして長いこと黙だまり込んでいたイクタが、ふと気が付いた時にはもう、イソン大尉は息いきをしていなかった。少年は歯は嚙がみした──同情に糸いと目めは付けないと言っておきながら、結局は最さい期ごの最期まで、気の利きいた葬そう送そうの言葉ひとつかけてやれなかったなんて……。

「……イッくん、終わったよ。さぁ、みんなで帰ろう」

　立ち尽つくす彼の背はい後ごにトルウェイがやって来て、その肩を軽く叩たたいた。イクタは反はん射しや的てきにこくりとうなずいてしまった。あの忌々しい軍ぐん事じ基き地ちでさえ帰りたいと思ってしまうほど、今は心が疲つかれ切っているようだった。

「……街かい道どうにいるはずの、共きよう犯はん者しやの確保は……」

「相手の正確な位置、数、姿……どれも分からないんじゃ難むずかしいよ。訓くん練れん部ぶ隊たいの仕事じゃない」

「……そうだな。さっさと帰って、いつも通りバリエーションの少ない飯めしに文もん句くでも付けよう。……ああ、疲れる二日間だった。キオカでサバイバルした時のほうがずっとマシだったよ」

　そうぼやいて伸びをすると、イクタは少しだけ気を取り直す。……で、そこでようやく、返り血べっとりの姿で座すわり込んでいる誰だれかさんの姿を見つけた。これまでも視し界かいには入っていたのだが、ほとんど意識に入っていなかった。

「あ、やぁお姫ひめさん。また派は手でなドレスを新しん調ちようしたね。……ん、それとも盛大にトマトソースをこぼしただけか？　なーんだまぎらわしいなぁ」

　いつものノリを再さい開かいするイクタ。──だが、気付いていない。自分がどれだけ姫君の感情をないがしろにして来たか。かけて欲しい言こと葉ばを一つもかけられず、言って欲しくない言葉ばかり叩たたきつけられてきた少女が、いまいったいどういう状じよう態たいにあるのか。

「ところでさ、ここだけの話、内ない緒しよでこっそり教えとくけど……。……今のお姫さん、すごく赤いぜ」

　もし滑すべったらどうしようとか、そういう心配を言う前に一いつ切さいしないのがイクタのすごいところだ。そして不ふ思し議ぎなことに、彼が極きよく限げん状じよう況きようで吐はき出すジョークは、奇き妙みように人の心を和なごませることがある。まぁ、そうとはいっても──。

「うっ……うわぁぁぁぁぁぁぁああああああああああん！」

「ぇ──え、な、なぜっ!?」

「うえぇぇぇぇぇえええええん！　ゾローグの、ゾローグのばがぁぁぁぁぁ！　ばがぁぁぁっ！　うわぁぁぁぁぁああああああああああん！」

　そのマジックにもシチュエーション上の限界があるということを、少年は大いなる代だい償しようと共ともにここで学んだ。天才だろうと英えい雄ゆうだろうと、少なくとも彼は全ぜん知ちでだけはありえないのだった。











































　姫ひめ殿でん下かが爆ばく発はつしてからの惨さん状じように関して、その間に起こったはずの無数の悲ひ喜き劇げきは記き録ろくに残されていない。ただひとつ、ハローマ・ベッケルの日記に記された「泣き疲つかれて寝ねるまで五時間」という短い殴なぐり書きだけが、最後の戦いのすさまじさを言葉少なに語っていたかもしれない。

　何はともあれ、波は乱らんに次ぐ波乱のうちに、最初の演習は幕まくを閉じた。中央基地に帰き還かんしたイクタたちの報ほう告こくを受けた後、親しん衛えい隊たいの選考に関わった高こう等とう士し官かんの首がいくつか飛んだ。実じつ行こう犯はん全員が死し亡ぼうしたこともあって、事後の調査でもイソン大たい尉いの計画の全ぜん貌ぼうはついに明らかにされず、軍内部に火ひ種だねが残り続けているのではないかという一いち抹まつの不安を残した。
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　その手で殺した人間の数を、わずか一日で一ひと桁けたから二桁に更こう新しんしたヤトリシノ・イグセム。

　彼女は一ひと晩ばん寝ねたらすっかり元もとの調ちよう子しを取り戻して、演習の帰り道はちゃんと自分の部隊を指し揮きして基地に戻っていた。イソン大尉との死し闘とうを過か去このものとして引きずらず、多くの同どう胞ほうを殺したという複雑な事実さえも、軍人としての倫りん理りと責せき任にんの中で後こう悔かいなく割わり切った。

　その心の強さに、小隊の部下たちも、彼女という指揮官への信しん頼らいをさらに強めたようだ。

「…………シッ……！」

　だが、部下たちには見せない部分で、彼女には変化したところもあった。

　人ひと気けのない屋内運動場で二に刀とうを振るいながら、ヤトリは「あの時」の感覚を思い起こそうとしていた。……あれはおそらく、ひとつの「境きよう地ち」だったように思えるからだ。

　真っ赤な霧きりのかかった剣けん戟げきの記き憶おく。酸さん欠けつの頭からは余よ分ぶんな思考が消し飛び、ヤトリという存そん在ざいは両手に握にぎった剣のほうに純じゆん化かされていた。意に先んじて走った刃には呆あきれるほど無む駄だがなく、剣というシンプルな道具を操あやつるために、ひょっとしたら普通の人間の頭は複ふく雑ざつに物事を考えすぎるのかもしれないと、ヤトリは妙みような達たつ観かんに至いたりつつある。

「己おのれ即すなわち騎士、騎士即ち剣、剣即ち己、か。……ちょっとだけ理解できたわ、お父様。この中に『人』って単たん語ごが含まれない理由もね」

　一通りの内観を終えて、ヤトリは両腰こしの鞘さやに二刀を収めた。その様よう子すを、離はなれた床ゆかに下ろした火ひ精せい霊れいのシアはじっと見つめていたが──この寡か黙もくなパートナーにしては極きわめて珍めずらしいことに、ふいに自分から主あるじに話しかけてきた。

「──ヤトリ。シアは炎ほのおだと思うか」

「……え？　なに変なこと言ってるの、シアはシアでしょう。世界にたったひとりの私の相あい棒ぼう」

　迷わずそう返すと、ヤトリは相手のほうに歩いていって小さな体を抱き上げた。シアは真っ赤な頭を小さくうなずかせる。

「ならシアも、ヤトリは剣ではないのだと思う」

「……ありがとう。心配してくれているのね」

　込み入った言い回しが得意でないパートナーの、これは精せい一いつ杯ぱいの忠ちゆう告こくだった。ヤトリは心から感かん謝しやして、その思いやりを素直に受け容いれた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あの境きよう地ちに至いたれることが、もう一度あるかも正直分からないけど……今回、せっかく達した剣けんの極きわみから、あっという間に引きずりおろしてくれたヤツがいたでしょう」

　ヤトリはうっすらと微笑ほほえんだ。……全すべての敵を切り伏ふせた後の彼女に、ほとんどの人々は、声をかけることも近づくこともためらった。だが、それは殺人者に対する怯おびえではなく、いわば抜ぬき身みの剣つるぎに対する畏い敬けいの表れではなかったか。あまりにも鋭するどく研とぎ澄すまされた刃やいば、うかつに触さわれば切れてしまう業わざ物ものは、遠巻きに眺ながめることしかできない。それは尊そん重ちようの姿勢でさえあるのだ──ただし人ではなく剣という利り器きに対する。

　ヤトリは自分が剣として見られることをいとわない。むしろ望むところだ。だから、あの時に近寄ってこられなかった人々に対して、彼女が含ふくむところは本当に何ひとつない。これは理り屈くつの上だけでなく、感情の上でも完全にそうだった。それがヤトリという人間の清すが々すがしさだ。

　だが──あの時に迷うことなく自分に歩み寄り、掌てのひらと結びついた剣を優やさしく剝はがしてくれた相手のことを考えると、少なからず思うところはある。温かい感情が胸むねの中にこみ上げる。

「イクタのそばにいる限り、私は完全な剣になれそうにもないわね。……ま、それもいいでしょう。だって剣は口を利きかないけど、あいつのおふざけにつっこまないで耐たえ続けるなんて、私にはとてもじゃないけど不ふ可か能のうだもの」

　冗じよう談だんめかした、けれど紛まぎれもない本ほん心しんの言こと葉ばを最後に、ヤトリはその場を去さっていった。
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　同じ頃ころ、屋外の射しや撃げき訓くん練れん場じようでは、ヤトリほどではないにせよ自分の手で人を殺した数をひとり更こう新しんした青年、トルウェイ・レミオンが風銃を構えていた。

「……フゥ……フゥ……フ──、ッ！」

　狙ねらい済すました一いつ射しやが、はるか遠方の的まとを次々と正確に貫つらぬく。──今までのトルウェイであれば、『こんなのは違ちがうんじゃないか。敵に近寄るのが怖いだけじゃないのか』と葛かつ藤とうするところだった。兄のサリハに植え付けられた呪のろいのような価か値ち観かんがそうさせた。

　だが、指し揮き官かんの備えとして日ひ頃ごろから持ち歩いていた実じつ弾だんを使い、射しや程ていに入った瞬しゆん間かんにイソン大たい尉いを撃うったことが、結果としてヤトリの命を救った──この事実は彼にとって大きかった。今まで悩まされ続けた葛かつ藤とうを、ひとりの人間の命を奪うばった事実を、心の隅すみへ押しやれるほどに。

「……これでいい。そう、これでよかったんだ」

　風銃の照しよう準じゆんを覗のぞき込みながら、トルウェイはひとり納なつ得とくしていた。──「的が近いと命めい中ちゆう率りつが落ちる」という彼の欠点は、相手が動物、特に人間だった場合に顕けん著ちよに表れる。実のところ、それは青年の優やさしい性格のためだった。

　存そん在ざいが感じられるほど近くにいる相手を、彼はどうしても「的」として割り切ることができない。だから狙ねらいがぶれるのだ。誰だれもが誰もヤトリのように清すが々すがしく生きられるわけではなく、その点の切り替えの不ぶ器き用ようさでは、むしろトルウェイは彼女の対たい極きよくにある。

　いざ敵てきを前にした時、引き金にかかった人差し指を鈍にぶらせるような優やさしさは、もちろん兵へい士しとしての欠けつ陥かんに違ちがいない。が、それを補おぎないうる可か能のう性せいを、今のトルウェイは見つけ出していた。

「なぜ気付かなかったんだろう。……ぼくたちは今まで、距きよ離りというものを射しや撃げきの障しよう害がいとしてばかり考えていた。でも、よく考えてみたら、相手と距離が離はなれていることには多くのメリットがあるじゃないか」

　第一に、敵の弾たまが当たりづらい。第二に、敵に位置を特定されづらい。そして第三に、一つ目と二つ目の理由から安心して射撃に臨むことができる。どれも捨てるには惜おしいアドバンテージだとトルウェイは思う。それどころか、これを長ちよう所しよとして伸ばしていけば、新しい兵科がひとつできあがってしまうのではないかとさえ想像している。

「……この発想はきっと、『銃じゆうの戦争』の歴史に新しい一ページを加くわえるだろう。それはぼくがレミオン家の人間として望んでやまないことだ。もちろん今も変わらない。でも……」

　そこまで思った時、トルウェイにはどうしても考えてしまうことがある。模も擬ぎ戦せんの時に総そう指し揮き官かんを務つとめたイクタが、トルウェイ自身をクリリ川上流の渡と河か点てんに配置した目的だ。表向きは「敵部隊がここにやってきた時、木の上から敵てき将しようを狙ねらい撃うちにする」というシンプルな理由。だが今にして思えば、あそこを敵の小隊長が通る可能性を、イクタが高く見積もっていたとは思えないのだ。

「自分の隊の迎げい撃げきに動くのはヤトリさんの小隊だろうと、最初からきみはそう読んでいた。なら、ヤトリさんが主しゆ力りよくを中間点に残して、斥せつ候こうだけを上流にやることも予測していたんじゃないか？」

　トルウェイの別べつ働どう隊たいは上流で三人の敵を仕留めたものの、戦局全体にそれほど大きな影えい響きようを与えるほどには活かつ躍やくしていない。あれなら河か川せん防ぼう御ぎよ陣じん地ちに残って小隊の突とつ撃げきを指揮したほうが効こう果かは大きかったように彼は思う。それくらいはイクタも気付いていたに違いないとも。

「……考えすぎなのかな……。でも、どうしてもぼくには、上流にぼくを配備したきみの意い図とが、『遠くの敵を撃つ経験』を積ませるためだったように思えてならないんだ。河川防御陣地では総攻撃で戦いが始まったから、僕が間合いを保ったまま敵を撃つ機会はない。それにヤトリさんの介かい入にゆうが遅おくれれば、あそこで模擬戦が決着していてもおかしくなかった。だから……」

　射撃をやめて身をひるがえしたトルウェイは、自分たちの寝ね泊とまりする兵へい舎しやを遠くに眺ながめる。まず感かん謝しやと、それに倍する畏おそれを込めて、彼は呟つぶやいた。

「ねぇ、イッくん……。ぼくの欠点も悩みも、そしてやりたいことも……面めんと向かって話したことはこれまで一度もなかったけれど。

　ずっと前からきみには、それが全部分かっていたんじゃないのかい……？」
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　やはり同じ頃ころ、兵へい舎しやの談だん話わ室しつではマシュー・テトジリチとハローマ・ベッケルが差し向かいで将しよう棋ぎを指していた。実力はなかなか伯はく仲ちゆうしていて、ここまでは三勝二敗でマシューがどうにか勝ち越こしている。今回もなかなか油ゆ断だんのできない局面にもつれ込んでいたが……。

「……ここだっ、逆ぎやく王おう手てで５─８光こう照しよう兵へい大隊！　これで三さん手て後ごに詰つみだ。間ま違ちがいない！」

「そこに気付かれちゃった!?　ああっ、ううー……な、ないです、わたしの負けですぅー……」

　ハロの投とう了りように、丸顔の少年はほっと安あん堵どの息いきをついた。同じ准じゆん尉いとはいえ衛えい生せい兵へい科かの彼女に将棋で遅おくれを取っては、テトジリチ家の沽こ券けんに関わる。

「看かん護ご学校では一番だったのになぁ……。マシューさん、やっぱり普通に強いですよ。定じよう石せきへの対応をきちんと積み重ねていますもん」

「まぁ、おれだってこれくらいはな……。ハロに勝っても自じ慢まんにならないのが切せつない」

「いきなり敗者にムチ打った!?　うぅー、そんなこと言うなら御ご三さん家けに挑いどんでください！　あ、今は姫ひめ殿でん下かが加わって四し天てん王のうでしたっけ？　とにかく誰だれに勝ってもおおいに自慢できますよ！」

　御三家とか四天王とか言うのは、騎き士し団だんの中における将棋の実力の格かく付づけ、というか区分けだ。イクタ、ヤトリ、トルウェイ、シャミーユ殿下の四人は、勝しよう率りつは別にしても、互たがいに戦えば「勝負になる」人たち。マシューとハロの二人は、本気の彼らと戦うと「勝負にならない」人たち。

「四天王なぁ……。まぁ姫君は別べつ枠わくとしてもさぁ……他がさぁ……」

　駒こまを手でもてあそびながら低い声でぼやくマシューの様よう子すに、ハロは眉まゆをひそめた。

「……あれ？　なんかわりと深しん刻こくにダウナー入ってます……？」

「……別に、将棋に限った話じゃないんだよ。もっと全般的な問題というか……ハロだって感じたことないか？　なんと言うか、あいつらとの、その、あの……」

「？　えっと……あっ！　格かくの違ちがい、とかですか!?」

「正解だけど、おまえもっと失しつ言げんってものを気にしろよ！　確かく信しん犯はんでやるイクタも頭にくるけど、おまえは悪わる気ぎなしに天てん然ねんで言うから怒いかりのぶつけどころに困るんだよ！」

「あ、す、すいませんっ！　わたし、思いついたことはすぐ口に出しちゃうクセがあって……！」

「それはもう身をもって知ってるよ……。……でも、なんていうか。もう高こう等とう士し官かんコースの准じゆん尉い同どう士しで出しゆつ世せ争いが始まってるのに、おまえってちっともスレないよな」

　呆あきれ半分、感心半分でマシューが言う。ハロは軽く首をかしげて、それから苦く笑しようした。

「……その、こんなこと言うと怒られそうですけど、あんまり出しゆつ世せしたいとか思わなくて……。今のお給きゆう料りようで実じつ家かに仕送りもできてますし、『帝てい国こく騎き士し』なんて過か分ぶんな称しよう号ごうをもらったおかげで、退たい役えき後ごもつつがなく暮くらせそうですし……」

「あー、その言い分、試験前に聞いたらおれ怒っただろうなー。『その程てい度どの動機なら他の職しよくに就つけよ！』って叫さけんだぞ、たぶん」

「あはは……。じゃあマシューさんは、今でもやっぱり出世したいですか？　大たい将しようとか元げん帥すいに」

　てっきり即そく答とうだろうとハロは思ったが、意外にもマシューは眉まゆ根ねを寄せて返事にためらった。

「え？　ま、マシューさん……？」

「…………したい、よ。出世はしたい。現実味を感じられないのが悔くやしいけど、大将にだって元帥にだってなりたいよ。そのために高こう等とう士し官かん試験を受けたんだから」

　少し遅おくれはしたが、想像通りの答えが返ってきたのでハロもほっとする。だが、その瞬しゆん間かんからマシューは何だかそわそわと落ち着きがなくなって、五分も経たつと席せきから立ち上がっていた。

「あれ？　どこに行くんですか、マシューさん。夕食まではまだ時間ありますよ」

「……おれが動くときは必かならず食しよく欲よくか？」

「あ、えっ、違ちがいましたか!?」

「…………。戦せん史し資料室に行ってくる。河か川せん防ぼう御ぎよ陣じん地ちについて、少し詳くわしく調べたいんだ」

「あ、戦術のお勉強ですか？　さすが勤きん勉べんですね、がんばってください！」

　間の抜けた励はげましに背中を送られて、マシューはひとり談だん話わ室しつを出ていく。廊ろう下かを歩く足取りは乱らん暴ぼうなまでに力強く、丸い顔の中では、二つの瞳ひとみが意い地じの光を帯びていた。

「…………まだ諦あきらめないさ。将しよう棋ぎも、出世も、格かくとやらも。『ここがおれの限界だ』なんて悟さとるにはまだ若すぎる。大たい器き晩ばん成せいって言こと葉ばもあるんだ。明日はダメでも、一年後、五年後、十年後にどうなっているかなんて、そんなの誰だれにも分からないだろ」

　すれ違う兵士たちに迫はく力りよくで道をよけさせて、マシューは最さい短たん距きよ離りで戦史資料室に辿たどり着く。その扉とびらに手をかけながら、彼はここにはいない相手に向かって挑ちよう発はつした。

「いまに見てろ、イクタ、ヤトリ、トルウェイ。次はおれが勝つ。もし次がダメでも、次の次はおれが勝ってやる。……絶対にいつか、マシュー・テトジリチの本当の実力を見せてやる！」
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　マシューの発はつ奮ぷんと時を同じくして、イクタ・ソロークは中央基地の北ほく端たんに立っていた。夕ゆう闇やみの中にひとりきり、辟へき易えきしたような表情でたたずんでいる。誰かを待まっているようでもあったが、その相手はすぐに馬車に乗って現れた。

「待またせてなどいないぞ。ソローク、乗れ」

　御ぎよ者しやにドアを開けさせて、自分は車内に座すわったままの姿勢で、姫ひめ君ぎみが彼を呼んだ。イクタの顔が一いつ瞬しゆんやるせない感じに歪ゆがんだが、軽かる口くちは叩たたかず、意外な素直さで馬車の中に乗り込んだ。

「なんだその格かつ好こうは、シャツの襟えりが曲がっているぞ。ズボンにも砂すなが付いている。払はらえ」

「……うぃ……」

「だいたい顔がだらしない。造ぞう作さが十人並なみなのは仕方ないにしても、そなたの顔には若者らしい覇は気きというものがまるでない。こんな貧ひん相そうな男が『帝てい国こく騎き士し』だなどと紹しよう介かいしても冗じよう談だんにしか思われんぞ。余よに恥はじをかかせるつもりか。すぐに改あらためろ」

「…………うぃ……」

「もっと口くち元もとを引き締しめろ、背せ筋すじを伸ばしてまっすぐ前を向け。むしろ背を伸ばせ！　若年にして才さい気き溢あふれる英えい才さいのオーラを身にまとえ、紳しん士し的てきかつ知ち性せいと男おとこ気ぎにあふれた完かん成せい度どの高い人格を瞳ひとみの色調で表現しろ！　ああもう後ご光こうくらいクスに頼たよらずとも気合いで出せんのか！」

「根本的に実現不ふ可か能のうな要求を並べるなっ！　いったい僕にどれだけオールラウンドな無む敵てき紳士ぶりを要求するつもりだ!?　イクタくんはいくら着き飾かざってもイクタくんのままだってことを分かってくれ！」

　あまりの無む茶ちや振ぶり続きに思わず言い返してしまったイクタだが、姫君の肩がぶるぶる震ふるえ出したのを見て、しまったと気が付いた。

「さ、逆さからった……余の命令に逆らったな……約やく束そくを守るつもりはないんだな……」

「いや、あるある、ありますよ！　あーもー何でも言っちゃってください、その気になれば人間背くらい伸ばせますからね！　出せと言われりゃ目からビームだって出しますとも！」

「では口から心しん臓ぞうを出せ」

「それは死ねって言ってんですね!?　まさに今の僕の気分で使うべき言い回しですねそれ!?」

　気まぐれ要求の飽ほう和わ攻こう撃げきが、イクタをすごい勢いで疲ひ労ろうさせていく。出発から五分後には、もう彼は精せい根こん尽つき果はてて座ざ席せきに体を横たえていた。

「こら退たい屈くつだぞ、もっと余を楽しませろー！」

「……もうリアクションを返せません……煮にるなり焼くなりご自由に……」

「ほう、言ったな。じゃあ好きなだけ悪口をぶつけるぞ。この根こん性じようなし、詭き弁べん家か、無む神しん経けい、色しき情じよう狂きようっ。……あと、えーと……」

「……殿でん下か、ちょっとボキャブラリーが貧ひん困こんでいらっしゃいますねー……」

「ば、馬ば鹿かにするな！　そなたに当てはまるものが少ないだけだ！　そ、それにとっておきのがひとつあるぞ。これを言ったら絶対に怒ると思って遠えん慮りよしていたが、そんなこと言われたら言ってしまうぞ！」

「……どうぞー。僕本人に関することなら何でもー……」

「……………………ま、マザコン！」

　すごくためらった割わりには、言われた側がわが拍ひよう子し抜ぬけする内容だった。耳をふさいで縮ちぢこまっていた姫ひめ君ぎみが、おそるおそるイクタのほうを見る。

「……お、怒おこらないのか？」

「いや、怒るも何も、フツーに事実ですから悪わる口ぐち言われた気がしませんし……」

「だ、だが、この前に母親の話を出した時は……」

「？　……ああ、叙じよ勲くんの直後の話ですか。あれは母さんの名前を、お姫ひめさんが不ふ愉ゆ快かいな文ぶん脈みやくで得意げに出したからです。だからって母さんの悪口はやめてくださいよ。約やく束そくがあるから怒れませんけど、その代わりに何ひとつ返事しなくなりますから」

　イクタは寝ねたまま手を振った。さっきからふたりが言っている「約束」とは、誘ゆう拐かい事じ件けんの直後に大爆発した殿でん下かをどうにかなだめようと出さざるを得なかった少年の交こう換かん条じよう件けんだ。「今から一ヶ月は何でも言うことを聞く」という約束に、イクタはもう縛しばられて二週間目になる。

「……言わない。そなたが何も答えてくれなくなると、余よは困る」

　相手の気に障さわるのを怖がってか、姫ひめ殿でん下かは急に大人しくなって黙だまり込んだ。馬車の中を沈ちん黙もくが流れる。図ず太ぶといイクタには、それを何とかしようなどという気は少しもなかったが。

「……ソローク、聞いてくれ。真ま面じ目めな話がある」

　声の雰ふん囲い気きが変わった。いままでの沈黙はそれを切り出すまでの心の準備に当てていたのか、姫君の顔はいつになく真しん剣けんだ。仕方なくイクタも座ざ席せきで上体を起こした。

「今日そなたを誘さそったのは、帝てい都とで行われるパーティーへの招しよう待たいもあるが、この話が本題だ」

「…………」

「この前の誘拐未み遂すいの一いつ件けんを含ふくめて、そなたにはもう三度に渡って命を救われたことになる。感かん謝しやはもちろんのことだが……それ以上に、もう隠かくし事をする理由がなくなったと感じた」

　その前置きを聞いて、イクタはとっくに待まちくたびれたという顔で鼻を鳴らした。

「ようやく割りますか、その小さいお腹なかを」

「焦じらす結果になったことは悪く思っている。だが、余にもそなたを推おし測はかるための猶ゆう予よが必要だった。それも数ヶ月で済すむとは思っておらず、丸一年を費ついやす覚かく悟ごだったが……」

　核かく心しんに切り込んでいこうとする姫君を、イクタは片手で制した。

「待ってください。本題に入る前に、ひとつ訊きいておきたいことがある」

「……何だ」

「このシチュエーション、前にもありましたよね。忘れもしない白はく聖せい堂どうでの叙勲のあと、あなたと一いつ緒しよに馬車へ乗り込んで、そこで内々に話を交わしました」

「…………それが、何か」

「それが何か、じゃありませんよ。あの時はあったものが、今ここにはないでしょう」

　姫君に言い逃れを許さず、イクタははっきりと尋たずねた。

「ねぇ、殿でん下か。どうしてここにはヤトリが呼ばれていないんですか？　命を救われたから隠かくし事の理由がなくなったっていうなら、どう考えても彼女だって呼ばれるべきだ。というか、僕たちの中で一番あなたに対する忠ちゆう節せつを果はたしているのは、間ま違ちがいなく彼女ですよ。まさかあの姿を忘れたわけじゃないでしょう」

　二に刀とうを手に血の海でたたずむヤトリの有あり様さまを思い出して、姫ひめ殿でん下かは忸じく怩じたる思いで唇くちびるを嚙かむ。

「……そう、ヤトリは真しんの意味での忠ちゆう義ぎの士しだ。それは余よも、あの一いつ件けんで身をもって思い知った。……だが、だからこそ、彼女をこの場には呼べないのだ」

「忠義の士には務つとまらない何かに、僕を協力させたいわけですか。なるほど納なつ得とくだ」

　イクタが意い地じ悪わるく皮ひ肉にくをぶつける。姫ひめ君ぎみは泣きそうな顔で首を横に振った。

「違ちがう、そうではない……！　そなたが汚よごれ仕事に向いた人材であるなどと、余は一度も思ったことはない！　むしろ逆だ、そなたにはヤトリとはまた別種の高こう潔けつさがある！　余はそれを……！」

「まぁ、いいですよ。僕は言いたいことを片かたっ端ぱしから口に出して生きているだけの人間です。でも、どこかしら殿下に買っていただいた部分があるのは確かみたいだ。お話をうかがいましょう」

　イクタの黒い瞳ひとみが探さぐるように相手をにらむ。姫君はごくりと喉のどを鳴らし、重い口を開いた。

「……そなた。カトヴァーナ帝てい国こくの現状をどう思う？」
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「下くだり坂ざかの後半ですね。一ひと言ことで表すなら」

「辛しん辣らつだな。だがまったく同感だ。……百年以上前の全盛期に比くらべると、産業は全面的に先細り、国力は衰おとろえ、なのに軍事力ばかりがアンバランスに膨ふくれ上がったままだ。そして帝てい国こくが瘦やせ衰えた分は、隣りん国こくキオカ共きよう和わ国こくの繁はん栄えいとして表れている」

「キオカは内政も外交もうまくやっていますよ。少なくとも今のところは、帝国の政治がはらむ救いがたい愚おろかさを完かん璧ぺきに利用している。もともとは帝国から分ぶん離り独どく立りつした小国、強きよう大たい国こくの隣となりの弱じやく小しよう国こくに過ぎなかったキオカをここまで栄えさせたのは、ある意味では帝国そのものだ」

　イクタが断言するだけの理由を、姫ひめ君ぎみは的てき確かくに言こと葉ばにした。

「『カトヴァーナ帝国における政治の定てい義ぎとは、内政の失敗を戦争で贖あがなおうとすることである』」

「いい要よう約やくですね。ええ、まさにその通りです。この前の東とう域いき鎮ちん台だいの一いつ件けんを思い出せば例として分かりやすいでしょう。『開かい拓たくの失敗』という内政上の失敗を、『見かけ上の敗北』という軍事的小こ細ざい工くによってキオカに押し付けた。……言ってみれば、この国では、全ての負債が最終的に軍人へ回ってくるようになっている」

「そう。仮かりにこれを軍事万ばん能のう主しゆ義ぎとでも呼ぼうか……だからこそ、この国では軍人が貴たつとばれる。帝てい室しつが犯おかした政治的な失敗の責せき任にんを引き受け、代わりに戦争で解決する役割を負おっているから」

「帝室にとっての帝国軍とは、放り捨てた汚お物ぶつを勝手に焼しよう却きやくしてくれる便利なゴミ箱だ。この構造だと為い政せい者しやは自分のなした政治に責任を持たなくていい。だから腐ふ敗はいする。何をやっても戦争が解決してくれると思うようになる。内ない閣かくは私し腹ふくを肥こやすことしか頭にない有ゆう力りよく貴き族ぞくたちの魔ま窟くつとなり、皇こう帝ていはその傀儡くぐつと化して、君くん主しゆとしての義務を何も果たさないまま老いていく」

　姫君はこくりとうなずいた。その瞳ひとみに、実の父に対する軽けい蔑べつと憎ぞう悪おが浮かぶ。

「今きん上じよう──現げん皇帝アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクという人物は、その至し尊そんの冠かんむりを脱ぬぎ去されば何者でもない。好こう色しよくで愚ぐ鈍どんな、そして癇かん癪しやく持ちのただの男だ。元もと々もとはそうではなかったのかもしれないが、酒と女に溺おぼれる生活が、彼を骨ほねの髄ずいから腐くさらせた。あれの娘であると思うだけで、余よは全身の血が腐くさり果てているような吐はき気けを覚える……」

「科学的じゃないですね。もし人に生きたまま腐る部分が一つだけあるとすれば、それは血じゃなくて頭でしょう」

　イクタは軽く言い切り、その清すが々すがしさは姫君を微笑ほほえませた。

「まだ会って間もない時期にも、そなたは同じことを言ってくれたな……。その言こと葉ばがどれだけ余の心を軽くしてくれたか、いくら感かん謝しやを並べても、そなたには分かってもらえまい……」

「まぁ、僕の手て柄がらじゃなくて、それは科学の手柄だしなぁ」

「そこで感かん謝しやをしりぞけなくともよかろう……。ともあれ、カトヴァーナ帝てい国こくの政治が深しん刻こくに腐ふ敗はいしていることを前ぜん提ていとした上で、余よはそなたに協力を頼たのみたいのだ」

　そこでシャミーユ殿でん下かは一ひと呼こ吸きゆうおき、居いずまいを正してから言った。

「イクタ・ソローク。──そなた、軍人として、帝国軍のトップまで駆かけ登れ」

「…………」

「やりたくないことは知っている。だが、できないとは言わせん。そなたには軍事の才さい覚かくがある──それも圧倒的な才覚が」

　姫ひめ君ぎみはあえて、それ以上の評ひよう価かを言こと葉ばにしなかった。いま自分がここに生きて存そん在ざいしていることそれ自体が、イクタの才能の非ひ凡ぼんさを何よりも示しているのだから。

　詭き計けいで国こつ境きようを突とつ破ぱし、新しん奇きな戦術で現げん役えきの大たい尉いを手て玉だまに取り、用よう兵へい上じようの高次元の「読み」でベテラン軍人による誘ゆう拐かい計画を頓とん挫ざさせた。これほどの実績が将来の栄えい達たつを約やく束そくしないとすれば、人はいったい何を当てに人材を測ればいいのか。

「……馬ば鹿かげてる。この時点で実現性を無む視しした話ですが、仮かりに僕が帝国軍元げん帥すいまで上り詰つめたところで、そこから先をどうするんですか。まさか帝てい室しつに対して軍事クーデターでも起こせと？　軍人、貴き族ぞく、英えい雄ゆうに加くわえて『独どく裁さい者しや』の名めい誉よまでプレゼントとは、こいつは大おお盤ばん振ぶる舞まいだ」

「いいや、クーデターは起こさない。余は独裁者を好すかぬし、それで成功したとしても、直後は帝国内部が政治的空くう白はく地ち帯たいになってしまう。そんな好こう機きを今のキオカ共きよう和わ国こくが逃すはずもない。こっちが隙すきだらけのところを侵しん攻こうされて国が滅ほろびるだけだ」

「どうやら少しは現実が見えてるようで。じゃあ教えてください、出しゆつ世せした僕に何をさせる？」

「戦争に負けてもらう」

　姫君の即そく答とうが、ここで初めてイクタを硬こう直ちよくさせた。──この少女はいま、何と言った？

「そなたは大たい将しようないし元帥となって帝国軍の全軍を指し揮きし、その上でキオカとの戦争に決定的な敗北をもたらすのだ。断じて勝利ではない、これは敗北でなければならない。なぜなら、そこで勝利しても、もはや帝国は自じ力りきで国を立て直すことが不ふ可か能のうなほど制度的に弱っているからだ」

　その瞬しゆん間かん、イクタは自分の頭の中に雷かみなりが落ちたように感じた。それはアナライ・カーンに師し事じしていた時期以来の衝しよう撃げき、彼の人生でも指折りのダイナミックさを持つ認識転換パラダイム・シフトだった。

「……殿でん下か。それはつまり、敗戦で──」

「そうだ、敗戦で国を救う。より正確に言えば、敗戦によって流入してくるキオカ共和国の文化、経けい済ざい、政せい治じ哲てつ学がく──そういった全すべての外がい圧あつを利用して帝国を浄じよう化かする。

　ありえない発想に聞こえるかもしれない。確かに、これを自じ覚かく的てきに行おこなった国は未いまだにない。だが敗戦の結果として国が栄さかえた前ぜん例れいは歴史上にいくらでもある。だから余には言える、これは可か能のうなやり方なのだと」

　イクタは啞あ然ぜんとするしかなかった。……確かに、他でもないリカン中ちゆう将じようの一いつ件けんがそうだったように、小さな軍事的敗北を政治的に利用した例はこれまでの帝てい国こくにもある。だが、それはあくまでも戦術的かつ局きよく所しよ的てきな敗北に限られた話で、最終的な勝利が前ぜん提ていの捨すて駒ごまだった。言ってみれば将しよう棋ぎで自分の飛ひ車しやを見捨てて敵てきの王おうを取りに行くようなものだ。

　だが、姫ひめ殿でん下かの発想は違ちがう。それは盤ばん面めんでの勝利を捨てて盤外に勝しよう機きを見出そうとする試こころみだ。通常の戦争でも戦術より高い次元に戦略があり、その構造は時に局所的な敗北を容よう認にんするのだが、この姫君は戦略よりもさらに高い次元に政治を置くことで最終的な敗北さえ許きよ容ようしている。決定的敗戦という巨大な捨て駒が、政治における後々の勝利に繫つながると信じているのだ。

「……帝国に固こ有ゆうの文化や国民性はどうするつもりだ！　敗戦国の扱あつかいなんて戦勝国のさじ加か減げんひとつだぞ！　そんなことになれば、帝国そのものが再さい生せいの中で無限に希き薄はくになっていく！」

「確かにそうだが、それはこちらが戦争で完全に負けた場合だろう。じゅうぶんな余よ力りよくを残したまま敗戦を迎えれば、軍事力を背はい景けいにキオカ側の内ない政せい干かん渉しようを制限することは可能だ。そしてソローク──余よがそなたに求めたいのはまさにそれなのだ」

「せ、戦争に勝ってはならないし、後に体力が残らないほど負けてもならない？　つまり僕は」

「上手に負けるのだ、ソローク。帝国内の浄じよう化かのために適てき度どな外がい圧あつが加くわわるよう、負けた後もキオカからの干渉を制限できるよう、絶ぜつ妙みような余力を残して敗戦を迎えるのだ。

　この役やく目めはそなたにしかできない。単たん純じゆんな軍ぐん事じ的てき能のう力りよくだけの問題ではなく、軍人も貴き族ぞくも皇こう族ぞくも全すべて嫌きらっているというイクタ・ソロークの精せい神しん性せいが不ふ可か欠けつなのだ。たとえそなたと同じ能力があっても、ヤトリにこの役やく割わりは任まかせられない。彼女は根っからの軍人だ。敵を打ち破やぶって国を守ろうとする純じゆん粋すいな心は絶対に変えられない。敗戦によって国に益えきするという考え方自体が、彼女の生き方と悲しいほど矛む盾じゆんしてしまうのだ」

　イクタは全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。──異い質しつ。この時代、この国において、姫殿下の発想はあまりにも異質だ。だが、一面では帝国の腐ふ敗はいと地続きでもある。なぜなら「敗戦で国を救う」という姫君の案あんもまた、帝国の病びよう的てき政せい治じ性せいである「内政の失敗を戦争で贖あがなおうとする行こう為い」と本ほん質しつを同じくするからだ。

「この身は一いつ片ぺんの領地さえ持たない形ばかりの皇おう女じよだ。表おもて立だって政治や軍事へ干渉する権限が、今の余にはない。それはそなたに手にしてもらわねばならぬ。余にできることは根回しだけだ。実は時間的にもそう余よ裕ゆうはない──放ほう蕩とう生活を続けている今きん上じようの体は日に日に弱り続けており、いつ病やまいに倒れるとも知れぬ。おそらく十年は持たないであろう。五年か六年か、もっと短いかも分からぬ……。そうなれば、内ない閣かくに巣す食くう寄き生せい虫ちゆうどもは各々が皇こう帝てい候こう補ほを擁よう立りつし、激しい派は閥ばつ争いを起こすことは想像に難かたくない。その一事だけでも乗り越こえがたい国こく難なんであるのに、こちらの政治的混こん乱らんを好こう機きとして、キオカもまた本格的な攻こう勢せいに出てくるであろう。危機は内外から同時に迫せまる……そなたはそれまでに、軍のトップへ駆かけ上がらなければならぬのだ」

　五年後にせよ六年後にせよ、その頃ころにイクタはまだ二十代前半だ。そんな若年の大たい将しようも元げん帥すいも帝てい国こく軍ぐんには前例がない。いっそ不ふ可か能のう事ごとと言い切ったところで誰だれも反論しないだろう。

　なのに、それをやれと姫ひめ君ぎみは言う。目の前の少年なら可か能のうだと信じきっている。イクタは歯は嚙がみした。こんな一方的な信しん頼らいを作ってしまったこと自体、彼には悔くやみきれない失敗だった。

「……殿でん下か……あなたは、どこでその発想に行き着いた？　帝国の中でどんなに頭をひねっても浮かぶような構こう想そうじゃない。その手の思考の逆転を可能にする土ど壌じようがあるとすれば、それは帝国じゃなく──」

　まさか、という閃ひらめきがイクタの中に降りる。姫君はそれを即そく答とうで肯こう定ていした。

「そうだ。国民には伏ふせられていることだが、余よは三歳から十一歳までの年月をキオカの地で育った。両国間の休戦状じよう態たいを保証するための、政治的な人ひと質じちとして預けられたのだがな」

「……っ！　……その構想は、帝国式とキオカ式の合体物か！」

　呆ぼう然ぜんと自分を見つめるイクタに、シャミーユ殿でん下かは鼻と鼻が触ふれ合うほどに自分の顔を近付けた。そして、そう長くはない人生の中で積つみ上げてきた全すべての意志を、続く言こと葉ばに込めた。

「軍人の本ほん懐かいを踏ふみにじり、帝てい室しつへの忠ちゆう誠せいをかなぐり捨て、英えい雄ゆうとして受けてきた信頼の全てさえも、最後のたった一回の敗北によって完かん膚ぷなきまでに裏うら切ぎってのける。──どうだ？　軍人も帝室も英雄も、その全てが大だい嫌きらいなそなたに与えるのに、これ以上運命的な配はい役やくは他にあるまい！」

「………っ……！」

「もう悩むなイクタ・ソローク、余と一いつ緒しよに負けるまで戦え！　ひねくれ者のそなたはどうせ、何があろうとアルデラ教義で語られる天国などへは行けまい!?　ならば地じ獄ごくの底まで余に付き合って歩き抜こうが同じことであろう！　余はもはやそなたを黄泉よみ路じの伴はん侶りよと定めた、今さら不満など言わせんッ！」

　論理もへったくれもない激げき情じようの説せつ得とくに、けれどイクタは即そく座ざに反論を出せなかった。姫君の構想を「くだらない」と一いつ蹴しゆうできなかった時点で、彼はもう運うん命めいに含ふくまれてしまったのだろう。




　こうして、本当の意味で物語は始まった。『常じよう怠たい常じよう勝しようの智ち将しよう』ことイクタ・ソロークと、『カトヴァーナ帝国最後の皇おう女じよ』ことシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク。この二人が共ともに並んでひた走る、約やく束そくされた敗北へと続く戦いが。










エピローグ




　雲一つなく澄すみ渡った夜空の下に、白はく衣いを着たひとりの老人が立ち尽つくしていた。

　手に持っている灯あかりは、光ひかり精せい霊れいではなく油のランプ。その頼たよりない光さえも、今は手をかざしてさえぎっている。彼が見ていたいものはランプの灯りが届くような足あし下もとにはなく、それと正反対の位置にありながら、見るために灯りを必要としないものだった。

「ちょっとアナライ博士はかせ、こんな時間にずっと外にいたら風邪かぜひきますよ！」

　立ったまま微び動どうだにしない老人の様よう子すをいぶかしんで、白衣の青年が家の外へ走り出してきた。……以前住んでいた猛もう暑しよの土地よりも、ここは少しだけ夜の空気が冷え込む。気き候こうに体が慣なれない間は、年とし老おいたアナライの健けん康こうが心配だった。

「おう、バジン。安心しろ、すぐに戻る」

「……ああ、空を見ていらっしゃったんですか？　今日はよく晴れていますものね。……で、お目当ての星は？　それとも月ですか？」

「星じゃよ。今後千年くらいは絶対逃げないヤツじゃ」

　その奇き妙みような言い回しと、アナライの視し線せんの方向から、すぐにバジンは特定を終えた。

「主神星アルデラミン……ですか」

「……ぶるるっ！　おいよせバジン、単に北極星と呼べ。あの忌いまわしいアルデラ教の審しん問もん官かんどもを思い出してしまうじゃろ」

　そう言って、アナライはさっさと家の中に戻っていってしまった。いつまで経たっても気まぐれな人だなぁと思いつつ、バジンも後に続く。

　キオカ政府に用意してもらった新しい研究室は、普通の一いつ軒けん家やと言ってしまえばそれまでだが、ふたりにとってはカビともホコリとも親しまずに済すむ地上の楽らく園えんだった。それだけでバジンなどはキオカへの愛あい国こく心しんに目覚めそうになるのだが、アナライのほうは逆にふてぶてしい。

「かーっ、政府の連中め。また断りの返事を出してきよった！」

　ポストから抜いて集めておいた郵ゆう便びん物ぶつを机つくえの上で漁あさりながら、いきなりアナライが唸うなり声を上げた。事情を察したバジンは、肩をすくめて言う。

「……例の実験でしょう？　そりゃあ、いくらキオカの懐ふところが広くても許きよ可かは出ませんよ」

「なんじゃ。お前はやりたくないのか、バジン」

「……難むずかしいところですね。研究者としてはやりたいけど、ひとりの人間としてはやりたくない。どうしても抵てい抗こうがありますよ、精霊の解剖実験っていうのは」

　アナライはふぅむと鼻を鳴らした。──そう、この老博士が政府に許可を求めていたのは、四大精霊の解かい剖ぼう実験。もちろん『魂こん石せき』を取った抜け殻がらを使うが、技術立国に熱心なキオカ共きよう和わ国こくでさえ、そう簡かん単たんには許可が下りなかった。

「仕方ないですよ。帝てい国こくと違ちがって国教にこそ指定されてないけど、キオカの民たみだって八割以上がアルデラ教きよう徒とですもん。政せい教きよう分ぶん離りが多少は進んでいるといっても、アルデラ教の戒かい律りつはどうしても法ほう律りつに影えい響きようします」

「わしが言いたいのはもっと根本的なことじゃ。なーぜ『人の解かい剖ぼう』でさえ生せい前ぜんの許可があれば許されるのに、『精せい霊れいの解剖』だけが許されないのか。死んだらそれきりの人間と違って、『魂こん石せき』さえ神しん殿でんに持っていけば精霊は不ふ滅めつなんじゃぞ？」

　理り屈くつは分かりますけど……という顔でバジンは苦く笑しようした。アナライは拗すねたように黙だまり込み、かと思えばいきなり席せきを立って部へ屋やの隅すみに移った。そこに並んでいたのは、以前の研究室にあったものと似にたような、四大精霊の等とう身しん大だい模も型けいだった。

「ねぇ博士はかせ、いい加か減げんに教えてくださいよ。その『人じん工こう精霊』を作る目的は何なんですか？」

「不ふ肖しようの弟で子しには教えてやらん」

「あーっ、ひどい！　ここまで付き合ってる僕が不肖の弟子なら、世界中のどこを探さがしても優ゆう秀しゆうな弟子なんていませんよ！」

　ぷんすか怒りながら散らかった資料を整理するバジン。その姿を横目でちらりと眺ながめて、アナライは静かな声で話し始めた。

「なぁバジンよ。ちょっと感覚的な話になるが、自然物には全すべて『ままならなさ』があると思わんか」

「──は？　『ままならなさ』、ですか？」

「そうじゃ。あるいは思い通りにならなさ……とでも言おうか。たとえば、野生動物は時に人を襲おそうな。これを捕とらえるためには、我われ々われも罠わなや武器を用いて戦わねばならん。こっちが笑え顔がおで手て招まねきしても、そう簡単に気を許してはくれない。ままならんよな」

「はぁ……」

「だが、これが家か畜ちくやペットになると少し違ってくる。彼らは人に懐なついたり媚こびたりする。『お手』と言えば前足を出し、『チンチン』と言えば生せい殖しよく器きをさらけ出す。むろん家畜やペットは生活に役立つ存そん在ざいだが、そういう話とは別に、もう彼らには『ままならなさ』はなかろう」

「ままならない自然物から、人にとって都つ合ごうがいい存在になった……ということですか？」

「うむ。『ままならなさ』が自然物の本質じゃとしたら、『人にとっての都合のよさ』が人工物の本質じゃとわしは思う。そして、それを念ねん頭とうに置いて彼らを眺ながめた時……」

　アナライは目の前の模型をひとつひとつ順番に見つめる。容よう易いに火を起こしてくれる火精霊、常つねに清せい潔けつな水を用意してくれる水精霊、空気を清浄に保ってくれる風精霊、闇やみ夜よの灯あかりとなってくれる光精霊……。

「……こんなにも人にとって都合のいい存在が、『ままならなさ』のカケラもない良き人のパートナーが、自然物だなどと言うことがあり得るんじゃろうか？」

　その言こと葉ばを受けて、バジンはようやくアナライが『人じん工こう精せい霊れい』を作った理由を悟さとった。

「アナライ博士はかせ、つまり……精霊は人工物だということを証しよう明めいするための手段として、博士自身の手で精霊を再さい現げんしようとしていたんですか？」

「それが完全な証明に程ほど遠いことは分かっておったよ。わしにそれが作れたところで、神とやらにも同じものが作れたと言われればそれまでじゃからな。……じゃが、だとしても、一部の人々に疑問を投げかけることができれば良いと思った」

　人の手でもここまで再現できる。百年後、二百年後にはもっとオリジナルに迫せまっているかもしれない。そう考えた時、この発想に至いたる者は必かならず出るだろう。……待まてよ。人の手でここまで再現できるのだとしたら、そもそもオリジナルを作ったのも人だった可能性はないのか？

「しかし、精霊は『神しん殿でん』から生まれてきます。あれらの神しん秘ぴ的てきな施設は、歴史が文字で残されるようになる前から存そん在ざいしていたと聞きます。そんな時代の人間に、現代のアナライ博士でも満足に再現できないものを作れるわけがないじゃありませんか」

「その点はその通り。じゃから……彼らを作った人間がいるとすれば、それは我々とは直接の繫つながりを持たない人類だったのではないかと思う。それが繫がり損ねたのか、あえて繫がりを断ちたかったのか……どちらにせよ、その唯ゆい一いつの遺い産さんとして残っているものが、彼ら──つまり四大精霊なのではないかと思うのじゃが」

「壮そう大だいですね。その理り屈くつで言うと、我われ々われの文明よりもはるかな昔むかしに、我々よりもはるかに進んだ技術を持った人々が存在したことになりますよ。超ちよう古こ代だい文明、とでも名付けますか？」

「む、そのネーミングは悪くないな。──よし、それに決めよう。これより『四大精霊の製せい作さく者しや』を巡めぐる様さま々ざまな追求を指して、『超古代文明論』と呼ぶことにする！」

　仮か説せつに名前が付いたのが嬉うれしいのか、アナライはいきなり上じよう機き嫌げんになって模も型けいの手入れを始めた。バジンは苦く笑しようして老人の真まっ白な後こう頭とう部ぶを眺ながめる。

　どんな国のどんな場所に来ても、法ほう律りつも政せい治じも神かみも時間もお構いなしに真しん理りを求めて突つっ走る。アナライ・カーン博士の頭ず脳のうは自由に愛あいされていた。それはひょっとしたら、他の数多あまたいる天才たちから見ても、とても羨うらやましいことなのかもしれなかった。





〈了〉












あとがき




　初めての方も、そうでない方も、こんにちは。宇う野の朴ぼく人とと申もうします。

　突とつ然ぜんですが皆さん、星とか見ますか？

　いいですよね、星。今は離はなれていても同じ星を見ている。そういうの胸むねキュンですよね。

　……え、何？　南と北に離れすぎると、見える星もがらっと変わるって？　ＨＡＨＡＨＡ、まぁまぁ、その手の無ぶ粋すいな現実は無む視しするとして。無視してください。無視しろ。

　とにかく星の輝かがやきというのは、人類の間でとても広く長く共有されてきた指し標ひようです。たとえ完かん璧ぺきではないにせよ、地上で経過していった長い時間を越こえて夜空にある、という安心感。今も昔も、我われ々われはそういうところに魅みせられているのかもしれませんね。

　しかし、その星々でさえ、大きなスケールで見た時には時の流れと無む縁えんではいられません。たとえば北ほつ極きよく星せい。私たちが夜空に仰あおいでいるそれは、正式にはこぐま座ざ[image: α]アルフア星せいのポラリスという星です。天の北極に座ざすこと、すでに軽く千年以上。

　百年も生きない私たちからすれば永えい遠えんにも思えてしまう年月ですが、それにも少しずつ終わりは近付いています。たったひとつの星が、いつまでも天てん界かいの中心ではいられません。

　では、それさえも移り変わっていった後、いったい地上ではどれだけの星が生まれ、輝き、そして消えているのか。人々はどれほど彼らの記き憶おくを保ち続けているのか。壮そう大だいな話ですね。……あ、いえ、違ちがいますよ。プロジェ○トＸの上映会はここじゃありません。

　お喋しやべりはこのくらいにしておき、執しつ筆ぴつに当たってお世話になった人々にご挨あい拶さつを。

　まず、イラストレーターのさんば挿そうさん。初めて主しゆ人じん公こうのイラストが上がってきた時、どうして自分はこうも絵え師しさんに恵めぐまれているのだろうかと、本気で不ふ思し議ぎに思いました。素晴らしい絵をありがとうございます。シリーズの今後もどうかよろしくお願いします。

　次に、この作品から私の担たん当とう編へん集しゆうになってくださった黒くろ崎さきさん。折おりにつけ的確な助じよ言げんをくださってありがとうございます。最近は締しめ切きりを延ばしてもらってばかりで申し訳わけありません。

　友人のＭくん。何だかんだで、君とは新しん天てん地ちでも一いつ緒しよになったわけです。いつも背中を押してくれてありがとう、今後も良き友人でいてください。あと就しゆう活かつがんばれ、超ちようがんばれ。

　最後に、この本を手に取ってくださったあなたに、乾けん坤こん一いつ擲てき、全ぜん身しん全ぜん霊れいの感かん謝しやを。





宇野　朴人





















次ページには、初版刊行時のカバーを収録しています。
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